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は じ め に

認知症介護研究・研修仙台センター

センター長加藤伸司

認知症介護研究・研修仙台センターでは、平成18年度研究事業として「平成18年度老人保

健健康増進等事業補助金」により、「地域生活の視点から見た介護予防要因および予防的介

入効果の検証と普及に関する研究事業」をすすめてきました。

本研究では、高齢者の自己実現の達成を支援することを念頭に置き、介護予防・認知症予

防の要因を探ると共に、介護予防フログラムの作成と、住民主体型の実施方法の開発など、

具体的に役立つプログラムづくりに心がけ、地域づくりも視野に入れた研究を進めてまいり

ました。

研究をすすめるにあたり、厚生労働省老健局計画課をはじめとして、行政機関や地域包括

支援センタ一、保健推進員、老人クラブ連合会、自治会、そして一般住民の方々のご協力、

ご支援を賜り、感謝申し上げます。

本報告書が、一般市民の皆様や、認知症の人、およびその介護者であるご家族、さらに

介護や介護予防に関わる多くの関係者の方々に少しでもお役に立てれば幸いです。

平成19年 3月31日





地域生活の視点から晃た介護予防要因および
予防的介入効果の検証と普及に関する研究事業

加藤体言 (認知主主介護研究・研修{山台センタ…、東北福祉大学〉

浅野 (認知症介譲研究・研穆1ti.r台センター、東北福社大学〉

持部哲也 . n耳修{山合センター、東北議社大学〉

矢吹 知之 〈認知症介護誤究・研修{出会センター、東北福祉大学〉

古川 (認知症介護研究・研修拍台センター〉





研究事業の呂的と撮要

12015年む高齢者介護jあるいはその後示された介護保険の改正等によれば、

誰進JI認知症ケアの推瀧JI地域ケア体制の整繍Jという 3点が今後む高斡者介護立関する蕗

策の柱とされており、特に先般の介護課険改正時に法上記の 3点を踏まえたよでの

横型システム」への較換が大きな無点とまった。

介護報検改正等における「介護予防Jとは、「どのような状態にある者であっても、

機能維持・向上を積極的に図仏製支援・要介護状態の予坊及びその童主化の予i昔、

より、高齢者本人の自主実理の達成そ支援することjである。すなわち、単に心身の機能的

な向上のみが邑的では設く、高齢者本人にとっての目標を自百実現できるようにすることが

る。そのためには、地域生活の中で、認知症及び介護予防を劾果的にはかっていく

めのモデルを構築し、その普及を行っていくことが今後社会全体として取り組むべき課題で、

るといえる。

うした社会的要講を諮まえて、本研究事業では、認知症・介機予防要因を生活読点かち

らかLこすることを百的とした地域を限定した悉皆調査の追跡謀議託行うこととした。また

この地域に対しでは、これまで健農講鹿や健接指導などの介入を行い、その有効性を検討し

てきたが、本研究事業ではこれまでの介入効果も悉皆調査の結果から検討することとした。

さもに認知症介護研究・訴務的合センターでは、これまでの介入研究で得ちれた知見をもと

に、介護予防や認知症予防の介入プログラム者作成してきfたが、本研究事業で辻、探知症・

介護予防を地域で効果的;こ農鰐し、地域作りを舎めた介護予訪体制法構築することを目的

に、地域告括支譲センターと連携をとちながち住民自身が推進役となって介護予防ならびに

認知症予訪活動者接関する能力を養成する講肢をモデル的に実指し、鰭議指導老中Jむとした

認知症予防・介護予防のための介入とその効巣の調査を行い、壇域介入のあり方とその効果

について検討することとした。

く分けて以下の 2つ れるo

し加齢と護康に罷ずる縦断諒究む追麗:謂査

一気能活大島住畏の4年後の追跡調査と介入効果の検証一

2.地域介入のあり方とその効果に寵する務究

「研究に関する倫理的配慮」

本研究事業は、 f認知症介護研究・研穆結台センター檎理審査委員会Jにおいて犠査され、

橋部留での十分な寵護老行った。調査罰究は、調査協力者に対して研究の趣皆、調査に擦し

て予議される集担の問題、ヂータの取り扱い方法、途中同意取ワf隠しの吉富と、そのことに

よって不利益が被ることがない協を説嘆したよで語意そ求め、胃意が寄られた研究協力者を

対象に行われた。



{研究協力者)

大島老人クラブ会員の皆様

気111昭市各自治合の皆様

気仙沼市{果鍵指i議員の皆様

究仙沼市民生委員の皆様

(研究協力機関)

大議老人クうブ連会会

気仙沼市社会指祉協議会

気仙沼市地城包括支持センタ一

気鵠沼市銀鑓福祉センタ…

気仙沼市保能福祉部

ノ¥ーティケアセンターおおしま

(五十背JI関)
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加齢と健康に関する縦断研究の追跡調査

一気仙沼大島住民の4年後の追跡調査と介入効果の検証一





謡査毘的

加齢と鍵擦に関する縦断研究の追跡調査
一気仙沼大島住民の4年後の追接語査と介入効薬の検証…

平均寿命も飛躍的に向上 これかち辻、活動余

命を延ばし、高齢者が健康で黄の高い生活をiきることができるような社金を作っていくこと

となっている。一方加齢に伴う慢性疾患の有病棋の増加や、認知症の出現率わ

議加は、高幹者の生活の震を高めるための大きな阻欝袈困となる。高齢者が謹震で賓の高い

ために誌、加齢が健康に及ぼす影響者明らかにし、健康を維持する要霞と緩康そ

る護部老生活撰点かろ明確にして実諜む生活に広く役立てていくことが重要となる。

しかし、これまでに多く行われてきた諜々設年代そ比較するだけの横断的研究では、年代ご

とのコホートの影響が語査結果に反咲され、調人の経年的な変化をとらえられないという間

る。また標本語出や、希望者を募る形の観能研究では、一部の選ばれた人や特殊な集

団を追跡調査する可能性がまるる。本研究で辻、地域を恕定し、その地域住畏に対する

査の遺跡を行うことによって、これらの影響そ排i翠し、加重告が鐘棄に及lます影響と、

組害する要因を明らかにし、合わせてこれまで、む介入効果を検討して分護手酷

の可能性を検討することを目 た。

語査方法

「方法j

対象は、 2002年の基礎調蘇時に協力してくれた1，134人の中で20例年の瞬査に協力してく

れた糾き人である。撰査の内容は基礎讃査時から大きく変わることがなく、「基本嵩性J

IADL:ヨ常生活動作I家族構成JIB常生活状現JI生活響慣JI一般健康状態JI健康状態に対

する自覚JI日常活動状況JI対人交読JI社会活動J老成富覚jなどで構成されている。

って辻、調査の趣言を嬰記した文書を各地広ごとに四覧板栓用いて公表し、理

また調査に先立ち、老人クラブの協力を簿で 2年闘で死亡や移動のあった人を

ックし、ぞれ以外の調査対象者に対してはがきで瀧絡孝行った。その後個別に電話で調

し、調査臼を調整することとした。擁護誌対象者の自宅に韻査員が訪問する面

とし、訪問時に調査内容の説明を行ってi理意が持ちれた人;こ対して諮査を

謡査機関は、 2006年 8月 l日から 9月日日までお期間としたが、対象者の都合で司

韓関繋がつかない人については、 2007年11月までの閣で巴程を調整して謹査を行った。
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制驚結果の概要

;;!Ai ifti場)J (j培、男性250入、女性397入、合計・647人であり、前局窓時の 4ηの3にあた

る人たちで品る。ヰ年前の基礎調査時に壮年J~lm~であった人たちの平均年齢は64.3哉、前J~J 

itj露出版界は73.3歳、後窮高齢期は82.8識である。

.一般館牒状態

病院にかかる病気を有している人が4分の 3を占めているが、後期高齢期訴では 8111jを超

えており、?で体の半数註複数の病気で病践にかかっている。最も多いのは、山lflLJ.rに代点さ

れる循環(?~系の娯J主である。また病気を脊する人や持数の病気を千'iする人は椛年|刊にも1'1"'1}jll 

しており、病試にj立i語、すhn鈴の影響は{謹実に起とっている。

-鍵憲状態に関する

全ての年鈴群で 3"'4警IJの人たちがとても健康と感じており、まあ{建康な方者会わせると

ヰ分の 3の人たちは鵠牒と感じている。また食棋や臨瞬、排法状況に関しても 81W!J'"ヲ害IJの

人たちは良好と感じており、経年的な変{ヒもみられないなど、;毒気誌増えているにもかかわ

らず、自覚健康度は高い。

-日常生活状況

6割以上の人が早朝の 6時Hなによ記;ぶしている。食事もほとんどの人が 3食きちんと

間にとっているなど、ヨ三活欝棋は腕日IJLEしい。また 6書IJ以上の人は昼寝の習慣があり、

うち字数以とが30分以内の短時間の騒砲であることは、認知挫の予防効果が期待できるきちな

でもある。入浴に関しては 9割以上の人が何:日と答えており、ぬるめの混疫に短時罷入っ

いる人が多いのは過去の結果と同様である。家庭内の仕事は 9割近い人たちが仔っているが、

後期高齢期群ではやや少なく、経年的に減る{噴出がある。また外出法?割近い人たちが毎日

外出しているが、後期高齢期群では 6割弱とやや少なく、経年的に減少する横向が見られる。

-食事・栄犠摂取技況

4分の 3以上の人たちに好き嫌いがなく、 9割以上の人は食事を楽しんでとっており、 4

分の 3を謡える人たちは毎語誰かと一緒に食事‘在している。好きな金ベ物は「魚介類jが圧

{型的に多いが、嫌いな食べ物としてあげているのも「魚介類jが多いなど興味探い結果であ

る。金事の中心は半数の人が魚中心であり、 2制の人が野菜を中心に禽べているが、魚と野

菜在中心にした食生活を送る人は 2年前から増加している。

主食は米食でほとんど全員が l 司 1~2 食以上禽べているが、米食の代わりに親類やパン

を食べる人もやや増加してきでいる。毎食金べるものとしてみそ汁が26%、漬け物が44%を

占めており、 l El l~2 禽以上がヲ訟を占ゐるなど、やや犠分の摂取状況が気にな

もある。 1自 1食以上金べるものとしては、魚介競が 7制な占めており、これは地域性とい

えるだろう。その告として、ヲ観の人が大豆や緑黄色野菜、 7寄りの人がいも類、 6事IJの人が

と果物、ヰ言語---5部の入が卵や牛乳、乳製品在 l日l食以上摂取している。

ヰー



.予防因子等

欽?躍をしない人が全体の 6割以上で、年齢の高い群;まど多い。一方毎E欽む人も 2割程度

であち、若い年代ほど多いが、経年的わずかに減少している。喫建率;ま語査対象者のヲ先で

るが、わずかに減少額向がおる。喫J産者む 8創は本数が20本以下であり、年齢が高い群iま

ど少ない。

鑓康のため ていることとしては、 s欝jの人が璽芸や運動などの余暇活動をあげてお

ち、この{噴出は梓齢が高い群ほど多い。また半数以上の人は議日建衰のための運動在行つ

おち、持に壮年期群で増加鎮{需がみられるのは望ましい変化といえる。

をつけたいことは、生活リズムや生活スタイルに関するものが半数以上を占めており、

活動をあげている人も 3割~ヰ割みられる。

-日常活動状況

収入を伴うイ士事そしている入が4分の:程度で、年齢の高い群ほど少なく、経年的に減少

する傾向が見られる。趣味活動をしている人は 7割軽度であるが、毎日行っている人は、そ

のうち 6翻者占めており、週 l回以上趣味活動を行う人法経年的立増加する傾向がある。ま

た半数以上の人誌題味者一緒に行う相手がおり、そのうち 7割以上泣ヰ人以上の相手がい

る。

事対人交流

家でー藷;こ過ごす掴手は配欄者が最も多いが、後期高童言葉耳群では少なく、経年的に減少し

ている。これは配i義者の入院や入所、死亡によるものと考えられる。またヲ割以上の人立高

していない子どもがいるが、そのうち半数以上の人が遇 l回以上の交流をもっており、;ま

どすべての人はふだんつきあいのある鶏成もいる。ふだん最も話をする相手は家族であ

り、迂ぽ毎応諾している。

橿談語手がいる人はヲ窮者超えており、そのうち 4分の 3以上は語談種手が 2人以上い

る。逆に 4分の 3以上の人たち誌槙談される相手もおり、後期高齢期群でも 6割以上の人が

招談を受けている。家族以外で用事を頼める人がいる人も 4分の 3を超えているが、

齢期群でやや少なく、経年的に減少する傾向がある。開語以外む家族で緊急時に駆けつけて

くれる入がいるのは兜%とほとんとであり、駆けつけてくれる人もヲ部以上的人法 2人以上

の複数人と答えているの誌これまでの結薬と同様である。

.社会活動

半数以上の人が地竣活動へ参加しており、そのうち 4髄の人たちは投識についている。後

期高齢類群以外で誌ヰ入に l人が週 l悶以上活動に議参加しているが、後期高齢顛群で泣 2室i

以下であり、経年的はもやや滅少している。

-ライフヒストワーや老性自覚

これまで一番楽しかったこと法子腎てや家族生活など家庭に寵するもむでおり、次に多い

のが壮年期群では仕事に寵するもの、高齢期群では余暇活動に関するものである。者!生岳覚

心身機能の低下をきっかけに認識した入が多い。しかし壮年期群の10%、前期高齢期群

-5 



のき弘、?を;軒高諮問{l'i:の5.5%の人たちは 1'1jjが版をとったと感じていない。

今よりも若いときのj:'jが良かったことは、心身機誌にi揺するものが多く、 ときよりも

今のん-が良かったことは、心身機能をあげた人はわずか 5%瀧壊であったが、経済的・身体

的にゆとりができたことや、震任から解殺されたことなど「生活全般」に閲するもの在あげ

ているのが半数以上を占めていた。これから先どう暮らしてい哲たいかに轄しでは、後期高

齢期訴以外では生活全般に関するものが多いが、後期高齢期群で誌心者機能に関するものが

多い。

-福祉・介諜サービス状況

法!ftl語認定そ受'けている人は;鵠ft対象xiの約 8%であり、組支J援と要介護 2が最も多いじ

サーと、ス手IJm誌?をJUJ ， fliU詰JVWY:に多く、経{I~I刊にも J削rIしている。異{本的なサービス内容は通

I~rftl誌が 7 '11(IJを組えており、訪問介撲を受けているのは 4分の i窓互主である。

サービスを受けていない人でも G割の人は将来の詣分に対する介識よの不安を抱えてお

り、|河@の家族や別居の子どもに家銭に諮談する人が多いが、病院や慌仰などに相談する人

は2*IJ以下、行設機関や専再首長などに結談する人は l審IJ以下である。将来介護老受けたし

所は自宅が56弘、絡設が22%であるが、自宅希望は 2年前から減少しておち、逆に撞設希謎

がやや増加している。介護してほしい~;日手は、子どもが 3 害時、記説者が 231j 、 blli投職員が 2

害IJ弱結成であり、家般に介議してほしい人は減少傾向があち、施設職員詩型がやや増加lして

いる。

-過去2屈の介入プロ夕、うム参加群と、非参加群の比較

非参加群に比べて参加群に多く見られる特徴は、経年的に家接の減少が少ないこと、世帯

構成が大きいことなど、議定版人数が安定している入迂ど介入ブログラムに捗加しやすいこと

が考えられるが、配{畏者と一緒に過ごすことが少ないことも参加要因のひとつとなってい

る。また拳加群では、収入者持う仕事をしている人が少ないことなど比較的時簡の余搭のあ

る人で、島り、平廷と休Eの渦ごし方に差がないことなど、器開正しい生活を送っている入が

多い。さらに介入プログラムに参加する人は、社会活動に参加している人が多く、 1趣味活動

そしているが多いだけではなく、趣味活動を一緒に17う梧手が多いえ主ど、積極的なうイフス

タイルがうかがわれる人である。その{起こも欽酒智慣や喫煙留慣がなく、健鹿のためι毎記

している人が多いなど、自分自身の健康管理に気栓つけている人が多い。

る



調査結果



上対象者の最性

圃対象者の内訳

調査協力者は、対象者848人のうち謂性250入、女性397入、合計647人であり、前自調

査時の 4分の 3にあたる人が鵠査に協力。

13hi 討に協力してくれた人辻、 647人で、あり、 2年i誌の調査時の76.3%にあたる人たち

あった什 ヰ年前の基礎鵠査の協力者が1134人であり、今1111の議討は 11"11 1 の J ，~(ij~，lJMftll与の

日7.1%にあたり人が協力してくれたことになる。

ノ~1''1 U) ， i)liJ古から除外された人はお i 人 (23.7(，込〉であり、その|付 ， v~は、死亡が32 入、人

ic:・人}iJi13人、転)，!;7人仕えむ誕汽附江主計が153人であった23!jhilfitZ3FiLi1与のれなJ%IIは、 I~(， 

につを詐返したしリが75人 (49.0(}{l)、本人がim}Jイ4泌を訴えて静退したものが人

(16.3弘入リ!判だが:I:fH~tなので話出したしリが24 人(J %)、「体調不良」が15入 (9.8%)、

f連W/elllで515f!?がつかえ主しリが 6人 O.り%)、「調査述仁1=1で静退j が5入 (3.3%)、「家践に

よる辞退Jが3入 (2.0%)であったの

ii!』i内対象者の内訳は、男性250人(38.6%)、女性397人 (62.4%)であり、 2002年の基礎

，imJi如上?の年齢コホ…ト別内訳は、壮年期群180人 (27.8%)、，'，iiJUI，¥':i鈴JVW'(:26I人 (40.3%)、

諸問~':J~N!市期若手206人(31.8%) であった(図表 1 -1 )() 

コホート月号 3{t下のHU，:の、，q句作齢は、以ドの語りである。

J&部品~iJtin寺の:ltWJ9HW' • • • • • •• 6斜4.3立2士2.8泣2石i長 (υイiド'.i品齢i給刷市酌制帥11申和iド主11，¥仁:5兜8叫占収境----6似lH，謙誌〉

j思I造出L引{礎控JlJ訪出J』耐1
j峠t占L引i礎琵，U，ぷ調?誤鵠;持n子汽4もを1王tl附1時占寺‘の?禄麦記i埠出5民JJ点:f乙台詰1:?等:i計ii齢給制j山U引H昨1作下 お2.幻 ごと4.18l!長(f111i市111;.¥: 78i，'泣~ り7tlお

8-



図表1-1 澗議対象者の内訳

人数{割合)

年齢コホ…ト
合計

1土空宇案書群 前期高齢期群 後期高齢期群

第 1路; 125 (27.7%) 188 (41.7%) 138 (30.6%下 451 (100.0%) 

男性)第2窃 86 (26.0%) ! 144 (43.5%) 101 (30.5%) 331 (100.0%) 

第3回 68 (27.2%) 107 (42.8%) i 75 (30.0%) 250 (100.0%) 

第 T回 181 (26.5%) 232 (34.0%) 270 (39.5%) 683 (100.0%) 

食性 第2回 137 (26.5%) 195 (37.7%) 517 (100.0%) 

第3回 112 (28.2気〉 154 (38.8%) 131 (33.0%) 397 (100.0%) 

i第 1田 306 (27.0%) I 420 (37.0%) 408 (36.0%) 1134 (100.0%) 

合計 第2包 223 (26.3%) 339 (40.0%) 286 (33.7%) 848 (100.0%) 

:第3@] I 180 (27.8%) 261 (40.3%) 206 (31.8%) 647 (100β%) 

※年鈴コホートのIR分は初回調査時の年齢による

ヲ



-世帯構成

金体の 3分の 1が二世代需窪、全{本の4分の 1は夫婦世帯。壮年期群守は夫婦世帯が

最も多いが、前期高齢期群で誌三世代詩躍が壊も多く、後期高齢期群ではニ世代間賠が最

も多い。

{全体の結果)

計併構成を晃ると、全体ではこ代問牌が216人(33.4弘〉と最も多く、次いで←之IIt代

j日'10が193人 (29.8%)、夫婦世帯167人 (25.8%)のJI羽であったり

家族成誌は、対象者も含め平均3.47士1.71人であった。コホ…ト7JI1に比較すると壮年WJ

Irt:は 3 .3 5 土1.73 入、前期高齢持Htれま 3.48土 \.84人、後j~J ， ':'lîW冷 j~1鮮は土1.45人であり、コ

ホート別の差はiまとんどもなかっ

同日人数について、続年変化を詰ると、 2002年の 平均3.68土1.77入、

1. 71人であり、継年的にわずか2004年のI淵査時は、

にj戚り品目?でいるという

ると

1 入、 2006年翼査時は、

った。コホート裂で、 2002年:→20例年→2006年で比較す

(:11:年期群〕 3.44士1.73人 → 3.38士1.72人 → 3.35土上74人

(1詩埠 J高齢期的~) 3.69士1.90人 → 3.62士1.87人 → 3.48土1.84人

c1をj記長引j出現群) 3.88士1.62人 → 3.72士1.何人 → 3.55土1.詩人

という結果であった。結t"NIせに統計的にイiぷなは認められなかったが、守べての詳で

減少する紙!?刊が認められた。

(コホート別比較)

壮年即時!で、は、った垢}1lJ:'1出'が62人(34.4詫)と最も多く、次いで、 '.1Lt代IliJ)，!f57人(31.7%)、

一世代39人 (21.7%)、四世択12人 (6.7弘〉め)1顕であった。

高齢期群で最も多いのは三世代で84人(32.2%)であり、次いで夫婦世帯79人

(30.3誌〉、二世代74入 (28.4%)、単身16人 (6.1%)のJI顕であった。

後期高齢期群で最も多いの誌ニ註代85人 (41.3%)であり、次いで多いの誌三i12fミ70

人(34.0%)、夫婦t立帯26入(12.る%)、単身13人 (6.3%)の)1闘であった。夫婦世:事に理っ

ていうと、壮年期群と前期高齢期詳はiまぼ3害せが夫婦世帯であるのに対し、後期高齢期群

で夫婦世帯なのは l割強であり、{告の 2群;こ詑べると少ないという結果で、あった。

(圏表 1-2) 

ハリ
U



図表1-2 世帯構成

壮年期群

第1回 nニ180

第2回 n=180

第3回 n=180

宅罫期群金合崩作 第1固 n=261 

第2固 n=261

第3回 n=261

齢期高群後期 第1固 n=206
第2固 n=206

第3固 n=206

体全

第1固 n=647

第2固 n=647

第3固 n=647

0% 20目 40% 60% 80拍 100目

人数(割合)

単身 夫婦 二世代 三世代 四世代 その他 全体

第 1回 5 ( 2.8%) 59 (32.8%) 61 (33.9%) 39 (21.7%) 13 (7.2%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 6 ( 3.3%) 61 (33.9%) 58 (32.2%) 43 (23.9%) 什(6.1%) 1 (0.6%) 180 (100.0%) 

第 3回 9 ( 5.0%) 62 (34.4%) 57 (31.7%) 39 (21.7%) 12 ( 6.7%) 1 (0.6%) 180 (100.0%) 

年齢コホト
第 1回 13 ( 5.0%) 73 (28.0%) 72 (27.6%) 88 (33.7%) 12 (4.6%) 3 ( 1.1%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 16 (6.1%) 73 (28.0%) 72 (27.6%) 93 (35.6%) 6 (2.3%) 1 ( 0.4%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 16 (6.1%) 79 (30.3%) 74 (28.4%) 84 (32.2%) 7 ( 2.7%) 1 ( 0.4%) 261 (叩0.0%)

第 1回 7 ( 3.4%) 28 (13.6%) 76 (36.9%) 81 (39.3%) 12 (5.8%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 11 (5.3%) 27 (13.1%) 77 (37.4%) 78 (37.9%) 13 ( 6.3%) 0(0.0%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 13 ( 6.3%) 26 (12.6%) 85 (41.3%) 70 (34.0%) 12 (5.8%) 0(0.0%) 206 (100.0%) 

第 1回 25 ( 3.9%) 160 (24.7%) 209 (32.3%) 208 (32.1%) 37 ( 5.7%) 8 ( 1.2%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 33 ( 5.1%) 161 (24.9%) 207 (32.0%) 214 (33.1%) 30 ( 4.6%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 

第 3回 38 ( 5.9%) 167 (25.8%) 216 (33.4%) 193 (29.8%) 31 (4.8%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 



聞家旗人数

全体の 6割以上に変化はないが、約4台の 1が家族人数が減っており、家族人数が壊

えたのは 1割弱韓度。 f家族人数減Jは「家族人数増」をすべての年齢群で上凹っており、

特に後期高給鶏群で顕著。

{全勢。〉結果〉

家族人数の変fヒに関して、議礎嗣査時 (2002年度)と 4年後の今回調査時 (200611"[的

を比較すると、「変化なしJが416人 (64.3%)と最も多く、次いで子家裁人数減J1J" 173 

人 (26.7%)、「家族人数増」が58人 (9.0%)の)1闘で、あった。

(コホート別比較)

すべての年齢群で最も多いのが「変イヒなしJで品り、壮年顛群132入 (73.3%に前期高

齢期間176人 (67.4%)、後期高齢期塁手108入。之ヰ鈷〉で、年齢が高い群iまど「変化なし」

という "'1答は少ないという結果で、あった。

「家族数減j と回答したのは、壮年期群で31人 07.2弘)、前期高齢期群が66人

(25.3%)、後期高齢期群が76入(36.ヲ弘〉であり、後期高齢期群で家般人数が減る傾向が

みられた。

3 ) 

一段一



関畿1-3 家族の人数(第 T問調査時と第3回調査時ぬ比較〉

前期高齢期若草 nおお1

後期高齢期群 n=206

人数(割合)

家族増 変化なし 家族滅 回世代 その他 全体

体齢ホコ卜 宿将司羽僻

17 ( 9.4%) 132 (73.3%) 31 (17.2%) 180 (100.0%) 13 ( 7.2%) I 3 ( 1.7%引 180(100.0%) 

高齢事雪期鶏若手; 19 ( 7.3%) 176 (67.4%) 66 (25.3%)! 261 (100.0%) 12 ( 4.6%) 3 ( 1.1%) I 261 (100.0ちも}

後期 j 
勺勺 (11170乙1

相 8(52.4%) 76 (36.9%) 206 (100.0%) 2 ( 1.0%) I 206 (100.0% 

416 (64.3%) 173 (26.7%引 647(100.0%) 37 ( 5.7%) 8 ( 1.2%)! 647 (100.0%) 



2.一設鍵康状態

語日常生活動作 (ADL)

ADLにおいて完全に自立している人の離合民大きな変{とはないが、変化の幅は年齢が

高い群ほど大きくなり、特に後期高齢期群の自発活動の低下が目立っている。

(全体の結果〉

ADしに関して誌、ゴッドフリースらによる GBSスケ…ルの ADL許制金JIjい、 f~'( Jl5~ :& J 

f摂金行説Jf身体活動Jr由党活動Jr術生管理Jr用部管関Jの項自についてri'l{11lliし

2年IIIiの前凶調査時と今回調査時の 2年間の比較では、太きな変北詰認められないが、

完全に I~:I立している人の割合はすべての項目で減歩鰻向が晃られ、「自

i'I印している人が4.8ポイント減少しているのが最も大窓会変化であった。

〔コホ…ト担比較}

壮年期群、言Ij期高齢期群とも、完全に自立している人の割合の変化は、 1'"'-'2 

あち、その変化はほとんど認められなかった。

がプ己全lこ

しかし後期高齢期群では他の 2群に比べると変化量が大脅し特に f自発活動j

に自立している人の割合が話.4覧と識も少主く、 2年記と比べて9.7ポイント減、 4年前の

基礎調査時に比べると 10.7ポイント減っているという結果であった。また次に低下が屈

立ったのは、 f韓日i三管理j であり、完全にg立している人の割合は90.3%であり、 2

に比べて7.3ポイント誠、ヰ年前に比べて7.8ポイント減という結果であった。

〈密表 2-1 ) 

14 -



国表2・1 年代芸言語立護 (GBSスケール.ADし)

着脱衣 筏食行動 身体活動 自発活動 衛生管理 用便審理

第1盟 100.0% 100.0% 1 100β% 100.0% 100.0% 100.0% 

壮年鶏群;第2自 99.4% 99.4% 98.9% 98.3% 99.4% 1 99.4% 

第3回 100.0% 100.0% 100β% 100.0% 99.4% I 100.0% 

年鋪コホト
第 1回 99.6% 100.0% I 99.2% 99.2% I 99.6% 100.0% 

前期
99.6% I 98.5% 97.7% i 99.2% 99.6% 高齢期群 第2回 97.7% 

第3回 98.1% 99.2% I 告6.2% 95.8% I 97.7% 98.5% 

第1回 99.5% I 100.0% 
9号S5-55%%:; 

告7九%1 98.1% 99.0% 
後期

第2回 98.1% I 99.5% 号6.1% 告7.6% 97.1% 
高齢期群

第3回| 94.7% I 97.1% 引 .7% 事念4% 90.3% 93.7% 

第1回 99.7% I 100.0% 99.2% 話器“8% 事告.2% 99.7% 

全体 第2回| 98.3% 99苓5% 容7.7%I 97.4% i 98.8% 98.8% 

|第 3回| 97.5% I 98.8% 95.8% 94.0% 95‘8% 97.4% 

15 



圃病院にかかるよう立病気の吾無

病院にかかるような病究がある入は金体お 4分の 3であり、経年的に増加しているο

病気を有している人は年齢の高い群ほど多く、話題高齢期群と後期高齢期群では 8割以

上を占めている。病気を有する人の増加は前回調査時かち今田調査時までの 2年閣で大

きく、特記年齢の器い群ほど高い増加率を示している。

(全体の結擦)

病院にかかるような痛気の打11誌に関して培、 fあるJt liWfI干した人は491人(75.り%)と

4分の 3な，:!:"iめていたの経{I:!'Iせな変化を兄ると、務気をよiする入は 2{I:前と.LtJji交して 1t¥.4 

ポイント、 41，ドliijと比，!i交して24.4ポイントWIJJIIしており、前回調査n寺から今関調尚時ωZ
年間の附加率が高かった。年代別比較では、後期高齢期訴が83.5誌と最も多く、次いで前

期高齢期m~が80.5%、壮年期群が60五%の順になっていた。病気を有する入はすべての群

で増加傾向にあり、話回調査時と今語調査時の 2年間の比較では、壮年期群で23.4ポイン

ト、前期高齢期群で18.4ポイント、後期高齢期群14.1ポイント噌加しており、年齢の低い

{rt:ほどlrI'J加率が高いという結果で、あった。

(コボート別比較)

壮年期tif:で、病院にかかるような病気なイjする人は109人 (60.6%)と6加を起えている。

経年的な変{とで誌、 2{rR~ と比較して23.4ポイント、 4 1r IIIIのJ;&I遊説i夜時と比1ほして26.7

ポイント増加しており、経年的に病気者有する人は増えているが、刊に前回調査11寺から

liJl調査11寺までの 2年慌の培加率が高いという車i:itflであった。

前期高齢W'J併で、病院にかかるような病気在有する入試21告人 (80.59ら)と 8'1~IJを紛え

いるc 経年的な変化では、 2年前と比較して18.4ポイント、ヰ年認の基礎護査11寺と比較し

て26.9ポイント増加しており、経年的に病気を有する人は増えているが、特Lこ

から での 2年轄の増加率が商いという結果であった。

後期高齢期群で痛読にかかるような窮気老有する人は172人 (83.5%) と8寄iJ栓超えて

いる。経年的な変化では、 2年前と辻較して14.1ポインヒ 4年前の基礎調査時と比較し

て19.4ポイント増加しており、経年的に病気を有する入は増えているが、特に

から今回調査時までの 2年聞の哨加率が高いという

2 -2) 

iる

った。



病院にかかるような務気の有無
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i 部員 1 圃E ・E ・-園町P ・E ・-牧
冬
湖
閣
総

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田園圃.，揖轟E量置圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田

E ・ E・-ー・圃園周磁.Ir!駒田園圃圃圃圃圃圃E

姦鈴鶏喜孝後綴 第1!Eln=206 
主主21i器用206

芸春3!Eln=206 

体全

3高1殴 n=647

開n酬~ t 
第3阻 n=647

。弘

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E ヨ裂畢鐙畑圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田富

20詰 40詫 60% 80覧 100% 

人数(割合)

ある ない 合計

i 第 1図| 61 (33.9%) 119 (66.1%) 180 (100.0%) 

壮年期群|第2問| 67 (37.2%) • 113 (62.8%) ! 180 (100.0%) 

富コホト i .第奪 3 司田

109 (60.6%) 71 (39.4%) 180 (100心%)

140 (53.6%) I 121 (46.4%) 261 (100.0%) 

高齢関節期群 第 2密 162 (62.1%) 99 (37.9%) 261 (1∞ο%) 

第3主主 ; 210 (80.5%) • 51 (19.5%) 261 (100.0%) 

:第 1回 132 (64.1%) 74 (35.9%) 206 (100.0%) 
後期

語義齢期群 第 2国 143 (69.4%) 63 (30β%引 206れ00.0%)

第 3回 172 (83.5%) 34 (16.5%) 206 (100.0%) 

第 1回 333 (51.5%) 314 (48.5%) 647 (100.0%) 

念体 第2困 372 (57.5%) ! 275 (42.5%) 647 (100.0%) 

第3笛; ヰれ (75.9%) 156 (24.1%) 647 (100.0%) 



量鶏設にかかるような病気の疾患数

霧i瑳誌かかるような病気を有している人の約半数は捜数的接患で痛i穫にかかっているc

複数の疾患で鶏践誌かがっている入拡年齢が商い群ほと、多く、すベでの群で

しているο

(全体の結県)

病院にかかるような病気を有している人のなかで単ーの疾患で病院にかかっている人は

248人 (50.6%)であり、全体の半数者占めている。次いで多いのが 2疾j誌の 150人

む0.6%)、次が 3疾患以上の92人 08.8%)であるが、 2つ以上の譲数の疾j品で、病院にか

かっている入拡242人 (49.4弘)であり、約半数を占めていた。

(コホート別比較〉

:11:11:: JU Hr~の病院にかかるような燕気を有する入の中で、単一の疾患で、病院にかかっている

人は71人 (65.1%)と 6割そ超えていた。護数の疲患で病院にかかっている人は38人

(34.り弘〉と 4割近くであり、経年的な変{とでは 2年;誌と比較して 3ポイン !¥4年前の

誌礎調査時と辻較して 7ポイント増加しているなど、議数の疾患で、病院にかかっている人

法経年的記増加しているという結果で、あった。

前期高齢期群の栽誌にかかるような病気者有する人の中で、単一の疾患で病院にかかって

いる人は94人〈料品覧)と約半数近く者出めていた。次いで多いのが 2疾患で77入

(36.7%)であり、 3疾患以上が芳人(18電話%)ぉ)1国になっていた。機数の疾患で病院にか

かっている人は116人 (55.2%)と半数者越えており、経年前な変イヒでは 2年前と比慌し

てい.4ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して18.8ポイント増加しているなど、複数の

疾患で病!誌にかかっている人は経年的に増加しているという結果で品った。

後期高齢期詳の鶏院にかかるような病気を有する人の中で単一の疾患で、病院にかかって

いる人はお人科8.5%)と半数近く者出めていた。 2疾態と 3挟患は冊数の44人 (25.79る〉

であり、権数の疾患で病院にかかっている人はお人 (51.5%) と半数を超えており、

的な変化では 2年前と比較してポイント、 4年前の器購調査時と比較して12.1ポイント

増加しているなど、複数の疾患で病院にかかっている入試経年的に増加しているという結

った。

2 -3) 
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関饗2-3 病院にかかるような病気の焼態数

壮期年群

第1困 n喝1 [ 

第2闘用語?

第3問 問109

寝齢英群語室期tr 第1回附 140
第2殴 n=162.

第3[ii]n=2.10 

期高務齢期後
事事1関 前132.

第2鼠 n=143

第3閣情171

警官11i週 ηニ333

金{本 第2[ii]ηニ372.

2事3飽 ηニ490

。%

ロ1疾患

調12.疾患

20覧 80% 1009も60誌40覧

人数(割合)

1疾患 2疾患 3疾患以上 合計

第 T思 44 (72.1%) 15 (24.6%) 2 ( 3.3%) 61 (100.0%) 

壮年期群|第2問 46 (68.7%) 19 (28.4%) 2 ( 3.0%) 67 (100.0%) 

: ~惹 3 閏 71 (65.1%) 29 (26.6%) 9 ( 8.3%) 109 (100.0%) 

号ホト!ー 日

89 (63.6%) i 38 (271%に 13 ( 9.3%) ! 140 (100司0%)

総務 I ~露 2~お 引 (56.2%)I 52 (32.1%) 19 (11.7%) 162 (100.0%) I 
高鈴葉書群

第 3部: 94 (44β%) 77 (36.7%) I 
39 (18β%) 210 (100.0%) 

第 1閤 80 (60.6ちも)I 47 (35.6%) 5 ( 3.8%) 132 (100.0%) 

高後齢期期群 第2聞 77 (53.8%) 50 (35.0%) 16 (11.2%) 143 (100.0%) 

第3回 83 (48.5%) 44 (25.7%引 44 (25.7%) 171 (100.0%) 

;築 1沼 213 (63.9%) ! 100 (30.0%) 20 ( 6.0%) 333行00.0%)

全体 3露2盤 214 (57.5%) . 121 (32.5%) 37 ( 9.9%) 372 (100.0%) 

第3厨 248 (50.6%) i 150 (30.6%) • 92 (18.8%) 490れ00.0%)

ハU
ノ



闘病院にかかるような構気の種類

病院にかかるような鶏気の種類で最も多いのは循環器系の峡患であり、半数以上はこの

病気で窮践にかかっている。次いで、多いのは祖覚器の疾患でおり、 4入に 1入の都合、

次が代議設疾患で 5人に 1人の割合でそれぞれ病院にかかっている。鍾環器系の痕患で

病i壌にかかっているのは、すべての年齢群で共通して最も多く、経年的にも増加している。

(全体の結果)

;I，;，j叫;こかかるような病気の器類で、最も多いのは循環器系の疾!;1:1の272入 (55.4%)で品

り、半数在留えていた。次いで、多いのは視党樹の峡患の133人 (27.1%)であり、:欠し

代議J性疾裂の106人 (21.6%に骨・運動器の挟出80人 06.3弘〉の)1壌になっていた。 fj{jI~4 

2詩系の現患が最も多いのはすべての年齢群で共i議しており、提覚器の疾患が2番目に多い

のはがiWl高齢期群と後期高齢期騨で、共通していた。擦も多い楯環器系の娯撤の経年的な変

化をみると、 2年前と比較してる.2ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して11.3ポイント

憎加しており、経年的Lこ増加する横向がみられた。

〈コホート別比較)

壮年期群で病院にかかるような病気の種類で最も多いの誌、話環器系の疾患の46人

(42.2 %)で 4事Ijな腿えていた。次に多いの泣代議性痕患の28人 (25.7%)で4分の lを占

めており、次いで綿党器の疾患20人 08.3'1ら)、脅・ j翠動系の疾患18人 06.5%)の頓に

なっていた。最も多い籍環器系の疾恕では、 2年前と比較して7.9ポイン l¥4年読の基

礎鑓査時と比較して11.1ポイント増加しており、経年的に増加するi頃向がみられた。

齢期高齢期群で病院にかかるような病気の種類で最も多いのは、楯環器系の疾牒の122

入 (58.1%)で半数を紹えていた。次に多いのは観葉器の疾患の61人 (29.0%)、次いで、代

謝性疾患49人 (23.3%)，消化器系の疾患33人(I5.7%)のJI闘になっていた。最も多し

器系の疾患で、は、 2年前と辻較して5.6ポイント、 4年前の基醸調査時と比較して13.1

イント場加しており、経梓的に増加する傾向がみられた。

後期高齢期群で病院にかかるような病気の議類で最も多いのは、循環器系の疾患の104

人 (60.5%)で 6割を超えていた。次に多いの誌視覚器の疾患の52人(30.2%)、次いで骨・

運動器の疾患33人仕立2九L代齢性疾患29人 06.9%)の順になっていた。最も多い福環

器系の疾撤では、 2年前と比較して8.1ポイント、 4梓前の基礎調査時と比較して11.3ポ

イント増加しており、経年的に増加する傾向がみちれた。

〈密表 2… 4)
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病院にかかるような病気の種類(複数回答)

認知症 脳血官疾患 脳・疾神患経系 精神障害 循環疾器患系の 消化疾器患系の 呼吸疾器患系の i-'e謝性疾患 内分泌系疾患 勝原病系 アレルギー 血溺重量

第1目 0(0.0%) 2 ( 3.3叫) 1 ( 1.6日) 1 (1.6%) 19 (31.1出) 8 (13.1日) 2 ( 3.3叩) 16 (26.2日) 3 ( 4.9弘) 1 ( 1.6日) o ( 0.0%) o ( 0.0也)

壮年期群 第2目 o ( O.O~も) 2 ( 3.0叩) 2 ( 3.0叩) 3 (4.5%) お(34.3目) 7 (10.4目) 1 ( 1.5出) 19 (28.4叫) 。(0.0%) 1 ( 1.5日) o ( 0.0目) o ( 0.0日)

z コホ

第3目 0(00%) 3 ( 2.8%) 3 ( 2.8叫) 5 (4.6%) 46 (42.2叩) 14 (12日目) 1 ( 0.9%) 28 (お7出) 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9日) 1 ( 0.9日) 1 ( 0.9日)

第1目 0(0.0%) 8 ( 5.7日) 1 (0.7%) 0(0.0%) 63但5.0出) 19 (13.6%) 5 ( 3.6目) 34 (24.3唱) 1 ( 0.7日) 2 (1.4%) 1 ( 0.7日) o ( 0.0日)

高前齢期期群 第2目 1 ( 0.6~も) 10 ( 6.2%) 2 ( 1.2叩) 3 ( 1.9日) 85白2.5出) 17 (10.5目) 7 (4.3%) 41 (25.3日) 2 ( 1.2日) 1 ( 0.6日) 0(0.0百) o ( 0.0日)

第3目 o ( 0.0弘) 11 ( 5.2目) 3 ( 1.4叫) 2 ( 1.0日) 122 (58.1唱) 33 (15.7%) 9 ( 4.3日) 49 (幻.3日) 4c 1.9%) 4 (1.9%) 2 ( 1.0日) 2 ( 1.0弘)

第1目 o ( O.O~も) 6 ( 4.5目) 4 ( 3.0叩) 0(0.0日) 65件9.2日) 18 (13.6日) 4 ( 3.0出) 27 (20.5日) 1(0日目) 1 ( 0.8叫) o ( 0.0叩) 2 ( 1.5弘)

高後齢期期群 第2目 0(0.0%) 7 ( 4.9目) 4 ( 2.8目) 3 (2.1%) 75 (52.4目) 15 (10.5目) 3 ( 2.1日) 26 (18.2日) o ( 0.0%) 2 ( 1.4日) o ( 0.0叩) 2 ( 1.4弘)

第3目 1 ( 0.6弘) 10 ( 5.8日) 4 ( 2.3日) 5 ( 2.9日) 104 (60.5目) 21 (12.2目) 3 ( 1.7日) 29 (16.9日) 1 ( 0.6%) 1 ( 0日目) 1 ( 0.6日) 4 ( 2.3弘)

第1目 0(0.0%) 16 (4.8%) 6 ( 1.8弘) 1 ( 0.3日) 147 (44.1目) 45 (13.5目) 11 ( 3.3日) 77(お1日) 5 ( 1.5唱) 4 ( 1.2日) 1 ( 0.3百) 2 ( 0.6日)

全体 第2圃 1 ( 0.3仇) 19 ( 5.1叫) 8 ( 2.2叫) 9 (2.4%) 183 (49.2日) 39 (10.5目) 11 ( 3.0出) 86 (お1目) 2 ( 0.5叩) 4 ( 1.1出) 0(0.0%) 2 ( 0.5日)

第3目 1 ( 0.2仇) 24 ( 4.9日) 10 ( 2.0弘) 12 ( 2.4日) 272 (55.4目) 68 (13日目) 13 ( 2.6日) 106 (21.6日) 6 ( 1.2出) 6 ( 1.2目) 4 (0.8%) 7 ( 1.4日)

図表2-4

目害数(回答者数t<:占める割合)

腎-疾i~患原器 婦人科疾患 骨・運疾動患器の 直膚疾患 視疾覚器患の 耳鼻疾咽患喉の 口腔疾患 外傷 悪性(が新ん生)物 その他 回害者数

第1圃 2 (3.3%) o ( 0.0叩) 9 (14.8出) 1 ( 1.6叫) 9 (14.8日) 2 ( 3.3弘) 1 ( 1.6弘) 1 ( 1.6目) 2 ( 3.3日) 0(0.0日) 61 

壮年期群 第2回 1(1.5弘) o ( 0.0叫) 12 (17.9百) 2 ( 3.0明) 8 (11.9叫) 2 ( 3.0弘) 2 ( 3.0目) o ( 0.0%) 4 ( 6.0出) 1 ( 1.5弘) 67 

年儲ホコト

第3回 4 ( 3.7弘) o ( 0.0日) 18 (16.5日) 1 ( 0.9明) 20 (18.3日) 2 ( 1.8出) 2 ( 1.8日) 1 (0.9%) 4 ( 3.7%) 0(0.0目) 109 

第1目 7 (5.0%) o ( 0.0日) 18 (12.9出) 2 ( 1.4弘) 35 (25.0%) 4 (2.9%) o ( 0.0出) 1 ( 0.7日) 3 ( 2.1日) 0(00%) 140 

高前齢期期群 第2回 10 (6.2%) 1 ( 0.6目) 25 (15.4目) 1 ( 0.6日) 34 (21.0目) 5 ( 3.1叫) 1 ( 0.6出) 2 ( 1.2日) 5 ( 3.1日) 3 ( 1.9日) 162 

第3回 13 (6.2%) 1 ( 0.5首) 29 (13.8叫) 2 ( 1.0日) 61 (29.0出) 3 (1.4%) 2 ( 1.0日) 4 ( 1.9%) 7 ( 3.3%) 2 ( 1.0%) 210 

第1回 9 ( 6.8日) o ( 0.0弘) 16 (12.1叫) 0(0.0%) 25 (18.9日) 1 ( 0.8目) 0(0.0%) 4 ( 3.0叩) 2 ( 1.5%) 4 ( 3.0叫) 132 

高後齢期期群 第2回 11 ( 7.7目) 0(0.0日) 24 (16.8叩) 1 ( 0.7日) 36 (25.2日) 2 ( 1.4唱) 1 ( 0.7叫) 6 (4.2%) 6 ( 4.2叩) 1 (0.7叩) 143 

第3目 18 (10.5%) 0(0.0%) お (19.2目) 1 ( 0.6明) 52 (30.2弘) 5 ( 2.9百) 0(0.0弘) 3 ( 1.7%) 6 ( 3.5目) 2 ( 1.2日) 172 

第1目 18 ( 5.4仇) o ( 0.0%) 43 (12.9日) 3 ( 0.9悦) 印 (20.7叫) 7 ( 2.1日) 1 (03%) 6 ( 1.8叫) 7 ( 2.1叫) 4 ( 1.2日) 333 

全 体 第2目 22 ( 5.9日) 1 (0.3%) 61 (16.4出) 4 ( 1.1叩) 78 (21.0目) 9 ( 2.4日) 4 (1.1%) 8 ( 2.2首) 15 ( 4.0叩) 5 ( 1.3目) 372 

第3回 35 ( 7.1弘) 1 ( 0.2%) 印 (16.3首) 4 (0.8%) 133 (27.1目) 10 ( 2.0目) 4 ( 0.8%) 8 ( 1.6首) 17 ( 3.5叩) 4 ( 0.8日) 491 
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-通院せずに病院から薬だけもらっての治療の有無

病院に通院はしていないが、薬だけもらって治療している病気の有無に関しては、「な

い」が 9割以上であり、「あり」は、 4年前の基礎調査時から 2年前の調査時までの 2年

間では増加しているが、 2年前の前回調査時から今回調査時までの 2年間で大幅に減っ

ている。乙の傾向は全ての年齢群で共通している。

(全体の結果)

本人は通院していないが、家族等が病院から薬をもらって治療している病気の有力!日こ|則

しては、「なし 'J と回答した人カ~592人 (9 1.5%) と 9;ijllを組えていた。「なし 'J という 1 11 1

答は、壮年W:lmと創出|高齢期群で、 9;51lを組えていたが、後期高齢期群は他の 2群と比べて

「ある」と回答している人がやや多いという結果であった。本人が通院せずに薬だけもらっ

て治療している病気がある人は、 4年前の基礎調査時から 2年前の前回調査時までの 2年

間で増加傾向が認められていたが、前回調査時から今回調査時までの 2年間では、全ての

年齢群において大幅に減少していた。

(コホー卜別比較)

壮年期群で本人が通院せずに病院から薬だけをもらって治療している病気の有無に関し

ては、「ない」と回答した人が172人 (95.6%)と大半を占めており、「ある」という回答

は8人 (4.4%)に過ぎなかった。「ある」という回答は、 4年前の基礎調査時から前回の

第 2回調査時までの 2年間で7.7ポイント増加していたが、前回調査時から今回調査時ま

での 2年間では、 20.0ポイントと大幅に減少していた。

前期高齢期群で本人が通院せずに病院から薬だけをもらって治療している病気の有無に

関しては、「ない」と回答した人が244人 (93.5%)と大半を占めており、「ある」という

回答は17人 (6.5%)に過ぎなかった。「ある」という回答は、 4年前の基礎調査時から前

回の第 2回調査時までの 2年間で6.5ポイント増加しているが、前回調査時から今回調査

時までの 2年間では、 27.6ポイントと大幅に減少していた。

後期高齢期群で本人が通院せずに病院から薬だけをもらって治療している病気の有無に

関しては、「なし'Jと回答した人が176人 (85.4%)、「ある」という回答は30人(14.6%)

であり、他の 2群と比較してやや多かった。また「ある」という回答は、 4年前の基礎調

査時から前回の第2回調査時までの 2年間で4.9ポイント増加していたが、前回調査時か

ら今回調査時までの 2年間では、 19.9ポイントと大幅に減少していた。

(図表 2-5) 
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鑓義2-5 通寝せずに病院かも薬だけもらっての治療の有無
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喜善後 宮高 1~事 n=206
童全英語
芸~TV. 事2~事伊206

群 第3問削制!

第1悶 n=647t 

第2閣情647

苦言3臨附647

i 29.6晶 画圃圃圃・・・・・・・圃・・rll~酎置園田・圃圃・・・・圃・・・

i 34.5哨 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 輔副圃E ・E ・-圃圃E

14.6% 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃医溺~圃園田園圃圃圃圃園田園麗

全
体

25.21自 国圃圃園田園田園E ・E ・_ll.路軍圃圃圃E ・E ・-・園田園田

1 31.5詰 圃E ・E ・_:酎前線園田

i8.5部・・圃・・圃・・・・・・・・・・・・圃医廻騒週圃・・・・・・・・・・・・・・・・圃

む型 20覧 40詫 60詰 80匹 10α4 

人数〔割合)

ある ない 合計

第 1回 3む(16.7%) 150 (83.3%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 44 (24.4%) 180 (100利。%)

第 3回 8 ( 4.4%) 172 (95.6%) . 180 (100.0%) 

齢隼コホト
第 1@] : 72 (27.6%) ! 189 (72.4%) 261 (100.0%) 

露目期 ; 第 2毘 ; 89 (34.1%) 172 (65.9%) i 261 (100.0%) 
言語童書類群

17 ( 6.5%) • 第 3包 244 (93.5%) ! 261 (100必%)

第 1@] 61 (29.6%) i 145 (70.4%) 206 (100.0%) 
強葉書

第 2回 i 71 (34.5%) 135 (65.5%) 206 (100.0%) I 
海齢綴群

第 3回| 30 (14β%) 176 (85.4%) 206 (100.0%) 

|第 1回! 163 (25.2%) 484 (74β%) i 647 (100.0%) 

全体 i第2回 204 (31.5%) 443 (68.5%) • 647 (100.0%) 

第 3@]. 55 ( 8.5%引 592 (91.5%) 647 (100.0%) 
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則通院せずに病院かち識だけもらって治寵している茨懇数

病院に通院はしていないが、薬だけもらって治醸している癒裁の疾患数に関しては、単

一接患が全ての年齢群に共通して最も多く、全体の4合的 3を高めている。

{全需の結果)

本人は通[告していないが、家族等が病院から鶏をもらって治療している病気の娯忠数に

I~J しては、単一の挟患が41入(75.9%) とヰ分の 3 を超えており、 í:f，護教の挟 !k!J は、 13

人 (24.1九)とヰ分の l軽蔑で、あった。 という回符は全ての11~IH~W下-C ll~ も多く、

1旬、?に:11プI:.WW下では 9寄せ近くを占めていた。

(コホ…卜別比較)

:II:WWW下で本人は迎152していないが、家族等が務院から薬をもらって治壊している病気

の続出殺に関しては、単一の疾婚、が 7人 (87.5%) と9割近くを占めておち、援数疾患と

いう 111111キ誌 i入 02.5%)にす 、という結果で、あった。

!日則，CI'I齢期群で、本人誌遇段してい主主いが、家族等が病院から識をもらって治療している

いj%の1丸患数に関しては、単一の疾患が12人(70.5曳)であり、抱数疾患という|百詳は 5

人 (29.4%)という結果であっ

後期1
1，::iI拾!草Hrt:で、本人は湖院していないが、家族等が病院かち薬をもらって捨擁している

病気の疾患数に関しでは、単一の疾患が22人(75.9%)であり、礎教摸窓、という部容泣?

人 (24.1%)と約ヰ分の 1~，~ïめていた。

(1刻表 2 る〉
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関表2-6 遊説せずに震震から薬だけもらって治療している疾患数

第1園 前30

第2回nぉ44

第3@lnヰ

第1@l n""72 
第2窓 n==89

第3@ln==17 

第1固 n=61

~2包 n=71

第3窓 n=29

事事1@l n=163 
念体 宣車2鼠n=204

宮高3悶 n=54 

0見 20出 40莞 60喝

人数〈叡会)

T疾患 2疾患 3疾患以よ 合計

第 T回| 28 (93.3%) 2 ( 6.7%) i o ( 0.0%) 30 (100.0%) 

38 (86.4%) 6 (13.6%) o ( 0.0%) • 44 (100.0%) 

第 3自 7 (87.5%) I 1 (12.5%) o ( 0.0%) i 8 (100.0%) 

58 (80.6%) 10 (13.9%) 4 ( 5.6%) 72 (100.0%) 
前期 1直通T居

63 (70，8%に
高齢期群

19 (21，3%) ! 7 ( 7.9%) 89 (100.0%) 

12 (70.5%) ! 議~3 回 5 (29.4%) o ( 0.0%) I 17 (100.0%) 

第 1悶 44 (72.1%) 9 (14.8%) 8 (13.1%) 61 (100.0%) 

高後齢期期群 11l 2彰2悶 52 (73.2%) 12 (16.9%) 7 ( 9.9%) i 71 (100.0%) 

第 3@l 22 (75告ちも)! 3 (10.3%) 4 (13.8%) 29 (100.0%) 

I ~露 1 路 130 (79.8%) 21 (12.9%) 12 ( 7.4%) 163 (100.0%) 

全体 第 2回 153 (75.0%) 37 (18.1%) 14 ( 6.9%) 204 (100.0%) 

l 第 3図 41 (75.9%) 告(16.6%) ヰ(7.4%) ! 54 (100.0%) 



国過去に入i混ずるほどの大きな病気や糧我の有無

遥去に入践するほどの病気や慌載をした人は金悼の 4分の 3であり、壮年題群で 7割

弱、話題高齢期群でs割弱、後期高齢期群で8割以上と、年齢が高い群になる器ど多い。

経年的な変化を琵ても、全ての年鵠群で増加している。

(全体の結果)

過去ι病院に入院するような大きな病気や'簡裁の有無に寵しては、「あるjと照詳した

人は49混入 (77.1%)と 4介の 3を出めていた。経年的な変化をみると、 21]:liijとiむほし

てよりポイント、 4年誌の基礎・課査詩と上七較して6.8ポイント地加しており、経年i刊にやや

1¥，1'/ }JIIしていたりまたコホート完IJの比較では、竿齢のi高い群になるほど入院したことのある

人数は多いというあlli!誌であった。

{こ3ホート別比較)

壮年間群で過去に構隣に入院するような大きな病気や慌政の有無に関しては、 fあるJ

と問答した人は120入品丘7%)であり、?観近くを占めていた。経年的な変化をみると、

2年前と比較して1.7ポイント、 4年前の基礎議査時と比較してる.1ポイント期加しており、

経年的にやや増えていた。

前期高齢期群で過去に病院に入院するような大きな病気や怪我の有棋に関しては、「あ

るJと回答した人は204入 (78.2九〉であり、 g害Ij近くな占めていた。経年的な変化をみ

ると、 2年前と比較して3.9ポイント、ヰ年揺の基礎調護持と比較して8.5ポイント増加し

ており、経年13守にやや増えてい

後期高齢期詳で過去に病院に入院するよう な病気や程我の有無に関しては、

るJと間接した人は174入 (84.9九〉であり、 8割を結えていた。経年的な変化をみると、

2年前と比較して2.9ポイン r，4年記の基礎鎮護持と比較して5.3ポイント増加しており、

経年的にやや増えていた。

2 -7) 
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図袈2-7 渦去に病院に入院する器どの大き君主病気や笹哉の有無

異を重霊士手悪平

第1[i霊 n"'180

第21Bln"'180 

第3窓 n"'180 田園圃圃圃圃圃圃・'"樹首酒圃園田園園田園

第1毘 n"'261

第2回 n=261

第31Bln=261 

第11Blnヱ206

第21Bln=206 

第31Bln=205 

第1図 n=647

第2阻nぉ647

第3間 n芯646

人数(割合)

おる ない 合計

第 1回 109 (60.6%) 71 (39.4%) 180 (100.0%) 

壮年綴群 第 2回 117 (65.0%) 63 (35.0%) 180 (100.0ちも〉

第 3回 120 (66.7%) 60 (33.3%) i 180 (100.0%) 

高ホコ卜 第 1国
182 (69.7%) 79 (30.3%) ! 261 (100.0%) 

否認齢前期期群 第 2回 194 (74.3%) 67 (25.7%) . 261 (100.0%) 

寸i第 3回 204 (78.2%) 57 (21.8%) • 261 (100.0%) 

第 1回 164ケ9.6%)I 42 (20.4%) 20話(100.0%)

後期 第 2回 169 (82.0%) 37 (18.0%) 206 (100.0%) 

I義務齢期群 ;第3思 174 (84.9%) 31 (15.1%) 205 (100.0%) 

第?包 455 (70.3%) 192 (29.7%) 647 (100.0%) 

全体 第 2沼; 480 (74.2%) 167 (25.8%) 647 (100.0%) 

i j範3図 498 (77.1 %) • 148 (22.9%) 646 (100.0%) 
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橿過去に入院するほどの大きな病気や怪我の数

過去に入院したととのある人のうち、捜数の接患や怪我をあげた入は半数以上である。

複数疾患の回答は年齢の高い群培ど多く、読ま手約に晃ても全ての年齢群で増加している。

{全体の結援〉

i品 l~~こ病気や怪我で入院した人の中の病気や裁の数では、 eI祥がれ5人

(43. Y~6 )であり、 2疾患は194人(3ヲ.0%)、3疾患以上がお人(17.7覧)であったれ間数

民Jよ¥0)1111符は282人 (56.7%)と半数を超えており、議数疾患の!日!答は年齢0)I¥'!jいm':ほど

多く、経'.1:1'1せにも全ての年齢群において増加してし

{コホート部比較)

:11:WJ~W'î:における地去に病気や'l~裁で、人院した入の中の義気や罷我の数では、

ぴ)1"1符が63人 (5 %)であり、半数を謹えている。次いで多いのは 2疾患の45人

(37.5%)、次いで 3裏返懇以上の12入 00.0%)の11震であった。複数疾患をあげた入試経年

内に明却しておち、 2年前と比較して8.2ポイント、 4年前の基礎調査時と比較してi丘3ポ

イント附加しているなど機数疾患の怪我や入院は経年的記増加していた。

11Ij)9] r印齢期群における過去に覇気や'I~我で入院した入の中の病気や'怪我の散では、単一

疾患のIEiJ答が%入 (47.1弘〉であち、学数弱である。次いで多いのは 2腕朗、の71人

04.8%)， 'hそいで 3疾患以上の37人(18.1%)の}I闘であった。被数疾患をまろげた人は経年

的に増加しており、 2年前と比較して12.7ポイント、 4年前の基礎謂査時と比較して18.3

ポイント噛blJしているなど機数疾患の怪我や入院試経年的に増加していた。

後期高齢期群における過去に鶏気や'1主我で入院した人の中の病気や'1主我の数では、 2疾

患の呂答が78入 (45.1%)と最も多く、次いで、単一疾患の回答が56人(32.4弘〉、 3

よ詩人 (22.5%)の}I慎で、あった。被数疾患をあげた人は経年的に増加しており、 2年前と

比較して10.0ポイント、 4年前の基礎揖査時と比較して18.5ポイント増加しているなど線

数疾患のJ怪我や入続は経年的に増結していた。

(国表 2-8) 
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過去に端院に入院するほどの大きな病気や怪読の数

i註 第1@1糾09[ 
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悶
閉
山
磁

1
・

2

3

第

策

策

田園園田E 蝿掛田園田-

酒 田 置 園 園 田 原 湘 蜘 園 田 園 圃 圃 置

。% 20詫 80出 100% 40弘 60% 

人数(割合)

1疾患 2拡号室 3疾慾以上 合計

第 1@1 75 (68.8%) 34 (31.2%) o ( 0β号も} 10窃(100β%)

壮年期群(第2毘 71 (60.7%) 44 (37β%) 2 ( 1.7%) 117 (100β%) 

第 3@1 63 (52.5%) 45 (37.5%) ! 12 (10.0%) 120 (100.0%) 

年雪?卜 高齢醐期群

第 T毘; 119 (65.4%) 63 (34.6%) I 。(0.0%) 182 (100.0%) 

第 2回 116 (59.8%) I 70 (36.1%) I 8(4.1%)1 194 (100.0%) 

第 3図| 96 (47.1%) 37 (18.1%) 204 (100.0%) 

第 1問| 87 (53.0%) • 77 (46.9%) o ( 0.0%) 164 (100.0%) 

第2由 69 (40.8%) ! 88 (52.1%) 12 ( 7九%) 169 (100.0%) 

第 3@1i 56 (32.4%) • 78 (45.1%) I 39 (22.5%) 173 (100.0きも〉

第 1路 281 (61β%) 174 (38之%)I o ( 0.0%) 455 (100.0%) 

全体 第2沼 256 (53.3%) 202 (42.1%) 22 ( 4.6%) 480 (100.0%) 

第 3回 215 (43.3%) 194 (39.0%引 88 (17.7%) 497 (100.0%) 
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信濃去に入読するほどの大きな病鉱や怪我の鶴瓶

過去に入院したことのある人の、痕気や懐識の種類で誌、全ての年齢群で消化器系の疾

患が最も多く、次いで多いのが外{露である。消化器系の疾患が最も多く、次いで外傷が多

いのは、過去2呂の鶏糞でも共過した特徴で、ある。

(全体の結果)

過ょに病定や'1主我で入院した人の中の窮気や慢我の種類は、消化器系の侠患が230人

(46.3')6 )と最も多く、次いで、外傷の10ヲ人 (21.9%)、悪性新生物の82人 (16.5(]{)に'1'.1'・

ill.!!li}J系の抗出73人(14.7%)の順で、あった。上位 2{立の)1境f立はついては、 i晶表 211ilの;iJM討

にJ~ Jffiしてみられた特徴であった。

{コホート ~IJ比較〉

壮年期~r.Fιおいて、過去に病気や怪我で、入院した人の中の病気や怒哀の謹類辻、沼化器

の疾 J~E~ が 62人 (5 1. 7 %)と半数を超えてお今、最も多かった。次いで外傷の24人

(20.0'1ら)、悪性新生物の22人(18.3%)、静・運動系の娯態、17人 04.2%)の)1闘であった。

前期高齢期群において、過恋に病気や怪我で入院した入の中の病気やi護我の撞類は、消

化総系の疾患がり人 (45.6%)と最も多く、次いで、外傷の43人 (21.1%)、悪性新生物の35

人 07.29心、骨・運動系の疾患30入(14.7!}ら〉の)1国で、あった。

後期高齢期群において、過去に病気や怪我で入i哀した人の中の義気や短詩の種類は、消

化器系の疾患が75人 (43.4%)と綴も多く、次いで外海の42人 (24.3%)、情・運動系の疾

患、26人(J5.0%)、態性新生物25人口4.5'1毛〉の!闘であった。

〈醤表 2ーヲ〉
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過去に入院するほどの大きな窮葉や強識の種類{護数問答〉図畿2閏 9
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3.鍵護状惑に関する自覚

踊ふだん岳分で鍵震と感じるか

金体の 3分の?の人たちは指分のととをとても健康と感じており、「まあ儀康な方j を

合わせると、全体の4分の 3の人たち詰吉分のこと者懐騰と感じている。

(金体の結果)

ふだん自分で健康と感じるかという翼慌に関しては、 fまあfill泉な方JO) IIII/~手が271 人

(41.99-ら〉と最も多く、次いで「とても他成Jが223人 04.5誌)、「あまり能L誌では主い!

が 109入 (16.8免)、「知成で、は諒しリが44人 (6.~W)) の )11(îであり、このJllri1l'í.は全ての年斡

fFt:で共通していた日 fとても桂成」と「まあ制J;};tなjjJなiTわせると494人(76.4%)であ

り、全体の 4分の 3におたる人たち法自分のことを健康と感じているという結果であっ

た日経句:1'1句変化でも 41f':1誌の基礎詔査時よち岳党犠鹿震はやや低下しているが、 2年前;こ

比べるとわずかに向上しているという結果であった。

{コホート別比較)

:壮年期訴の自覚健康度に関しでは、「まあ健康な方」が75人 (41.7%)と最も多く、次

いで「とても韓議jが72人 (40.0%)、「あまり健康ではないJがお入札3.9%入門誌農で

地主いJがg入 (4.4九〉の)1震であった。「とても健康」と「まあ健牒な方jを合わせると

147人 (81.7%)であち、 s軒以上の人たちが自分のこと者健康と感じているという結架

であっ

11ijWJ If{j 齢!。:liftの|堅持創出版肢に関しては、「まあ長~躍な方J が 107人〈訂正)九)と最も多く、

次いで「とても健康Jが85人(32.6%)、「あまり健j東では設しリが詩人 cl立2%)、

で誌ないjが19人(7.3%)のJII員であった。「とても儲蔵Jと「まあ健康な方jを

とi白人 (73.6弘〉であち、?割以上の人たちが自分のことを健康と感じているという結

製であった。

後期高齢期群の自 関して辻、「ま が邸入 (43.2%)と膿も多く、

次いで「とても健康Jが66人(32.0%)、「あまち鰭蔑で誌ないjが34人(16.5%)、f健康

ではない」が17人 (8.3%)の)1闘であった。「とても縫蝶j と「まあ嬢痩な方J者合わせる

と155人(75.2%)であり、後期高齢期群の 4分の 3の人たちが岳分のことそ鍵療と惑じ

ているという結果であった。

(図表 3 1 ) 
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雲表3-1 ふだん自分で鑓綴と感じるか
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。詫 2口英 40百 60弘 80% 10邸6

人数(割合)

健康で、はない 普通 合計とても健康 まあ健康な方 ではない

j 第 1回 75(41.7%)， 77 (42.8%)! 23 (12.8%) 4 ( 22%)， 1 ( 0.6%) I 180 (100.0%) 

壮年期群， .第2回 63 (35.0%)! 75 (41.7%) 34 (18.9%) 8 ( 4.4%) o ( 0.0%)' 180 (100.0%) 

|第3回 72 (40.0%)， 75 (41.7%) 25 (13.9%) 8 ( 4.4%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

高コホト 第 1回

87 (33.6%) 120 (46.3%) • 33 (12.7%) 10 ( 3.9%) 9 ( 3.5%) 259 (100.0%) 

i i客鈴前期鶏奪事 第2思; 69 (26.4%) 122 (46.7%) 55 (21.1%) 15 ( 5.7%) o ( 0.0%) 261 (100β%) 

第 3田 85 (32.6%) I 107 (41.0%) 50 (19.2%) 19 ( 7.3%) i o ( 0.0%) I 261 (100.0%) 

第 1回 59 (28.6%) 104 (50.5%) 35 (17.0%) i 6 ( 2.9%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
後期

63 (30.6%) 
|高齢期群

第2田 90 (43.7%) I 44 (21.4%) 9 ( 4.4%) o ( 0.0%) 206 (100β%) 

議!g3自; 部 {3253%%}〕15§ 仇3.2%) 34 (16.5%) 17 ( 8.3%) I o ( 0.0%) 206 (100.0%) 

33寝1思 221 (34.3%) 301 (46.7%) 91 (14.1%) 20 ( 3.1%) 12 ( 1.9%) i 645 (100.0%) 

全体 第2自 195 (30.1%) 287 (44.4%) 133 (20.6%) 32 ( 4.9%) i 0(0.0%) 647 (100.0%) 

訴事3回 223 (34.5%) 271 (41.9%) 109 (16.8%) I 44 ( 6.8%) o ( 0.0%) 647 (100.0%) 
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直前回 (2年前)と比べた現在の健康状態

現在の縫麗状態について、半数以上の人たちは 2年齢と変わらないと惑じているが、

4割の人たちは 2年寄舎の方が健康と感じている。

(全体の結巣)

2 11:11¥1と詑べて今の懐康状態はどうか質問に関しては、 f訴と変わらないjのf8l容が339

人 (52.4弘〉と最も多かったが、「どちらかというと前の方が健康」と問答したのは174人

(26.り%)、「前の方がとても{建議jがお入札3.1%)であり、「前の方が{日!山J と ~ß じてい

る人は259人 (40.0%)と4制を点めていた。経年的な変化としては、 f育むと変わらないJ

という H'(fが 2年前と比べて 6ポイント減少しており、「前の15が{建議jの1.i:!1答は4.3ポ

イントとむずかによf''/JJIIしているという結果?あった。

(ヰホート別比較)

壮年間詳の 2年間と比べて今の健康状態はどうか質問に関しては、「前と変わら悲しリ

の回答が99人 (55.0%)と嬢も多かったが、「どちらかというと前の方が罷康j と器慈し

たのは44人 (24.4詫〉、「前の方がとても鍵藤Jがゆ人 00.6%)であり、「前の方が僻藤」

と感じている人は63人(35.0%)と3分の iをさめていた。経年的な変化としては、「前

と変わらない」という回答が 2年前と比べて5.6ポイント減少しており、 f話のフすが舘康J

のE答は3.3ポイントとわずかに増加しているという結果であった。

前期高齢期群の 2 と比べて今の{建康状惑はどうか質毘に関しては、「前と変わらな

いjの回答が135人 (51.7%)と最も多いが、「どちらかというと前の方が韓議j と回答し

たのは73入 (28.0弘〉、「前の方がとても健康」が34人(13.0%)であり、「官官の方が護康j

と感じている人は107入 (41.0弘〉と 4割を超えていた。経年的拡変化としては、「前と変

わらないJという問答が 2年前と比べて11.5ポイント誠少しておち、「前の方が健康」の

回答は7.3ポイント増加しているという結果であった。

後期高齢期群の 2年間と比べて今の建議状態はどうか質問に関しては、「前と変わらな

いJの回答が105人 (51.0%)と最も多いが、 fどちらかというと話の方が鍵康Jと回答し

たの法57人 (27.7%)、「前の方がとても健蔵jが32人口5.5%)であち、 f前の方が接接J

と感じている入試邸入 (43.2%)乙 4割を紹えていた。経年的な変化としては、「前と

わらないj という自答が2年齢と比べてな5ポイントとわずかに増加しており、「前の方が

健藤」の回答は1.5ポイントとわずかに増加しているという結果で、あっ

〈菌表 3 2) 
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前田 (2年前)と比べた現在の健農状態図表3-2
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雌食欲

全体の§割以上は食欲があると感じており、食欲がないと感じている入は 7%主過ぎ

ない。との{議拘詰過去の調査時と比較しでほとんど変化がない。食欲が誌いと感じている

わは壮年期群、前期高齢期群で 3"'5%轄撲であるが、後建高齢期群では T制を鵠えて

いる。

(全体の綿製)

u:r次に|則する質問に関して誌、 f食欲誌非常にあるjの191需が307人 (47.4%)と以も多

く、次いで「会?設はある1iJが2ヲ5人 (45.6%)で、おり、合わせて「金欲がある」という

H芥は602人〈りjβ発〉と守主IJを超えていた。「食欲はあまりないj と「食故は急しつ

わせるとお入 (7.0%)で、あり、食欲がない人は 7%に過ぎず、経年的Lこも 2年齢およ

f k 

II 

ヰイド品と詑較してわずか2ポイント程度増加している いという結果で、あった。

{ゴホート別比較)

壮年期群の食欲に関する質問に関して辻、 f金欽法非常にあるJの回答が106人 (58.9%)

と最も多く、次いで「食欲はある方jがるき入(37.8弘)であり、合わせて「食欲があるJ

という回答は174人 (96.79も)と誌とんどを占めており、「食欲はあまりないj は 6人

(3.3%)に過ぎないという結業で島っ

前期高齢期詳の食欲に関する 関しでは、「食欲は非:習にあるJの@I筈が122入

(46.7九〉、 f金欲はある方」が125人 (47.9%)であり、合わせて「金欲があるj という回

答誌247人 (94.6%)とほとんどを占めており、「食欲はあまりないjはは入 (5.4%)に過

ぎ、急いという結果であった。

後期 食欲に関する葉簡に関して誌、 f食欲は非常にあるJの問答が79人

(38.3%)、「食欲はある方」が102人 (49.5弘)であり、合わせて「食欲があるJという回

答は181人 (87.9%)と9欝近い。一方「会欲はあまりないJは23人(11.2%)、「食欲がな

い」が2人 0.0ちも)であち、金欲がない人はお人(12.1%)という結果で、あっ

(冨表 3 3) 
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図表3-3 食欲
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食欲は
d5食ま欲りなはい 食欲がない I 

非常にある
食欲はある方 普通 合計

第 1回 86 (47.8%) 77 (42.8%) 6 ( 3.3%). o ( 0.0%) 11 ( 6.1%) 180 (100.0%) 

第 2閏

106 (58.9%) i 

81 (45.0ちも)! 4 ( 2.2%) o ( 0.0%) 1 ( 0β%) 180 (100.0%) 

第 3回 68 (37.8%) 6 ( 3.3%)! o ( 0.0%) 0(0.0%) 180 (100.0%) 

童当ホ卜 1 前期 第 1目
123 (47.1%)1 115 (44制 P 8 ( 3.1%) o ( 0.0%) 1 15 ( 5.7%)! 261 (100.0%) 

高鈴期務
108 (41.4%) 142 (54.4%) 9 ( 3.4%) 2 ( 0.8%) o ( 0.0%) I 261 (100.0%) 

多喜3路 122 (46.7%) 125 (47.9%) 14 ( 5.4%) o ( 0.0%) o ( 0.0ちも)! 261 (100.0%) 

65 (31.6%)! 114 (55.3%) 14 ( 6.8%) 1 ( 0.5%)! 12 ( 5.8%) 206 (100.0%) 

65 (31.6%) I 123 (59.7%) 15 ( 7.3%) 1 ( 0.5%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 

79 (38.3%)! 102 (495%) 23 (11.2%) 2 ( 1.0%) o ( 0.0%) 206 (100.0%) 

274 (42.3%) • 306 (47.3%) 28 ( 4.3%) 1 ( 0.2%) 38 ( 5.9%)! 647 (100.0%) 

267 (41.3%) 346 (53.5%) 3 ( 0.5%) 3 ( 0.5%) 647 (100.0%) 

307 (47.4%) I 295 (45.6%) I 43 ( 6.6%) 2 ( 0.3%)! o ( O.O%)! 647 (100.0%) 



由前回(2年前)と比べた現在の食欲

全体の 9割近い人たちは 2年前の食欲と変わちないと感じているが、およそ 8入に?

人は、以前の方が食欲があったと感じている。壮年期群と前期高齢期群は 9割以上が食

欲詰以菌と変わらないと感じているが、後期高幹鶏群で変わらないと感じているのは 4

分の3にあたる人たちである。

(全部の結果)

食欲に附して 2年話と比較してもらうと、 f前と変わらないJの回答が557人向。j弘〉

とMも多く、 rliijの方が食欲はあったj誌79人 02.2%)という結果であった。 食欲:ま変

わらないと1"1作した人は 2年前と抵とんどかわちず、前のが金欲があったという 1111内は

211:!'!ijとlt'll交して2.0ポイント増加とほとんとかわらないという結果で、あった。

(:::Jホ…ト制比較〉

壮年ww下の金欲;こ寵して 2 と比較してもらうと、「前と変わらないjの容がi詩人

(93.3%)と最も多く、 f言iJの方が金欲はあったJは10人 (5.6%)という結果であった。金

欲は変わらないと陸答した人は 2年詰と誌とんどかわらず、前の方が食欲があったという

回答は 2年前と比較して1.7ポイント増加した袈療であった。

前期高齢期群の金欲に関して 2年前と比較してもらうと、 f訴と変わらなしリの回答が

235入。0.0弘〉と最も多く、「前の方が食欲はあったJは23人 (8.8弘〉という結果で、あっ

た。食欲は変わちないと回答した人は 2年前とほとんどかわらず、前のが食欲がおった

という回答は 2年前と比較して立ヰポイント増加した程度で、あった。

後期高齢期群の食欲に関して 2年前と比較してもらうと、「前と変わらなし'Jの回答が

154人(74.8%)と最も多く、「前の方が食欲はあったJ，ま話人 (22.3%)という結果で、あっ

た。食欲は変わらないと回答した人は 2年前とほとんどかわもず、訴の方が金欲があっ

という自答は 2 年前と ~t較して4.3ポイント増加した程震であった。

(国表 3 4) 
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前田 (2年前)と比べた現夜の金欲
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容% 2告発 40莞 60気 80% 100弘

人数{割合〉

今の方が食欲はある ! 前と変わらない 訴の方が食欲がまろった 合計

|第 1回| 10 ( 5.6%) 136 (75β%) 34 (18.9%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 i 5 ( 2.8%) 166 (寺3.3紛 7 ( 3.9%) 178 (100.0%) 

第3回 2 ( 1.1%) 168 (93.3%) 10 ( 5.6%) i 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1@] 器(3.1%) 182 (70.0%) 70 (26.9%) ! 260 (100.0%) 

前期
第 2@] 10 ( 3.8%) 229 (87.7%) 22 ( 8.4%) • 261 (100.0%) 

高齢期襲撃
第 3@]1 3 ( 1.1%) 235 (90.0%) ! 23 ( 8.8%) 261 (100.0%) 

第 1毘; 5 ( 2.4%) 117 (56β%) • 84 (40.8%) 206 (100.0ちも}
後期

第2回 5 ( 2.4%) 164 (79.6%) 37 (18.0%) 206 (100β%) 
認齢期奪事

第 3回 6 ( 2.9%) 154 (74.8%) 46 (22.3%) I 206 (100.0%) 

第 1回 23 ( 3β%) 435 (67.3%ド 188 (29‘1%) 646 (100β%) 

金体 第 2回 20 ( 3.1%) 559 (86.7%) I 66 (10.2%) 645 (100.0%) 

13彰3回 11 ( 1.7%引 557 (86.1%上 79 (12.2%) 647 (100.0%) 

※第 1回調斎時のみ10年前と比較
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置唾器

全体の8議iJ以上の入試よく続れると感じており、不隠の人は 2剖樹であるが、経年的

な変化はほとんど変化がない。

{全体む結果)

ふだんよく眠れる方かという騒眠に関する髄問では、「よく眠れる」の回脊が390人

(60.3出)と最も多く、次いで、 Fまあ眠れるが135人 (20.9%)であり、合わせて「冊

111HHO作Jは525人 (81.1%)と g裂を超えている。一方「あまり11民れない」と「なかな

か IIl~れない」の「刊Il~lrf:Jは122人 08.9%)と2話器を占めていた。不眠群は、れI:'Iiij 

と比絞して 1.6;j~ イント、 4 {j: r'lijの基礎捌査時と比較して2.8とわずかに減少してし

(ニコホートglJ比較〉

:Il:年WHtrの睡眠に関する質題では、「よく眠れるjの回答が118人 (65.6%)と最も多く、

次いで「まあ限れる方Jが37人口0.6覧〉であっ、合むせて「睡現皇好群Jは155人

(86.1弘)と 9審rjJ1Iいという結果であった。一方「あまり眠れないjと「なかなか離れないJ

の「不絞群jは25人(13.9%)とl審1J5訟を占めていた。不服群は、 2年寄Ijと辻較して之2示

イント、ヰ年前の謀議調査時と比較して2.7ポイントとわずかに減少してし

前期高齢期Rfの睡眠に関する質践で誌、「よく取れるjの回答が151人 (57.9%)と最も

多く、次いで「まあ眠れる方」が%入 (21.5%)で品り、会わせて「糖昭良好群Jは207

人(79.3弘)と 8害IJ近いという結果であった。一方 fあまり擦れないj と?なかなか眠れ

ないJの「不眠群j詰54人 (20.7%)と2訓を超えていた。不|現群は、 2年前と比較して1.2

ポイント、ヰ年誌の基礎調査時と比較して5.1ポイントとわずかに減少していた。

後期高齢期群の睡自民に関する罷簡では、「よく壊れるjの回答が121人 (58.7%)と最も

多く、次いで「まあ眠れる方Jが42人 (20.4%)であり、合bせて「懸諜良好群j は163

入 (7立19ら)と 8害IJ近いという結果であった。一方「あまり眠れないj と?なかなか賦れ

ないjの「不器群Jは43人 (20.9拡)と 2書IJ骨粗えていた。不眠群は、 2年前と比較し

ポイント、 4年前の基礎議査時と辻較してな!ポイントとわずかに減少していた。

(悶表 3-5) 
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密表3-5 犠鰐

期壮君年事

第1~自 "=180

2喜2邸前180

2富務Z前期 第1~nおお 1
第2隠 n=261

第3阻 n=261

;g1@1伊♀号事

~2~霊 n=206

宣言3@1"=206 

2吉1IEI n=647 

5寄2窪ロ=647

議31aln;;;;斜 7

0% 20百 4旧出 自む覧 80完 100言

人数(割合)

よく怒れる まあZ畏れる方 あまり眠れない!なかなか銀れない 合計

第 1回 125 (69.4%) 25 (13.9%) 26 (14.4%) i ヰ(2.2%引 180 (100β%) 

117 (65.0%) 34 (18.9%) 25 (13.9%下 4 ( 2.2%) 180 (100.0%) 

l 第3回 118 (65.6%) i 37 (20.6%) 24 (13.3%) i 1 ( 0.6%) 180 (100町0%)

第 1[!i] I 153 (58.6%) 41 (15.7%) 54 (20.7%) ! 13 ( 5β%) 261 (100.0%) 

高書齢き織期若手 第2田 156 (59.8%) 48 (18.4%) 46 (17.6%) 11 ( 4.2%) 261 (100.0%) 

第3回 151 (57.9%) ! 56 (21.5%) 39 (14.9%) 15 ( 5.7%) 261 (100.0%) 

| 後期 第 1回 l
125 (60.7%) 38 (18.4%引 33 (16.0%) . 10 ( 4.9%) 206 (100.0%) 

高齢期群 第2田 106 (51.5%) 53 (25.7%) 30 (14.6%) 17 ( 8.3%) 206 (100.0%) 

j 第 3[!i] 121 (58.7%) 42匂0.4%)I 32 (15.5%) 11 ( 5.3%) 206 (100.0%) 

第 1回 403 (62.3%) I 104 (16.1%) 113 (17.5%) 27 ( 4.2%) 647 (100.0%) 

全体 第2自| 379 (58.6%) 135 (20.9%引 101 (15.6%) i 32 ( 4.9%) 647 (100.0%) 

|策3[!i] 390 (60.3%) I 135 (20.9%上 95 (14九)I 27 ( 4.2%) 647 (100.0%) 
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圏不眠の人のパターン

不轄の入は r~.Iîりが浅くて途中で闘を覚ますタイプJ の入が最も多く、不践的人の 6

割を謡えている。次に多いのが f鳴っきが悪いタイプ」であり、 f早く自が党結て罷れな

いタイプJの入詰最も歩ない。しかし後題高齢期群では、 F寝つ告が悪いタイプJが、 f眠

りが浅くて途中で闘を覚ますタイプJの入よりも多い。

{全体の結果〉

「あまり張れないj、?なかなか探れ設しっそ合わせた「不n民J.f:i:Jの不眠パターンを'tll1'd

したところ、 liえも多いのが「眠りが浅く途中で自が党めるJの74入 (60.7%)であり、 6

;'iIJそ担えていた円次いで多いのが「寝つきが思いjの白人〈計五弘〉、「平く 1::1が党めて削

れなしリの万人 (27.0弘)の)1闘であった。不眠のパターンで最も多いのがj実際十

であり、次いで多いのが入器部難、次が草朝覚醒であるというパターンは経年的に大き

iSいはみられなかった。

(コホート間比較}

壮年期群の中での「本賎群jに対して本販のパタ…ンそ質問したところ、最も多いのが

「眠りが桟く洛中で目が覚めるjの18入 (72.0弘〉でおり、?割を超えていた。次いで、多

いのが「寝つきが悪しリの12人 (48.0%に「平く日が党めて眠れなしつのる人 (24.0%)

の)1顎で、あった。

前期高齢期群の中での「不眠群j に対して不誕のパターンを質問したところ、最も多い

のが n~畏りが浅く連中で日が覚める J の33人 (6 1.1 %)であり、る寄せを越えていた。次い

で多いのが「護つきが患い」の23人 (42.6%に「早く目が覚めて眠れないj の16人

(29.6%)の)1闘で、あった。

後期高齢期群の中での「不眠群Jに対して不眠のパターンを灘間したところ、最も多い

のが「穫つきが懇いJの28人 (65.1%)であり、 6害IJを超えていた。次いで印民りが浅く

自が覚めるJの23入 (53.5弘〉、「皐く日が覚めて眠れない」の11人 (25.6%)の!闘

であった。後期高齢期群は他の2群と比較して「入鞍器禁おが最も多いという結果で、あっ

た。

〈臨表 3-る〉
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思表与6 不自民の人のパタ…ン (擦数自答)

どのような惑じで鰹れないのですか?

寝つきが惑い

4:書年世調事

芸i@ln=30

主2!Eln=目

冨3!eln=25 

E高草学前捌 ::ii"1目前6)
~2閏 n=56

詰3国 n=4a

古酎盟主写後綴 宮;1謂れ叫3
持2:sJr，::;"却

話3罰 r，;4J

話1121四 140

主 総謹伊132

]1;3温情122

0，0:; 21JO弘 40，;':努 60，0'話 ao.m. 100.0覧

喜義りが浅く途中でS裏金f覚める

壮期年務

ml閣 附30

鷲2閣 附29

!1l3悶附2S

欝守閣附"

議&"2.際柄拘

議2@ln=48

J!;1s塁<F特

議ゑ露出府

ôlI3~雲市持

震 T睦 fr=14Q

議箆2罷隅132

第31':，.黒碍2

。:九 総会会場 40β餐 60.0'も so.o~ 100，0ぉ

20.0日 40.C怒 結鵠 80.0'包 100.後4

人数{割合)

寝つきが悪い
眠りが浅く 思く Eきが覚めて

回答者数
途中で眼が覚める 目録れない

議~ 1沼; 17 (5告7%) 23 (76.7%) i 9 (30.0%) 30 

壮年期群 第2思; 18 (62.1%) 16 (55.2%) 10 (34.5%) 29 

第3隠 12 (ヰ8.0%)i 18 (72.0%) • 6 (24.0%) 25 

年雪T高齢欄鵬

第 T回 i 35 (52.2%) 28 (41.8%下 16(23.9%) 67 

第2悶 24 (42.9%) 36 (64.3%) 21 (37.5%) 56 

第3回 l 23 (42.6%) i 33 (61.1%) 16 (29.6%) 54 

第 1回 24 (55β%) ! 29 (67.4%) 10 (23.3%) 43 
後期

第2呂; 23 (48.9%) 28 (59.6%) 8 (17.0%) 47 
高齢織群

第 3@] 28 (65.1%) 23 (53.5%) 11 (25.6%) 43 

第 1@] 76 (54.3%) ! 80 (57.1%) 35 (25.0%) 140 

会体 第2回 65 (49.2%) 80 (60.6%) 39 (29.5%) 132 

第3回 63 (51.6%) 74 (60.7%) 33 (27.0%) 122 



割前田(2年前)と比べた現在の題轄の状態

金{本のs割以上の人は 2年前と比較して睡眠状態は獲わらないと感じており、 10%""

15%の人は前の方がよく眠れたと感じている。睡眠の状態に関する経年的変化は誌とん

どない。

{会悼む結果)

11前11民に関して 2年MとL七li交してもらうと、 f言Ijと変わもないJの田博が520人(品0.6%) 

とお ;ljij在超えて以も多く、日清の/jが[現れたjは79人 02.2%)という納果であったけ i時

111~の状態が以前と変わらないと 1 11 1持した人は 2 作/lÍj とほとんどかわらず、 r1ífの/jがよく 1 1l~

れたという 11rl'r'fは 21，ドi'Jijと比Ili交して1.6ポイント減少とほとんどかわらないという1己主で

あったけ

{コホート自社詑較〉

壮年ww下の睡眠に閲して 2年前と比較してもらうと、「前と変わらないJの回答が152人

(民4.4%)と g訟を超えて最も多く、 f前の方が絞れたjは18人(10.0%)という結果で、あっ

たの経年!専念変化で誌、躍摂の状態が「前と変わらない」と回答した人は 2年高Ijと比較し

て3.8ポイント増加していたが、「前の方がよく眠れたという回答は 2年前と比較して4.4ポ

イント減少していた。

話期高齢期訴の賠眠にi見iして 2年前と比較してもらうと、「前と変わらないjの思答が

213人 (82.2%)と8割!な超えて最も多く、リ立の方が絞れたj誌詩人 01五%)という結

果であった。総合三n守な変色では、経患の状態が「前と変わらないJと回答した人は 2年前

と比較して1.4ポイント増加していたが、「言Ijの方がよく眠れたという回答は 2年前と比較

してな3ポイント減少と迂とんど変わらない結果で、あっ

後期高齢期群の睡眠に嬰して 2年前と比較してもらうと、「前と変わらない」の回答が

155入 (7三2免〉と最も多く、「前の方が眠れたJは31人(15.0%)という結果であっ

経年的な変化では、臨眠の状態が「前と変わらないJと由答した入は 2年前と比較して2.0

ポイント減少とほとんど変わらず、「前の方がよく眠れたという回答は 2年前と比較して

0.5ポイント誠少と誌とんど変わらない結果であった。

(~塁表 3 7) 
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図表3四 7 前回 (2年前)と比べた現在の睡眠の状態

4土第1@] n=180 
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第1固 n=646

書第2回 n=開

第3固 n=645

日目 2日目 40% 6m~ 80% 100% 

人数 (害リ合)

今の方がよく眠れる 前と変わらない 前の方が眠れた 合計

第 1回 22 (12.2%) 128 (71.1%) 30 (16.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 9 ( 5.0%) 145 (80.6%) 26 (14.4%) 180 (100.0%) 

第3回 10 ( 5.6%) 152 (84.4%) 18 (10.0%) 180 (100.0%) 

年齢コホ卜
第 1回 22 ( 8.5%) 165 (63.5%) 73 (28.1%) 260 (100.0%) 

前期
第2回 19 ( 7.3%) 211 (80.8%) 31 (11.9%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第3回 16 ( 6.2%) 213 (82.2%) 30 (11.6%) 259 (100.0%) 

第 1回 18 ( 8.7%) 125 (60.7%) 63 (30.6%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 15 ( 7.3%) 159 (77.2%) 32 (15.5%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3回 20 ( 9.7%) 155 (75.2%) 31 (15.0%) 206 (100.0%) 

第 1回 62 ( 9.6%) 418 (64.7%) 166 (25.7%) 646 (100.0%) 

全体 第2回 43 ( 6.6%) 515 (79.6%) 89 (13.8%) 647 (100.0%) 

第3回 46 ( 7.1%) 520 (80.6%) 79 (12.2%) 645 (100.0%) 

※第 1回調査時のみ10年前と比較

Z
1
d
 

バ
斗



-お通じ(排便)の状況

全体の85%は排便が良好であり、便秘群は6.7人に 1人の割合であり、経年的な変化は

ほとんどない。後期高齢期群の便秘群は4.7人に 1人の割合であり、他の 2群に比べてや

や多い。

(全体の結果)

お通じの具合はいかがですかの質問では、「非常によい」の回答が349人(日.り%)とi14

も多く、次いで「よい方」が201人(31.1%)であり、合わせて排便良好lt'i:は550人(i-¥¥O[J{) ) 

と民'，I;IJを超えていた。一方「やや便秘気味」と「かなり使秘気味」の似柑併はり7人

(J ¥0%)と約 7人に l人の訓合で、あった。便秘群は、 2年前と比較してl.6ポイン卜、 4

f ド lìíjo)JI~礎調査時と比ïl攻して1.0ポイントとわずかに増加していた程度であり、ほとんど

料作変化はみられなかった。

(コホー卜別比較)

壮年期群に対するお通じ(排便)に関する質問では、「非常によい」の|亘|答が104人

(57.8%)と最も多く、次いで「よい方」が56人(31.1%)であり、合わせて排便良好群は

160人 (88.9%)と9割近くを占めていた。一方「やや便秘気味」と「かなり便秘気味」

の便秘群は20人(11.1%)と l害1]程度で、あった。便秘群は、 2年前と比較して3.4ポイント、

4年前の基礎調査時と比較してl.7ポイントとわずかに減少していた程度であり、ほとん

ど経年変化はみられなかった。

前期高齢期群に対するお通じゅ1:便)に関する質問では、「非常によい」の回答が156人

(59.8%)と最も多く、次いで「よい方」が72人 (27.6%)であり、合わせて排便良好群は

228人 (87.4%)と 9割近くを占めていた。一方「やや便秘気味」と「かなり便秘気味」

の便秘群は33人(12.7%)とl割程度で、あった。便秘群は、 2年前と比較して2.7ポイント、

4年前の基礎調査時と比較して0.5ポイントとわずかに増加していた程度であり、ほとん

ど経年変化はみられなかった。

後期高齢期群に対するお通じ(排便)に関する質問では、「非常によい」の回答が89人

(43.2%)と最も多く、次いで「よい方」が73人(35.4%)であり、合わせて排便良好群は

162人 (78.6%)と8割近くを占めていた。一方「やや便秘気味」と「かなり便秘気味」

の便秘群は44人 (21.4%)と2割程度であり、他の 2群と比較してやや多いという結果で

あった。便秘群は、 2年前と比較して4.3ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して3.7ポ

イントとわずかに増加していた。(図表 3-8) 
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図表3・8 お通じ(排便)の状況
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日% 80施

人数(割合)

20¥1 40~ 60¥日 10肌

非常によい 良い方 やや便秘気味 かなリ便秘気味 合計

第 1回 86 (47.8%) 71 (39.4%) 22 (12.2%) 1 ( 0.6%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 106 (58.9%) 48 (26.7%) 23 (12.8%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

第3回 104 (57.8%) 56 (31.1%) 15 ( 8.3%) 5 ( 2.8%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 T回 135 (51.7%) 94 (36.0%) 22 ( 8.4%) 10 ( 3.8%) 261 (100.0%) 

前期
第2回 149 (57.1%) 86 (33.0%) 18 ( 6.9%) 8 ( 3.1%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 156 (59.8%) 72 (27.6%) 26 (10.0%) 7 ( 2.7%) 261 (100.0%) 

第 1回 89 (43.4%) 80 (39.0%) 28 (13.7%) 8 ( 3.9%) 205 (100.0%) 
後期

第2回 106 (51.5%) 65 (31.6%) 27 (13.1%) 8 ( 3.9%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3回 89 (43.2%) 73 (35.4%) 39 (18.9%) 5 ( 2.4%) 206 (100.0%) 

第 T回 310 (48.0%) 245 (37.9%) 72 (11.1%) 19 ( 2.9%) 646 (100.0%) 

全体 第 2回 361 (55.8%) 199 (30.8%) 68 (10.5%) 19 ( 2.9%) 647 (100.0%) 

第3回 349 (53.9%) 201 (31.1 %) 80 (12.4%) 17 ( 2.6%) 647 (100.0%) 
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聞前回 (2年前)と詑ベた現症のお通じ{講穫〉の状態

全体の 9割近くはお通じ(排覆)の状況が変わらないと毘答しており、経年変化はほ

とんどみられない。「前と変わらないJ培、年齢が高い群抵ど少なく、「喜きの方がよかった」

誌、年齢が高い群ほど多い。

{全f本の結累〉

お通じ〈詩捜〉に関して 2年前と比較してもらうと、「前と変わらないJの111ド汗が555人

(RS.R弘〉と最も多く、ヲ製近くを占めていた。「前の方がよかったJは4詩人C7.4(;u )、「う

の/jがよいjが44入品忠弘〉という結果でまろり、 iii立の方がよかった」とI):ll得した人0)/j 

が「うのjjがよいJをわずかに上回っていた。語I:{I更の状態が以前と変わらないと1"1得した

人は 2"1:前とほとんどかわらず、経年変イ協がまとんど、みられなかっ

{コホート ~JJ比較)

壮年期群のお通じ(排便)に関して 2年前と比較してもらうと、 f前と変わらないJの

回答が163入 (90.69-ら〉と最も多く、 9割を超えていた。「前のがよかったj 誌 7人

(3.9%)0 i今の方がよいJが10入 (5.6%)という結果であり、「今の方がよし百」と回答し

た人の方が「詰の方がよかったjをわずかに上回っていた。経伴的な変化では、排{更の状

態が「前と変わらない」と昭答した人は 2年言iJと比較して4.5ポイント増加していたが、

「前の方がよかったJと「今のがよいj誌2年語と比較してわずかに減少していた。

前期高鈴鹿群のお通じ(排便)に関して 2年前と比較してもらうと、「訴と変わらないj

の密警が233人体ヲ.3%)と最も多く、 9害1]近くを占めていた。「前の方がよかったjと

の方がよしつはいずれもは人 (5.4%)という結果であった。前期高齢期群では、排授の

状態に関する経年変化泣ほとんどみられなかっ

後期高齢期群のお通じ〈詩判長 Lこ関して 2年齢と比較してもらうと、「前と変わら設いJ

の回答が159人 07.2%)と最も多く、 s警IJ近くを点めていた。「前の方がよかった」は27

人 03.1%)0 i今の方がよいj が20人 (9.7詫〉という結果であり、「前のフせがよかった」

と臣接した人の方が「今の方がよいJをわずかに上居っていた。経年的な変化では、排便

の状態が f前と変わらない」と回答した人は 2年前と詑較して7.8ポイント減少していた

が、「今の方がよいJは3.9ポイント、「前のがよかったJは3.9ポイント、それぞれ 2年

詰iJと詑較してわずかに増加していた。
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密表3・9 前思 (2年前)と比べた現在のお過じ(排便)の状態
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量前と変わらな

章第 坦州7

白書での方が便
遜はよかったi

第31!!1n=647 

人数(割合)

今の11が便還はよい 誌と変わらない
前の3きが

合計
便通はよかった

!第1@] I 26 (14.4%) 143 (79.4%) ! 11 ( 6.1%) 180 (100.0%) 

壮年期毒事 第2白 16 ( 8.9%) 155 (86.1%) . 9 ( 5.0%) I 180 (100.0%) 

蓄ホコト 第I3回回

10 ( 5.6%) 阪 90料 j 7 ( 3.9%) • 180 (100.0%) 

24 ( 9.2%) I 216 (82.8%) ! 21 ( 8.0%) 261 (100.0%) 

前期 第2@] 11 ( 4.2%) 235 (90.0%) 15 ( 5.7%) I 261 (100.0%) 

高齢期群 j第 3@]! 14 ( 5.4%) 233 (89.3%) ! 14 ( 5.4%) 261 (100.0%) 

第 1田 17 ( 8.3%) I 156 (76.1%) 32 (15.6%) 205 (100.0%) 

高後齢期期群第2回 12 ( 5.8%) 175 (85.0%) 19 ( 9.2%) 206 (100.0%) 

|第3回 20 ( 9.7%) I 159 (77.2%) 27 (13.1%) 206 (100.0%) 

第 1@] 67 (10.4%以 515 (79.7%) 64 ( 9θ%) 646 (100.0%) 

全体 第 2沼 39 ( 6.0%) 565 (87.3%) 43 ( 6.6%) 647 (100.0%) 

j 第3沼 44 ( 6.8%) I 555 (85.8%) 48 ( 7.4%) 647 (100.0%) 

※第 1沼務遂襲警のみ10年齢と比較

〈
同
ノ
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4. 日常生活状況

副起床碍題

全体的にみて 4離の人たちは 5時台に柑床しており、 6寄せ以上司〉人が§誇誌に起jまし

ている。 5時台に結成するの詰すべての群で最も多く、壮年期群と前期高齢期群では 4

離を越えている。しかし後期嘉齢構群詰約半数近くが6時以陣に組床しているなど、年

齢の高い群ほど避く鶴きる。

{全体の結果)

iえも多かったのは 15時台Jの261人 (40.3%)であり、次いで r6 11-1' tr.l 1 h'i 1¥ 

05.5お〉、 1411寺台J144人 (22.3%)のI1闘で、あった。

(コホート別比較)

:II:{I::J明鮮の起床時間は、 15時台Jが九人 (42.2%)と最も多く、次いで 14時台J46 

人 (25.6%)、r6時台J31人 (17.2弘)の臓であった。壮年期群で誌、全体の 4分の 3の

人たちが6時前に起床しているという結果で、あった。特に継時的変色として辻、 r5 1]寺台」

にi臨床している人誌誠少{頃向があり、 r4時台Jt 14時前j と回答した入試過去 2患の

と比較しても増え続けている傾向がみられた。

前期高齢i制作の起床時開は、 15時台jがl(混入 (41.2弘)、 14時台J約人 (26.7%)、r6 

62人 (23.7%)のJI闘であり、壮年期若手と関線の傾向で、あったが、壮年期群のように

14時台」が唱えているわけで、はなかった。

後期高斡顛群の恕床時間誌、 15時台Jが77人 (37.6%)と織も多いのは他の 2群と

様であるが、次いで多いの法 16持台J72人 (35.1%)であり、次いで 14時台J29入

(13.7%)のI1震になっており、/1震設はf患の 2群と異なっていた。特に後期高齢期群では、

早い時聞に組床する人は滅少する横向があち、逆よこる時以降ι起床する人が増えていく傾

向が晃られた。

〈菌表 4- 1 ) 
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図表4-1 記床時需

品
叫
ん
ヰ
備
制
群

闘48寺台。s時台

06待合

.78寺台

第1閉 n=646

第2閤 n=647

2室3隠明647

。莞 2む弘 40% 60覧 80出 100目

人数(割合)

4時前 | 4時台 5時台 6襲警合 7湾台 ( 号持会 ; 吉時以降 合計

i 第 1毘: 5 (2.8%下 27(15.2%) 93 (52.2%) ! 45 (24.7%) 6 ( 3.4弘) 3 ( 1.7誌) 0(0.0号ら}179 (100.0ちも)

壮年期群 i第 2回 9 (5.0%) 38 (21.2ちも; 77 (43.0お 46(25.1%) 5 (2.8%)! 5 (2.8%) 。(O.O~も) 180 (100.0%) 

! 第 3 自↓ T怜州4川(7吋8制 4必告引山印{包儲2お別5.6似側紛%紛}ド; 冷糾{但泣陥4位42.2ロ2斜 3幻1(れ併仔7似
9 ( 広岡百四)) 

ヰ(2.2私) 。(0.0%) 180 (100.0%) 

号ホ卜1 第 1固 山紛印刷山 則l 閲闘訓 ヰ(1 3 ( 1.1%)[ 。(0.0%) 261 (100.0%) 

溺言鈴言葉期書群 第 2沼 13は.凶 44 (16.9%) I 132 (50叫 63 (24.1%) 2 ( 0.8%) 0(0.0%) 261 (100.0%) 

「 第 3回 12(4.6%)1 関(お7%) 棚 (41.2%). 62 (23.7%) 9 ( 3.4%) i 1 ( 0.4%) む( 0.0きも)261 (100.0%) 

第 1泊 料 1.9紛れれ5.0総 88仏2.5%) 総 (30.9%) 18 ( 9.2%) 1 1 ( 0.5%) 。(0.0%) 206 (100.0%) 

芸高後齢期期群 第 2回 I 2 ( 1.0%) 1 2号(14.0%). 初出8泌 総 (31.9%) 17 ( 8.7%) 1 (0.5%) 。(0.0%) 206 (100.0%) 

I 霧 3侶 2( 1.0%) I 29 (13.7%) i 77 (37.6%) I 72 (35.1%) 23 (11.2%)1 2 ( 1.0%) 1 (0.5%) 206 (1∞.0%) 

第?沼 17( 2.6%) 119 (18.4%) 297 (46.0%) 178 (27.4%) 28 ( 4.5%) I 7 ( 1.1%) 0(0.0%) 646 (100.0%) 

会体 第 2沼 24 ( 3.7%) ) I 300何6.4%) 175 (26.9%) 29 ( 4.6%) I 8 ( 1.2%) 。(0.0%) 647 (100.0%) 

第 3沼 28 (ヰ.3%)I 144 (22.3%) 261 悌 3ちも) 165 (25.5%) 41 (6.3%)1 7 ( 1.1%) 1 ( 0.2%) 647 (100.0%) 



圃朝食の状況

認食はほぼ全員がとっておワ、朝設を金ベる人む割合は、 i晶表2回の調査とも…寅し

て筒い。

(全{本の拙悪)

I;U j i立を食べている入は、 647人gl638人 (98五%)と誌とんど全員であり、「食べたり食

べなかず〉たり j と田容した入試 6人 (0，9%)、「愈べないJと田容した人はわずか j人

(OYYc) )というお，'il，f:!;で、あった。

(コホート別比較)

:II:WJ~J詐で II;Ojtミ在免べる」と11I1答した入は176人 (97，8%)と最も多く、「食べないJ

あるい地「食べたり食べなかったり J と I!~容したのがそれぞれわずか 2 人(1.1 %)とい

うM*で、あった。

前期高齢期群で「朝食を禽べるJと自答した人は257人 (98.5%)と殿も多く、「金べな

いJのはわずか l人 (0.4%)、「食べたり食べなかったりjが3人(Ll弘〉という結果で

あった。

後期高齢期群で「朝食を食べるj と回答した入は205人 (99，5%)と最も多く、「金べた

り食べなかったりjがわずか i人 (0.5%)、「食べない」と匝答した人はみちれなかった。

4 -2) 
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図表4・2 朝食の状況

圃
壮期群年

第1回 n=179| 95.5% 

第2回 n=180| 96.6% 園
第 担 n=180! 97.8% 

|ロ食べる

高齢期群前期 第1回 n=261 | 
100.日目

第2回 n=261 99.6也

98.5% 
|圃食べない

高齢期群後期 第1回 n=206
99.5百

第2回 n=206| 99.0% 

第3回 n=206 99.5% 
|ロ食なかべったたり食りべ

98.6出

98.6叩定第2回 n=647

98.6% 第3回 n=647

日目 20目 40% 60目 80% 10日目

人数(劃合)

食べる 食べない
食べたり

合計
食べなかったり

第 1回 171 (95.5%) 6 ( 3.4%) 2 ( 1.1%) 179 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 174 (96.6%) 4 ( 2.2%) 2 ( 1.1%) 180 (100.0%) 

第 3回 176 (97.8%) 2 ( 1.1%) 2 ( 1.1%) 180 (100.0%) 

年齢ホコ卜
第 T回 261 (100.0%) 0(0.0%) o ( 0.0%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 260 (99.6%) 0(0.0%) 1 ( 0.4%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 257 (98.5%) 1 ( 0.4%) 3 ( 1.1%) 261 (100.0%) 

第 1回 205 (99.5%) 0(0.0%) 1 ( 0.5%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 204 (99.0%) 0(0.0%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 205 (99.5%) 0(0.0%) 1 ( 0.5%) 206 (100.0%) 

第 1回 637 (98.6%) 6 ( 0.9%) 3 ( 0.5%) 646 (100.0%) 

全体 第 2回 638 (98.6%) 4 ( 0.6%) 5 ( 0.8%) 647 (100.0%) 

第 3回 638 (98.6%) 3 ( 0.5%) 6 ( 0.9%) 647 (100.0%) 

司、J戸、J



贋輯食時罷

全体的に 7時台に朝食をとる人が最も多く、次いで、 6時台という結果であり、との領

向はすべての年齢群で共通している。 さらにすべての群でも約 4分の 3の人たちは 6""'"

7B寺台記覇食をとっている。

{全体ぬ結果)

':tljt!II，'ill'.]t之、 17時台」が326人 (50，7%)と躍も多く、半数を超えていた1 次いでちい

のが r6 II!diJであり、 178人 (27.7%)、18時台jが100入 (15.6弘〉という/11([であ・ 2たIι

弐体の 4~tUけは、川、Ij:~ 711 、~':hに i閉会をとっているという結果であった。

(コホ…ト別比較)

:11:11: J ~ j群で 1711，11'-(-口に朝食を会べると屈苔した人は73入 (41.0%)と摺も多く、次い

16"、?台J57人(32.0%)、18時台j詩人(16.9免)の)11買であった。しかし 3

1附すると 17S寺合Jに朝金を会べる割合法少なく、前期高齢期群より 13ポイント、

齢期昨より 13.9ポイント少ないという結果であった。

前期高齢期詳で 17 に額金を食べると回答した人は140人 (54β%)と最も多く、

次いで 161時金J 入 (28.7拡)、 18時台J31人(Il.9%)の)1闘で、あった。

後期高齢期患で r7待合j に朝食を食べると回答した人は113人 (54.9誌〉と援も多く、

次いで、 16a寺会J46入 (22.5%)、r8 U寺台J39人 09.1%)の顕であった。

〈霞i表4-3) 
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図表4-3 朝食時間

期E群 第1回叩2
第2回 n=176

第3回 n=178l 

高齢期群前期 第1固 n=261
第2固 n=260

第3回 n=260

齢期高群期後 第1回 n=206
第2固 n=205
第3回 n=205

体全
第1固 n=639

第2回 n=641

第3困 n=643

日目 20% 40% 

Ss寺前 5時台

第 1回 4 (2.3%) 9 ( 5.3%) 

壮年期群 第2回 6 ( 3.4%) 7 (4.0%) 

第 3回 7 ( 3.9%) 9 (5.1%) 

年齢コホト
第 1回 4 ( 1.5%) 7 (2.7%) 

前期
第2回 5 ( 1.9%) 5 ( 1.9%) 

高齢期群
第 3回 3 (1.1%) 6 (2.3%) 

第 1回 0(0.0%) 4 ( 1.9%) 
後期

第2回 3 ( 1.5%) 2 ( 1.0%) 
高齢期群

第 3回 0(0.0%) 3 ( 1.5%) 

第 1回 8 ( 1.3%) 20 ( 3.1%) 

全体 第2回 14 (2.2%) 14 (2.2%) 

第 3回 10 ( 1.6%) 18 ( 2.8%) 

60% 80% 

6時台 7時台

43 (25.1%) 94 (55.0%) 

57 (32.6%) 79 (45.1%) 

57 (32.0%) 73 (41.0%) 

62 (23.8%) 147 (56.3%) 

69 (26.5%) 135 (51.9%) 

75 (28.7%) 140 (54.0%) 

43 (20.8%) 122 (58.9%) 

48 (23.3%) 119 (57.8%) 

46 (22.5%) 113 (54.9%) 

148 (23.2%) 363 (56.8%) 

174 (27.1%) 333 (52.0%) 

178 (27.7%) 326 (50.7%) 

-55-

1口5時前

i圃5時台

回6時台

1ロ7時台

|圃8時台

図9時台

圃10時以降

100% 

8時台 9時台

19 (10.5%) 3 ( 1.8%) 

23 (12.6%) 4 ( 2.3%) 

30 (16.9%) 1 ( 0.6%) 

36 (13.8%) 4 ( 1.5%) 

41 (15.8%) 2 ( 0.8%) 

31 (11.9%) 4 ( 1.5%:1 

37 (18.4%) 0(0.0%) 

32 (16.0%) 1 ( 0.5%) 

39 (19.1%) 4 ( 2.0%) 

92 (14.4%) 7 ( 1.1%) 

96 (15.0%) 7 ( 1.1%) 

100 (15.6%) 9 ( 1.4%) 

人数(割合)

10時以降 合計

0(0.0%) 172 (100.0%) 

0(0.0%) 176 (100.0%) 

1 ( 0.6%) 178 (100.0%) 

1 ( 0.4%) 261 (100.0%) 

3 ( 1.2%) 260 (100.0%) 

1 ( 0.4%) 260 (100.0%) 

0(0.0%) 206 (100.0%) 

0(0.0%) 205 (100.0%) 

0(0.0%) 205 (100.0%) 

1 (0.2%) 639 (100.0%) 

3 ( 0.5%) 641 (100.0%) 

2 ( 0.3%) 643 (100.0%) 



語感食の状況

盤食はほぼ全員がとっており、昼食を食べる人の部舎は、過去 2自の詔査とも一貫し

て高い。

(全体の結果)

HQな食べている人は、 647人中631入 (97.5%)とほとんど全員であり、「食べたり会

べなかったりj と問答した人誌は人 (2.2%に「食べないJと問得した人はわずか 2人

(0.3<見〉とし、う った。

{コホート1.lIJ誌較)

壮年JYH存で fH設を食べるJと問答した人は176人 (97.8%)と最も多く、 f金べたり u

べ主かったり」と11..11岱したのは 3人 0.7%)，r食べないjがわずか 1人命.69も〉という

車計

前期 II，j~齢期群で「昼食を金ベるJ と

り食べなかったりJが6人 (2.39毛〉、

った。

した人法254入 (97.3%)と最も多く、「食べた

しつのはわずか:人 (0.4%)という結果で

後期高齢期群で f墨金を食べるj と問答した人は201人 (97.6%)と最も多く、

り食べなかったちj が5入 (2.4%)、「段ベなしリと回答した人はいなかった。

ヰーヰ)
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墨金お状況
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食べたり
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己主主U
3 ( 1.7%) 

3 ( 1.7%) 

1 ( 0.4%) 

5 ( 1.9%) 

三三出
3 ( 1.4%) 

5 ( 2.4%) i 

5 ( 2.4%) i 

5 ( 0.8%) 

13 ( 2.0%) 

14 ( 2.2%) 

人数(割合)

合計

17き(100.0%)

180 (100.0%) 

180 (100.0%) 

261 (100.0%) 

261 (100βちも}

261 (100.0%) 

206 (100ο%) 

206 (100.0%) 

206 (100. 

646 (100. 

547 (100.0%) 

647 (100β%) 



E盤食時間

昼食時開は12時舎に集中しており、金体の約 9割にあたる。年托別比較でも 8割以上

が12時討に集中している。次いで多いのが13時台であるが、全体でも 1割弱であり、壮

年期が15%程度とやや悶立つ。 12時前に接食をとる入は全体の2%程度。

(全体の結粟〉

Hf:tll年11¥1辻、 11 が555人 (86.2%)と最も多く、 9割近い人法12時にH食をと.) 

いた、 Jうくし、で多いのが 113時台j

~であ.)たけ

(::Jホート民主主較)

るが、これは何人(りユ%)と 1~Ifll に rl~j:j たないぷ

:II:{I:J伺群で 1121時台Jtこ義金者食べると回答した人は147人 (82.1%)と最も多く、次

いで 1i3時台J27人口5.1%)という結果であった。 日時台は12時台に比べると極端に

ないが、 3群聞で比較するとれ3時合jに暴食を禽べる書Ij合誌多く、前期高齢期群より7.4

ポイント、後期高齢期群より9.2ポイント多いという結果であっ

前期高齢期群で 112時台jに墨食老会べると|別得した人は226人 (87.0%)と最も多く、

次いで、 11311与?をi'J20人(7.7弘〕という結果であった。

後期高齢期群で 112日寺合Jtこ昼食を食べると回苔した入は]法人 (88.7%)と最も多く、

次いで 113待合J12人 (5.り%)という結果であった。

4 -5) 
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語表4-5 墨食時間
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高
齢
期
務

3事11Eln=206 
3高2~塁打忽203第恥部!
第1悶 n=644

第2自n=642
2宮3回 n=644

i 罰踊油田園田園田園田園田-園田1110.4'詰 11

|掴-・圃・・圃圃・圃圃-・E毘揖柑竃圃園田園圃圃-圃圃圃圃圃1110.4覧 11
|圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田園圃甜車耐圃圃園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田園.9.2覧11

念
体

間も 20% 40出 60ら S務自 100覧

人数〈割合)

12時前 12襲警合 13時台 14日寺以降 合計

|第 1問| 3 ( 1.7%) 153 (86.9%) 19 (10.2%) 2 ( 11%) 177 (100.0%) 

壮年期群 第2回 l 4 (2.3%) 156 (87.6%) 18 (10.2%) 1 o ( o.01%%)〉(1773S(10020%) 

第 3図 3 ( 1.7%) i 147 (82.1%) 27 (15.1%) 2(1.1%)1 179(100.0%) 

高読齢鶏期害事 仁Aに襲警e て恥1[[1朗… i 

3 ( 1.1%)1 226 (86.6%) ! 27 (10.3%) 5 ( 1.9%)‘ 261 (100.0%) 

4 ( 1.5%). 225 (86.2%) 26 (10.0%) 6 ( 2.3%). 261 (100.0%) 

第3閤; 8 ( 3.1ちも)1 226 (87.0%) 20 ( 7.7%) 6 ( 2.3%) 260 (100.0%) 

第 1閲 7 ( 3.4%) 174 (84.5%) 1 22 (10β%) 3 ( 1.4%) 206 (100.0%) 

2 ( 10%) 175 (86.3%) 23 (11.3%) 3 ( 1.5%) 203 (100.0%) 

第3自 i 3 ( 1.5%) 182 (88.7%) 12 ( 5.9%) i 8 ( 3.9%) 205 (100β%) 

第 1毘 13 ( 2.0%) 553 (86.0%). 68 (10.4%) 10 ( 1.6%). 644 (100.0%) 

会体 第2包; 10 ( 1.6%) 556 (86.6%) I 67 (10.4%) 9 ( 1.4%) 642 (100.0%) 

第 3@] 14 ( 2.2%) 555 (86.2%) 59 ( 9.2%) 16 ( 2.5%) 644 (100.0%) 

ハUノ戸、J



-夕食の状況

夕食は器ぽ全員がとっておザ、夕食を食べる人の割合は、過去 2聞の調査ともー繋し

て高い。

(全体の結果)

夕食会食べている人誌、 647人中643人 (9ヲ.4%)とほとんど全員であり、 f食べたり

べなか-)たちjあるいは「食べない」と凹答した人はそれぞれわずか 2人 (0.3弘)とい

う判決であっ

(コホート別詑較)

壮年間m~で f 夕食を食べる J と回答した人は180人(100%) 全員で、あった。

1'liiJV J 1'，'lj I胎WH作で「タ金を食べるj と回答した人は258人 (98.9九〉と最も多く、「食べた

りぬべなかったり jが2入 (0.8曳)"I金べなしつのはわずか i人 (0.4%)という結果で

あった。

後W'J高齢期群で「夕食在食べるJと問答した人は205人 (99.5弘〉と最も多く、 f食べ主

いJとnelJ答した人はわずか l人 (0.5詫)"I食べたり食べ誌かったりJと回答した人はみ

られ誌かった。

ヰ-6) 
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図表4-6 夕食の状況
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0目 2日目 40拍 60目 80目 100目

人数(割合)

食べる 食べない
食べたり

合計
食べなかったり

第 1回 179 (100.0%) 0(0.0%) o ( 0.0%) 179 (100.0%) 

壮年期群 第2回 180 (100.0%) 0(0.0%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

第 3回 180 (100.0%) 0(0.0%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 257 (98.5%) 4 ( 1.5%) o ( 0.0%) 261 (100.0%) 

前期
第2回 258 (98.9%) 3 ( 1.1 %) o ( 0.0%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 258 (98.9%) 1 ( 0.4%) 2 ( 0.8%) 261 (100.0%) 

第 1回 205 (99.5%) o ( 0.0%) 1 ( 0.5%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 204 (99.0%) o ( 0.0%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 205 (99.5%) 1 ( 0.5%) 0(0.0%) 206 (100.0%) 

第 1回 641 (99.2%) 4 ( 0.6%) 1 ( 0.2%) 646 (100.0%) 

全体 第2回 642 (99.2%) 3 ( 0.5%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 

第 3回 643 (99.4%) 2 ( 0.3%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 

/
h
u
 



-夕食時間

夕食時間は18時台が最も多く、 18時台が最も多いのはすべての年齢群で共通している。

また18時台と19時台は、すべての年齢群で8割を超えている。 16時台という早い時間帯

や、 20時以降という遅い時間帯に夕食をとる人たちは、すべての年齢群で 1割に満たな

い。

(全体の結果)

夕食川問は、 11RII;'j=什」が3R3人 (59.4%)と最も多く、 6割近い人は18時hに夕食をとっ

ていたυ 次いで多いのが 11 91 I ，'j:fi' Jの176人 (27.3%)であり、 18時台と19時台に夕食とっ

ている人は何り人(お6.7%)とり ili|l近いという結果で、あった。また16時台といういい11、lill"d

仰は 4人 (0.62%)、 2011年十?という遅い時間帯は24人(3.7%)とわずかで、あった。

(コホー卜別比較)

壮年間抑で 118時台」に夕食を食べると回答した人は109人 (60.6%)と最も多く、次

いで 119時台」が55人(30.6%)という結果であった。夕食時間帯は18時代と 19時代に集

中しており、両方を合わせると164人 (91.1%)と 9割を超えていた。また16時台という

早い時間帯に夕食をとる人は l人 (0.6%)、20時以降という遅い時間帯に夕食をとる人は

4人 (2.2%)と極端に少ないという結果であった。

前期高齢期群で 11811寺台」に夕食を食べると回答した人は156人 (60.2%)と最も多く、

次いで 119時台」が68人 (26.1%)という結果であった。夕食時間帯は18時代と19時代に

集中しており、両方を合わせると224人 (86.2%)と9割近かった。また16時台という早

い時間帯に夕食をとる人は 3人 0.2%)、20時以降という遅い時間市に夕食をとる人は 5

人 0.9%)と極端に少ないという結果であった。

後期高齢期群で 118時台」に夕食を食べると回答した人は118人 (57.4%)と最も多く、

次いで 119時台」が53人 (26.0%)という結果であった。夕食時間帯は18時代と19時代に

集中しており、両方を合わせると 171人 (83.4%)と 8害IJを超えていた。また16時台とい

う早い時間帯に夕食をとる人はみられず、 20時以降という遅い時間帯に夕食をとる人は15

人(7.4%)と少ないという結果であった。

(図表 4-7) 
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悶濃4-7 夕食時間

期務栓年

芸高1窃 n=179

第2密 n=179

第3密 η=180

E章獄事芸孝者書鶏官 第1密 η=257 
第21!!lη=258

第3冨 η=260

蕎童務署草書議後 第1[!霊 η=206
第21l芸 η=205

主事3恋れ二205

言語11]きれ=642

会{本 第21!!l伊642

害事31]器用645

合議 20も ヰαも 60% 80% 100九

人数(総合)

16善寺台 17湾台 18詩台 19時台 20時以降 合計

第?自 1 ( 0.6%) 15 ( 8.4%上 99 (55.1%) 53 (29.8%) 11 ( 6.2%) 179 (100.0%) 

壮年期群 第2日 o ( 0.0%) 13 ( 7.3%) 95 (52.8%) 67 (37.6%) 4 ( 2.3%) 179 (100.0%) 

~第 3 閏 1 ( 0.6きも) 行(6.1%) 109 (60.6%) 55 (30β%) 4 ( 2.2%) i 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1図 o ( 0.0%) 22 ( 8.6ちも〉 177 (68.9%) 50 (19.5%) 8 ( 3.1%) 257 (100.0%) 

前期 l 

o ( 0.0%) 37 (14.3%) 151 (58.5%) 64 (24.8%) 6 ( 2.3%) 258 (100.0%) 高齢期群 第2国

第 3回 3 ( 1.2%) 28 (10.7%) 156 (60之%) 容器 (26.1%) 5 ( 1.9%) 260 (100.0%) 

第 1回 4 ( 1.9%) 17 ( 8.2%) 118 (57.5%) 60 (29.0%) 7 ( 3.4%) 206 (100.0%) 

後期 第2回
高齢期群

2 ( 1.0%) 22 (10.7%) 109 (53.4%) i 61 (29β%) 11 ( 5.3%) 205 (100.0%) 

i第 3回| o ( 0.0%) • 19 ( 9.3%) 118 (57.4%出 53 (26.0%) 15 ( 7.4%) 205 (100.0%) 

第 1[3] 5 ( 0.8%). 54 ( 8.4%) 394 (61.4きも) 163 (25.4%) 26 ( 4.0%) 642 (100.0%) 

全体 第2回! 2 ( 0.3%) 72 (11刷2%) 355 (55.3%下 怜 2(29.9%) 21 ( 3.3%) 642 (100.0%) 

第 3毘 i 4 ( 0.6%) 58 ( 9.0%) 383 (59.4%) 176 (27.3%). 24 ( 3.7%) 645 (100.0%) 
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5.生活習慣

副昼寝の習慣

昼寝の習慣がある人は 6部を超えている。 4年前と 2年能の 2年間でT2ポイン卜増加

しているが、 2年前と今回ではわず訟な1ポイントの増加にとどまっている。コホート別

に昼寝の習慣を比較すると、最も多いのが前期高斡期群であり、壮年期群は最も少ない。

(全体の結果)

)1 ~~，JÛ)静慣があると!日惜した人は407人 (62.9%) であり、 2 年前の406入 (6U:f)Ú) と

ほとんど変化がなかったが、 4午前の品{結IYI1]i明、?の360人 (55.6%)と比べると、 7.3ポ fン

トW/JJIIしてし * t<:t~:f誌の i可'it'1のある人は l'líjl札11Hi:合WHTî:で最も多く、社年期詐では11 ~.ι 

ノかないという柏山であった。

(:コホート~Ij詑較)

;11:1rq~H存で、器寝の習J慣がある人は、 105人 (58.3%)であり、 2年i事?の結束と全く i笥じ

った。しかし 4奪三前の基礎調査時に昼寝の習慣があった人が91人 (50.6九〉であ号、

ヰ非開で?コポイント増加したという結果であった。

前期高齢期群で昼寝の習'1震がある人は、 176人 (67.4%)であり、 2杯前の170入

(65.1弘〉と比べると、 2.3ポイント増加していた。しかし 4 前の措礎調遊時に昼寝り習

慣があった人が155入 (59.4弘〉であり、 4年間で8.0ポイント地}][Iしたという結果で、あっ

た。

後期高齢期酵で昼寝の習擦がある人は、 i犯人 (61.2%)であり、 2年前の 13 1人

(63.6%)と比べると、 2.4ポイント減少していた。しかし 4年前基礎調査時に昼寝の習慣

があった人が114人 (55.3弘〉

で、あった。

(悶表 5-1 ) 

号、ヰ年詰に比べると5.9ポイント増加したという結果
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図表5-1 昼寝の習慣

壮年期群
第1固 n=180i

第2固 n=180

第3固 n=180

第2固 n=261

第3固 n=261 園田・圃・圃・ICVJli前置・圃圃園田園

高齢期群後期 第1固 n=206
第2固 n=206

第3回 n=206

EE量購冨圏

全体

第1固 n=647t 

第掴 n=6471
第3固 n=647 圃園田園圃・E盟 幽 置E・E・-圃

0% 20目 40% 60目 80% 100目

人数(割合)

ある ない 合計

第 1回 91 (50.6%) 89 (49.4%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 105 (58.3%) 75 (41.7%) 180 (100.0%) 

第 3回 105 (58.3%) 75 (41.7%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 T回 155 (59.4%) 106 (40.6%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 170 (65.1 %) 91 (34.9%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 176 (67.4%) 85 (32.6%) 261 (100.0%) 

第 1回 114 (55.3%) 92 (44.7%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 131 (63.6%) 75 (36.4%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 126 (61.2%) 80 (38.8%) 206 (100.0%) 

第 1回 360 (55.6%) 287 (44.4%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 406 (62.8%) 241 (37.2%) 647 (100.0%) 

第 3回 407 (62.9%) 240 (37.1%) 647 (100.0%) 

-65-



圃昼寝の時間

昼寝の習慣のある人の半数以上が30分以内の短時間の昼寝であり、すべての年齢群で

も30分以内が最も多い。昼寝時聞が60分以下を含めると、壮年期群と前期高齢期群で 1

時間以内の昼寝時聞が約 9割を占めている。しかし後期高齢期群では、 1時間以内の昼

寝と回答した人は 4分の 3程度であり、後期高齢期群は他の群と比べて 1時間を超える

昼寝をしている人たちが多い。しかし60分以内の比較的短時間の昼寝をする人はすべて

の年齢群で増加傾向がある。

(全体の結果)

)11叫;ド叫j年rJμμU)1子J.ll千判汁l「川川'1↑附l'

であり、半数を組えていた。とれは 4年前の基礎調査時の結果とほぼ同じであるが、 2 {ド

，'，ijU) I日人 (40.7%)と比較すると11.4ポイント増加していた。また60分以内の昼寝の人は

133人 02.8%)であり、約 3分の 1;を占めていた。この両方を合わせると、 60分以下の

)1 ~~.ミをしている人たちは全体の85%を超えていた。

(コホート別比較)

壮年gEj群で、昼寝の時聞が30分以下と答えたのは58人 (55.2%)で、半数を超えており、 2

fド，)ijと比岐すると6.6ポイント増加していた。また60分以下と回答した人は37人(35.2%)

と3分の 1;を趨えており、 2年前と比較すると2.9ポイント減少していた。 60分以内の比

較的~WI寺間の昼寝在する人は95人 (90.5%)であり、 9 害IJを超えていた。また60分以内の

比較的短時間の昼寝をする人は 2年前に比べてわずかに3.8ポイン卜増加していた。

前期高齢期群で昼寝の時闘が30分以下と答えたのは101人 (57.4%)で半数を超えてお

り、 2年前と比較すると 14.8ポイント増加していた。また60分以下と回答した人は56人

(31.8%)と3割を超えており、 2年前と比較すると7.3ポイント減少していた。 60分以内

の比較的短時間の昼寝をする人は157人 (89.2%)であり、 9割近い値であった。また60

分以内の比較的短時間の昼寝をする人は 2年前に比べて7.5ポイント増加していた。

後期高齢期群で昼寝の時聞が30分以下と答えたのは52人 (41.9%)であり、 2年前と比

較すると9.8ポイント増加していた。また60分以下と回答した人は40人(32.3%)と 3害'Jを

超えており、 2年前と比較すると lポイント減少していた。 60分以内の比較的短時間の昼

寝をする人は92人 (74.2%)であり、約 4分の 3を占めていた。また60分以内の比較的短

時間の昼寝をする人は 2年前に比べて10.8ポイント増加していた。

(図表 5-2) 
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思表5・2 ~護機の時闇

壮年期群

望事1~話柄引

宮高2問 n=105 

第3図 n竺 105

芸事1さj]n=155 

望事2~ 炉169

室事3霞 η=176

第1回 n=114

~2回 n=131

第3自 n=124

会(本
3事1密 ηエ360

第2罰 n=405

第3回 n=405

0出 20目 40詰

一田園画面輯圃幽圃薗「

川30分以下

町田O分以下|

凶それ以上|

60弘 80覧 100覧

人数{割合〉

30分以下 60分以下 ぞれ以上 合計

第 1回 50 (54.9%) • 36 (39.6%) I 5 ( 5.5%) i 91 (100.0%) 

壮年鶏群 第 2回 51 (48.6%) 40 (38.1%) 14行口%)I 105 (100.0%) 

第 3@] 58 (55.2%) 37 (35.2%) 10 ( 9.5%) 105 (100.0%) 

i悼ホコト五 第 1問 l 

89 (57.4%) 54 (34.8%) 12 ( 7.7%) i 155 (100.0%) 

高前齢期期群 第2回 l 72 (42.6%) 66 (39.1%) 31 (18.3%) • 169 (100.0%) 

第 3回 101 (57.4%) 56 (31.8%) ! 19 (10β%) 176 (100.0%) 

j 第 1呂 52 (45.6%) ! 44 (38.6%) • 18 (15β%) れヰ(100.0%) 

高後齢鶏期護学 第 2宿 42 (32.1%) 41 (31.3%) 48 (36.6%) 131 (100.0%) 

第 3自; 52 (41.9%) 40 (32.3%) 32 (25.8%) i 124 (100.0%) 

第 T回 i 191 (53.1%) 134 (37.2%) 35 ( 9.7%) • 360 (100.0%) 

念体 第 21m I 165 (40.7%) 147 (36.3%) • 405 (100.0%) 

第 3恋 211 (52.1%) 133 (32.8%) • 引く15.1%) 405 (100.0%) 

寸

j
r
h〉



田器轄の頻震

昼鳴の習慣のある人の 4分の 3の人たち詰ほ認毎日昼寝をしており、輔自慰寝をする

人は年齢が高い群になるほど多い。また後期高齢期群では、毎日思寝をする人は経年的に

ややま議加している。

(全体の結果)

H山の慣があると した人で、話ぼ毎日展滞在していると同容した人は306人

05.2弘〉であり、全体のヰ分の 3 を占めていた。 2 1:j::~間に比べるとほ語、1u:I I 片山をする

人は2.3ポイント減少しているが、 4年舶の基礎調査時と比べると3.7ポイントWlhllしてい

たH またH山なする人の 1~I:l で昼寝の頻度が退12~31討と図書した人は76人 08.7%)であ

り、 2午前と比較すると1.9ポイント、ヰ年前と比較すると2.8ポイント増加している主ど、

経年的にわずかに明える傾向がみられた。

(コホー卜別比較)

壮年五J']群で謀議の習墳の島る人の中で、 iまぽ毎日昼穫をすると|百|惜した人は69人

(65.7%)とる説者担えており、 2年前と比較すると5.7ポイント培加していた。また遇2

--3問と回答した人は28人 (26.7%)と 4分の iを占めており、 2?I三誌と誌とんど変化は

みられなかったが、 4年前の基礎鵠査時と比絞すると立1ポイント増加していた。

前期高齢期訴で巌寝の習慣のある人の1↓Iで、ほほ、毎日昼:1認なすると回答した人は126入

(71.6%)と7害1]を加えており、 2年前と比較すると約10ポイントj或少していた。また潤

2--3四と回答した人はお人 (22.2弘〉であち、 2年前と比較すると6.7ポイント増加、 4

年前の基礎調査持と比較すると9.3ポイント増加しており、経年|刊にt菌加傾向が認められ

た。

後期高齢期群で昼寝の習i貫のある人の中で、 iまぽ懇日墨寝をすると罰答した人は111人

(88.1 %)と守寄せ近くをおめており、 2年前と比較すると1.8ポイント、 4年前の基礎調査

時と比較すると17.6ポイント増加しているなど、経年的に増加額向が認められた。

また週 2"-'3固と回答した人は 9人 (7.1%)であり、 2年前と比較すると4.4ポイント

減少、 4年前と比較すると11.7ポイント減少しておち、経年的に減少額向が認められた。

(鴎表 5-3) 
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図表5-3 昼寝の頻度

壮年期群

第1回 n=91

第2回 n=105

第3回 n=105

高齢期群前期 第1回 n=155
第2回 n=168[ 

第3回 n=176

高齢期群後期 第1回 n=112
第2回 n=131

第3回 n=126

第1回 n=358

全体 第2回 n=404

第3回 n=407

0出 20% 40日 60% 80% 100% 

人数(割合)

ほぼ毎日 週 2~3 回 週 1回程度 週 1回以下 合計

第 1回 59 (64.8%) 16 (17.6%) 13 (14.3%) 3 ( 3.3%) 91 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 63 (60.0%) 27 (25.7%) 10 ( 9.5%) 5 (4.8%) 105 (100.0%) 

第 3回 69 (65.7%) 28 (26.7%) 5 (4.8%) 3 ( 2.9%) 105 (100.0%) 

年鶴ホコト
第 T回 118 (76.1%) 20 (12.9%) 13 ( 8.4%) 4 (2.6%) 155 (100.0%) 

前期
第 2回 137 (81.5%) 26 (15.5%) 2 ( 1.2%) 3 ( 1.8%) 168 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 126 (71.6%) 39 (22.2%) 5 ( 2.8%) 6 ( 3.4%) 176 (100.0%) 

第 1回 79 (70.5%) 21 (18.8%) 8 ( 7.1%) 4 ( 3.6%) 112 (100.0%) 
後期

第 2回 113 (86.3%) 15 (11.5%) 3 (2.3%) 0(0.0%) 131 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 111 (88.1%) 9 ( 7.1%) 4 ( 3.2%) 2 ( 1.6%) 126 (100.0%) 

第 1回 256 (71.5%) 57 (15.9%) 34 ( 9.5%) 11 ( 3.1 %) 358 (100.0%) 

全体 第 2回 313 (77.5%) 68 (16.8%) 15 ( 3.7%) 8 ( 2.0%) 404 (100.0%) 

第 3回 306 (75.2%) 76 (18.7%) 14 ( 3.4%) 11 ( 2.7%) 407 (100.0%) 
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-間食の状況

間食をする人は全体の 8割、毎日間食する人は 6割である。一方間食をしない人は 2

割弱であり、経年的に間食しない人は増える傾向がある。乙の傾向は、壮年期群と前期高

齢期群でみられるが、後期高齢期群では乙のような傾向はみられない。

(全体の結果)

おやつなどの間食をする人は、全体で528人 (8l.6%)と8害IJを超えていた口旬111間食

をする人は408人 (63.1%)と6害IJを超えており、 2年前と比較して2.5ポイン卜減少、 4

f ド lìíj と lt'li'~ して 2.Rポイント減少するなど、経íP.的にわず、かに減少するわ'iIIIJがみられたυ

また川白の!TiiJ立で次に多いのが迎 2---31日|の78人(12.1%)であり、 1 '，I;IJ在Miえていたわ

. /ill'，]食をしない人は11り人(18.4%)であり、 2年前と比較してl.8ポイント増加、 4{I: 

li íjの JI~随一j，';j h.11，lpと比'Il交して7.7ポイント増加しており、経年的に間食をしない人は増加す

るftfIlI 1 Jが認められた。

(コホート別比較)

壮年期群でほぼ、毎日間食をする人は108人 (60.0%)であり、 2年前と比較すると5.6ポ

イント減少していた。次いで多いのが週 2---3回の19人(10.6%)であり、 2年前とほとん

ど差が認められなかった。 -fj間食をしないと回答した人は40人 (22.2%)であり、 2イ1:

前と比較すると7.2ポイント、 4年前の基i語調査時と比較すると 1l.1ポイントとそれぞれ増

加しており、間食しない人は経年的に増加する傾向が認められた。

前期高齢期群でほぼ、何日間食をする人は157人 (60.2%)であり、 21:1三前と比較すると

わずかに減少していた(3.6ポイント減)。次いで多いのが週 2~3 巨|の34人(1 3.0%) で

あり、 2年前と比較してわずかに増加していた (2.2ポイント増)。一方間食をしないと回

答した人は50人 09.2%)であり、 2年前と比較すると0.4ポイント増加、 4年前の基礎調

査時と比較すると6.1ポイント減少しており、間食しない人は経年的にわずかに減少する

傾向が認められた。

後期高齢期群でほぼ毎日間食をする人は143人 (69.4%)であり、 2年前および4年前

の基礎調査時と比較するとほとんど変化は認められなかった。次いで多いのが週 2---3回

の25人 02.1%)であり、 2年前および4年前と比較するとほとんど変化は認められな

かった。一方間食をしないと回答した人は29人(14.1%)であり、 2年前とほとんど変化

はみられないが、 4年前の基礎調査時と比較すると6.8ポイント増加していた。

(図表 5-4) 
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間食の状況

第1図 n=180l 
第2[e]n=180 [ 

第3翻 n=180r 

3事1[e] n=260 

宣言2[e]n=260 

翼~3慰問261

宮高10苦情205

3寝2[e]n=206 

費電3[e]n=206 

宮高1翻 n=645 

3高2翻 n=646

3高31i自 n=647
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-入浴習慣

全体の 9割を超える人たちは毎日入浴している。壮年期群は、ほとんどの人が毎日入

浴しており、前期高齢期群と後期高齢期群は約 9割の人が毎日入浴している。壮年期群

と後期高齢期群は 4年間の変化はないが、前期高齢期群のみ毎日入浴する人が減ってい

く傾向がみられる。

(全体の結果)

人治門慣で、ほぼ毎日入浴する習慣のある人は、 605人 (93.5%)とり ;I{|lを超えていた日

何11入浴するi仲間のある人は 2年前と変化がないが、 4年前の基礎調査11寺と比較するとわ

ザかにiJ，;Q少していた 0.1ポイント減)。

(コホー卜別比較)

:l l~作 J~]j作で、ほぼ、毎日入浴する習慣のある人は 177人 (98.3%)であり、ほとんど、の人は

何1-1入浴する習慣を有しているとしザ結果であった。またこの結果を過去 2回の調査と比

!Ii交しでもほとんど変化はみられなかった。

前期高齢期群でほぼ毎日入浴する習慣のある人は239人 (91.6%)であり、 9;!ftjを超え

る人たちは毎日入浴する習慣を有しているという結果で、あった。また 2年前と比較すると

0.7ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると5.7ポイント減少しており、経年的に毎日

入浴する習慣のある人はわずかに減少する傾向がみられた。

後期高齢期群でほぼ、毎日入浴する習慣のある人は189人 (91.7%)であり、り害IJを超え

る人たちは毎日入浴する習慣を有しているという結果で、あった。またこの結果を過去 2回

の調査と比較しでもほとんど変化はみられなかった。

(図表 5-5) 
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霞表5-5 入港議?震

壮年期群

第1悶 n=178

第忽悶 nロ180

第3翻附180

99.4莞

96.7莞 量
98.3きも

高鈴雲葉季書前懸 第1沼伊257
第2@]n=261 

言露3毘 n=261

97.3% E 
92.3出 量睡l
91.6見 置醒

93.1覧 量睡
第2阻 n=206 92.2覧 量睡
第3国内=206

第1窃炉639

91.7覧

罵一国闇i
96.6詰

会{本 第2@]れ=647

第3@]n=647 

93叶5出 園陸i
93.5弘 毘曹

。出 20出 40覧 60¥も 80莞 100覧

人数{説会〉

ほぼ毎日 i駁2'""'3回 週1凹穣皮 還 1[9]以下 合計

j 第 1回 177 (99.4%) 1 ( 0β%) o ( 0.0%) I o ( 0.0%) 178 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 l 174 (96.7%) 5 ( 2β%) 1 ( 0β%) 0(0.0'1も) 180 (100.0%) 

第 3回 177 (98.3%) 3 ( 1.7%) 0(0.0%) o ( 0.0%) ! 180 (100.0%) 

言ホコト 第 1団

250 (97.3%) 6 ( 2.3%) 1 ( 0.4%) o ( 0.0%) • 257 (100.0%) 

前期 第2沼 241伶2.3%) 18 ( 6.9%) i 2 ( 0.8%) • o ( 0.0%) 261 (100.0%) 

第 3包 239 (91.6%) 21 ( 8.0%) i 1 ( 0.4%) o ( 0.0きも} 261 (100.0%) 

; 重喜 1思 190 (93.1 %) ! 14 ( 6.9%) o ( 0.0%) i o ( 0.0%) • 204 (100β%) 

高後齢期期群 第 2巨i 190 (92.2%) • 16 ( 7β%) o ( 0.0%) i o ( 0.0%) • 206 (100.0%) 

|第3回 18宕(91.7%) 15 ( 7.3%) i 1 ( 0.5%) 1 ( 0.5%) i 206 (100.0%) 

第1自 617 (鈍似)I 21 ( 3.3%) 1 ( 0.2%) I o (0.0%) • 639 (100.0%) 

全体 ~喜 2 思 605 (93.5%) • 39 ( 6.0%) 3 ( 0.5%) i o ( 0.0%) 647 (100.0%) 

多喜3[9] 605 (93.5%) 39 ( 6.0%) 2 ( 0.3%) 1 ( 0.2%) 部 7(100.0%) I 

※〈介劫浴の場合も含む)



翻入浴時間

全体の4分の 3の人たちは20分以内の器時間入濯をしており、 30分を趨える長時間入

濯をしている人は 4%来満である。 20分以下の掻時間入浴は、全ての群で7害せを趨えて

いるが、年童舎が低い群;まど短時間入浴をする人は多い。一方器時間入港詰後期真鶴期群で、

経年時にi躍すする鎮i旬がある。

(全体の結果)

人前II，IJ'III，Iでは、 20分以下と回得した人がお7人 (41.3%)と4311を担えており、:欠い

ちいのが10けlスドの218人 03.7%)で、あった。 10分以下とお分以下をfTわせると、 20汁

以 1':(j )~I\lII，lj; 1 I'rl U )人前II.'J'II¥Iの人は485人 05.1%)であり、全体のヰ分の 3 の人たちは20~Ì

iスドの~'.ÎII 与 11 1， 1 入浴であることという結果であった。知時間入浴の人誌 2 年前と比絞して1. 1

;gイント、 4WlIIiの基礎調査時と比較して5.1ポイント減少しており、経年的にわずかに

減少する傾向が認められた。一方30分以上の長時間入浴をする人は 5%に満たなかった。

(コホ…ト別比較)

壮年期群で最も多かったのが20分以内のお人 (47.2九〉であり、半数近かった。次いで

多いのが10分以内の白人(30.6%)であり、両者な含わせると140入 (77.89る)と 4分の 3

j夕、上の入試20分以内の知IJ寺題入洛であることという結県であった。経伝的に比較すると、

今回の調査と 4年誕の基礎調査時の結果ιはほとんど、庄がみられなかったが、 21fl誌と詰

較するとわずかに増加していたり3ポイント増加)。

前期高齢期訴で最も多かったのが10分以内の102人(39.1弘)であり、次いで多いのが

お分以内の98入 07.5%)であった。両者を合わせると200入 (76.6詫〉と 4分の 3以上の

人は20分以内の矩時間入浴であるという結果であった。経年的に比較すると、 2年言tとは

ほとんど差が認められなかったが、 4年前の基礎調査時と比較するとわずかに減少してい

た (4.9ポイント誠少λ

後期高齢期総f:で最も多かったのがお分以内の斜人 (41β弘)であり、次いで多いのが10

分以内のるi人 (29.8%)であった。両者を合わせると145入 (70.7%)と7割以上の人は20

分以舟め器時間入浴であるという結果であった。経年的に比較すると、 2年詰と比べて6.4

ポイント、 4年詰の基礎調査時と比較して9.3ポイント減少しており、短時間入浴は経年

的に減少する傾向がみられた。

5 6 ) 
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図表5必入選時爵

壮期年
第1@] n=179 

第2@]n=180 

書草 第3凹 n=180

A1@] n=260 

第2感情261

第3隠 n=261

3事1回 n=206

第2密 nロ206

第3@]nぉ205

全
第1悶 nニ645

体 第2盟 n=647

望書3@]n=646 

人数(割合)

10分以下 20分以下 30分以下 ぞれ以上 合計

第 1@] 52 (29.1%) 88 (49.2%) I 34 (19.0%) i 5 ( 2.8%) 179 (100.0%) 

壮年期群 l第 2図: 43 (23.9%) 91 (50.6%) 41 (22.8%) ! 5 ( 2β%) 180 (100.0%) 

;第3悶 55 (30.6~色) 85 (47.2%) 33 (18.3紛 i 7 ( 3.9%) 180 (100β%) 

雪童手 : 前期 第 1国 97 (37.3%) 115 (44.2%) 42 (16.2%) 6 ( 2.3%) i 260 (100.0紛

第 2@1 95 (36.4%) 105 (40.2%) ! 47 (18.0%) i 14 ( 5.4%) 261 (100.0%) ? 高裁期群
第 3図: 102 (39.1%) I 98 (37.5%) 51 (19.5%) . 10 ( 3.8%) 261 (100‘0%) 

ト
第 1問 76 (36.9%) 89 (43.2%) 34 (16.5%) I 7 ( 3.4%) 206 (100.0%) 

後期
繁之窃 58 (28.2%) I 101 (490%) 39 (18.9%) 8 ( 3.9%下 206 (100.0%) 

高齢期群
第 3包 61 (29.8%) 84 (41.0%) 53 (25.9%) I 7 ( 3.4%) 205 (100.0%) 

第 1閲: 225 (34.9%) I 292 (45.3%) 110 (17.1%) 18 ( 2.8%) 645 (100.0%) 

会体 !第2回| 196 (30.3%) お 7(45剛9%) 127 (19β%引 27 ( 4.2%) 647 (100.0%) 

第 3@1 218 (33.7%) ! 267 (41.3%) 137 (21.2%) • 24 ( 3.7%) ! 646 (100.0%) 
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聞好みの入洛温度

全体的にみると、ぬるめの入浴温度とちょうどいい湯却減が最も好まれており、熱めが

好きな人は 4分の 1程度。

(全体件結果)

主fJj(})人浴j星護では、 fぬるめが好きjが250人 08.7%)と議も多く、次いで fちょう

どいい 7~/JiJlJ減jが237人(36.7%)という結果であり、ほとんど理は認められなか.)た行

2 {I liijとよヒi附すると、「ぬるめが好きJがわずかに減少なユポイント減ノ':T)、「ちょうどい

しす話加減Jがわずかに11"'I1JII(1. 7ポイント増加)しておち、大きな変北地みられなか.) 

・/jr熱めが主jてきJ() )1111芥詰15り人 (24.6%)と約ヰ分の lであり、純益!三的な変化はほとん

どみられえよか.)たn

{コホ…ト別比較)

壮年WW'(:で最も多かったのが「ぬるめが野ぎJの74人 (41.1弛)、次に多かったの詰

「ちょうどいい揚加減Jの60人(33.3%)と3分の lをさめていた。経年i的な比較で‘誌、「ぬ

るめが好きJ誌2年前と比較してわずかに増加、ヰ杯前の基礎額資時と比較すると5.9

イント増加しており、経年的にぬるめ好きが増えてし可く傾向がみられた。一方「熱めが好

きJは46人 (25.6弘〉と約 4分の lの人たちであった。「熱めが好きJ~を経年1'1せに比較す

ると、 2年前と試すそく J告がないが、ヰ年前の基礎品i変時より6.2ポイント減少していた。

前期高齢期群で最も多かったのが「ぬるめが好き」の102人 (39.1混入次に多かったの

は fちょうどいい潟加減Jの何人 06.0弘〉で、あった。経年的拡比較では、「ぬるめが好き」

誌2年前とよ七較して5.3ポイント減少していたが、 4年前の基強調査時とは誌とんど差が

認められなかったo rちょうどいい揚加減j は、 2年前と比較して4.9ポイントとわずかに

増加していたが、ヰ年前とはぽとんど悲が誌められなかった。一方「熱めが好きj は65人

(24.9%)と約 4分の lの人たちで、あった。「熱めが貯をJを経年的に比較すると、ごくわ

ずかに増加していく績向が認められた。

後期高齢期詳で、最も多かったのが「ちょうどいい湯加減」のお人 (40.5%)、次に多かっ

たのは「ぬるめが好きjの74入。引%)であった。経年的な比較では、「ぬるめが好

は、退去2聞の謂査とほとんど差がなく、「ちょうどいい湯加減」は、 2年前と比較して0.8

ポイント減少、 4年前の基礎調査時と比較して3.4ポイント減少するなど、ごくわず、かに

減少する績向が認められた。一方「熱めが貯きjは48人 (23.4%)であ号、 2年前よち1.6

ポイント増加、 4年前より3.9ポイント増加するなど、ごくわずかに増加する傾向が認め

られた。(国表 5-7) 
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好みの入治混鹿

壮
年
鶏
群

i!一一
11圃ちょうどいい濃加減

第1閏 n=179

第2閏 nニ177

第3回世180

jjii1 [1富市260

2喜2@ln=257 

第3fi富市261

3喜1邸前205

3事2闘用206

2事3悶n=205

図表5-7

品
烈
湘
部

古
関
耕
郡
出
掛
器
肘

後
鶏

高
齢
期
群

3高1悶 n=644

jjiiz悶n=640

3高3悶n=646

念
体

10む詰90屯80お70詰60見50% 40出30% 20目10日0% 

人数{説会〉

熱めが好~ ちょうどいい湯加減 ぬるめが好を 合計

第 1@] I 57 (31β%) 59 (33.0%) • 63 (35.2%) I 179 (100β%) 

壮年期群 第 2@]. 59 (33.3%) 72 (40.7%) 177 (100.0%) 

第3自 46 (25.6ちも〕 60 (33.3%) 74 (41.1%) ! 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 引 (23.5%) 98 (37.7%) I 101 (38.8%) 260 (100.0%) 

前期
第2凹| 63 (24.5%) 80 ( れヰ (44.4%) 257 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 65 (24.9%) 94 (36.0対 102 (39.1%) 261 (100β%) 

第 1回 40 (19.5%) 90 (43.9%) 75 (36.6%) 205 (100.0%) 
後鶏

第2隠 45 (21.8%) 85 (41.3%) 76 (36.9%上 206 (100.0%) 
高室事務署事

第 3限 48 (23.4%) 83 (40.5%) 74 (36.1%) I 205 (100.0ちも}

第 1@] 158 (24.5%) 247 (38.4%) 239 (37.1%) 644 (100.0%) 

全体 ;第2路 154 (24.1%) 224 (35.0%) 262 (40.9%) 640 (100.0%) 

;第 3路; 159 (24.6%) 237 (36.7%) 250 (38.7%) 646 (100.0%) 
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腿家庭の仕事をしているか

全体の 5部鵠の入が家庭の仕事を持っている。年代別の比較では、年齢の高い群ほど

家謹のf土事をしている人は少ない。壮却期群と前期高齢期群で、は経年的変化が少ないが、

後期富齢期群では家賠での仕事を持っている人は経年的記誠少している。

(全体の結果)

'訳出の仕事そしている人誌S64人 (87.2弘)であり、ヲ割近くな占めていたり粁{r:1均な

変{ヒでは、 2年前と比ili交すると家庭の仕事なしている人はわずかに地えていたが (0.6ポ

イント明主1)， 4 年前のJI~備調査11寺と比較するとわずかに減っていた 0.1ポイント減少〕

{コホ…ト別比較)

:IJ:{I':W~府でぺ家庭の仕事そしている入試 i的人 (93.9弘)であり、 9 議iJな超えていた。

年的変化で辻、 4年前の基礎調棄時と全く差が克られなかったが、 2伴前と比較すると3.9

ポイント増加していた。

前期高齢期群で家庭の仕事をしている入拡230人 (88.1弘〉であち、守護IJ鍔そ占めてい

た。経年的変化では、 4年前の基礎調査時と全く差が見られなかったが、 2年前と比較す

ると0.7ポイントとわずかに噌揺していた。

後期高齢期群で家露の仕事をしている人は165人 (80.1%)であり、 8害IJそ点めていた。

経年的変化では、 2年前と比較して2.4ポイント減少、 4年前と比較して立?ポイント減少

しており、経年的に減少する傾向が認められた。

(図表 5-8) 
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図表ふ8 2誤庭の{土撃をしているか

ヰ岩織群土手
第1@]n:180

宮高2屈が180

言喜3回 n:180

芸齢期総事務期 第1殴n=261 
第2居間261

2事3@]n:261 

言童期若草全言後期 主義1閲 n=206 
第2殴n=206

第3箆 n=206

事事1罰 n=647

念体 3事2図 n:647

2富3殴n=647

。桔 20覧 40覧 60唱 80喝 100発

人数〈割合)

している していない 合計

j 第 1閏 169 (93.9%) 11 ( 6.1%) ! 180 (100.0%) 

壮年期群|第2間! 162 (90.0%) 18 (10.0%) 180 (100必ちも)

第 3沼 169 (93.9%) 11 ( 6.1%) 180 (100.0%) 

年齢 第 1回 230 (88.1%) i 31 (11.9%) 261 (100.0%) 

il ? コト

前期
228 (87.4ちも} 33 (12.6%) 261 (100心ちも}高襲書類群 第 2国

第 3包 230 (88.1%) i 31 (11.9%) 261 (100々 %)

185 (89.8%) 21 (10.2%) i 206 (100.0%) 
後期

170 (82.5%); 36 (17.5%) i 206 (100剛0%)
高齢期群 j

第 3回 165 (80.1%) れ (19.9%)i 206 (100.0%) 

第 1路 647 (100.0%) 

全体 第 2自 647 (100.0%) 

第 3閲 l 647 (100.0%) 
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掴家庭の仕事の頻度

家躍の仕事をしている人のうち 9割弱の人は毎器仕事をしており、遇 2'"'-'3賠伎事を

している誌 7%"'-'10%緯度。

(全体の結果)

京!なω仕事そしている人の中で「ほぽ毎日J1 している人法認i人 (85.3(!())であ

1)、l)'.lilj近くそIliめていたo IJ題2""'3閏」は51人 (9.0%)であり、 I1rlj('i'でほとんどを11j 

めていた山口まぽ11):1 1 J仕事をしている人そ経年的に見ると、 2 11~ lìíj と比 'Ii交して().2;1~{ ン

トiJIi十か、 4 (1二，'，ijυ)JI~I也iJSj i'i: 11，'J'と比較して6.1ポイント減少しており、何， 1 f 1:引をする入、(h 

J パγjミに iJ ， i~ Iかしていく {tlIIt 1Iが必められたり

(コホート由比較}

:11:11:.WW'(:で京胞の仕事そしている人のiドで、九ま迂毎日j している人は、 142人 (84.0%) 

ったい i遡2""'3回」は17人 00.1%)であり、両者で誌とんどをA-めていたο

11JIII fl:']I:そしている人を経年的に見ると、 2年前と比較してl.2ポイント減少、 4

U)J，'d詰Jjj，l;ji'i:f:1寺と比較して丘5ポイント減少しており、的:fl fJ:事そする人はわずかに減少し

ていく削I(IJが認められた。

，iij W J ，'，':j U:詫 J~W'fで家!まの fl:'jî-をしている人の '1' で、「ほぼ、汚 I-IJ している人は、 i り8 人

(め.1九)であった。「週 2""' 3 11:11 J誌17人 0.4弘)であり、両者でほとんどそI'iめていたc

f ほぼ1lJIIJ1!:i]!:をしている人な経年的に詰ると、 2{I~ ，ì立と誌とんどj告は見られないが、

411:I'!iiの接礎，V{ijtJ:1I寺と比ili交して6.5ポイント減少していた。

?を持j高齢期群で家庭の{士事をしている入の中で、 1まぽ部;日Jしている人は、 141人

(85.5%) で、あった。「週 2~3 密j は 17人(10.3%)であり、再審でほとんどを占めていたo

fほぽ待日J仕事をしている人を経年的に見ると、 2年前とほとんど差は見もれないが、

4年前の基礎謀議時と比較するとして5.3ポイント減少しており、毎自仕事をする人はわ

ずかに減少していく韻向が認めもれた。

(国表 5-9) 
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菌表5-9 ~設躍の仕事の頻牒
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鶏
群
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判
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引
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判
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四
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冨

呂
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田

昌

呂

密
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1
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1
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

前

期

後

期

高
齢
期
群
{
高
齢
期
群

。% 20% 40覧 100覧60覧 80% 

人数 (喜日会)

ほぼ毎日 遡T間程度滋 2~3 回 滋 1[2]以下 会計

第 1自 153 (90.5%) ! 8 ( 4.7%) 7 ( 4.1%) i 1 ( 0.6%上 169 (100.0%) 

i壮年期群第2回 138 (85.2%) 17 (10.5%下 5(3.1%). 2 ( 1.2%) 162 (100.0%) 

!|品E第 3回ll 
142 (84.0%) 17 (10.1%) 6 ( 3β%) 4 ( 2.4%) 169 (100.0%) 

5 ( 2.2%) ! 213伶2.6%) 12 ( 5.2%) o ( 0.0%) 230 (100.0%) 

196 (86.0%) 14 ( 6.1%) ! 8 ( 3.5%) 10 ( 4.4%) 228 (100β%) 

l 第 3回 l 198 (86.1%) 17 ( 7.4%) 6 ( 2.6%) 設(3.9%上 230 (100.0%) 

|第 1回| 168 (90.8%) 13 ( 7.0%下 2 ( 1.1%) • 2 ( 1.1%) 185 (100.0%) 

後期 13露 145 (85.3%) 15 ( 8.8%) 5 ( 2.9%) 5 ( 2.9%) 170 (100.0%) 
高齢期護学 2国

第 3[2] 141 (85.5%) 17 (10.3%) 4 ( 2.4%) 3 ( 1.8%) 165 (100β%) 

! 1露1毘 534 (91.4%) 33 ( 5.7%) ! 14 ( 2.4%) 3 ( 0.5きも) 584 (100.0%) 

全体 13高2図 i 479 (85.5%) 46 ( 8.2%) 18 ( 3ぷ%) 17 ( 3.0%) 560れ00.0%)

第 3悶| 481 (85.3%) 51 ( 9β%) 16 ( 2.8%) 16 ( 2.8%) 564 (100.0%) 
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臓 n盟関の外出頻度

全体的にみると、 1 ，慰問のうちほぽ毎日外出する人が最も多く、とれ培全ての年斡群

に共通している。毎詔外出する人は年齢の高い群ほど少なくなり、特に後題高齢期群で、は

経年的に減少していく。また後期高齢期群のヰ分の 1は、週 1聞から週 1自以下しか外

出しない。

(全体の結果)

i 週間の外出矧度では、「ほぽ、萄?とlJ外出している人が447入 (69.1%)と終 7"引を 11jめ

ており、次いで多いのが「週 2'"'-'31filJの112人 07.3%)という結果であったり経年変

化をみると、ばぼtliI I外出する人は 2年前のJ則自と比ili交して1.4ポイントとわずかにJ¥'fliJll 

しているものの、 4"1: I)Ijの基礎議議時と比較すると15.3ポイント減少しており、がド|怖か

ら2{I:I、)IjO)11'd ~こ減少しているという結果で、あった。

(コホートl.liJ比較)

壮年期群の 1週間の外出額度では、「ほぽ毎日」外出している入が151人招199毛〉と s
*IJ考結えており、次いで、多いのが「週 2'"'-'3回Jの22人 02.2%)という結果であった。

経年変化.をみると、;まぼ毎日外出する入は 2年前と比較して13.9ポイント楠加しているが、

4年前の基礎調査時と比較すると10ポイント減少しており、 4年詰から 2年前の問に大き

く減少し、 2年前から今聞に増加したことになる。また「遺 i詔~返!1冊以下j しか外出

しない人はわずか 7人 0.9%)という結果であった。

前期高齢期詳の l灘間の外出頻疫では、「ほぽ毎日J外出している人が179入 (68.6%)

と7害IJ弱であり、次いで、多いのが「選 2'"'-'3回Jの53人 (20.3%)という結果であっ

経年変化をみると、 ;ほまi砥ぼぎぎ、鍔日外出する入;誌ま 2柔年手言話i吉?と比較して1ω9ポイントとわずず、カか、にI闘即帆削J.力‘j川11

しているものの、 4年前の基礎調査時と比較すると17.るポイント減少しており、 4年前か

ろ2年前の簡に大きく減少したことになる。また「週 l詔~選 l賠以下j しか外出しない

人法29人(I1.1 %)で i割程度を出めるという結果で、あっ

後期高齢期群の l道関の外出頻度で誌、日まぽ毎日J外出している人が117人 (56.8%)

と半数をやや結えており、次いで多いのが「遺 2'"'-'3自jの37入(18.0%)という結果で

あった。経年変化をみると、ほぽ待話外出する人法 2年齢と比較して10.2ポイント、 4年

前の基礎調遊時と比較して17ポイント減少しており、後期高齢期群においては部日外出す

る入が経年的に減少しているという結果で、あった。また「漉 1回~遷 1額以下j しか持出

しない人は52入 (25.5%)と倍の群に比べて多く、後期高齢期群の 4分の 1の入泣 i還問

に i間あるいはそれ以下の外出しかしないという結果であった。
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図表5・10 1週間の外出頻度

壮第1固 n=180r 
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第1固 n=647

全第2回 n=647
体

第3回 n=647

口出

ロほぼ毎日 1 

・週2-3回!

ロ週1回程度!

口週1回一

2日目 40唱 100% 60% 80% 

人数(割合)

ほぼ毎日 週 2~3 回 週 T回程度 週 1回以下 合計

第 T回 169 (93.9%) 7 ( 3.9%) 1 ( 0.6%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 126 (70.0%) 41 (22.8%) 10 ( 5.6%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

第 3回 151 (83.9%) 22 (12.2%) 4 ( 2.2%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 225 (86.2%) 22 ( 8.4%) 5 ( 1.9%) 9 ( 3.4%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 174 (66.7%) 53 (20.3%) 18 ( 6.9%) 16 ( 6.1 %) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 179 (68.6%) 53 (20.3%) 12 ( 4.6%) 17 ( 6.5%) 261 (100.0%) 

第 1回 152 (73.8%) 33 (16.0%) 9 ( 4.4%) 12 ( 5.8%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 138 (67.0%) 24 (11.7%) 16 ( 7.8%) 28 (13.6%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3巨| 117 (56.8%) 37 (18.0%) 20 ( 9.7%) 32 (15.5%) 206 (100.0%) 

第 1回 546 (84.4%) 62 ( 9.6%) 15 ( 2.3%) 24 ( 3.7%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 438 (67.7%) 118 (18.2%) 44 ( 6.8%) 47 ( 7.3%) 647 (100.0%) 

第 3回 447 (69.1%) 112 (17.3%) 36 ( 5.6%) 52 ( 8.0%) 647 (100.0%) 
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6.食事・栄養摂取状況

ー食事を楽しんでいるか

金事を楽しんでいる人は全体の95%以上でおり、経年鵠な変化もみられない。食事を

楽しむ人は壮年期群で最も多く、経年的にもやや増えている。

{全体の結果)

会引を裂しんで、いるかという関問に関しては、「はいjの回答たも15人 (95.2%)と最も

多く、九、いえ」の期答は31人 (4.8%)にすぎなかった。過去の結果と比較すると、食']1:

を;~しんでいる人は 2 年前と比il浸してわずか0.8ポイント減少、 4 年誌の基i遊説 ftll、?と i七

111交してわずか1.9ポイント増加という結*であり、経年変fヒはほとんどみられ誌か.) 

全体的にははとんどの人が会事を楽しんでいるが、その{頃向は壮年期群で特ι多く、

|刊にもやや増えている主主主がみられた。

(コホ…卜別比較〕

壮年lOJ群に対する食事を楽しんでいるかという質問に関しでは、「はい」の問答が176人

(97.8%)と最も多く、 fいいえjの密答は 4人 (2.2%)にすぎ、なかった。過岩の結果とJ:ヒ
較すると、食事を楽しんでいる入法 2年前と辻較して2.8ポイント、 4年前の基礎調査時

と比較して8.9ポイント増加しており、経主i主的に

結果であった。

しむ人がやや増えているという

前期高齢期群に対する食事栓楽しんでいるかという震開に関しては、「はい」の問答が

244人 (93.5%)と最も多く、「いいえjの回答は17入 (6.5%)にすぎなかった。過去の結

果と比較すると、食事を楽しんでいる人は 2年前と比較して2.7ポイント、 4年前の基踏

襲査時と比較して0.3ポイントとわずかに減少しているが、認とんど経年変北はみられな

かった。

後嬬高輪期群に対する食事を楽しんでいるかという質問に関しては、九まいJの回答が

195人〈ヲ5.1誌〉と簸も多く、「いいえJの回答は10人 (4.9%)にすぎなかっ

果と比較すると、致事を楽しんでいる人は 2年前と比較してし5ポイント、 4

調査時と比較しでもポイントとわずかに減少しているが、誌とんど経年変北試みられ

なかっ

6 1 ) 
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図表6-1 食事を楽しんでいるか

期壮年群

第1回 n=180

第2回 n=180

第3回 n=180

齢期高群前期 草1回 nニ26C
第2回 n=261

第3回 n=261

期覇群 軍1田n士山
第2回 n=205

第3回 n=205

全体
第1回 n=646

第2回 n=646

第3回 n=646

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

人数(割合)

川
配

はい いいえ 普通 合計

第 1回 160 (88.9%) 15 ( 8.3%) 5 ( 2.8%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 171 (95.0%) 9 ( 5.0%) 0(0.0%) 180 (100.0%) 

第 3回 176 (97.8%) 4 (2.2%) 0(0.0%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 244 (93.8%) 9 ( 3.5%) 7 (2.7%) 260 (100.0%) 

前期
第2回 251 (96.2%) 10 ( 3.8%) 0(0.0%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第3回 244 (93.5%) 17 ( 6.5%) 0(0.0%) 261 (100.0%) 

第 T回 199 (96.6%) 7 ( 3.4%) o ( 0.0%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 198 (96.6%) 7 ( 3.4%) o ( 0.0%) 205 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 195 (95.1%) 10 ( 4.9%) 0(0.0%) 205 (100.0%) 

第 1回 603 (93.3%) 31 ( 4.8%) 12 ( 1.9%) 646 (100.0%) 

全体 第2回 620 (96.0%) 26 ( 4.0%) 0(0.0%) 646 (100.0%) 

第 3回 615 (95.2%) 31 ( 4.8%) o ( 0.0%) 646 (100.0%) 
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-食事を勉の入と一緒にする屈数

食事を毎呂だれかとー絡にとるのは全体の4分の 3に当たる人であり、とれ;ますべて

の年齢群で共通している。遅悲2関の調査でも、 4分の 3の人たちは毎回だれかとー諸

に食事をしており、経年変北はみられない。 1日2凹以上誰かと食事をとる人誌すべて

の年齢群で8割を越えており、 1日?冊以下しか誰かと食事をしないのは 1割以下であ

る。

(全体の結果)

家版や皮人・職場の人などと一諸に食事をする回数はどのくらいかという質問に|制して

は、 が478人 (73.9%)と最も多く、全{本の約4分の 3を占めていた。次いで 111 

21引が80人(12.4%)という結果で島ち、 1 El 1呂以下しか一緒に食べないのは 1';!iIJに71:1:]

た設かったが、経年的にはわずかにま重加しているという結果で、あった。

{コホート剖比較)

壮年期群で毎回だれかと一緒に食事をする人誌i詩人 (72，2弘〉と最も多く、全体の約

4分の 3を占めていた。次いで 1日2回が31人(17.2弘〉という結景であり、 1日1

下しか一緒に食べないのは11人 (6.1%)に過ぎなかった。 f毎思jで辻経年変化はほとん

ど、みちれなかったが、 r1日1回以下」では、経年的にわずかに場揺する鰭向がみられた。

言言葉言高齢期群で毎闘だれかと一緒に食事をする人は194人 (74.3弘〉と最も多く、全体

の約4分の 3を占めていた。次いで!日 2聞が27人(10.3%)という結果であり、 i日i

屈以下しかー絡に金べないのはお人 00.0%)とi寄せにあたる人たちであった。「毎重1J

で誌経年変化は誌とんどみられなかったが、 r1 El 1間以下Jでは、経年約Lこわずかに準

加する傾向がみちれた。

後期高齢期群で鶴田だれかと る人は154人(74.8弘)と最も多く、全持

の約 4分の 3是主めていた。次いで i日2聞が22人 00.7%)とし寸結果であり、 i日l

回以下しか一緒に金べないのはゆ入。ユ弘)という結果であった。「毎回Jでは経年変色

はほとんどみちれなかったが、 r1日i回以下」では、経年的にわずかに増加する鱈向が

みられた。

6 2) 
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臨袈ふ2 食事を他の人と一緒にする岡敬
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毎回 1B2@] 1 B 1毘程度 ; 1 B 1回以下 合計

第 1自 l 136 (75.6%) 21 (11.7%) 16 ( 8.9%) 7 ( 3.9%) 180 (100.0%) 

壮年期襲撃 第2回 137 (76.1%) i 21 (11.7%) i 泣く 6.7%) 10 ( 5.6ちも)! 180 (100.0%) 

E古?l高前齢期期群

第3自; 130 (72.2%) • 31 (17.2%) I 8 ( 4.4%) 11 ( 6.1%引 180 (100.0%) 

第?思; 199 (76.2%) 34 (13.0%) 11 ( 4.2%) 17 ( 6.5%) 261 (100.0%) 

第2包 198 (75.9%) 35 (13.4%) 12 ( 4.6%) 16 ( 6.1%) 261 (100.0%) 

第3回 194 27 (10.3%) 14 ( 5.4%) 26 (10.0%) i 261 (100.0%) 

第 1回 155 (75.6%) 21 (10.2%) 17 ( 8.3%) 12 ( 5.9%) 205 (100.0%) 
後期

第2因 149 (72.3%) 32 (15.5%) 9 ( 4.4%) 16 ( 7.8%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3国 154 (74.8%) 22 (10.7%) 11 ( 5.3%) 19 ( 9.2%) 206 (100.0%) 

第 1回 490 (75.9%) i 76 (刊.8%) 44 ( 6.8%) ! 36 ( 5.6%) 646 (100.0%) 

会体 第2国 484 (74.8%) 88 (13.6%) 33 ( 5.1%) 42 ( 6.5%) 647 (100.0記

第3周 478 (73θ%) 80 (12.4%) 33 ( 5.1%) 56 ( 8.7%) 647 (100.0%) 
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陪食べものの好き嫌い

食べものの努き嫌いに関しては、全体の4分の 3の人たちが好を嫌いなく食べており、

野誉議いがとても多い人は15人~i: 1人根康である。好き嫌いがない入が多いのは、過去

の綿製と詑較してもほとんど経年変化はみられない。

(全体の縮県)

食べ物の好き嫌いが多いかという費問に轄して誌、 nまとんどないjが472人 03.0%)

と品も多く、全体の約 4分の 3を占めていた。 r少しあるがだいたい食べるJなあわせる

と、 577人 (89.2%)と約ヲ訟の入たち誌好き嫌し、がほとんどないというあ11日:であり、長iて

き蛾いが多い人は44入(る.89ら)tこ過ぎなかった。

{ミホート射辻毅)

:II:{I'-)TH持で、金ベ物の貯を嫌いが「ほとんどないJと した人は140人 (77.89も)と

も多く、 4分の 3を拙えていた。「少しあるがだいたい食べるj 老あわせると、 162人。0.0%)と9劉の人たちは良子宮鎌いが誌とんと、ないという結果で、あり、好き揺れ 1が多い

人は12人 (6.7%)に過ぎなかっ

前期高齢期.g{:で食べ物の野誉議官いが rtまとんどない」と間持した人は188人 (72.0%)

と最も多く、 7;gIJを謡えていた。 r少しあるがだいたい食べるJをあわせると、 239人

(ヲ1.6九)と 9訟をJ担える人たちは好き嫌いがほとんどないという結束であり、好き嫌い

が多い入は日入 (5.0%)に過ぎなかった。

後期高齢期群で食べ物の府き嫌し1が「ほとんどないJと間接した人はi村人 (69.99ら)

と約 7寄りな出めていた。「少しあるがた、いたい金ベるjをあ，わせると、 176人 (85.4<)ら)と

9割近い人たちは好き嫌いがほとんど設いという結果であり、好き嫌いが多い人は 19人

(9.2%)とl割に満た設かった。

(図表 6 3) 
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金べものの好き嫌い図表6・3
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副好~な食べもの

好~な食べ物で最も多いの誌魚分類であり、全体の 7 割者組えている。一番好きな食

べ物としてあげられるのもや捻り魚分類であり、 5人のうち 2人以上が魚介頼が最も好

きというととに怠る。集分懇を最も努きな金ベ暢Lζあげているのは、すべての年齢群で共

通している。

{全鉢の結果〉

好きな金ベ物は侍か;こついて、分類が可能であったものについてまとめたところ、認数

iロi努の索時では、「魚介類Jが453人(70.0%)と7害Ijを占めて最も多く、次いで、汀11'菜官u
が134人 (20.7%)という結拠であったのその中でも最も好きな金べ物としてあげろれた

のもな立介3WU であり、 273人 (42.2%)と 4割を超えていた。次いで多いのは

や r:+!:'主主WJで、あったが、 ζれらはいずれも 1害IJに溝たなかった。

(コホ…卜別比較)

壮年期群の好きな食べ物は伺かについて、譲数自答の質問では、「魚介類j が120人

(66.7%)と7割近くを占めて最も多く、次いで「野菜類jが45人 (25.0%)という結果で

あった。その中でも最も好きな金べ物としてあげられたのも「魚介類」であり、 66人。ι7%)と3分の i以上を超えていた。次いで多いのは「果実類jや「菓子類jであり、

それぞれ i寄せ恕疫を占めていた。

爵期高齢期詳の好き金金ベ物は何かについて、被数回答の質問では、「魚介類jが202人

(77.4弘〉とヰ分の 3をA宣えて最も多く、次いで「野菜類Jが52人 09.99心という結果で

あった。その中でも蟻も好きな食べ物としてあげられたのも「魚介類j であり、 119人

(45.6弘〉と半数近くそ占めていた。次いで、多いのは f果実類jや「葉子簸jであったが、

これらはいずれも l割に満たなかった。

後期高齢期群の貯ぎな食べ物は侍かについて、護数冨答の質問で誌、 が131人

(63.6%)と6害IJを超えて最も多く、次いで「野菜類jが37入(18.0%)という結果であっ

た。その中でも最も喜子き誌食べ物としてあげられたのも「魚介類jであり、 88人 (42.7%)

と4害1]を超えていた。次いで‘多いの法 f穀類jや「菓子類J、

らはいずれも 1害りに溢たなかっ

(図表 6-4) 
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好きな食べ物{最も貯をな食べ物)(楼数毘答)図表6-4
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好きな食べもの…魚介護員
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好きな食べものー肉類
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全体 第 2回 70 (10.8%) 134 (20.7%) 105 (16.2%) 503 (77.7%) 47 ( 7.3%) 647 
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-嫌いな食べもの

嫌いな食べ物で最も多いのは、好きな食べ物と同様に魚介類であり、 7人に 1人は魚

介類が最も嫌いと答えていることになる。魚介類が最も嫌いと回答したのはすべての年齢

群で共通している。肉類を一番嫌いとあげている人も多く、前期高齢期群と後期高齢期群

の10人に 1人は肉類が一番嫌いということになる。

(全体の結果)

峨し、な食べ物は何かについて、分類が可能で、あったものについてまとめたとこ乃、トむ紋

川71:の'('lll'rJでは、「魚介矧」が167人 (25.8%)と 4分の lを組えて肢も多く、次いで 11!~J 

矧」がりl人(14.1%)という出占拠であった。その中でも最も嫌いな食べ物としてあげられ

たのも「魚介類」であり、何人(14.7%)という値であった。次いで多いのは「肉類」や

「野菜類」であったが、これらはいずれも l割に満たなかった。肉類が一番嫌いという回

答は、前期高齢期群と後期高齢期群で約 l割を占めていた。

(コホート日IJ比較)

壮年期群の嫌いな食べ物について、複数回答の質問では、「魚介類」が55人(30.6%)

と3害1]を超えて最も多く、次いで「肉類」が19人 00.6%)という結果であった。その中

でも最も嫌いな食べ物としてあげられたのも「魚介類」であり、 30人 06.7%)という値

であった。次いで多いのは「野菜類」や「肉類」やで、あったが、これらはいずれも l割に

満たなかった。

前期高齢期群の嫌いな食べ物について、梅数回答の質問では、「魚介類」が58人 (22.2%) 

と2害1]を超えて最も多く、次いで「肉類」が36人(13.8%)という結果であった。その11二l

でも最も嫌いな食べ物としてあげられたのも「魚介類」であり、 31人(11.9%)という値

であった。次いで多いのは「肉類」や「野菜類」であったが、これらはいずれも 1割に満

たなかった。

後期高齢期群の嫌いな食べ物について、複数回答の質問では、「魚介類」が54人 (26.2%)

と4分の lを超えて最も多く、次いで「肉類」が36人(17.5%)という結果で、あった。そ

の中でも最も嫌いな食べ物としてあげられたのも「魚介類」で34人 06.5%)であり、次

いで「肉類」が21人(10.2%)という値であった。「野菜類」や「豆類」を嫌いとあげた

人もいるが、それらはいずれも 1害1]に満たなかった。

(図表 6-5) 
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図表6・5 嫌いな食べもの(最も嫌いな食べもの)(複数回答)
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~JRいな食べものー豆矧

壮
年第1回 n=180
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年 第1固 n=180
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嫌いな食べものー乳類
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監期第2固叫06

語第3団付06

全 第1固 n=647
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壮年期群 第2回 13 ( 7.2%) 20 (11.1%) 53 (29.4%) 

第 3回 10 ( 5.6%) 27 (15.0%) 55 (30.6%) 

隼齢コホ卜

第 1回 27 (10.3%) 27 (10.3%) 58 (22.2%) 

前期
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高齢期群
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全体 第 2回 56 ( 8.7%) 63 ( 9.7%) 171 (26.4%) 

第3回 55 ( 8.5%) 77 (11.9%) 167 (25.8%) 
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100 口町

回答数(回答者数に占める割合)

肉類 乳類 回答者数

15 ( 8.3%) 5 ( 2.8%) 180 

22 (12.2%) 8 ( 4.4%) 180 

19 (10.6%) 8 ( 4.4%) 180 

40 (15.3%) 9 ( 3.4%) 261 

29 (11.1%) 9 ( 3.4%) 261 

36 (13.8%) 10 ( 3.8%) 261 

29 (14.1%) 10 ( 4.9%) 206 

28 (13.6%) 16 ( 7.8%) 206 

36 (17.5%) 26 (12.6%) 206 

84 (13.0%) 24 ( 3.7%) 647 

79 (12.2%) 33 ( 5.1%) 647 

91 (14.1%) 44 ( 6.8%) 647 



量金事・栄養摂取状況 1(米食)

一日 3食を米食にしている人は約 6部であり、 3人記 2人法籍金米食を食べている。

ほとんどの人は i1日1食」以上米食を食べているが、円 B3食j 米金を食べる人は、

この4年間ですべての年齢群で Sポイント減少している。

{全体の結果〉

米食などのくもいの鎖f乏で食べているかという質問では、 11 丹3金jが386人 (59.R出)

とMも多く、仁1fl])丘くそl'iめていたの次いで多いのが 1111 1 ~ 2会j の2幻人{持.2i)1))

という結誌であ-)たり Ilhj々 をあわせると、ヰミ食を 111 1食以上金べている人は639人

(切.1%)であり、誌とんどの人法 1LI 1食以卜.米食を食べているという結栄であっ

また「侍食jが約 6割、 11 誌 1~2 金」が約 4 割という割合は、すべて

していた。経年的な変化として誌、九日 3食j米食を食べる人は、との 4

の年齢郡において約 5ポイント減少した。

(コホ…ト別比較)

壮年期群の米食に閲しては、 11B 3金jが10ヲ入 (60.6詫)と織も多く、 6富1]栓加えて

いた。次いで多いのが r1 日 1~2 食j の銘人 (37.8弘)という結果であった。両方をあ

わせると、米食を l日l食以上食べている入は177人 (98.39ら〉というととになり、ほとん

どの人は 1El 1食以上米食を食べているという結果であった。経年的な変化では、米食を

毎金金べる人は 2年前とほとんど変わらなかったが、ヰ年前の基礎韻査時と比較すると4.4

ポイント減少していた。

前期高議期群の米金に関しては、 r1日3食Jが151入 (58.1%)と最も多く、己害iJ近く

を占めていた。次いで多いのが r1 日 1~2 食J の 107人 (41.2弘〉という詰果であった。

再方をあわせると、米金を!日 i食以上食べている人は258人(ヲヲヱ%)という ζ とにな

り、ほとんどの人法 1B 1金以上米金を食べているという結果であった。経年的な変{とで

は、米金者毎食食べる入は 2年前と比較して2.4ポイント、 4年前の基礎調査時と比較し

て7.4ポイント減少しており、米金者毎日 3食食べる人は経年的に減少する傾慌がみられ

た。

後期商齢期鮮の米愈に関して誌、 11日3金jが126人 (61.5%)と最も多く、 6

えていた。次いで多いのが 11 自 1~2 金j の78人(37.8笥)という結果であっ

をあわせると、米食を 1B 1食以上金べている人法204人 (99.5%)というととになり、

ほとんどの人は l日l食以上米金を食べているという結果であった。経年的な変化では、

人は 2年前とほとんど変わらなかったが、 4年前の基礎鱗蕊時と比較す

ると5.3ポイント減少していた。(図表 6-6) 
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留装ふ6 金事栄華摂車状況 1(米食)
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間食事・栄養摂取状況2(みそ汁)

ほとんどの人誌 1日1食以上みそ汗を金している。 r1日1'"""'2食」食する人は約 7制

でおり、すべての年齢群で最も多い。 1E3 3金の人は金体の 4分の 1程度であるが、 3

食の人は年襲舎の高い群ほど多く、後期高齢期群は壮年期桝の約 2倍近い。毎食の人は 4

年誌がち 2年詰までの2年間守経年的に減少している。

{全体の結果)

みそ汁の摂取頗度は、 rlE11---2食jが44ヲ入〈的ゑ弘〉と最も多く、約 7'，1討を，Ijめて

いた。次いで、多いのが r1自3食jのi出入 (25.己完〉であち、全体の 4分の!な，Iiめて

いたの l必j方なあわせると、みそれ掃を 1rJ 1食以上食している人は614人 (95.2%)であ l八

日とんどの人は i日l食以上みそ汁を食しているという結果であった。コホート日IJの比11誌

で辻、みそt1'7J' 1話3食の人は、年代が高くなるにつれて多く訟り、後期高齢期群は壮年

JUH与の 2器近いという結果で、あった。

(コホート別比較)

壮年期群のみそ汁の摂取頻度に腐しては、日誌 1.......2金jが132人 (73.3拡)、 r1日3

食jが33人(18.3%)という結果であった。両方をあわせると、みそ汁を!日!食以上食

している人はi白人 (91之弘〉であり、誌とんどの人は i日i食以上みそ汁な食している

という結果であった。 汀自 3食jを経年的に比較すると、 2年前と全く変わらないが、

ヰ年前の基礎誤査時と辻較すると、 17.3ポイント減少しており、 4年前かち 2午前までの

2年間で減少したという結果であった。

前期高齢期群のみそ汁の摂取捌度に関しては、 rlE11.......2金jが191入 (73.5%)、r1 

日3食Jカ'i60人 (23.1%)という結果で、あった。罷フヲをあわせると、みそ汁を i自l

している人は251人 (96.5九)であり、誌とんどの人は 1日i食以上みそ汁を食し

いるという結果であった。汀告 3食jそ経年的に比較すると、 2年前と大きく変わら

いが、 4f!三宮守の基礎謂査時と辻較すると、 8.1ポイント減少しており、 4年前から 2

までの 2年鰐で、減少したという結果であった。

後期高齢期群のみそ汁の摂取頗肢に関しては、 r1司1.......2愈Jが126入〈る1.59ら〉、 r1 

83食Jが72人 (35.1%)という結果で、あった。高方をあわせると、みそ汁を 1日i食以

上食している人は198人 (96五%)であり、誌とんどの人は i日i食以上みそ汁を食して

いるという結果で、あった。汀 83食jを経年的に比較すると、 2年前と比較して1.8ポイン

ト、 4年前の基礎擬査時と比較すると、 gポイント減少しており、 4年前から 2年前まで

の2年間で減少したという結果で、あった。(図表 6-7) 
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食事栄義摂政状況 2(みそ汁)
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-食事・栄養摂取状況 3(つけもの)

8割近い人たちは 1日1食以上つけものを食べており、 11日3食」食べる人が最も多

いのはすべての年齢群で共通している。 11日3食」食べる人は壮年期群と前期高齢期群

で経年的に減少傾向がある。

(全体の結果)

つけものの摂取頻度では、 11日3食」が284人 (44.0%)と最も多く、 4害Ijを超えてい

る。次いで多いのが 11日1-----2食」の226人(35.0%)という結果であった。 filij/j;をあ

わせると、つけものを l日l食以上食べている人は510人(79.0%)であり、 8;mj近い人

は IU I 食以ヒつけものを食べているという結果で、あった。コホート別の比較ではほとん

どぷがないが、 11日3食」食べる人は、壮年期群と前期高齢期群で経年的に減少する似

I IJIがみられた。

(コホー卜別比較)

壮年期群のっけものの摂取頻度では、 11日3食」が76人 (42.2%)と最も多く、 4害リ

を超えていた。次いで多いのが 11日1-----2食」の63人(35.0%)という結果であった。

両方をあわせると、つけものを l日l食以上食べている人は139人 (77.2%)であり、 8

割近い人は l日l食以上つけものを食べているという結果であった。 11日3食」の人は、

2年前と比較すると3.4ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると8.4ポイント減少して

おり、経年的に減少する傾向がみられた。

前期高齢期群のっけものの摂取頻度では、 11日3食」が114人 (43.8%)と最も多く、

4害iJを超えていた。次いで多いのが 11日1-----2食」の93人(35.8%)という結果であっ

た。両方をあわせると、つけものを l日l食以上食べている人は207人(79.6%)であり、

8割近い人は l日l食以上つけものを食べているという結果であった。 11日3食」の人

は、 2年前と比較すると2.2ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると4.7ポイント減少

しており、経年的にやや減少している傾向がみられた。

後期高齢期群のっけものの摂取頻度では、 11 日 3 食」カ~94人 (45.9%) と最も多く、

4害Ijを超えていた。次いで多いのが 11日1-----2食」の70人(34.1%)という結果であっ

た。両方をあわせると、つけものを l日l食以上食べている人は164人 (80.0%)であり、

8割の人は l日l食以上つけものを食べているという結果であった。 11日3食」の人は、

4年前の基礎調査時と比較すると5.8ポイント減少しているものの、 2年前と比較すると

2.5ポイント増加しており、経年的に減少する傾向はみられなかった。

(図表 6-8) 
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図表6-8 食事栄養摂取状況 3(つけもの)
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日目 20出 40% 60% 80% 100% 

人数(割合)

1日3食 1日1'"'"'2食 週 2'"'"'3回 週1'"'"'2回
ほとんど

合計
食べない

第 1回 91 (50.6%) 60 (33.3%) 9 ( 5.0%) 5 (2.8%) 15 ( 8.3%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 82 (45.6%) 68 (37.8%) 9 ( 5.0%) 8 ( 4.4%) 13 ( 7.2%) 180 (100.0%) 

第 3回 76 (42.2%) 63 (35.0%) 20 (11.1%) 7 ( 3.9%) 14 ( 7.8%) 180 (100.0%) 

年齢? 第 1回 126 (48.5%) 86 (33.1%) 13 ( 5.0%) 9 ( 3.5%) 26 (10.0%) 260 (100.0%) 
前期

第2回 120 (46.0%) 95 (36.4%) 14 ( 5.4%) 10 ( 3.8%) 22 ( 8.4%) 261 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 114 (43.8%) 93 (35.8%) 21 ( 8.1%) 11 ( 4.2%) 21 ( 8.1%) 260 (100.0%) 

第 1回 106 (51.7%) 56 (27.3%) 11 ( 5.4%) 12 ( 5.9%) 20 ( 9.8%) 205 (100.0%) 
後期

第 2回 89 (43.4%) 76 (37.1%) 9 ( 4.4%) 11 ( 5.4%) 20 ( 9.8%) 205 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 94 (45.9%) 70 (34.1%) 8 ( 3.9%) 6 ( 2.9%) 27 (13.2%) 205 (100.0%) 

第 1回 323 (50.1%) 202 (31.3%) 33 ( 5.1%) 26 ( 4.0%) 61 ( 9.5%) 645 (100.0%) 

全体 第 2回 291 (45.0%) 239 (37.0%) 32 ( 5.0%) 29 ( 4.5%) 55 ( 8.5%) 646 (100.0%) 

第 3回 284 (44.0%) 226 (35.0%) 49 ( 7.6%) 24 ( 3.7%) 62 ( 9.6%) 645 (100.0%) 
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-食事・栄養摂取状況4(J '¥ン)

ご飯の代わりに食べるパンの摂取頻度では「ほとんど食べない」人がすべての群で

45%程度いる。しかし、 1週間に 1回以上食べる人や、 1日1食以上食べる人は経年的

に増加している。

(全体の結果)

ご似の代わりに食べるパンの摂取頻度では、「ほとんど食べない」が296人 (45.9(}())と

iはもちく、すべての年齢群で45%程度である点で共通していた。次いでちいのが I-ill!!I ~ 

2 11 JIJの158人 (24.5%)であり、全休の約 4分の lをr1iめていた。 111 1 食以卜.食べる

人は116人 (US，O%)と 2制弱程j主であるが、 2年前と比較すると4.6ポイン卜、 4(I '-Iiij U) 

JI41出1jHiJ fi: 11 ，Jf-と比較すると 8ポイント増加していた。また週 1回以上食べている人は349人

(日.1%)であり、 2年前と比較すると7.3ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると

\3かl~ イント増加しており、パンを食べる人は経年的に増えているという結果で、あった。

(コホート別比較)

壮年期群のパンの摂取頻度では、「ほとんど食べない」が81人 (45.0%)と最も多く、

次いで多いのが「週 1~2 回」の44人 (24.4%)という結果であった。 1 日食以 t食べ

る人は31人 07.2%)と2害IJ弱程度であるが、 2年前と比較すると2.2ポイント、 4年前の

基礎調査11寺と比較すると 5ポイント増加していた。また週 l回以上食べている人は99人

(55.0%)であり、 2年前と比較すると3.3ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると8.9

ポイント増加しており、パンを食べる人は経年的に増えているという結果であった。

前期高齢期群のパンの摂取頻度では、「ほとんど食べない」が123人 (47.3%)と最も多

く、次いで多いのが「週 1~2 回」の65人 (25.0%) という結果であった。 1 日 l 食以上

食べる人は51人 09.6%)と2割程度であるが、 2年前と比較すると 5ポイント、 4年前

の基礎調査時と比較すると 10.7ポイント増加していた。また週 1回以上食べている人は

137人 (52.7%)であり、 2年前と比較すると8.3ポイント、 4年前の基礎調査時と比較す

ると13.9ポイント増加しており、パンを食べる人は経年的に増えているという結果であっ

た。

後期高齢期群のパンの摂取頻度では、「ほとんど食べない」が92人 (44.9%)と最も多く、

次いで多いのが「週 1~2 回」の49人 (23.9%) という結果であった。 1 日 l 食以上食べ

る人は34人 06.6%)であるが、 2年前と比較すると5.9ポイント、 4年前の基礎調査時と

比較すると7.3ポイント増加していた。また週 l回以上食べている人は113人 (55.1%)で

あり、 2年前と比較すると9.5ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると17.5ポイント増

加しており、パンを食べる人は経年的に増えているという結果で、あった。(図表 6-9) 
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食事提議摂取状況4(パン)
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合計
食べない

12喜1沼! o ( 0.0%) 22 (12.2%) 17 ( 9.4%) 44 (24.4%) 97 (53.9%) 180 (100.0%) 

壮年期群 j 第 2間 l 2 ( 1.1 %) ! 
25 (13.9%) . 21 (11.7%) 45 (25.0%) I 87 (48.3%) 180 (100.0%) 

| 号( 第第 3 閏閏 | 

2 ( 1.1ちも)

言下 34

44 (24.4%) 81 (45.0%) I 180 (100.0%) 

1 ( 0.4ちも〉 22 ( 8.5%) I 34 (13.1%) 44 (16.9%) I 159 (61.2%) • 260 (100.0%) 

高前齢期期群 第 2酪 o ( 0.0%上 38 (14.6%) 28 (10.7%) 50 (19.2%) • 145 (55β%) 261 (100.0%) 

第 3沼; 1 ( 0.4%) 50 (19.2%) I 21 ( 8.1%) 65 (25.0%) 123 (47.3%) I 260 (100.0%) 

第 1自 o ( 0.0%) 19 ( 9.3%) . 24 (11.7%) 34 (16.6%引 128 (62.4%) 205 (100.0%) 
後鰐 o ( 0.0%) 22 (10.7%) 30 (14.6%) 42 (20.4%) 112 (54.4%) i 206 (100.0%) 

l 高齢期群 第 2閲

第3隠 3 ( 1.5%) 31 (15.1%) ! 30 (14.6%) 49 (23嗣9%)I 92 (44.9%) 205 (100.0%) 

i 第 1沼 1 ( 0.2%) 63 ( 9.8%) • 75 (11.6%) 122 (18.9%) 384 (59βちも〉 645 (100.0%) 

会手本 ;第2121 2 ( 0.3%) 85 (13.1%) 79 (12.2%) 137 (21.2%) 344 (53之%)! 647 (100.0%) 

第 3自 6 ( 0.9%) 110 (17.1%) 75 (11.6%) i 158 (24.5%)! 296 (45.9%) I 645 (100.0%) 
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国食事・栄議捜取状況5(題懇)

全体の約 3制の人は 1日1設以上菱重類を食べており、 9割近い人は潤 1回以上食べて

いる。 1日1食以上食べる人は経年的に増加しており、特に最悪高齢期群と後期高齢期

詳で経年的に増加する傾向がみられる。

(全体の結果)

ご飯の代わりに食べる錨鎖の損壊歩道疫で誌、「選 1----2田jが201人(31.2%)とlF，lもち

く、 1)題2----3芭jが178人 (27.6%)、I1 日 1~2 金j が 177入 (27.4%)とそれぞれ 4η

の i詫!廷で為った。 1日1食以上食べる人は183人 (28.3%)と 3割近くでまろり、 j揺れ"1

以上食べる人は562人 (87.1%)と約号制を占めていた。麺類を 11ヨl食以上金ベる人は

2 {1:liなと比岐して4.3ポイント、 4年前の基礎誤査時と比較して立Sポイント増加しており、

経年的によ普加する傾向がみられた。

(コホ…ト別比較)

壮年体!群の麺類の摂取頻度は、「選 2~3 詔J がる1入(33.9%) と最も多く、次いで「週

1"-'2回jが58人 (32.2%)、I1日1"-'2食jが44人 (24.ヰ%)のI1顕であった。 1日1食

以上食べる入はの入 (25.0%)と4分の!な占めており、 i題i間以上金ベる人はl創人

(91.1 %)と 9護1]を占めていたが、麺類を l日l食以上食べるという点に関しては経年的

な変化はみられなかった。

iW嬬高鈴期群の麺類の摂取頻度は、 I1 日 1----2 食j が75入 (28.8%) 、Ii器 2~3

が72人 (27.7%)、「遺 1----2密Jが74入 (28.5%)とほぼ放んでいる。 1問 i金以上金べ

る人は79人(30.4%)と 3制な在めており、避 l題以上食べる人は225人 (86.5%)と 9;ijlJ 

近くを占めていた。麺類な!日 1食以上禽ベる人誌 2年前と比較して5.1ポイント、 4

前の基礎識盛時と比較して10.8ポイント増加しており、経年的Lこ理加する{境島がみちれた。

後期高齢期群の麺類の摂取頻度辻、 1"-'2田Jがω人 (33.7%)と最も多く、 3分

の lそおめていた。次いで、 I1日 1"-'2食」が58入 (28.3%)、「週 2----3囲」が45人

(22.0誌)、の)1翼になっていた。 1日l金以上食べる入は的人 (28.8ラ6)と3書1]近くを高め

ており、 i悪i芭以上金ベる人は173人 (84.4%)と 8答1]な超えていた。灘類を 1El 1 

上金ベる人は 2年前と比較して8.9ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して13.1ポイント

導部しており、経年的に増加する傾向がみられた。

る-10)
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思表ふ10 食事栄養摂取状洗 5(麺類)
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食べない

合計

第?毘; 1 ( 0.6%) 36 (20β%) 52 (28.9%) • 部 (38.3%) 22 (12.2%) I 1話。(100.0%) 

壮年期群 第 2笛 1 ( 0.6%) 48 (26.7%) 66 (36.7%) 11 ( 6.1%) 180 (100.0%) 

第 3思 1 ( 0.6%) I 44 (24.4%) 61 (33.9%) 58 (32.2%) I 16 ( 8.9%) 180 (100.0%) 

年齢ホコ卜
!第 1呂 1 ( 0.4%) 50 (19.2%) 70 (26.9%) 79 (30.4%) I 60 (23.1%) 260け00.0%)

高齢町期四群 I 第 2回 i o ( 0.0%) 66 (25.3%) 85 (32.6%) 81 (31.0%) I 29 (11.1%) 261 (100.0%) 

!第3凹| 4 ( 1.5%) 75 (28.8%) 72 (27.7%引 74 (28.5%) 35 (13.5%) I 260 (100.0%) 

第 1臨1. o ( 0.0%) I 32 (15.7%) 63 (30.9%) 70 (34.3%) • 39 (19.1%) I 204 (100.0%) 

後期 第 2問 0(0.0%) 41 (19.9%) 60 (29.1%) 74 (35.9%引 31 (15β%) 206 (100.0%) 
嘉鈴葉書雲草

;第 3問 1 ( 0.5%) I 58 (28.3%) 45 (22.0%) 69 (33.7%) 32 (15.6%) • 205 (100.0%) 

第 1思; 2 ( 0.3%) 118 (18.3%) 185 (28.7%) 218 (33.9%) 121 (18.8%) I 644 (100.0%) 

全体 議~2 鼠 1 ( 0.2%) 155 (24.0%) 199 (30.8%) 221 (34.2%) 71 (11.0%) 647 (100.0%) 

第 3隠 6 ( 0.9%) I 177 (27.4%) 178 (27.6%) I 201 (31.2%) 83 (12.9%) 645 (100β%) 
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聞食事・栄養摂敢状況6(魚類〉

13人に 1入試 1詰3食換を金べており、全体の4分の 3にあたる人たちは、 1時1食

以上魚を食べている。魚をほとんど食べない人は、 1弘未満であり、経年的な変化も誌

とんどみちれない。

(愈体の結果)

飢を食べる頻度で誌、九日 1~2 金」が457人(70.9%) と最も多く、 7 'i引を1担えてい

次いで多いのが Il題 2~31且IJ 、 117人(1 8.1 %)、 11日3金Jが48人 (7.4弘〉の訟に

なってお今、この傾位はすべての年齢群でJ4崩していた。 1El 1食以上金べる人は505人

(78.3%)であり、全体の 4分の 3を超える人たちは、 i日i金以上魚者金べているとい

う結束であった。 1日l食以上魚を食べる入試 2年前と比較して1.9ポイント、 4年前の

J1H挫111111ft||与と比較して4.3ポイントとちずかに誠少している翠度であり、経年的な変北は

ほとんどみられなかった。

(コホート部誌較〉

壮年期群の魚の摂取頻度は、 11日1----2金jが127人(70.己完〉 も多く、 7害1]を超

えていた。次いで、多いのが「溜 2----3田Jの39入 (21.7%)、11B 3食Jの10人 (5.6%)

という結果であった。 1日i食以上食べる入辻137人 (76.2%)であり、 4分の 3を超え

る人たちは、 i出i金以上j誌を食べているという結果であった。 1日l食以上魚を食べる

人は 2年前と詑較して1.7ポイント増加しており、 4年前の基礎調査時と比較してき.7ポ

イント減少しているが、経年的な変化はほとんどみられなかった。

前期高齢期群の魚、の摂取頻度は、 rl El l~2 金j が 187人(71.9%) と最も多く、 7 宮1]

えていた。次いで多いのが「選 2'""-'3居j の44人 06.9%)、11日3食」の17人

(6.5%)という結果であった。 1El 1金以上食べる人は204人(78.4%)であり、 4分の 3

る人たちは、 i日i食以上魚者金べているという結果であった。 1El 1金以上魚tJ:

金べる入は 2年前とIt較して3.6ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して2.1ポイントと

わずかに減少しているが、経年的な変化はほとんどみられなかっ

後期高齢期群の魚の摂敢頻護法、 11 El l~2 愈j が 143入 (69.8%) と最も多く、?

近くを占めていた。次いで多いのが「遅 2'""-'3聞Jの34人(16.6%)、11日3食jの缶入

(10.2%)という結果で、島った。 1日l金以上金べる人は164人 (80.0%)であり、 S割の

人たち辻、 i話 i金以上魚を金べているという結果であった。 i日i金以上魚を食べる人

は2年前と比較して 3ポイント、 4年前の基礎調査時と詑較して3.4ポイントとわずかに

減少しているが、経年的な変化はほとんどみられなかった。〈醤表6-11) 
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図表ふ11 食事栄華摂取状涜6
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圃食事・栄盤摂叡状i克7(肉類〉

全体の約 1割の入が 1日1食以上i蒋を食べており、約 8割の人が週に 1自以上金べて

いる。還に 1呂以上肉を食べる人の割合は経年的に増加傾拘にあり、特に後期高齢期群

において頴議である。

(全体の結果)

肉のtH翠擁護では、「週 1-----2自Jが261人 (40.5%)と最も多く、 4害IJiItAsえていたの

次いで多いのが「週2-----3間Jで185人 (28.7%)、日まとんど食べ設いjが11り人(18.4%)

のj艇になっており、この順位はすべての年齢群で共遺していた。 1日111tl~.L:食べる人は

以)人(12.4%)と全体の l割強でd5ったが、経年的な変化老見ると、 2年前に比べ5.9ポ

イント、 4"rミi誌の基礎讃査時と比較すると4.9ポイント増加していたが、経年的に規制的

な噌加は誌られなかった。

(コホート別比較)

壮年期群の肉の摂取頻震では、 1'"'-'2回jが84人 (46.7%)と最も多く、 4審IJそ超

えていた。次いで多いのが「週 2'"'-'3間」で54人(30.0%)、「ほとんど金べないjが23人

(12.8話〉の績になっていた。 1日l食以上食べる人はゆ人 (10.6弘〉と i割程i主であるが、

2年前と比較すると4.5ポイント、 4年前の基礎襲査時と比較すると4.4ポイント増加して

おり、 2年前から今回調遊詩までの 2年額で増加しているという結果であった。

前期議議期群のi淘の損取頻度では、「澗 1-----2回Jが106人 (40.8%)と最も多く、ヰ

を超えていた。次いで多いのが「週 2-----3回」で72入 (27.7%)、九まとんど食べない」が

55人 (21.2%)の順になっていた。 1自1食以上金ベる入は27人(10.4%)と l割程度で

あるが、 2年前と詑較すると2.4求イント、 4年前の基礎調査時と比較すると1.6ポイント

培加していたが、経年的iこ焼則的な変化は見られなかった。

後期高齢期群の肉の摂取頗度では、「遇 1-----2間jが71人(34.6詫)と最も多く、 3害IJ

を超えていた。次いで多いのが「選2'"'-'3由Jで白人 (28.8%)、「ほとんど食べないJが

41人 (20.0%)のj艇になっていた。 113 1食以上食べる人は34人(16.6%)と2寄せ弱程変

占めていた。 2年言iJと比較すると 11.7ポイント、 4年前の基礎識査特と比較すると虫Sポ

イント増加していたが、経年的に規則的な増加は克られなかった。また、週に 1間以上食

べる人は164人 (80.0%)とs説者占め、 2年前と詑較すると3.3ポイント、 4年前の基礎

と比較すると5.7ポイント増加している急ど、経年的に増加する傾向が見られた。

る-12)
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盟表6-12 食事栄養摂取状涜 7(拘類〉
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田食事・栄器摂取状況 8(卵)

1 B 1食以上卵を摂取する人は約半数であり、経年的に増加傾向にある。一方、誌とん

ど食べない人は全体の 5%程壊であるが、経年的に見ると減少傾向にある。

(全体の結果)

語I'JO)挺収親捜で辻、九日 1~2 食」が308人 (47.8%) と最も多く、次いで、 1)墨 2~3

1111 J が215人 03.3%) 、 n譲 1~2 自j が96人 04.9%) の.11闘であった。 1 1:::1 1 Ir111ス1-，会ベ

る人は311人 (48.2%)と5割近くを占めていた。

百I'Jを!ド11食以卜.食べる人は 2年liijと比較して2.9ポイン 1，，， 4年前のJ釘遊説内的とl七

Ili交して4.3ポイント明}j[]しており、経作i.1サに増加する傾向がみられた。一五、廷とんど

べない人法23入。五九〉と、 5弘未満ではあるが、 2年前と比較して0.4ポイント、 4{I: 

i'!íjの J~~舵耀査時と比較してし6ポイント減少し、経年的にわずかに減少する傾向がみら

た。

{コホート裂比較)

壮年期群の卵の摂取頻度は、 n襲2----3囲」が78人 (43.3%)と織も多く、次いで 11 

日 1~2 食J が70人 08.99も〉、「選 1~2 毘j がお人 03.9%) の)1関であった。 1 日 l 食

以上食べる人は70人 08.9%)と約4舗を占めており、誌とんど食べない人誌?入(3.9%)

であった。壮年期群の卵の摂取樹皮では、経年的に腕f1IJ的な変北はみちれなかっ

前期高齢期群の卵の畏取頻度は、 1181---2食」が125人 (48.1%)と最も多く、次い

で「週 2~3 問J が79人 00.4%)、「遅 1---21立IJ が44入札&争%)の)1民であった。 1 日

i金以上食べる人は127人 (48.9%)と約 5護IJを占めていた。また、ほとんど食べない人

誌10入(3.8誌〉と少ない数で、はあるが、 2年前と比較して1.2ポイント、 4年前の墓礎諜

査時と比較すると1.6ポイント減少しており、経年的にわずかに減少する傾向がみられた。

後期高齢期群の卵の摂取繍度は、 11 日 1~2 金J が 113人 (55.1弘〉と最も多く、次い

で「遅 2~3 回J h"58入 (28.3%)、「遡 1----2回Jが27人 03.2%)のJI践であった。 18 

i食以上金べる入は114.人 (55.6%)と5割以上を占め、 2年前と比較して2.2ポイント、

4年前の基礎調査時と比較して10.5ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみら

れた。

6 13) 
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図表ふ13 食事栄養摂取状況 8(卵)
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高齢期群

第 3回 1 ( 0.5%) 113 (55.1%) 58 (28.3%) 27 (13.2%) 6 ( 2.9%) 205 (100.0%) 

第 T回 12 ( 1.9%) 271 (42.1%) 237 (36.8%) 88 (13.7%) 36 ( 5.6%) 644 (100.0%) 

全体 第 2回 6 ( 0.9%) 288 (44.5%) 218 (33.7%) 109 (16.8%) 26 ( 4.0%) 647 (100.0%) 

第 3回 3 ( 0.5%) 308 (47.8%) 215 (33.3%) 96 (14.9%) 23 ( 3.6%) 645 (100.0%) 
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副食事・栄鶴捜取状況 9(牛乳)

約 5剖の人が 1日1畠以上牛乳を飲んでいるが、経年的Kみると減少傾向がみられ、

特に壮年期群においてその特徴が頭著である。また、週に?間以上飲む人も経年的に減

少傾向をみせており、持Lζ後期高斡期群においてその特徴が顕轄で、ある。

{全体の結果)

牛乳の畏翠頻度では、 f1 日 1~2 食」が342人 (53.0%) と最も多く、次いで、 fj掛 2"-"

31olJがお入(12.己免〉、 fJ1I!l1 "'--2 r到Jが43人 (6.7%)の)1頃で、あっ 1 1--:1 1 1111以上飲む

人は35L入 (54.4%)で 5割以上を占めていたが、 2年前と比較して2.8ポイント、 4年liij

0)基礎調査時と比較して3.6ポイント減少しているととなど、経年的に減少する鋭利がみ

ちれた。また、週に l回以上飲む人は475人 (73.6%)であり、 2年前と比較して1.4ポイン

ト、 41-1三前の基礎調査時と比較して3.5ポイント誠少しておち、経年的にやや減少する傾

向がみられた。

(コホート別比較)

壮年期群の牛乳の摂寂頻度で誌、日告 1"'--2愈jが84人 (46.7%)と最も多く、次い

で「漉 2"'--3 回j が32人(17.8%)、「選 1~2 賠j が 14人(7.8%) の)1闘であった。 1 日 l

回以上飲む人は加入 (46.7弘〉で4割以上を占めていたが、 2年前と比較して4.4ポイント、

4年前の基礎識査時と比較して10.6ポイント減少しており、経年的に減少する傾向がみら

れた。

前期高齢期群の牛乳の損取頻度では、 f1 日 1~2 食J が 156人弱0.0%) と最も多く、

次いで「適 2---3間jが26人(10.0%)、「週 1'""'-2由Jがは人 (4.6%)の頴で、あった。 1

日i回以上欽む人は158人 (60.8%)で6割以上を占めていたが、 2年誌と比較して1.1ポ

イント、 4体前の基礎捌査時と比較して2.5ポイント増額しておち、経年約に培加する領

向がみられた。

後期高齢期群の牛乳の摂取娯捜では、 f1E31'""'-2食jが102人 (4ヲ.8%)と最も多く、

次いで「週 2~ 3回Jが23入(11.2ちも〉、 f選 1~ 2 @]Jが1-7人 (8.3%)の)1債であった。 1

日l回以上飲む人は109人 (53.2誌)で 5軒以上を占めていたが、 2年前と比較して 6ポ

イント、 4年前の基礎調議時と比較して5.3ポイント減少していたが、経年的に規則的な

変化はみちれなかった。また、

比較してl.lポイント、ヰ

にやや減少する傾向がみられた。

l部以上飲む人は149人 (72.7%)であり、 2年齢と

と比較して3.9ポイント減少しており、経年的

6 -14) 
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図表6・14 食事栄養摂取状況 9(牛乳)

壮 第1回n=180

主 第2阻 n=180

語 第3回 n=180

高前 第1@] n=261 
齢期
哲君 第2悶 n=261

群第3鼠汽=260

ロ週1~2宙

後
期

高
齢
期
群

i・ほとんど食べ
| ない

全
体

人数 (害リ合)

1目3食 1 a 1...... 2食 週2.......3沼;遜1-2呂; ほとんど
合計

食べない

第 1回! 3 ( 1，7%) 100 (55，6%) 22 (12，2%上 15 ( 8.3ちも)I 40 (22，2%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2毘 i 4 ( 2，2%) 88 (48，9%) 21 (11.7%) 14 ( 7.8%) 53 (29.4%) i 180 (100.0ちら)

第 3白 o ( 0β%) 84 (46.7%) 32 (17.8%) 14 ( 7.8%) 50 (27.8%) I 180行00.0%)

年雪?ト 高前齢期期群

第 1回 7 ( 2.7%) 145 (55.6%) 27 (10，3%) 22 ( 8.4%) 60 (23，0%) 261 (100.0%) 

第 2@] 4 ( 1，5%) 152 (58.2%) 28 (10，7%) 22 ( 8.4%) 55 (21，1%) 261 (100.0%) 

第 3@] 2 ( 0.8%) 156 (60.0%) 26 (10，0%) 12 ( 4β%) 64 (24.6%) 260 (100.0%) 

;第 1@] 告(4.4%) 111 (54.1%) 24 (11，7%) 13 ( 6.3%) 48 (23.4%) 205 (100.0%) 
後期

高齢期群第2@]1 7 ( 3.4%) 115 (55.8%) 21 (10.2%) 9 ( 4.4%) 54 (26，2%) 206 (100，0%) 

i 第3思; 7 ( 3.4%) 102 (49，8%) 23 (11.2%) 17 ( 8，3%) 56 (27.3%) • 205 (100.0%) 

第 1@] • 得(2ゑ%)i 356 (55.1%) • 73 (11，3%) 50 ( 7プ%) 148 (22，9%) I 646 (100，0%) 

全体 第2問 15 ( 2，3%引 355(54，9%引 70 (10，8%) 45 ( 7.0%) 162 (25β%) I 647 (100，0%) 

i第 3自 9 ( 1.4%) 342 (53，0%引 81 (12.6%) 43 ( 6.7%) 170 (26.4%) I 645 (100，0%) 

Z
J
 



踊食事・栄養摂取状況10(乳製品〉

1日1食以上乳製品を摂取する人法約 4寄せであり、週 T回以上摂取する人は約 8寄せで

品る。経年告さに豆ると、週 1剖以上摂取する人は減少慨向にある。

{金イ本の縮製)

乳i出品の按取頻度で、は、 11日1'"'-'2金Jが271人 (42.0%)と壊も多く、次いで「週 2

~ 3 !iilJが147人 (22.8%)、「ほとんど食べないjが120入 08.6%)のI1誌であったr， 1 1=1 

1 食以上食べる人は278人 (43.1誌〉でヰ鶴以上をさめ、 2 年前と比較して1.6ポイント ì，，~

少、 4午前の器礎調賓時と比較して立3ポイントよ告加しており、経年的に矧t:!lj的な変化は

みられなかった。しかし、選 1回以上食べる人の割合は 2年前と比較して0.3ポイント、

4午前の基礎鵠査時と比較してはポイント減少し、経年的にわずかに減少する傾向がみ

られた。

(コホート ~IJ誌較)

壮年期群の乳製品の摂取頻度では、 1181'"'-'2食jがお入 (44.4九〉と最も多く、次

いで「週2'"'-'3回Jが49人 (27.2%入「器とんど食べ悲しVが27人(15.0弘〉の)1闘であった。

l日l食以上食べる人は82人 (45.5免〉でヰ害IJlよえよそ出め、 2年前と比較して lポイント

噌加、 4年前の基礎誕護持と比較して0.6ポイント減少しており、経年的に規則的な変化

はみられなかった。

前期高齢期群の乳製品の隈取頻度では、 11日1'"'-'2食Jが110人 (42.3%)と最も多く、

次いで日まとんど食べないJが何人 (21.2%)、「遇2'"'-'3[乳iが的人(18.8%)のi鎮であっ

l回以上金ベる人の議Ij合は、 2年前と比較して0.9ポイント、 4年前の基礎調査

時と比較して4.3ポイント減少し、経年的に減少する傾向がみられた。

後期高齢期群の乳製品の摂設額痩で誌、日日 1~ 2食jが81人(39.5%)と最も多く、

次いで「灘2'"'-'3屈jがヰヲ入 (23.9弘)，l'まとんど食べないJが38人(18.5%)の隈で、あっ

た。 i日 i設以上食べる人法84人 (41.0九〉で、 4割以上を占め、 2年前と比較して2.9ポイン

ト誠少、 ヰ年前の基礎調査時と比較して2.1ポイント増加しており、経年的に境問的な変

化法みられなかった。

〈図表 6 15) 
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図表ふ15 食事栄華摂取状況10(乳製品)
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0日 20% 40% 60% 80目 100% 

人数(割合)

1日3食 1日1""'2食 週 2""'3回 週1""'2回
ほとんど

合計
食べない

第 1回 0(0.0%) 83 (46.1%) 38 (21.1%) 28 (15.6%) 31 (17.2%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 3 ( 1.7%) 77 (42.8%) 50 (27.8%) 23 (12.8%) 27 (15.0%) 180 (100.0%) 

第 3回 2 ( 1.1%) 80 (44.4%) 49 (27.2%) 22 (12.2%) 27 (15.0%) 180 (100.0%) 

年齢コホト
第 1回 3 ( 1.1%) 111 (42.5%) 65 (24.9%) 38 (14.6%) 44 (16.9%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 3 ( 1.1 %) 116 (44.4%) 44 (16.9%) 45 (17.2%) 53 (20.3%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 2 ( 0.8%) 110 (42.3%) 49 (18.8%) 44 (16.9%) 55 (21.2%) 260 (100.0%) 

第 1回 2( 1.0%) 78 (37.9%) 54 (26.2%) 36 (17.5%) 36 (17.5%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 o ( 0.0%) 90 (43.9%) 49 (23.9%) 28 (13.7%) 38 (18.5%) 205 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 3 ( 1.5%) 81 (39.5%) 49 (23.9%) 34 (16.6%) 38 (18.5%) 205 (100.0%) 

第 1回 5 ( 0.8%) 272 (42.0%) 157 (24.3%) 102 (15.8%) 111 (17.2%) 647 (100.0%) 

全体 第2回 6 ( 0.9%) 283 (43.8%) 143 (22.1%) 96 (14.9%) 118 (18.3%) 646 (100.0%) 

第 3回 7 ( 1.1 %) 271 (42.0%) 147 (22.8%) 100 (15.5%) 120 (18.6%) 645 (100.0%) 

寸-
1
上



-食事・栄養摂取状況11(大E食品)

全体の 8割以上の人が 1日1食以上大E食品を摂取しており、経年的に規則的な変化

は見られない。しかし、週に 1回以上摂取する人は、わずかに減少傾向をみせている。

(全体の結果)

大lu〔食品の摂取頻度では、 r1 日 1~2 食」が482人(74.7%) と最も多く、次いで「週

2~31ü1J カ~67人(1 0.4%)、 r 1 日 3 食」カ~50人(7.8%) の順であった。 1 Iヨl食以卜.食

べる人は532人 (82.5%)で 8害IJ以上を占め、 2年前と比較して1.4ポイント11'刊日、 4{ドliij

のJrH挫調査時と比較して4.0ポイント減少しており、経年的に規則的な変化はみられなか-) 

た。また、週に 1I旦|以上食べる人は630人 (97.7%)であり、 2年前と比較して1.4ポイン卜、

4 {Iーザjijの基礎調査時と比較して 2ポイント減少しており、経年的にわずかに減少する傾|何

がみられた。

(コホート別比較)

壮年期群の大豆食品の摂取頻度では、 r1 日 1~2 食」が 139人 (77.2%) と最も多く、

次いで「週 2~3 回」が22人(1 2.2%) 、 r 1日3食」が12人 (6.7%)の順であった。 1日

l食以上食べる人は151人 (83.9%)で8害IJ以上を占め、 2年前と比較して 5ポイント増

加、 4年前の基礎調査時と比較して1.7ポイント減少しており、経年的に規則的な変化は

みられなかった。

前期高齢期群の大豆食品の摂取頻度では、 r1 日 1~2 食」が189人 (72.7%) と最も多

く、次いで「週 2~3 回」カ~27人(1 0.4%)、 r 1日3食」が21人 (8.1%)の順であった。

l日l食以上食べる人は210人 (80.8%)で約 8害IJを占め、 2年前と比較して0.8ポイント、

4年前の基礎調査時と比較して6.2ポイント減少しているなど、経年的に減少する傾向が

みられた。

後期高齢期群の大豆食品の摂取頻度では、 r1 日 1~2 食」が154人(75.1 %)と最も多

く、次いで「週 2~3 回」が 18人 (8.8%) 、 r 1日3食」が17人 (8.3%)の順であった。

l日l食以上食べる人は171人 (83.4%)で 8割以上を占め、 2年前と比較して0.9ポイン

ト増加、 4年前の基礎調査時と比較して3.5ポイント減少し、経年的に規則的な変化はみ

られなかった。

(図表 6-16) 
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臨濃ふ16 食事栄蓋摂取状況11(大車製品)

前
期

高
齢
期
群

部 n立261

n::261 

第3@]nコ260

l;::二(

性 第1閤 n=180

高 第2臨 n=180

群 第3@]n口 180
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高後第1自伊206
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議 第3閉 nロ205

ロ遼1-2@)

全
体

第1閤 n=647

第2儲 n::647

第3国 n=645

。発 10きも 20覧 30弘 40詫 50覧 60% 70出 80% 90% 100% 

人数{割合)

1日3食 I 1固い2食 灘 2--"'3@) 還1~2 @) I 
ほとんど

食べない
合計

第 1@) i 19 (10.6%) 135 (75.0%) 23 (12.8%) i 3 ( 1.7%) • 0(0.0%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2自 i 9 ( 5附 133詑日 28 (15.6%) 8 ( 4.4%) 2 ( 1九%) 180 (100.0%) 

第 3回 12 ( 6.7%引 139 22 (12.2%) 6 ( 3.3%) • 1 ( 0.6%) 180 (100.0%) 

章ホコト 第咽

23 ( 8.8%) 204ケ8.2%) 27 (10.3%) I 6 ( 2.3%) I 1 ( 0.4%) ! 261 (100.0%) 

高齢約期期群 第2呂 11 (ヰ.2%). 202 (77.4%) 32 (12.3%) i 14 ( 5.4%) ! 2 ( 0β%) 261 (100.0%) 

第 3@)! 21 ( 8λ%) 189 (72.7%) 27 (10.4%) I 叩(6.9%) 

改定詰
第 1@) 28 (13.6%) 151 (73.3%) 17 ( 8.3%) 9 ( 4.4%) 1 ( 0.5%) 

後期
第2回 l 21 (10.2%) I 149 (72.3%) 27 (13.1%) 7 ( 3.4%) 2 ( 1.0%) 

高郷期群
第 3回 17 ( 8.3%). 154 (75.1%) 18 ( 8.8%) 7 ( 3.4%) 9 ( 4.4%) • 205 (100.0%) 

|第オ回 70 (10.8%) 490 (75.7%) 67 (10 %下 2 (0.3%) 647 (100.0%) 

会イ本 |第2由 41 ( 6.3%) 484 (74.8%) I 87 (13.4%) i 2告(4.5%) 6 ( 0.9%) i 647 (100.0%) 

~結 3 図 50 ( 7.8%) 482 (74.7%) 67 (10.4%) 31 ( 4β%) • オ5( 2.3%) ! 645 (100β%) 

円
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聞食事・栄養援取状況12(線葉稔野菜)

約2割の入が毎食緑黄色野謀者接取しており、 11131'"'"'2食」を含めると、全体の 9

割の人が 1日1食以上親探佐野菜を金べている。しかし、経年的に見ると ζの割合はわ

ずかながら減少傾向にある。

{全体の結果)

お江主{与野菜の段取頻度では、 r1日1-----2食」が437人 (67.8%)と最も多く、次いで 1

11 3食j が140人 (21.79心、「週 2-----3回」が55人 (8.5%)の)1協であった。 1I I 1 会以 1'.

会べる人は577.人 (89.5%)で約 9割を占めており、 2均三前と沈較して1.4ポイント、 41r
lìíjの JI~{議議査時と比較して1.5ポイント減少しており、わずかながら経年的に VI主少する傾

liせがみられた。

(コホ…卜別比較)

壮年期群の様黄色野菜の畏取頻度で培、九日 1~2 食J が 125人 (69.4%)と最も多く、

次いで r1 日 3 食j が32人 07.8%)、「選 2~3 詔J が 19人 (10.6%) の )1韻であった。 1

日l食以上食べる人は157入 (87.29毛〉でヲ割近くを点め、 2年前と比較して0.5ポイント

増加、 4年前の基礎調査時と比較して1.1ポイント減少し、経年的な変色はみられなかっ

た。

前嬬高齢期群の縁黄色野菜のJ摂取頻度では、 r1日1-----2食jが174人訪日弘)と最も

多く、次いで r1 13 3食Jが57人 (21.9%)、「週2-----3回」が22人 (8.5%)の顕でおった。

i自 i食以上食べる人はおi人 (88.8%)で9富IJ近くを占め、 2年前と比較して1.6ポイン

i¥4年誌の基礎調査時と比較して4.3ポイント減少しているなど、経年的に減少する娯

向がみられた。

後期高齢期群の鰻黄色野菜の摂取頻度では、 rlBl~2 食J が138人 (67.3%) と最も

多く、次いで、 r1 B 3金Jが51入 (24.9弘〉、「遇2----3

1日1:食以上食べる人は18争入 (92.2弘〉でヲ軒以上を

ト減少、 4年前の基礎調査時と比較してし4ポイント

られながっ

6 -17) 
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が14人 (6.8%)の.111買であった。

2年前と比較して2.9ポイン

し、経年的に規則的な変化は見



図表6-17 食事栄華摂取状況12(緑黄色野菜)
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人数(割合)

1日3食 1 日 1~2 食 週 2~3 回 週1~2 回
ほとんど

合計
食べない

第 T回 36 (20.0%) 123 (68.3%) 20 (11.1%) 1 ( 0.6%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 32 (17.8%) 124 (68.9%) 22 (12.2%) 2 ( 1.1 %) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

第 3回 32 (17.8%) 125 (69.4%) 19 (10.6%) 4 ( 2.2%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

年齢 第 1回 57 (21.8%) 186 (71.3%) 15 ( 5.7%) 2 ( 0.8%) 1 ( 0.4%) 261 (100.0%) 

ホコト
前期

第2回 57 (21.8%) 179 (68.6%) 18 ( 6.9%) 5 ( 1.9%) 2 ( 0.8%) 261 (100.0%) 
高齢期群

第3回 57 (21.9%) 174 (66.9%) 22 ( 8.5%) 6 ( 2.3%) 1 ( 0.4%) 260 (100.0%) 

第 1回 70 (34.0%) 117 (56.8%) 17 ( 8.3%) 2 ( 1.0%) o ( 0.0%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 47 (22.8%) 149 (72.3%) 7 ( 3.4%) 2 ( 1.0%) 1 ( 0.5%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3回 51 (24.9%) 138 (67.3%) 14 ( 6.8%) 1 ( 0.5%) 1 ( 0.5%) 205 (100.0%) 

第 T回 163 (25.2%) 426 (65.8%) 52 ( 8.0%) 5 ( 0.8%) 1 ( 0.2%) 647 (100.0%) 

全体 第2回 136 (21.0%) 452 (69.9%) 47 ( 7.3%) 9 ( 1.4%) 3 ( 0.5%) 647 (100.0%) 

第 3回 140 (21.7%) 437 (67.8%) 55 ( 8.5%) 11 ( 1.7%) 2 ( 0.3%) 645 (100.0%) 
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間食事・栄縫隈取状i兄13(海藻)

約6議IJの人が 1器1食以上海藻を金べている。年齢群別に見ると、壮年期群及び前期

高齢期群では経年的記顕著なi題担額声が克己れるが、後期高齢期群での増加率は 1%に

満たないものである。

{全体の結果〉

海j壌の誤顎頻度では、 r1日1""'-' 21設」が378人 (58.6%) と最も多く、次いで「避 2~

.11ilIJが143入 (22.2免)、九日 3食Jr遡 1""'-'2回」が同数の55人 (8.5%)の)1訟であったけ

1 11 1.会以 1--食べる人は433人 (67.1%)で 7111j近くを占め、 2年前と比較して7.3ポイン

ト、 4{ì~11なの基礎調査時と比較して9.3ポイント地加しているなど、経ギi刊に増加する傾

向がみられた。

(コホート別比較)

壮年間群の海藻の摂取頻度では、 rlBI---2食jが107入 (5ヲ.4%)と最も多く、次い

で rJ周 2~3 回J が40人 (22.2%) 、「選 1---2 鰐j が21 人(11.7%) の )1讃であったの !日

l食以上食べる入試116入 (64.49も〉でる割以上を占め、 2年前と比較して11.6ポイント、

4年前の基礎調査時と比較して13.9ポイント増加している詮ど、経年的に増加する傾向が

みられた。

前期高齢期群の議藻の摂寂頻度では、 r1日!へ-2食Jが152人 (58.5%)と最も多く、

次いで f選2---3部jが54人 (20.8%)、r1日3食Jが24人 (9.2%)の摘で、あった。 lB

l金以上禽べる入は176入(己7.7%)で7害Ij近くを占め、 2年前と比較して9.8ポイント、

4 年前の基礎調議時と比較して 1 3. 3ポイント増加しているなど、経年I~信ζ増加するi項向が

みられた。

後期高齢期群のj毎糠の摂取頻度では、 r1 日 1~2 金j が 119人 (58.0免)と最も多く、

次いで「週 2---3凹Jが49人 (23.9弘)、 r1 B 3食J//，22入 00.7%)の)1債であった。 1

日1食以上食べる人は141人 (68.7%)で7割近くを占め、 2年前と詑較して0.2ポイント、

4年前の基礎調査時と比較して0.3ポイント増加しているが、経年的な変化はほとんどみ

られなかった。

(関表 6-18) 
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図表6・18 食事栄養摂取状況13(海藻)
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人数(割合)

1日3食 1 日 1~2 食 過 2~3 回 週1~2 回
ほとんど

合計
食べない

第 1回 12 ( 6.7%) 78 (43.8%) 61 (34.3%) 20 (11.2%) 7 ( 3.9%) 178 (100.0%) 

壮年期群 第2回 5 (2.8%) 90 (50.0%) 55 (30.6%) 20 (11.1%) 10 ( 5.6%) 180 (100.0%) 

第 3回 9 ( 5.0%) 107 (59.4%) 40 (22.2%) 21 (11.7%) 3 ( 1.7%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 12 ( 4.6%) 130 (49.8%) 83 (31.8%) 32 (12.3%) 4 ( 1.5%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 7 (2.7%) 144 (55.2%) 77 (29.5%) 27 (10.3%) 6 ( 2.3%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 24 ( 9.2%) 152 (58.5%) 54 (20.8%) 21 ( 8.1%) 9 ( 3.5%) 260 (100.0%) 

第 1回 27 (13.1%) 114 (55.3%) 53 (25.7%) 12 ( 5.8%) 0(0.0%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 15 ( 7.3%) 126 (61.2%) 44 (21.4%) 19 ( 9.2%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 22 (10.7%) 119 (58.0%) 49 (23.9%) 13 ( 6.3%) 2 ( 1.0%) 205 (100.0%) 

第 1回 51 ( 7.9%) 322 (49.9%) 197 (30.5%) 64 ( 9.9%) 11 ( 1.7%) 645 (100.0%) 

全体 第2回 27 ( 4.2%) 360 (55.6%) 176 (27.2%) 66 (10.2%) 18 ( 2.8%) 647 (100.0%) 

第 3回 55 ( 8.5%) 378 (58.6%) 143 (22.2%) 55 ( 8.5%) 14 ( 2.2%) 645 (100.0%) 
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蝿食事・栄養摂取状況14(いも類)

約 7裂の入が 1日 1食以上いも競を食べており、経年的民見ると全体としては増加額

向にある。また、 ζの結合を年齢群自に見ると、壮年期群及び後期高齢期群では経年的に

増加轍向が兇られるが、話題高齢期群で、は議少傾向がみられる。

(食休の綿織)

いも矧の隈取頼度では、 1181~2 金j が474人 (73.5%) 多く、次いで「週 2

3 FilJ 94人 04.6%)、11日3食J49入 (7.6銘)の鎮であった。 1I守i食以上食べる人

は人 (8 1.1%)で 8 害1]を超えており、 2 年前と辻較して iユポイント、 4 午前の JI~j盗品j

A:II与と比較して2.3ポイント増加しているなど、経年的にやや場却する{頃向がみられた。

{コホート別比較)

ü年期群のいも類の摂取頼度で、は、 11 日 1~2 食J が127人(70.69毛〉と最も多く、次

いで「遅2~ 3 IEIJ 33人 08.3%) 、 11 日 3 食JI澗 1~2 回」が同数の10人 (5.6%)

であった。 18 1食以上金べる人は137人 (76.2%)で 7割以上を占め、 2年前と辻較し

て2.9ポイント、 4年揺の基礎調査時と比較して9.5ポイント増加しているなど、経年的に

増加する額向がみもれた。

前期高齢期群のいも郊の接取額疫で誌、 11 El l~2 食j が 191 人 (73.5%) と最も多く、

次いで、「週 2"-'3問J40人(15.4%)、 r1自3金J17人 (6.5%)の!闘であった。 1日l

以上食べる人は208人 (80.0%)で 8蓄1]を占め、 2年前と比較して0.4ポイント、 4年前の

基礎調査[:1寺と比較して4.7ポイント減少しているなど、経年長引こ減少する傾向がみられた。

後期高齢期群のいも類の摂取頻度では、 1181"-'2食jが156人 (76.1拡)と最も多く、

次いで日日 3食J22人 00.7%)、「週 2~3 詔J 21人 00.2%)のj壌であった。 1日 i

ちれた。

人は178人 (86.8%)で 9割近くを占め、 2年前と比較して1.8ポイント、 4

と比較して4.8ポイント増加しているなど、経年的に増加する傾向がみ

る-1の
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食事栄養撲取状況14品、も類)

全
体

ロ遜1-2臨

富田ほとんど食べ
ない

書11B 1-2食

ロ逮2-3密

ロ1B3金

i 圃・盟国圃園田園田園田畑 畑 園 田 園 田 園 田 園 田 園 16.1詫 I I 

第1@]n=180 

第2包 n=180

第3冨 n=180

第1@] n=261 

第2@]n=261 

第3@]n=260 

第1@]n=206 

第2部 n=206

第3間 n=205

第1田 n口647

第Z回 nコ647

第3悶 n=645

醤表6-19

前
期

高
齢
期
群

後
期

高
齢
期
群

壮
年
期
群

-圃-ー・圃圃園田."慰留E ・E・-圃園田園. 14.6覧 II 

100% 80発60ちも40覧20詫。%

人数(割合)

遡1'"2図

6 ( 3.3%) 

11 ( 6.1%) 

10 ( 5.6%) 

9 ( 3.4%) 

7 ( 2.7%) 

11 ( 4.2%) 

7 ( 3司4%)
山甲山町一一一一-+
5 ( 2.4%) • 

4 ( 2.0%) • 

22 ( 3.4%) 

23 ( 3.6%) 

25 ( 3θ%) 
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108 (60.0%) 

28 (71.1%) 

徐容 (76.2%)

ゆ 1(73.5%) 

148 (71.8%) 

152 (73.8%) 

156 (76.1%) • 

458 (70β%) • 

4乃 (74.0%)I 

474 (73.5%) 

1日3食

12 ( 6.7%) 

ヰ(2.2% 

10 ( 5β% 

1号(7.3% 

れ{ヰー2%)• 

17 ( 6.5%) • 
蜘
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52 ( 8.0%) 
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-食事・栄養摂取状況15(果物)

約 6剖の人が 1日に 1食以上果物を摂取しているが、 1日1食以上食べる人は経年的

に減少傾向にある。年齢群別に見ると、壮年期群及び、前期高齢期群においては経年的に

規則的な変化は見られないが、後期高齢期群では 1日1食以上食べる人の割合が減少傾

向にある。

(全体の結果)

~物の摂取頻度では、 r 1日1"'2食」が377人 (58.4%)と最も多く、次いで rJH!j2 ~ 

3 1111Jが152人 (23.6%)、「週 1"'2回」が72人(11.2%)の順であった。 111 1食以卜.食

べる人は3り8人 (61.7%)で約 6ililJを占め、 2年前と比較して9.5ポイント、 4iflìíjU)J ， ~lëtd 

，jj{iJdll、?と比11喧して11.5ポイント減少しているなど、経年的に減少する傾向がみられた。

(コホート別比較)

:j-J夕刊tfJ群の果物の摂取頻度で、は、 r1 日 1~2 食」が109人 (60.6%) と最も多く、次い

で「週 2"'3 回」カ'36人 (20.0%)、「週 1~2 回」が24人(1 3.3%)の順であった。 1 1三|

l食以上食べる人は114人 (63.4%)で 6割強を占め、 2年前と比較して9.9ポイント、 4

年前の基礎調査時と比較して7.2ポイント減少しているが、経年的に規則的な変化はみら

れなかった。

前期高齢期群の果物の摂取頻度では、 r1日 1"'2食」が147人 (56.5%)と最も多く、

次いで「週 2"'3 回」が69人 (26.5%) 、「週 1~2 回」が25人 (9.6%) の)1闘であった。 1

日l食以上食べる人は155人 (59.6%)で約 6割を占めており、 2年前と比較して13.5ポ

イント、 4年前の基礎調査時と比較して10.5ポイント減少しているが、経年的に規則的な

変化はみられなかった。

後期高齢期群の果物の摂取頻度では、 r1 日 1~2 食」が121人 (59.0%) と最も多く、

次いで「週 2~3 回」が47人 (22.9%)、「週 1~2 回」が23人 0 1.2%)の順であった。

l日l食以上食べる人は129人 (62.9%)で6割強を占め、 2年前と比較して4.1ポイント、

4年前の基礎調査時と比[I[交して16.6ポイント減少しているなど、経年的に減少する傾向が

みられた。

(図表 6-20) 
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醤表6-20 食事栄議摂取状況15(果物)

壮第1悶 n出 180

2; 第2回 n=180

詳 第3邸内口180

高前第1躍が261
齢期
甘咽 第Z郡河口261

詳 第3U器内コ260

| 圃圃圃圃圃圃圃圃園田.;t.渇磁・-・E ・-圃圃-器3詫 17.8覧量

i ーー語轟磁圃・圃E ・E ・. 17.8詫 16，7%. 

i-・E ・紅領倣冒園圃圃圃圃圃圃圃. 20.0気 I 13.3覧 . 

念
体

第1@]炉 646

第2@]n=647 

第3困 n=645

li:::二l
高後第1@] n=205 
齢期
明第2包 ηヱ206

語第3@]n=205 

|口遡2-3姐

。遡1-2詔

滋ほとんど食べ
ない

0弘 20% 40粍 60潟 80% 100% 

人数(割合)

1 B 3食 1B1-2itl ~2-3 思 選1-2@]
ほとんど

合計
食べない

第 1思 7 ( 3.9%) i 120 (66.7%) i 33 (18.3%) 14 ( 7.8%) 6 ( 3.3%) 180 (100.0%) 

壮年期群 m2回 11 ( 6.1%) 121 (67.2%引 32 (17.8%) 12 ( 6.7%) i 4 ( 2.2%) 180 (100.0%) 

5 ( 2.8%) I 109 (60.6%) • 36 (20.0%) 24 (13.3%) 6 ( 3.3%) 180 (100.0'1も〉

!第 1@] 11 ( 4.2%上 172(65.9%) 54 (20.7%) ! 16 ( 6.1%) 8 ( 3.1%) 261 (100.0%) 

喜?コ卜 醐銅一Ij~鵬 第2回 10 ( 3.8%) 181 (69.3%) 45 (17.2%) I 16 ( 6.1%) i 9 (3.4%) 261 (100.0%) 

第 3回; 8 ( 3.1%) 147 (56.5%) i 69 (26.5%) 25 ( 9.6%) 11 ( 4.2%) • 260 (100.0ちも〉

第 1回; 22 (10.7%) 141 (68.8%) 29 (14.1%) i 7 ( 3.4%) 6 ( 2.9%) i 205 (100.0%) 

;高後齢期英語群 第2回 3 ( 1.5%) 135 (65.5%) 41 (19.9%) 19 ( 9.2%) 8 ( 3.9%下 206(100.0%) 

第 3矧 8 ( 3.9%) 121 (59.0%) 47 (22.9%) 23 (11.2%) 6 ( 2.9%) 205 (1000%) 

第 1問 i 40 ( 6.2%) 433 (67.0%) 116 (18 仁三(3.1%) 醐 (100.0%)

全体 24 ( 3.7%) 437 (67.5%) 118 (18 ( 3.2%) I 647 (100.0%) 

第3凹 21 ( 3.3%) 377 (58.4%) 152 (23β%) 72 (11.2%) i 23 (3.6%) 645 (100.0%) 
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顕食事・栄養摂取状況16(油脂類)

全体の結集を見ると、 1日1食以上油脂矧を食べる人の割合は約 2部でおワ、経年的

に増加穣向にある。一方、ほとんど食べない人の割合も経年的に増加傾島を訴しておザ、

持徴的な経追をたどっている。

(全体の結果)

YIIIII円安l'iの摂寂頻度では、「選 2---3 自J が1犯人 (30.7%) と最も多く、次いで「週 1~

2 lirlJが177人 (27.4%)、れまとんど金べないJ7J)141人 (21.9%)の暇であったり 1 I三I1 

食以卜.食べる人は129人 (20.0%)で2寄せ軽度であるが、 2年誌と比較して2.5ポイント、

4 W!'iijのi山政調査UHと比較して6.9ポイント培揺し、経年的記増加する傾向がみられた i

.}j、ほとんど食べない人も141人 (21.9%)と2年前と比較して5.4ポイント、 4{Iミ前の

J，H遊説ttn，'fと比較して10.3ポイント噌加し、経年的に増加する傾向がみられた。

(コホート担比較〉

壮年期群の治指類の摂取頻度では、「週2---3間Jが66人(36.7%)と最も多く、次い

で「週 1---2鵠jが将人 (2丘7弘〉、 r1日1----2食jが人 09.4%)の，11闘であった。 1

日l食以上食べる人は詩人 (20.0弘〉で2割程変であるが、 2年前及び4年前の基礎調査

時と比較して6.7ポイント増加しており、 2年前から今問調議時にかけての 2年間で増加

した結県となった。

前期高齢期群の油脂類の摂取頗度では、 1---2自jが80人(30.8%)と最も多く、

次いで ri援2-----3回Jが66人 (25.4%)、「ほとんど金べないjが白人 (24.2弘〉の)1壊であっ

i記 l金以上金べる人は51人Cl9.6%)で2制弱であるが、 2年前と比較して三ラポイン

ト、ヰ年前の基礎誤査時と比較して5.4ポイント増加しており、経年的に増加する横向が

みられた。また、誌とんど食べない人も63人 (24.2%)と2年前と比較して 7ポイント、

4年前の基礎讃査時と比較して10.8ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみら

れた。

後期高齢期群の油脂類の撰眼頻護では、 f選 2'"'-'3 @]Jが“人(32.2%)と最も多く、

次いで「週 1""'2回Jが49人 (23.9%)、日まとんど食べないjが48人 (23.4%)のJI演であっ

た。 1日i食以上食べる人は42人 (20.5%)で2割程度であるが、 2年寄iJと比較すると2.8

示イント、 4年前の碁礎調査時と比較して8.9ポイント増加していた。また、誌とんど金

べない入試48人 (23.4%)であり、 2年前と比較して8.4ポイント、ヰ年誌の基礎譲査時と

比較してヲ.8ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみられたむ

(密表 6-21) 
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図表ら21 食事栄養摂取状況16(油指類)

全
体

第1回 n=647

第2回 nニ647

第3回 n=645

口1日3食

壮年期群

第1回 n=180

第2回 n=180

第3回 n=180

高齢期群期前 第1回 n=261
第2回 n=261

第3回 n=260

高齢期群後期 第1回 n司 06
第2回円=206

第3回 n=205

.1 日 1~2食

口週2~3回

口週1~2回

圃ほとんど食べな
い

日目 10% 20% 3日目 4日目 50% 6日目 70% 80叩 90目 100% 

人数(割合)

1日3食 1日1~2 食 週 2~3 田 週1~2 回
ほとんど

合計
食べない

第 1回 4 ( 2.2%) 20 (11.1%) 77 (42.8%) 67 (37.2%) 12 ( 6.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 0(0.0%) 24 (13.3%) 69 (38.3%) 56 (31.1%) 31 (17.2%) 180 (100.0%) 

第 3回 1 ( 0.6%) 35 (19.4%) 66 (36.7%) 48 (26.7%) 30 (16.7%) 180 (100.0%) 

年齢ホコ卜
第 1回 2 ( 0.8%) 35 (13.4%) 100 (38.3%) 89 (34.1%) 35 (13.4%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 o ( 0.0%) 41 (15.7%) 94 (36.0%) 81 (31.0%) 45 (17.2%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 4 ( 1.5%) 47 (18.1%) 66 (25.4%) 80 (30.8%) 63 (24.2%) 260 (100.0%) 

第 1回 5 ( 2.4%) 19 ( 9.2%) 88 (42.7%) 66 (32.0%) 28 (13.6%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 0(0.0%) 48 (23.3%) 67 (32.5%) 60 (29.1%) 31 (15.0%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 2 ( 1.0%) 40 (19.5%) 66 (32.2%) 49 (23.9%) 48 (23.4%) 205 (100.0%) 

第 T回 竹(1.7%) 74 (竹 4%) 265 (41.0%) 222 (34.3%) 75 (11.6%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 0(0.0%) 113 (17.5%) 230 (35.5%) 197 (30.4%) 107 (16.5%) 647 (100.0%) 

第 3回 7 ( 1.1%) 122 (18.9%) 198 (30.7%) 177 (27.4%) 141 (21.9%) 645 (100.0%) 

ハ
同
ノ
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圃食事の中心

全体の約 5害IJの人が魚中心、 2割の人が野菜を中心にした食生活を送っているが、経

年的に見るといずれも減少傾向を示している。一方、「魚と野菜」を中心に食べる人が 2

年前から今回調査時にかけて増加している。

(全体の結果)

食r;-(の巾心となるものは何かという質問に対しては、「魚料理を中心に食べるJO'，ZF，

I f.uJ)との回答が339人 (52.4%)と最も多く、次いで「野菜料理をrl'心に食べるJ(以 1':、

「町葉J) が 146人 (22.6%) 、「魚料理と野菜料Jfllの両方を中心に食べるJ(以下、「魚・ ~!y菜 1)

が105人 06.2%)という)1闘であった。経年変化を見ると、「魚」が 2年前と比較して5.7;g

イント、 4年前の基礎調査時と比較して8.2ポイント減少しており、経年的に減少する似

ji'Jがはられた。また、「野菜」の回答も 2年前と比較して7.8ポイント、 4年前の基礎調白

11与と比'Ii交して6.3ポイント減少しており、 4年前から 2年前までの 2年間で微増している

ものの、今回調査時にかけて比較的大きな減少が見られた。一方、「魚・野菜」の回答が

2年前と比較して12.6ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して9.9ポイント増加してお

り、「野菜」と対照的な結果となった。

(コホー卜別比較)

壮年期群では、「魚」の回答が98人 (54.4%)と最も多く、次いで「野菜」が34人

08.9%)、「魚・野菜」が26人 04.4%)の順であった。経年変化を見ると、「魚」が 2年

前及び、 4年前の基礎調査時と比較して8.9ポイント、同様に「野菜」が10ポイント減少

しており、 2年前から今回調査時にかけての減少が顕著であった。一方、「魚・野菜」の

回答では 2年前と比較して11.1ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して11.6ポイント増

加しており、経年的な増加する傾向が見られた。

前期高齢期群では、「魚」の回答が137人 (52.5%)と最も多く、次いで「野菜」が58人

(22.2%)、「魚・野菜」カ'146人 07.6%)の順で、あった。経年変化を見ると、全体の動向と

類似しており、「魚」が一貫して減少する傾向を示し、「野菜」は 2年前から今回調査時に

かけて減少、「魚・野菜」は増加が顕著だった。

後期高齢期群では、「魚」の回答が104人 (50.5%)と最も多く、次いで「野菜」が54人

(26.2%)、「魚・野菜」が33人 06.0%)の順で、あった。経年変化を見ると、「魚」が 2年

前から今回調査時にかけて減少し、「魚・野菜」は 2年前から今回調査時にかけて増加し

ていた。

(図表 6-22) 
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関表6-22 食事の中心

第1@] n=180 

第2醤炉180

第3国 n=180

高前第1周 n=261

艶期第2回 nコ261

詳第3聞叫61

嘉後
齢期
鶏
群

〈第1路 n=647

葎空唱 n=647
nヱ647

0% 20弘 60務 80% 

人数(割合)

40% 

}

決

ハ

M

h
J

ノ
¥

Z

M

よ

中

川

匂

ス

一

家

中

ン

努

菜

事

ラ

3

野

食

パ

ゑ

ロ

ロ

蛋

100% 

魚中心の 肉中心の |野菜中心の バランス 魚・野菜
その他 ( 合計

食考察 食事 食事 ょく 中心

:2喜?毘 114(63.3%) 0(0.0%) 52 (28.9%) 6 ( 3.3%) 5 ( 2.8%) 3 (1.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群第2回 114 (63.3%) 2 ( 1.1%)1 52 (28.9%) 6 ( 3.3%) 1 6 (3.3%) 。(0.0%) 180 (100.0%) 

第3自 98 (54.4%) 1 3 (1.7%)1 34 (18.9%) 16 ( 8.9%) 26 (14.4%) 3(178%%引)!180(100D%) 

年齢ホコト
|第 1田 163 (62.5%)' 2 ( 0.8%) 70 (26.8%) 6 ( 2.3%) 18 ( 6.9%) 2 ( 0‘ 261 (100.0%) 

高齢前期期群 第2凹 147 (56.3%) 6 ( 2.3%) 78 (29.9%) 1 17 ( 6.5%) 1 11 ( 4.2%) 2 ( 0.8%) 261 (100.0%) 

l第3回 137 (52.5%) I 3 ( 1.1%) 58 (22.2対 17 ( 6.5%) 46 れ7.6ちも} む(0.0%) 261 (100.0%) 

第?隠 竹5(55β%)1 3 ( 1.5%) 65 (31.6%) 1 5 ( 2.4%) 18 ( 8.7%) 1 合(0.0%) 206 (10色合%)1

高後齢期期群 第 2回 115 (55β%) 6 ( 2.9%) 67 (32.5%) 1 11 ( 5.3%) 6 ( 2.9%) 1 ( 0.5%) 1 206 (100.0%) 

第 31!!] 104 (50.5%) 2 ( 1.0%) 54 (26.2%) 1 12 ( 5.8%) 33 (16.0%) 1 (0.5%) 206 (1む0.0%)

第?殴 392(60.6%) I 5 ( 0.8%) 187 (28.9%) 17 ( 2.6%) 41 (6.3%) 5 (0.8%) 647 (100.0%) 

全体 第2自 376(58.1%) 14 ( 2.2%) 197 (30.4%) 1 34 ( 5.3%) 23 ( 3.6%) 3 ( 0.5%) I 647 (100.0%) 

賀~3 隠 339 (52.4%) 8 ( 1.2%) 146 (22.6%) 45 ( 7.0%) 105 (16.2%) 4 ( 0.6%) 647 (100.0%) 



7.予防因子等

量飲酒溜慎

欽還しない人は全体の 6割以上であり、年齢が高い群沼ど多い。逆に懇話飲酒する入

は2割賜だが、年齢の高い群ほど歩ない。 4人tL:1入は、 2"-'38に 1翻訳上飲酒して

いるが、飲酒する入拡経年的にわずがに減少している。

{全体(J)結接〉

f虫剤汗悦とその頻度に|喝しでは、「飲まないJ の回答が403入 (62.3弘〉と iえも~く、 6

;iiijを超えていた。次に多いのが rtまぼ部日j の11ヲ入(18.4%)と 2割弱なrliめていたハ

1!T I I ~~1!有する人は、壮年間群で 2 Wljを超えてMも多く、年齢の，rljい群ほど少ないといろ車111

~であった。また得自飲酒する入試 2 年前と比較して2.6ポイント、 4 年前の基礎五時宜11，'J' 

と辻較してよるポイント減少しており、経年的にわずかに減少していた。 2~3 告に 1 IfIl 

以 1--飲11当する人は159人 (24.6%)と4分の 1にあたる人たち

ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して2.5ポイント減少し

減少していた。

〔コホ…ト1.lIJ詑較)

ち、 2年前と比較して2.1

り、経年的にわずかに

壮年期群の飲酒に関しては、「飲まないjのITII警が99人 (55.0%)と最も多く、半数社

超えていた。次に多いのが口ま語、毎日jの42人 (23.3%)と約4分の!な占めてし

日鉄j題する入の経年的主変イヒ詰ほとんどみられないが、 2~3 日に l 間飲酒する人誌、 2

年訴と比較して2.8ポイント、 4年前の棋礎調査[1寺と比較して4.1ポイント減少しており、

経年的にわずかに減少していた。

前期高齢期群の欽濯に関しては、 f欽まないjの回答が154人 (59.0%)と最も多く、 6

割近くを占めていた。次に多いのが「ほぽ侮日Jの50人(I9.2%)であり、 2害iJ弱そ占め

ていた。毎日飲酒する人は、 2年前と比較して3.4ポイント、 4年記の基礎調査時と比較

して5.1 ポイント減少しており、 2~3 日に i 部数潜する入も、 2 年前と比較して2.2ポイン

ト、 4年前の慕礎調査時と比較してし6ポイント滅タしているなど、経年的にわずかに減

少していた。

後期高齢期群の飲酒に関しでは、「童文まえ主いjの回答が:詩人 (72.8%)と最も多く、 7 

制者超えていた。次に多いのが rtまぽ毎日jの27人(13.1%)であり、 l害IJ強を占めていた。

E歌謡する入辻、 2年前と比較して2.9ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して3.9ポ

イント減少しており、 2~3 自に l 回飲酒する人も、 2 年前と比較して1.5ポイント、 4

年前の基礎調査時と比較して2.5ポイント減少しているなど、経年斡にわずかに減少して

いた。

7 -1 ) 
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図表7-1 飲酒習慣
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ほぼ毎日 週 2~3 回 週 1回程度 週 1回未満 飲まない 合計

第 1回 44 (24.6%) 14 ( 7.8%) 6 ( 3.4%) 23 (12.8%) 92 (51.4%) 179 (100.0%) 

壮年期群 第2回 44 (24.4%) 12 ( 6.7%) 竹(6.1%) 12 ( 6.7%) 101 (56.1 %) 180 (100.0%) 

第3回 42 (23.3%) 9 ( 5.0%) 18 (10.0%) 12 ( 6.7%) 99 (55.0%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 63 (24.3%) 11 ( 4.2%) 11 ( 4.2%) 20 ( 7.7%) 154 (59.5%) 259 (100.0%) 

前期
第2回 59 (22.6%) 17 ( 6.5%) 9 ( 3.4%) 14 ( 5.4%) 162 (62.1%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第3回 50 (19.2%) 20 ( 7.7%) 17 ( 6.5%) 20 ( 7.7%) 154 (59.0%) 261 (100.0%) 

第 1回 35 (17.0%) 8 ( 3.9%) 8 ( 3.9%) 18 ( 8.7%) 137 (66.5%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 33 (16.0%) 8 ( 3.9%) 2 ( 1.0%) 14 ( 6.8%) 149 (72.3%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3回 27 (13.1%) 竹(5.3%) 9 ( 4.4%) 9 ( 4.4%) 150 (72.8%) 206 (100.0%) 

第 1巨| 142 (22.0%) 33 ( 5.1%) 25 ( 3.9%) 61 ( 9.5%) 383 (59.5%) 644 (100.0%) 

全体 第2回 136 (21.0%) 37 ( 5.7%) 22 ( 3.4%) 40 ( 6.2%) 412 (63.7%) 647 (100.0%) 

第 3回 119 (18.4%) 40 ( 6.2%) 44 ( 6.8%) 41 ( 6.3%) 403 (62.3%) 647 (100.0%) 



糠喫建習環

喫捜率は対象者全体の 9%であり、年齢が高い群法ど少ない。もともと吸わない人は

7艶程度、以前吸っていたがやめた人は 2割弱である。嘆彊する人はわずかで;まあるが

経年的民減少してきでいる。

(全体の細線)

l関州ji明白とその頻壊に関して誌、 f吸わないjの回答が466人 (72.0%)、「以riijlVえってい

たがやめたjが123人仕立G免〉であり、ヲ割以上の人は喫煙.していないという結!誌であ.) 

た。 I喫煙する入は詩人〈争点%)であり、年齢の高い桝ほど喫煙者は少ないという結

あったの喫鰭議は 2年前と比較して 2ポイント、 4年前の器礎調査時と比較してヰポl'ン

同長コており、経年的にわずかに減少しているという た。

{コホート別.比較)

壮年期群の喫煙溜慣とその頻度に関しては、 f吸わないj 126人(70.0%)、「以

前吸っていたがやめたJが知人 Gる.1九〉であち、 8割以上の人は喫煙していないという

結果であった。喫煙する人はお人 03.9弘〉であり、イ告の 2群に比べるとやや多いという

結果であった。喫理者誌 2年訴と比較して2ユポイント、 4年前の謀略調査時と比較して6.2

ポイント減っており、経年的にわずかに減少しているという結果であった。

前期高齢期群の喫煙習慎とその顔度に関しては、「吸わないJの回答がi犯人 (72.8免〉、

f以説吸っていたがや持たJが51人 09.5%)であり、 9割以上の人は模;壊していないと

いう結果であった。喫煙する人は20人 (7.7%)であり、 2年前と比較して1.9ポイント、

4年齢の基礎調査時と比較して3.8ポイント減っており、経年的にわずかに減φしている

という
。

たつ

後期高齢期群の幌J煙習彊とそち頻度に関して誌、「吸わえ主いJの回答が150人 (72.8%)、

「以前吸っていたがやめたjがお人 (20.号先〉であり、ヲ割以上の人は喫惜していないと

いう結果であった。喫揮する人法13入信3九)であり、 2年前と比較して 2ポイント、

4年前の基礎額資持と比較して2.4ポイント減っており、経年的にわずかに減少している

という結果で、あっ

(図表 7-2) 
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圃喫煙者の喫煙本数

対象者全体の 9%である喫煙者の喫煙本数は 8剖が20本以下であり、約半数は10本か

ら20本程度吸っている。全体の 3割は10本以下であり、 2割は20本以上のヘビースモー

力ーである。また喫煙本数は年齢が高い群ほど少ない。

(全体の結果)

IIJ/i州'Ui"υ)I 11の同町本数に|日|しては、 120本以下」が47人 (81.0%)と8'，'(1]をI1担えており、

そのう九 110本以 1'"Iと問答した人は 18人 01，0%) と37j|lを超えていたり 10木、 2()本1:'I! 

II~υ) 刈よ 2l) 人( ~().() qら)と、 1':数であり、 20 本以卜~U)ヘピースモーカーは11人 (Il).()"，，)と

2 '，';IH'I!}立でι仏ν)/こ I()本lスド(})人は、 2 11: liUと.lt'li交して 1.4ポイント、 4生ドliijυ)Jlll;~"I"，I ，"r 

II ，'J と|じ 'Ii'~ して3.7* í ン卜 l円えており、料イド I'i'~にわず、かに増えていた。一方204三以 Iu)- 、

ピースモーゾjーでは、 11ιった経年的な変化はみられなかった。

(コホート別比較)

壮年時l群の喫煙者の l日の喫煙本数に閲しては、 120本以下」が18人 (72.0%) と8富1]

を起えており、そのうち 110本以下」と回答した人は 6人 (24.0%) と約 4分の lを占め

ていた。 10本~20本程度の人は 15人 (60 ，0%) と 6 百1]を占めており、 20本以上のヘピース

モーカーは 7人 (28.0%)と3ilfl]弱程度であったり

前tlf:J高齢JUW下のI喫煙者の 11=:1の喫煙本数に|則しては、 120本以下」が17人(幻，0%) と

り制弱であり、そのうち 110本以下」と|亘|答した人は 6 人 00.0%) と 3 富1] を，~iめていた。

10本~20本純度の人は 1 1人 (55.5%)と半数を超えており、 20本lY.卜.のヘピースモーカー

は3人(15.0%)と2割以|ごであった。

後期高齢期群の喫煙者の l日の喫煙本数に関しては、 120本以下」が12人 (92.3%) と

9害1]を超えており、そのうち 110本以下」と回答した人は 6人 (46.2%)と 4割を超えて

いた。 10本~20本程度の人は 6 人 (46.2%) と 4 割を超えており、 20本以上のヘピースモー

カーは l人(7，7%)とl割以下であった。

(図表 7-3) 
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霞表7-3 喫煙者の鴫煙本数
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園健践のために行っていること

鑓康のために行うととで最も多いの誌、関慈や運動、文化的な趣味に代線合れる「余暇

活動j に関するものであり、 8割以上が髄農のため託穣謹的な余蝦活動在日っており、こ

の績向は年齢の高い群ほど多い。また余暇活動以デトで誌、生活スヲイルに気をつけること

や、バランスのよい食事に心がけている人も多い。

(全体の結果〉

fill伐のためによいと患むれることを舟かしているかという質問は、組数1111持であるが、

問中や外出、家庭菜富、グランドゴルフ、ゲートボール、体操、郷附、ヨガ、読ii?、Fi: 
どの 1~llr計百回IJJ が552人 (85.3%)と誌も多く、 s 揺を超えていた。 2 番目に多いのは、

出勤をする、平沼rfI.起き、よく眠る、墨寝する、引きこもらないで、行事等に参加するなど

のド七日スタイル」の90人(13.9%)であり、 3番目に多いのは、バランスの長い食事、

二食きちんと食べる、食べi脱会f、ない、カロリーに気遣う、間食しないなどの「食事」の

入 (13.4九〉という結果であった。 4番目に多いのは、仕事や家事などで棒をlj}Jかすなど

の「仕事Jの話人 (7.1祐〉、 5番目に多いのは、ストレスそためない、楽しく馨らす、

るく暮らすなどの f精神間Jの6人 (0.9%)という細身さであった。全悼として最も少かっ

た「余暇活動Jは、 j議去2罷の罷査でもすべての年齢群において最も多く、持Jふ!-!.::t:::鮎よ宅街

い群ほど余暇活動に心がけているという結果であった。

(コホート別比較)

壮年期群T健牒のために行っていること

であり、次いで、「食事」が28人(I5.6%)、

であっ

多いの誌「余暇活動Jの123人 (68.3%) 

タイJ¥.;Jがお入(14.4弘)という結果

高齢期群で健衰のために行っていることで最も多いのは

(87.7%)であり、次いで「生活スタイJ¥.;Jが詩人 04.6%)、

いう結果で、あった。

の229入

が34人(13忠弘) と

後期高齢期群で健康のために行っていることで最も多いのは「余暇活動」の200人

(97.1弘〉であり、地の 2群に比べて最も多かった。次いで多いのが f生活スタイル」の

詩人 02.6弘〉、「金事Jの25人(12.1%)という結果で‘あった。

〈罷表 7-4) 
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健康のためにおとなっていること
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回答数(回答者数に占める割合)

余綴滋霊訪 務袴葱 !生活ス 食事 (家仕纂事含む) I 叫」臨者数

3彰?沼欄・・ 130 (72，2%) I 合(0.0%) 刊(6.1%) 9 ( 5，0%) 19 (10，6%) I 49 (27，2%) • 180 

壮年期群第2包 15き(88.3%)I 1 ( 0.6%) 23 (12β%) 21 (11.7%) I 21 (11.7%) 39 (21.7%) 180 

;第 3@] I 123 (68.3%) ! 0(0.0%) 26 (14.4%)! 28 (15.6%) 14 ( 7.8%) 39 (21.7%) 180 

年齢 ;第 T包 203 (77.8%下 合(0.0%) 15 ( 5.7%) I 17 ( 6.5%) i 37 (14.2%) 62 (23.8%) 261 

ホコト
話題

第 2@] 240 (92.0%) 4 ( 1.5%) 29 (11引 20 ( 7.7%) • 42 (16.1%) 57 (21.8%). 261 
高鈴懸群

第 3包 229 (87.7%) 5 ( 1.9%) 38 (14.6 34 (13.0%) 18 ( 6.9%) 49 (18.8%出 261 

第 1@] 196 (95.1%) 1 ( 0，5%) I 9 ( 4.4%)! 10 (4.9%) 20 ( 9，7%) 36 (17，5%) I 206 
後期

第 2田 お5(114.1%) 2 ( 1，0%) 13 ( 6，3%)! 26 (12.6%) 15 ( 7.3%)! 30 (14.6%) I 206 
;高齢期群

第 3田 200 (97.1%) 1 ( 0.5%)1 26 (12.6%) 25 (12.1%) 14 ( 6.8%)! 47 (22.8ちも)! 206 

第 1回 529 (81.8%) 
T(02?%%))! l 

35 ( 5.4%) 36 ( 5.6%) 76 (11.7%) 147 (22.7%) ! 647 

全体 第 2白 634(98.0%) 7 ( 1. 65 (1む.0%) 67 (10.4%上 78 (12九%) 126 (1な5%). 647 

第 3回 552(85.3%) 6 ( 0.9%) 90 (13.9%) I 87 (13.4%) 4告(7.1%) 135 (20.9%) 647 
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贋鍵震のために行っている運動

半数以上の人は鑓農のために嬉自運動を行っており、特に後期高齢期群で多い。一方

3人に 1入試運動をしていないと田答しており、運動していないのは壮年期群で最も多

い。しかし壮年期群では経年的に毎日運動する人が増えており、健康のための運動をして

いない人は減少しているο

(金体の締操)

鮒肢のために運動を行っているかという質問では、「怒F.I行っているjが32R人 (50.7%)

と最も多く、すべての作齢群においても詰ぽ半数を占めて最も多かった。一方 2番11に多

いのは「していなし可」の233人 06.0%)であり、 3分の iそ越えていた。毎E運動それ:つ

いる人は 2年前と比I院して0.2ポイント、 4生手前の基礎調査時と比較して5.4ポイントt??

担しており、経年i刊にやや増加している傾向がみられた。一方「運動していなしリの自答

辻、 233人 (36.0%)と3害Ijを超えており、特に壮年期塁手と前期高齢期群で誌 4割弱が議

lli1Jしていないという結畏であっ

(コホート虫記較〉

壮年期群の人が{建議のために溜動を行っているかどうかについては、門出 IJが総人

(48.り%)と最も多く、半数近く者点めており、次いで多いのが「運動していなしリの70

人 08.9%)という結盟であった。告三日運顕している人は、 2年11Ijと比'Ii交して3.りポイント、

4年前の基礎調査時と比較して15ポイント増加し、逆に運動していない人は、 2主|三前と比

較して0.5ポイント、 4年前の基礎調査時と詑較して12.8ポイント増加しており、経年抑制こ

毎日連動している人が増加し、連動しない人が減少しているという結果であっ

前期高齢期群の人が憾康のために運動在行っているかどうかについては、 f毎日」が121

人 (46.4%)と最も多く、半数近くを占めておち、次いで、多いのが f運動していなしリの

101人(38.7弘)とし寸結果であった。毎日運動している入、および運動していない人に

しては、経年的に大きな変化はみられなかった。

後期高齢期群の人が鐘衰のために運動を行っているかどうかについては、 f毎日jが11守

人 (57.8%)と叢も多く 6割近くそ占めており、次いで、多いのが「運動してい設しリの62

人(30.1九)という結果で、あった。醤日運動している人は、 2年前と比較して3.2ポイント

増加、 4年詰の基礎語査時と辻較して5.1ポイント増加しており、経年的に規則的な変化

はみられなかった。運動していない入ι関しても 2年前と比較して2.3ポイント増加、 4

年前の基礎調査時と比較して 6ポイント噂加しており、経年的に規則的な変化はみられな

かった。(図表 7- 5) 
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図表7-5 健麗のために行っている運動
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26 (10.0ちも) 5 ( 1.9%) 4 ( 1.5%) 105 (40.4%) 260 (100.0%) 

27 (10.3%) 4 ( 1.5%) I 8 ( 3.1%) 101 (38.7%) 261 (100.0%) 

15 ( 7.3%) 2 ( 1.0%) I 6 ( 2.9%) 74 (36.1%) 205 (100.0%) 

14 ( 6.8%) 3 ( 1.5%) I 6 ( 2.9%) 57 (27β%) 
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醤今後鰭擦のためにζころがけたいζと

今後憾j濃のために心がけたいこととしては、半数以上の人が生活スタイルに気をつける

ととをあげており、 3寄せから 4裂が運動や趣味などの余蝦活動をあぜている。特に壮年

期群では、生活スタイルや余暇活動をあげる人D'¥経年的に増えており、前期高齢期群でも

生活ス合イル者あげる人が増えている。

(全体の結果)

'11を控認のため記心がけたいととは擾数回答であるが、臨も多かったのは、 1，1.;1-:;:'，1.起き、

よく 11誌る、引きこもらないで、行事等に参加するなどの「生活スタイルJに1¥)1するものであ

り、 331入 (51.2%)と半数校j邸えて多かった。次いで多いのが、散歩や外出、家法菜出、

グランドゴ〉レア、ゲートボール、休燥、舞踊、ヨガ、読書、 どの であ

り、 246人(38.0%)と4割近くを占めていた。 3番目Lこ多いのは、バランスの泉し

〈食きちんと食べる、食べ渦ぎない、カロリーに気遣う、題食しないなどの「禽事j で、あ

り、 182人 (28.1%)と 3割近くそ占めていた。「生活スタイノれはすべての年鈴群で 5寄り

栂度を占めて最も多く、「余暇活動j 誌 3~4 訟を占めて 2 番自に多いという点で、共通し

ていた。特に生活スタイルに関しては、 2年言電と比較して1.1ポイン i¥4年前の基礎調

と比較して14.7ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみられた。

(コホート船主主較)

壮梓期群が今後韓議のために心がけたいととしてあげている中で最も多かったのは、

タイルjのヲ1入 (50.る弘)、であり、次いで、「余暇活動Jの80人 (44.4%)、

の的人(38.3弘)の績で、あった。生活スタイルに閲しでは、 2年前と比較して1.7ポイント、

4年揺の基礎調査時と比較して13.9ポイント増加しており、経年的に増加する緩売がみち

れた。また余暇活動に関しでも、 2年前と比較して2.7ポインJ--， 4年話の基護調査時と

比較して 11.1ポイント増加しており、経年的に増加する額向がみられた。

前期高齢期群が今後健康のために心がけたいことして島げている中で最も多かったの

は、「生活スタイルJの142人 (54.4%)、であち、次いで「余昭活動jの約人(34.1%)、「食

事」の78人 (29.9%)のJI撲であった昌生活スタイんに関しては、 2年前と比較して1.7ポイン

ト、 4年前の基礎調査時と比較して13.9ポイント増加しており、経年的に増加する傾向が

みられたむ

後期高齢期群が今後鑓撲のために心がけたいととしてあげている中で、鍛も多かったの

誌、「生活スタイルJの兜人 (47五%)、であり、次いで「余暇活動」の77人(37.4%)、「食

の35人(17.0%)のj槙で、あった。これらの現自に関して経年的に規禁止的教変北詰みも

れなかった。〔図表 7-6) 
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問答数(回答者数に占める割合)

余暇活動 | 精神函 生活スタイル; 食警察 (家佼事議含む) その他 |回答者数

第 1回 60 (33.3%) 7 ( 3.9%) 66 (36.7%下 44 (24.ヰ号もれ 5 ( 2.8%) 44 (24.4%). 180 

壮年期群[第2回 75 (41.7%) 11 ( 6.1%) 88 (48吉%) 71 (3告，ヰちも)1 5 ( 2.8%). 21 (11.7%) 180 

第 3百i 80 (44.4%) 6 ( 3噌3%) 91 (50.6ちも) 69 (38.3%) 8 ( 4.4ちも} 23 (12.8%) 180 

言ホコト 第 1回
83 (31.8%). 10 ( 3.8%) 87 (33.3%) 50 (19.2ちも〉 10 ( 3.8%) 68 (26.1%) 261 

;高鈴前期懸群 第 3思
130 (49.8%) • 16 ( 6.1%) 122 (46.7%) 78 (29.9%) 14 ( 5.4ちも〉 27 (10.3%) 261 

89 (34.1%) I 4 ( 1.5%) 142 (54.4%) 78 (29.9%) 8 ( 3.1%) 37 (14.2%) 261 

4 ( 1.9%) 83 (40.3%) 30 (14.6%) 9 ( 4.4%) 1 57 (27.7%). 206 

2 ( 1.0%) 什4(55.3%) 54 (26.2%) 8 ( 3.告ちも) 34 (16.5%引 206 

6 (2.9%) 98 (47.6%) 35 (17.0%) 8 ( 3.9%下 42 (20.ヰちもれ 206 

21 ( 3.2%) 236 (36.5%) 124 (19.2%). 24 ( 3.7%) 

全体 29 ( 4.5%) 324 (50.1%) 203 (31.4%引 27 ( 4.2%) 

16 (2.5%) 331 (51.2%) • 182 (28.1%). 24 ( 3.7%) 
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8. 日常活動状況

箇収入を伴う仕事

収入を伴う仕事をしている入誌ヰ入に 1人程度であるが、壮年期群では約半数、言言期

高齢期群では約 4分の 1、後期高幹期群は 1割程度の人が収入を伴う仕事をしている。

しかし坂入を偉う社事をしている人は全ての群で減少傾向にある。

{全体の結果)

収入を伴う1'1:引なしている人は1R5人 (28.6弘〉と 3}fl]弱綜)Qであり、 11百人f別、ドう fl:'H

をしていない人は462人(71.4%)と7却を結えている。経{j:I'rせな変化を川ると、1I'X人在

{'[':うfI:-!'J，j:をしている人は 21F主主と上じ較して0.9ポイント弘主少し、 4年前と上ヒ!Ii交して 6ポイン

ト減少しているり 11:引の内容培、農j体操業系が半数な紹えており、自営業が 2

る。

(:コホート期比較}

壮年期群で、収入を伴う仕事なしている人は94人 (52.2お)と手数を超えており、 11'X人栓

fl~ う fl: 引をしていない人は86人 (47.8%) であった。務長1: I~Iせな変化を礼ると、1I'X人なn う

f:!: 'Ji.をしている人は、 2年前と比較して2.8ポイント減ノかし、 4{1:liijと比'Ii交して7.2ポイン

ト加えノかしており、Llx入をfl~ う仕事をしている人は年々減少している。

前期 i削除期Jf:î:で、 11記入そfl~ う仕事そしている人は70人 (26.8%) と約 4 分の i411定で、島今、

L[文人を f'l~ う仕事そしていない人は 191 人(712%) という結~であった。経年的な変!とを

見ると、校入金伴う仕事をしている人は、 2{I'.前と比較してoβポイントとわずかに減少

し、 4年前と比lli交して8.1ポイント減少しており、殺人を伴う仕事:をしている人は年々減

少している。

後期高齢期群で、投入を倖う仕事をしている人は21人 00.2九)と l り、収入

を伴う仕事をしていない人は185入 (89.8%)という結果であった。経年的な変叱を見ると、

技入を伴う仕事をしている入は、 2年寄fiと比較して0.5ポイントとわずかに増結し、ヰ年

前と辻較して2.4ポイントとわずかに減少している。後期高齢期群培技入を持う仕事をし

ている入は少ないが、 i収入を伴う仕事をしている人の減少率は告の 2群丈比べると少な

し¥0

(関表 8-1 ) 
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図表8-1 収入を伴う仕事
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全第2固 n=647 I 29.5出
{本

.-千 ijt"ll出入
70刷|

第3固 n=647 | 28.6% 岡田園圃圃E・E ・圃師匠附喧里園田-・E ・-圃

日目 20目 40% 60% 80目 100目

人数(劃合)

している していない 合計

第 T回 107 (59.4%) 73 (40.6%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第2回 99 (55.0%) 81 (45.0%) 180 (100.0%) 

第 3回 94 (52.2%) 86 (47.8%) 180 (100.0%) 

年齢T 第 1回 91 (34.9%) 170 (65.1 %) 261 (100.0%) 
前期

第2回 72 (27.6%) 189 (72.4%) 261 (100.0%) 
高齢期群

第3回 70 (26.8%) 191 (73.2%) 261 (100.0%) 

第 T回 26 (12.6%) 180 (87.4%) 206 (100.0%) 
後期

第2回 20 ( 9.7%) 186 (90.3%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第3回 21 (10.2%) 185 (89.8%) 206 (100.0%) 

第 T回 224 (34.6%) 423 (65.4%) 647 (100.0%) 

全体 第2回 191 (29.5%) 456 (70.5%) 647 (100.0%) 

第 3回 185 (28.6%) 462 (71.4%) 647 (100.0%) 

※ (自営の手伝いなども含む)
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醤題味活動の有無

趣味活動をしている人は 7割穏度であり、とれは全ての年齢群でほぼ同じ値を示して

いる。趣味活動をする人は 2年前が全ての年齢群記おいて最も多く、その後2年間で 5

ポイントから10ポイント程度減少している。

(全需の結果〉

趣味的詮活動をしている人は462人 (71.5%)と?害11を超えており、趣味活動をしてい

ない人は184人むき。5弘)という結果であった。趣味活動についての経年的な変fとそ弘ると、

1臨時活動をしている入試 2部前と比較して8.3ポイント減少し、 41，1三I)Ijとi七liをして 1.9ìl~ 

イント減/かしているなど、題味活動をしている人は 4年前から 2{I~ I~íj まで地主11 し、 2 {I:Iお

からう聞にかけて減少しているという結果であった。

(コホ…ト別比較)

壮年間群で趣味的な活動をしている人法132人 (73.3%)と 7 おり、 il窓口料品

動そしていない人は48人 οι7%)という結果であった。趣味活動についての経年的な変

化を見ると、組昧活動をしている人は 2年詰と比較して 5ポイント減少し、 4年前と比II[交

して変化がないことなど、趣味活動をしている人誌ヰ年前から 2

4年前の水準と並んだという結果で、あった。

でよ闘力11し、 ノトIIiIは

前期高齢期群で趣味的な活動をしている人は1部人 (71.3弘〉と 7害1]を鮪えており、趣

味活動をしていない人は75人 (28.7%)という結束であった。趣味活動についての経年的

な変化を見ると、趣味活動をしている人は 2年前と比較して11.1ポイント減少し、 4年前

と比較して3.4ポイント減少していることから、 1強味活動をしている人誌 4年前から 2年

前までi嘗拐し、 2年前から かけて減少しているという結果であった。

後期高齢期群で題味的な活動在している人は144人(70.2%)と7割を詔えており、

味活動をしていない人法61入。弘8九〉という結果であった。趣味活動についての経年時

な変化を見ると、趣味活動をしている入は 2年前と比較して7.5ポイント減少し、 4

と比較して1.6ポイント誠少していることから、趣味活動をしている人は 4年前から 2

前まで、増加し、 2年前jJ'ら今詔にかけて減少しているという結果で、あった。

8… 2) 
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図表8-2 趣味活動の有無
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圃・園田園田園-端曇柑畑圃圃園田園圃圃圃第3固 n=646

0% 40% 100% 20児 60% 80% 

人数(割合)

している していない 合計

第 T回 132 (73，3%) 48 (26，7%) 180 (100，0%) 

壮年期群 第 2回 141 (78，3%) 39 (21，7%) 180 (100，0%) 

第 3回 132 (73，3%) 48 (26，7%) 180 (100，0%) 

年齢ホコ卜
第 1回 195 (74，7%) 66 (25，3%) 261 (100，0%) 

前期
第 2回 215 (82.4%) 46 (17，6%) 261 (100，0%) 

高齢期群
第 3回 186 (71，3%) 75 (28，7%) 261 (100，0%) 

第 1回 148 (71，8%) 58 (28.2%) 206 (100，0%) 
後期

第 2回 160 (77.7%) 46 (22，3%) 206 (100，0%) 
高齢期群

第 3回 144 (70，2%) 61 (29，8%) 205 (100，0%) 

第 T回 475 (73.4%) 172 (26，6%) 647 (100，0%) 

全体 第 2回 516 (79，8%) 131 (20.2%) 647 (100，0%) 

第 3回 462 (71，5%) 184 (28，5%) 646 (100，0%) 

Z
J
 



回趣味活動の活動頻度

趣味活動をしている入の中で毎日行っている人は約 6制、週 1回以上趣味活動をして

いる人は 8割を超えている。毎自議味活動密行う人は年齢の高い群ほど多く、全勢とし

て趣味活動を週 1田以上行う人は経年的にやや増加している傾向にある。

(全体の結果)

A世!味川捌jの活動制捜に関しては、 1/ま援母i竺1Jと同博している人が276人 (C，()，7"ら)どがj

() '，I;IJを，1iめており、次し 1のが l}l立[I 軒以 1"J 0)70人(J:".2 (}{l )、 1;出 2-'-3 1''1 1υ)(17 

人(什14.:"芦(K>)λ、「り)四 I11叶tl.Pれ¥!J

イ担尚j在在弟している人Uω)'小|い10の)3り2人 (ぷ刈4.βお%)λ、お;知i号手問;1再iせjl以ス !上:ジの)人たちが;週!主盟立MI川|ド111払tJ，1上'，11迎1主並sI叫1川Jよμ4司j川l円l日-ι凶山f必山山tリ介JJな(ハl但， ) 'l 

いるという私紡i1i!山jι4でで、あ wつ〉た日また粁1n!せな変色を見ると、「弓;ま{ぽま毎日」の幽答は 2j斗|卜司J中今

杭してi‘メ刀ルtり仇jわ与ポi戸ミイントt附円h加|口1、4 {r IIIjと比較して7.3ポイント題担しており、遺 1[îJ l~J:jTh I11~; ， f) 

動を行う人もやや附加しているという結果であった。

{コホ…トE日比較)

~ 1: {I:焼群の趣味活動の活動頻度に閲しては、 r，まi玉、毎日j と脅している人がり人

(55.3%)と半数を超えており、「ほぼn}I'1Jを3めて「迩!I 1111以 1'.J 1議i法活動そしてし

人誌112人 休4.8%) と約良吉i]を起えていたりまた料{I:1'1せな変化をしよると、日計約琴IIJ0) 

rnl'[3:誌 2年前と記較して7.1ポイント河川1I、4 1f liijと比較してi之り{ント明主けしており、

選 11l!1以 L'.1埠11.ノ主活動者行う人もやや1'¥"'1JJIIしているという来日

前JUI，'，:/j齢JUW'(:の議11ノ長活動の活動mtlJ廷に|見|しでは、「ほぽ11i1 1 Jと1"1持している入が107人

(57.5%) と半数を起えており、日創出話IjJ

人は159人 (85.5%) と約s警1]を越えてし

r}lM 1 1叶以 iてJI臨床活動をしている

また経年的な変化者見ると、 11まぼ毎日j の

4年前と比較して6，2ポイント増加しており、回替は 2年前と詑較して5.9ポイント

組 l と比較してやや増加しているという結果で、あった。

関しては、「ほぽ毎日」と回答している入が%人

「ほ

ち、龍の 2群にくらべて最も多いという結果であった。また

「避 i回以上J題味活動をしている人は121人 (84.0%) と約 8献を

また経年的な変化を見ると、 11まぽ毎日jの毘答は 4年前と比較して3.9ポイン

いるが、 2年前と比較すると8.3ポイント誠少しており、週 1回以上趣味活動を

る人は 4年前と比較するとぼとんど差誌ないが、 2年前と比較すると6.6ポイント減少

ト

しているという結果であった。(図表 8-3) 
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趨椋活動の活動頻度

1矧若ま土草ド
芸高1隠 n=132

第2悶 n=141

督官3悶 nヱ132

古書1@]nロ195

議~2沼附215

第3回 同186

高齢親書草期後 望書1@]n=148 
主事2@]用 160

言書3@]nコ144

2事1包 n=475

主祭2図 n=516

芸事3回 n=462

。首 20出 40覧 60発 80% 100百

人数(割合)

ほぼ努日 滋 2'"""3毘 遇 T自程度 遜 T間以下 合計

: .第 T由 56 (42.4%) 21 (15.9%) 28 (21.2%) 27 (20.5%) • 132 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 68 (48.2%) 24 (17.0%) 25 (17.7%) 24 (17.0%) 141 (100.0ちも〉

第3呂; 73 (55.3%上 19 (14.4%) 20 (15.2%) i 20 (15.2%) 132 (100β%) 

雪年?卜一「高前齢期期群

第 1@] 100 (51.3%) 35 (17.9%) 30 (15.4%) i 30 (15.4%) 195 (100.0%) 

第 2@] 111 (51.6%) 37 (17.2%) 23 (10.7%) 44 (20.5%) 215 (100.0%) 

第 3思; 107 (57.5%) 28 (15.1%) 24 (12.9%) 27 (14.5%) 186 (100.0%) I 

第 1呂( 93 (62.8%) 15 (10.1%) 16 (10.8%) 24 (16.2%) 対話 (100.0%)
後期

第2毘 120 (75.0%) 13 ( 8.1%) 12 ( 7.5%上 15 ( 9.4%上 160 (100.0%) 
議総裏話君事

第 3自 96 (66.7%) 20 (13.9%) 5 ( 3.5%) 23 (16.0%) 144 (100.0~も)

第 1[e:1 249 (52.4%) 71 (14号%) 74 (15.6%) I 81 (17.1%) 475 (100.0%) 

全体 第 2[e:1 299 (57.8%) 74 (14.3%上 60 (11.6%引 83 (16.1%) 516 (100.0%) 

第 3閉 276 (59.7%) 67 (14.5%引 49 (10.6%) 70 (15.2%) 462 (100.0%) 



圃趣味活動を一緒に行う人の有無

趣味活動を一緒に行う相手がいる人は半数を超えており、 2年前と比較してわずか↓し

増えているが、 4年前よりは約 1割減少しており、 4年前と 2年前の聞に減少している

傾向がある。また趣味活動を一緒に行う人がいる割合は、年齢が高い群ほど少ない。

(全体の結果)

雌11刺円助を一緒に行う相手がいるかどうかに関しては「し 1る」と|司符していど)人が2();

人(:i 6.り%)と、1':放を越えていた。純作n/~な変化をはると、岨 1 1.末日出'JJs: .品川dJう判If:が

いる人は 2"rl泊とltil佼して1.9ポイントlVIJJl1しているが、 4"1:lìíj と比II[~するとり.~ポイント

減少していたのまた・車内に行う人がし、るという 1111件は、イ1: i1:[0 0 ) I'， ':j し、 ~t下ほど少ないという :KIll

lれであ・〉た。

(コホー卜別比較)

:11:作!旧群で、趣味活動を一緒に行う相手が「し1る」と回答した人は白人 (64.4C}{) ) と6'，Ijlj 

を超えていた。経年的な変化を見ると、趣味活動を一緒に行う相手がいる人は 2(1二IIijと比

較して5.5ポイント増加しているが、 4年前と比較すると6.8ポイント減少していたの

前JY'Jr¥]iil:治WH非で!日M*活動をー絡に:(J:う相手が「し1る」と回符した人は 103人(伺.4%)

と半数を超えていた。経{Iミ|刊な変化をはると、趣味活動在一申告に:(J: う ~{Irがし、る人は 2 {，ド

前と比!Ii交して0.4ポイント、 4年前と比Ili交すると8.2ポイント減少していた。

後期高齢期群で、趣味活動を一緒に行う相手が「し、る」と回答した人は75人 (52.1%)と

半数を超えていた。経年的な変化を見ると、趣味活動を一緒に行う ~;I~手がいる人は 2 年前

と比較して1.5ポイントとわずかに増えているが、 4年前と比較すると 14.8ポイント減少し

ていた。

(図表 8-4) 
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関袈ふ4 趣味活動を一緒に行う人の有無

第1回 n=195

第2回 n=215

第3密情186



聞趣味活動を一緒は行う入の人数

趣味活動を一絡に行う梧手がいる入の中守、その人数が4人以上いる入は議期高齢期

群で最も多く、全体でも約 7割の人が 4人以上の人と一緒に鰹味活動をしている。 4人

以上いるのは全ての年齢群で共通しているが、前顛高齢期群と後鰭高齢鶏群でわずかに減

少している。

(金体の結果)

峨Ilt出動を・結Lこuう相手がいると回答した人の仁¥=1で、何人いるかとも寸Jl'llnJでは、「ヰ

人以 1:Jという 1II1芥が1ii2人 (69.2%)とilえも多く、 2人以上を合めると231人特7.X%)

とり'，I;IJJliい人たちが記数の人と一緒に趣味活勘そしているという結果であった。また 4人

以川、るという 1"1符は全ての年齢詳で議も多いが、諮期高齢期群と後期高齢期群でわずか

に減少する{tf(liljが認められた。

(コホート別比較)

ll:11:J犯罪で題味活動を一緒に符う相手が 14人以上j と匿容した人誌57人〈る7.1弘)と

最も多かった。また 12-----3人Jな含めると、 75人体8.3話〉と 9割近い人たちが趣味活

:l!}Jを一緒に作う相手が複数人いるという結果で、あった。しかし、複数人いるという llil答は

2午前と比較して6.3ポイントとわずかに増加していた。

l~fíjW'J高齢期群で議味活動をー絡に仔う相手が 14 人以上J と回答した人は的人 (67.09ら〉

と最も多かった。 r2 ""'--3人」を含めると、 89人 (86.4%)とヲ寄せ近い人たちが趣味活動

者一絡に行う相手が複数人いるという結果であった。しかし、海数人いるという間容は 2

年前と比較して2.4ポイント、 4年前と詑較して3.3ポイント増加しており、経年的にわず

かに地加しているという結果で、あった。

後期高齢期群で趣味活動を一緒に行う r4人以上」と問答した人はお入(74.7免〉

と最も多かった。 r2 ""-' 3入J在含めると、 67人 (89.3%)とヲ割近い人たちが愚昧活動

を一絡に行う椙手が複数人いるという結果で、あった。しかし、機数人いるという回替は 2

年前と比較して2.9ポイント増加しているが、ヰ棒読と比較して2.3ポイント減少している

という結果であったc

(図表 8 5) 
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図表8-5 趣味活動を一緒に行う人の人数
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0% 20日 40% 60% 80% 100% 

人数 (害リ合)

1人 2~3 人 4人以上 合計

第 T回 9 ( 9.8%) 19 (20.7%) 64 (69.6%) 92 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 15 (18.1%) 16 (19.3%) 52 (62.7%) 83 (100.0%) 

第 3回 10 (11.8%) 18 (21.2%) 57 (67.1%) 85 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1回 20 (16.9%) 10 (8.5%) 88 (74.6%) 118 (100.0%) 

前期
第 2回 19 (16.0%) 19 (16.0%) 81 (68.1 %) 119 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 14 (13.6%) 20 (19.4%) 69 (67.0%) 103 (100.0%) 

第 1回 8 ( 8.4%) 7 ( 7.4%) 80 (84.2%) 95 (100.0%) 
後期

第 2回 11 (13.6%) 9 (11.1%) 61 (75.3%) 81 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 8 (10.7%) 11 (14.7%) 56 (74.7%) 75 (100.0%) 

第 1回 37 (12.1%) 36 (11.8%) 232 (76.1%) 305 (100.0%) 

全体 第 2回 45 (15.9%) 44 (15.5%) 194 (68.6%) 283 (100.0%) 

第 3回 32 (12.2%) 49 (18.6%) 182 (69.2%) 263 (100.0%) 
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9.対人交流

量家にいるときι一緒に過ごす絡事

家にいるときに一緒に過ごす相苧は悶偶者が最も多いが、後期高齢期群誌勉の 2群に

比べて少なく、経年的にも減少しているが、その分子供と過ごす割合が増えている。すべ

ての年齢群において、 10%~15%の人は家で?人で、過ごしている。

{全体の結畏)

家にいるときに一緒に過ごす相手に関しでは、 多いのが n忠誠者jであり、 371人

(57.5%)と半数者超えていた。次いで、多いのが r1入jのお人台3.3%)、「子{共」の52人

〈む%)の)1闘になっていた。配偶者と…絡に過ごすの誌、年齢が若い群ほど多く、年齢が

r¥恥寸前まど少ないという結果であった。配罷者と一緒に遊ごすのは、 2年前と差はみられ

ないが、 4 {F 11Ijの越融調査時と比較するとる示イント減少してい

(コホート別比較)

壮年期i持の家にいるときに…絡に過ごす据手に関しては、最も多いのが であ

り、 121人 (67.2先〉と?割近くを占めていた。次いで多いのが r1人Jのは人 00.0%)

と!書1]軽度であり、その龍過ごす相手に関しては i害1]に満たなかった。また配識者と

に過ごすのは、 2年前と比較してG五ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると2.2ポイン

ト減少していたが、誌とんど経年変化はみられなかった。

前期高鈴期詳の家;こいるときに一絡に過ごす相手にi錯しては、最も多いのが日記調者J

であり、 iる3人 (62.79ら〉と 6害1]を超えていた。次いで、多いのが凡人jの銭入:05.0%) 

とi害1]以上であり、その他に過ごす相手に関しては i割に満たなかった。また記偶者と

籍に過ごす割合の経年変化に関しでは、一症の変色はみられなかったが、子供と過ごす寄り

合誌わずかではあるが経年的に増加しているという結果であった。

後期高齢期群の家にいるときにー繕に過ごす務手記鵠して辻、最も多いのが「配偶者」

り、 87人 (42.4%)と 4割を超えていたが、地の 2訴に比べると少ない情であった。

次いで多いのは「子供」の詩人口4.69心であり、次に多いのが rt段jと 11人Jがそれ

ぞれ29人(14.1%)という結果であった。記縄賓と潜ごす人は、 2年前と比較して4.2ポイン

ト、 4年前の器礎調査時と詑較して10.5ポイント減少しており、経年的に減少していく韻

向が兇られたが、子供と過ごす書j合誌、経年的に増加する傾向がみられた。

(図表 9… 1) 
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図表9-1 家にいるとき一緒に過ごす相手
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園子供

ロ嫁
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圃一人

困その他

圃親

日兄弟

・家族2名以上

0% 20% 100目40% 60% 80% 

配偶者 子供 嫁 孫 一人

第 1回 125 (69.4%) 6 ( 3.3%) 1 ( 0.6%) 6 ( 3.3%) 12 ( 6.7%) 

壮年期群 第 2回 122 (67.8%) 5 ( 2.8%) 3 ( 1.7%) 10 ( 5.6%) 10 ( 5.6%) 

第 3回 121 (67.2%) 5 ( 2.8%) 2 ( 1.1 %) 7 ( 3.9%) 18 (10.0%) 

年齢ホコト
第 1回 177 (67.8%) 12 ( 4.6%) 13 ( 5.0%) 4 ( 1.5%) 31 (11.9%) 

前期
第 2回 154 (59.0%) 14 ( 5.4%) 15 ( 5.7%) 13 ( 5.0%) 34 (13.0%) 

高齢期群
第 3回 163 (62.7%) 17 ( 6.5%) 6 ( 2.3%) 12 ( 4.6%) 39 (15.0%) 

第 1回 109 (52.9%) 21 (10.2%) 25 (12.1%) 2 ( 1.0%) 31 (15.0%) 
後期

第 2回 96 (46.6%) 28 (13.6%) 30 (14.6%) 5 ( 2.4%) 31 (15.0%) 
高齢期群

第 3回 87 (42.4%) 30 (14.6%) 29 (14.1%) 6 ( 2.9%) 29 (14.1%) 

第 1回 411 (63.5%) 39 ( 6.0%) 39 ( 6.0%) 12 ( 1.9%) 74 (11.4%) 

全体 第 2回 372 (57.5%) 47 ( 7.3%) 48 ( 7.4%) 28 ( 4.3%) 75 (11.6%) 

第 3回 371 (57.5%) 52 ( 8.1%) 37 ( 5.7%) 25 ( 3.9%) 86 (13.3%) 

人数(割合)

その他 車見 兄弟 家族 2名以上 全体

第 T回 1 ( 0.6%) 13 ( 7.2%) 16 ( 8.9%) o ( 0.0%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 5 ( 2.8%) 16 ( 8.9%) 1 ( 0.6%) 8 ( 4.4%) 180 (100.0%) 

第 3巨| 4 ( 2.2%) 9 ( 5.0%) 1 ( 0.6%) 13 ( 7.2%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 T回 o ( 0.0%) 4 ( 1.5%) 18 ( 6.9%) 2 ( 0.8%) 261 (100.0%) 

前期
第 2回 7 ( 2.7%) 7 ( 2.7%) o ( 0.0%) 17 ( 6.5%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 2 ( 0.8%) 4 ( 1.5%) o ( 0.0%) 17 ( 6.5%) 260 (100.0%) 

第 1回 o ( 0.0%) o ( 0.0%) 16 ( 7.8%) 2 ( 1.0%) 206 (100.0%) 
後期

第 2回 1 ( 0.5%) 0(.0.0%) 1 ( 0.5%) 14 ( 6.8%) 206 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 2 ( 1.0%) 1 ( 0.5%) 1 ( 0.5%) 20 ( 9.8%) 205 (100.0%) 

第 1回 1 ( 0.2%) 17 ( 2.6%) 50 ( 7.7%) 4 ( 0.6%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 13 ( 2.0%) 23 ( 3.6%) 2 ( 0.3%) 39 ( 6.0%) 647 (100.0%) 

第 3回 8 ( 1.2%) 14 ( 2.2%) 2 ( 0.3%) 50 ( 7.8%) 645 (100.0%) 
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-同居していない子供の有無

同居していない子供がいる割合はほぼ 9割であり、全ての年齢群で共通している。同

居していない子供がいる割合は、経年的にほとんど変化していない。

(全体の結果)

IriJ )，rfしていない子供がし可る人は、全体で565人 (87.3%)であり、 9害IJ近くを8めていたの

11引けしていない子供がいる割合は、年齢が高い群ほど多く、後期高齢期群ではほぼ、り拝1]に

あたるという結果であった。

(コホート別比較)

壮年J~HWで、 liîJ肘していない子供がいる人は、 155人 (86.1 %)であり、 9割近くを占め

ていた。同日・していない子供がいる割合では、過去 2固と比較して経年的な変化はみられ

ないという結果であった。

前期高齢期群で同居していない子供がいる人は、 225人 (86.2%)であり、 9富1Jili:くを

占めていた。同居していない子供がいる割合では、過去 2固と比較して経年的な変化はみ

られないという結果であった。

後期高齢期群で同居していない子供がいる人は、 185人 (89.8%)であり、ほぼ9害Ijを

占めていた。同居していない子供がいる割合では、過去 2回と比較して経年的な変化はみ

られないという結果であった。

(図表 9-2) 
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図表9-2 同居していない子どもの有無
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-13.0%園九九 三-中)二円 l:JElIIι. 
圃園理圃七 日 :γ 小川ーソム IDB出.γ-
| 12.7自 国圃圃圃圃園田園田-圃園田E沼 田 岬 圃 圃 ・ 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃

。目 60% 80帖 100目

ロいない

圃いる

20首 40% 

人数(割合)

いない いる 全体

第 1回 24 (13.3%) 156 (86.7%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 25 (13.9%) 155 (86.1%) 180 (100.0%) 

第 3回 25 (13.9%) 155 (86.1%) 180 (100.0%) 

年齢コホ卜
第 1回 36 (13.8%) 224 (86.2%) 260 (100.0%) 

前期
第 2回 35 (13.4%) 226 (86.6%) 261 (100.0%) 

高齢期群
第 3巨| 36 (13.8%) 225 (86.2%) 261 (100.0%) 

第 T巨| 24 (11.7%) オ81(88.3%) 205 (100.0%) 
後期

第 2回 21 (10.2%) 185 (89.8%) 206 (100司0%)
高齢期群

第 3回 21 (10.2%) 185 (89.8%) 206 (100.0%) 

第 T回 84 (13.0%) 561 (87.0%) 645 (100.0%) 

全体 第 2回 81 (12.5%) 566 (87.5%) 647 (100.0%) 

第 3回 82 (12.7%) 565 (87.3%) 647 (100.0%) 
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由同居していない子供との交流頻度

同居していない子どもと遇 1回以上交流している人は全体の半数を超えており、遇 1

由程度から週2'""3詔交流している人がすべての鮮で多いが、月 1回以下の交涜鎮護も

1部以上の入にみられる。

(全体の結累〉

|川grfしていない子供?とちと、どのくらいの頻捜で会ったり電話しているかという技師iで

は、 i14 も多いのが n議 2~3 箆IJ の 123人 (22.0%) であり、次いで「月 1 rlilf~~I~J のりり

人 (17.7%) 、「月 2~3 思j の%人 07.2%) の)1闘で、あった。週 l 回以上交流しているへは、

却j人 (52.5%)と半数を越えているが、月 1r.語以下の人は70人(12.5%)と1i!iljを起えて

り、イ1:11治がItliいtfi:tまどわずか託多いという結果であった。

(コホー卜別比較)

:11:作JlHifの同屈していない子供たちとの交諜頻度で誌、最も多いのが「週 l

JJ人 (21.4%)であり、次いで「月 2~ 3 IElJの32入むな89ら〉、「避 2----3

(17.5%)のJI闘で、あった。逓 1回以上交流している人誌、話人 (55.8九〉と

るが、 }-J1回以下の人は14人 (9.1%)と i割近くを出めているという つ

の

のれ人

てい

前期i高齢期群の同居していない子供?とちとの交流頻度では、最も多いのが rJ鹿2----3回

恕j支j の47人 (21.0弘)であり、次いで「丹 l間指度jの44人(1立69ら)， r丹2~ 3 IElJ 

の39人(17.4弘)の)1院であった。週 l回以上交許ししている人は、 110入、 (49.19ら)と半数近

いが、月 i回以下の人は31人(13.8%)と1制そ組えているという結菜であった。

後期高齢期群の開賠していなし ちとの交涜頻度では、最も多いのが「週 2~3 亘i

程j支jの49人 (27.2%)、次いで、「月 l凹程度Jの33人 08.39毛)、でまるり、行まぽ毎日j と

「丹 2~3 関j はそれぞれ人(J3.9%)となっていた。遅 l回以上交涜している人は、

97人 (53.9弘〉と半数を組えているが、月 l回以下の人は25入 03.9%)と1裂を超えて

いるという結果であっ

9 3) 
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図様ふ3 してい草い子どもとの交漆隷農

壮年霊
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第1毘 η=55幸

第2毘 n=563

第3回 n=558

。格 20発 40お 60jも 80% 100% 

人数(都合〉

ほぼ毎日 週2~3 回 週 1回(0包1刈程81417度市弘弘 月231299 2 ~3回 月 1阻程度 月少1な回いより | 全体
35 (22.6%) 1 40 (25.8%) 1 28 (18.1%) 1 19 (12.3%) 1 23 (14.8%) 10 ( 6.5%) 1 155 (100.0%) 

18 (11.7%) I 30 (旬 5%)I 38 (24.7%) I 29 (18.8%) I 20 (13.0%) 旬 (12.3%)I 154 (100.0%) 

第 3悶 26 (16.9%) I 27 (17.5%) I 33 (21.4%) I 32 (20.8%) I 22れ4.3%) 14 ( 9.1%)1154 (100.0%) 

書ホコト 第 1回
37 (16.6%) 44 (19.7%) 46 (20.6%) 25 (11ぷちも)! ヰヰ (1詰.7%) 27 (12.1%) 223 (100.0%) 

鶏前鈴期類君事;第 2闘 33 (14.6%) 31 (13.7%) 53 (23.5%) 25 (11.1~もじ 51 (22.6%) 33 (14.6%) 226 (100.0%) 

第3回 35 (15.6%) 47 (21.0%) 28 (12.5%) 39 (17.4%) 44 (19.6%) 31 (13β%) 224行00.0%)

;第 1@] 39 (21.5%) 37 (20.4%) 22 (12.2%) 31 (17.1%) 32 (17.7%出 20 (11.0%) 181 (100.0%) 

言語後齢期期群 I 第 2[e) 22 (12.0%) 37 (20.2%) 30 (16.4%) 29 (15.8%) 35 (19.1%). 30 (16.4%) 183 (100.0%) 

25 (13.9%) 49 (27.2%) 23 (12.8%) 25 (13.9%) 33 (18.3%) 25 (13.9ちも)I 180 れ00

111 (19.9%) 121 (21.6%) 96 (17.2%) 75 (13.4%) 99 (17.7%) 57 (10.2%) I 559行

全体 i第 2回 j 73 (13.0%) 98 (17.4%) 121 (21.5%) 83 (14.7%) 106 (18.8%) 82 (14β%) 

86 (15.4%) 123 (22β%) 84 (15.1%) 96 (17.2%) 99 (17.7%) I 70 (12.5%) 



国普段つきあいのある親戚の有無

普段つきあいのある頼感がいるのは、すべての年齢群で96%を超えており、つ~おい

のある親惑がいないのは 3%代に過ぎない。またすべての年齢群で経年的急変化はみち

れず、幕礎翠査時から 4年間持続している。

(全体の結果)

??印つきあいのある親戚がいる入は、全捧で624人 (96.4%)とほとんどであり、 ivf段

つきあいのある親戒がいないのは、 23人(3.6%)に過ぎなかった。つきあいのある桜;或

がし1る人はすべての年齢群で96%代であり、すべての年齢群で経年的な変化法みられない

という結栄であった。

(コホート別比較)

H年W'Jltfで普段つきあいのある親戒がいる入は、 174人 (96.7%)とほとんどであり、

?判定つきあいのある親戒がいないのは、己人 (3.3%)に過ぎなかったのこの結果誌過去

2自の調査でも共通しており、経年的な変化はみられないという結果で、あった。

前期高齢期群で普段つきあいのある親，戒がいる人は、 252人 (96.6%)とほとんどであ

り、普段つきあいのある親戚がいないのは、ヲ入(3.4%)に過ぎなかった。との結果は

過去 2 回の調査でも共通してお今、経年I~I守な変イヒはみられないという結果でまろった。

後期高話;顎群ュで欝段つきあいのある籾戚がいる人は、 198人 (96.1免〉と誌とんどであ

ち、普手受つきあいのある親戚がいないのは、 8入(3.9弘〉に過ぎなかった。この結果は

2 回の調査でも共潤しており、経年I~守な変化誌みちれないという結果であった。

(関表 9-4) 
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躍表9-4 普段おつきあいのある親戚の有無
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人数(割合)

いない いる 会{本

第 1回 10 ( 5β%) 170 (94.4%) 180 (100.0%) 

壮年期群 第 2図 i 8 ( 4.4%) 172 (95β%) 180 (100.0%) 

第 3回 6 ( 3.3%) 174 (96.7%) 180 (100.0%) 

年鈴コホ卜
第 1自 9 ( 3.5%) 251 (96.5%) 260 (100.0%) 

高鈴言IJ期期雲草!第 2@]i 7 ( 2.7%) 254 (97.3%) • 261 (100.0%) 

:第3沼 9 ( 3.4%) 252 (96.6%) 261 (100.0%) 

第 T図 9 ( 4.4%) 197 (95β%) 206 (100.0%) 

高齢後期期群 第 2閲 8 ( 3.9%) 197 (96.1%) 205 (100.0%) 

|第 3回 8 ( 3.9%) 198 (96.1%) 206 (100例。%)

I ~務 1 悶 28 ( 4.3%) • 容18(95.7%) 646 (100.0%) 

全体 : ;務2悶 23 ( 3.6%) 623 (96.4%) 646 (100.0%) 

|第 3閏 i 23 ( 3.6%) 624 (96.4ちも〉 647 (100β%) 



蹟普段最も話をする相手

もっとも結をする栂手は家族であワ、すべての年齢群で9割近い。話し相手が家般で

あるという縮製詰経年的誌もほとんど変化していなし、。

{全体の結果)

??段最も結社する相手としてあげているの誌「家族jが555入 (85.8%)と最も多く、

次いで「友人・知人jの57人体.8%)、「その1tBJの35人 (5.4%)という忠良県であっ

Mも，1lfiをする柏手老「家族Jとしているのは、すべての年齢鮮で共通して語り、すべての

年斡詐で859らを趨えていた。また経年的にもほとんど変告がみられないという結果であ-) 

たの

(コホート別比較)

:11:イI:WJEi:で普段最も謡をする組手としてあげているのは「家族Jが154人 (85.6詫〉と

最も多かった。次いで多いのが「友人・知人」の17人 (9.4%λ 「その舘Jのヲ人 (5.0%)

という結果であり、経年的にもほとんど変色がみられなかった。

IHi山高齢期群で普段最も話をする椙手としてあげているのは「家族」が224人 (85.8弘〉

と最も多かった。次いで多いのが「皮人・知人」のお入札0.7ちも)， rその的j の9人

0.4潟〉という結果であり、経年的にもほとんど、変{とがみられなかった。

後期高齢期詳で普段最も話をする柏手としてあげているのは「家抜Jが177人 (85.9%)

と最も多かった。次いで、多いのが「その仙Jの17人 (8.3%)、「友人 e 知人jの12入 (5.8話)

という結果であり、経年的にもほとんど変化がみられなかった。最も話をする相手が家肢

である点ではすべての年齢群で差はないが、 2番目に多いのが「友人・知人」ではなく、

「その他の人Jであるの誌、後期高齢期群にみられた特徴であった。

(図表 9-5) 
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図表9-5 普段最も話をする相手
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-普段最も話をする相手との交流頻度

もっとも話をする相手とは、ほとんどの人がほぼ毎日会話しており、経年的な変化もみ

られない。

(全体の結果)

??段最も話をする相手とどのくらいの頻度で会話をするかという質問では、「ほぼ毎日」

カ'606 人 (94.5%) と最も多く、 9 害IJを超えていた。次いで多いのは「週 2~31"IJ の別

人 (4.5%)であり、「週 l回程度」と「週 l回以下」に関しては、 1 %*rlll:jという出lli県で

あった。「ほぼ毎日」という回答カ'95%近いのは、過去 2問の調査でも共通しており、料

作1'1句な変化はみられなかった。

(コホー卜別比較)

壮年期併で普段最も話をする相手とどのくらいの頻度で会話をするかという質問では、

「ほぼ、毎日」が 167人 (93.3%)と最も多く、 9 害IJを超えていた。次いで多いのは「週 2~

3回」の 9人 (5.0%)であり、「週 l回程度」は 3人(1.7%) ときわめてわずかなもので

あった。「ほぼ毎日」という回答が 9害IJを超えているのは過去 2回の調査でも共通してお

り、経年的な変化はみられなかった。

前期高齢期群で普段最も話をする相手とどのくらいの頻度で会話をするかという質問で

は、「ほぼ毎日」が242人 (93.8%) と最も多く、 9害IJを超えていた。次いで、多いのは「週

2~3 回」の 13人 (5.0%) であり、「週 l 回程度」は 2 人 (0.8%) 、「週 l 回以下」は l 人

(0.4%)ときわめてわずかなものであった。「ほぼ毎日」という回答が 9割老超えている

のは過去 2回の調査でも共通しており、経年的な変化はみられなかった。

後期高齢期群で普段最も話をする相手とどのくらいの頻度で会話をするかという質問で

は、「ほぼ毎日」が197人 (96.6%) と最も多く、 9割を超えていた。次いで多いのは「週

2~3 回」の 7 人 (3.4%)という結果であった。「ほぼ毎日」という回答が 9 割を超えて

いるのは過去 2回の調査でも共通しており、経年的な変化はみられなかった。

(図表 9-6) 
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普段最も詩書をする語手との交涜頚震図表与6
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量普段最も綿密ずる相手の次によく鵠をする相手

もっとも話者する相手の次によく話をする招手でも、家族という問答が最も多く、全体

の半数を鵡えている。家族と回答する入は年室舎の高い群ほど多い。「友人・知人」を 2番

目としているのはすべての年艶群で共通しているが、友人や知人とよく話をするのは社存

期群で最も多く、年齢が高い群誌ど少ない。友人・知人を選ぶ人は経年的に壮年期群で法

増加傾向があり、後期高齢期群で詰減少傾向比ある。

〈金{本の結果)

i普段最も話をする相手の次によく話をする相手としてあげているのは、最も話をするm
Jさである京肢と日IJの択肢jが341人 (52.7%)と故も多く半数を超えていた。次いで rli.

人・ ~rl 人」の209人 (32.3%λ 「その信j の野人(1 5.0%) という結果であった。「家抜j

なあげているのは、すべての年齢群で共通しており、年齢が高い群ほど多いという結果で

あったの家族1)，外として「友人・知人jをあげたのは壮年期群で最も多く、年齢が高いざi:

ほど/台ないという結果で、あっ

{コホ…ト別比較)

壮年間群では、「家族jをあげた入が斜人件る.7弘)と 4割以上で最も多かったが、「友

人・知人Jを潜んだ人も75入 (41.79毛〉と 4割を超えており、大きな聞きはなかった。こ

れは他の 2群にはみられない斡徴であり、「友人・知人Jと答える人は 2年前と比較して

7.3ポイント、ヰ年i誌の基礎調査と辻柑して11.7ポイント増加しており、経年的に噂却する

傾向がみられた。

前期高齢期群で、は、「家抜」をあげた人が132人 (50.6弘〉と最も多く、半数を超えてい

た。次いで多いのが「友人・知人Jの幻人(31.4弘〉、 fその他Jの47人(18.0%)という

結果であり、経年的に規則的な変化辻みちれなかった。

後期高齢期群で辻、 f家接jをあげた人が125人 (60.7%)と6 てお号、告の 2

群に比べると最も多い{穫であった。次に多いのが「友人・知人Jの白人 (25.2詫〉と 4分

の iをおめており、「その他Jが29人 04.1%)という結果で、あった。「友人・知人J~こ!喝

しでは、 2年前と比較して2.5ポイント、 4年前の基礎謂査詩と比較して8.5ポイント減少

しており、経年的に減っていく傾向が完られた。

9 -7) 
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普段最も翻者をする梧手の次によく誌をする場手
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量普殻識も話をする相手の次によく話をする相手との交流頻度

最も話をする相手の次によく揺をする相手との交流搬躍では、「ほぼ毎日Jがすべての

年齢群で7割前後と最も多い。前期高齢期群と後期高齢期群では弓まぽ毎日J器密する

人が「潤2'"'-'3自程度Jに移存していく額向がみちれる。

(全体の結果〉

??時最も話をする相手の次によく話者する相手とどのくらいの頻患で会話そするかとい

う í'lll~では、日まぼ都出j が453人(71.8%) と最も多く、 7 説者組えていた。次いで多い

のは「週 2""'-3回jの114人(18.1%)であり、 2訓弱を占めていた。 f週 1回料攻jは36

人 (5.7%)、「避 1回以下」は28人 (4.4%)という結果であった。 tま/:f何:日話をする人法
2 Wliijと比'Ii交して7.1ポイント減少しており、 2年鮪でやや減タしていた。しかし逝!2 ~ 

3 11111~ 1'，ぷ在する人は、 567人〈邸.9%)と培ぽ9割在占めており、経年的な変{ヒ試みら

れなかった。

{コホートim比較)

壮年期群で、 itま廷毎日Jと毘答したのは134人 (75.7免)と最も多く、 4分の 3を占め

ていた。次に多いのがíJ讃 2~3 閤J の 28人(1 5.8%)でまる号、「過 1毘寝度」は12入

(6.8%)、「認 i回以下j は3人(1.7%)ときわめてわずかなものであった。「ほぽ部i三IJ

という回答が 8誤懇であるのは過去2回の諜遊でも共通しており、経年的な変生試みられ

主主かった。

前期高齢期群で itまぼ毎日」と回答したの誌174人〈結五%)と最も多く、?書i近く

占めていた。次に多いのが「逓 2~ 3 @]Jの49人(1ヲ.4%)であり、「週 i回根康」はiる

入 (6.3%)、 f週 1I目以下」は14人 (5.5%)という結果であった。「ほぼ錯E3Jは2年前と

比較して11.6ポイント減少しているが、「選 2""'-3問J誌逆に 8ポイント増加しており、

経年的に「ほぽ毎日」部在する人が「遷2""'-3回程j護Jに移行していく傾向がみられた。

後期高齢期群で itまiま毎日Jと居答したの詰145人 (72.1%)と最も多く、 7害IJを超え

ていた。次に多いのが「週 2""'-3回」の37人(18.4弘)であり、 f週 l回経農Jは8人

(4.09る)、 n題1回以下」は11人 (5.5%)という結果であった。日まぽ毎日j は2年言IJと比

較して4.9ポイント、ヰ年前の基礎調査時と比較して7.1ポイント減少しているが、逆に「週

2~3 回J は 2 年前と比較して3.9ポイン i\4 年前の基礎調護持と比較して6.9ポイント

増加しておち、経年的に i'まぽ晦日j話をする人が「週 2"-'3回現度J，こ移行していく

向がみられた。

(国表 9-8) 
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図表9-8 勢段最も惑をする相手の次記よく話をする相手との交溌毅壌
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麗心服事やf送み事の棺談記乗ってくれる相手の有無

組畿に乗ってくれる相手がいる入試壮年期群と能期高齢期群の約95%であり、後期高

齢期群であっても§剖以上の入は相談桔手がいる。とれは 2年前と比較しても変わ告な

い。

{全体の結県)

心配事や悩み事があったときに相談に乗ってくれる人がいるかという詫間では、 I~ìる j

と問符した入が605人 (93.5%)と号室IJ在組えており、「いなし立は42人 (6.5弘)と I'11i1jに

tl~jたなかった。棋手がいるという間接は、すべての年齢群で 9 訟を超えているが、?を!閉山

師Jyuri:tま{砲の 2群に沈べるとわずかに少ないという結果であった。経年的な変化では、 2

fド11なと比較して前期高齢期群でわずかに増加し、後期高齢期群でわずかに減少していた

が、ほとんど経年的な変北はみられなかった。

(コホート別比較)

:j:l:年期群で心配事や'踏み事があったときに相談に乗ってくれる人がいるかという質霞で

は、「いるjと詔答した人が170人 (94.4弘〉と 9害Ij栓超えており、九九ない」はぬ人 (5.6%)

とi裂に満たないという結果であった。また 2年前と比較して経年的急変化はぼとんどみ

られなかった。

前期高齢期群で心配事や悔み事:があったときに相談に乗ってくれる人がいるかという

聞で培、「いるj と期答した人が247人 (94五%)と 91i1Jを超えており、「いなしV誌14人

(5.4%)と!割に満たないという結果で、あった。また「いるj と剖答した人は 2年前と比

較して3.8ポイントとわずかに増加していたが、経年I~守な変化は誌とんど、みられなかった。

後期高齢期群で!Li記事や悩み事があったときに相談に乗ってくれる入がいるかという質

問では、「いるj と回答した人が188人 (91.3%)と 9割を超えており、「いなしリは18入

(8.79ら)と i富IHこ満たないという結果で、あった。また「いるj と呂答した人は 2年前と比

較して2.4ポイントとわずかに減少していたが、経年的な変化はほとんどみられなかった。

(図表ヲ-9) 
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国表9-9 心配事や協み事があったときなど相談にのってくれる相手の有無
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-心配事や悩み事の相談民乗ってくれる語手の人数

相談に乗ってくれる握手の人数は、 2人以上の複数人が金体の 4分の 3を溜えており、

すべての年幹群で共通している。壮年期群と前期高齢期鮮では、相談語手がは人以上j

という自答が最も多いが、後期高齢期鮮で最も多い自答はリ人Jである。

(全体の結果)

心配事や'踏み事があったときに梧畿に乗ってくれる人が何人いるかという民間では、

12人j と自答した入が143入 (24.0%)，15人以上」が142人 (23.8%)とほぼIlIjじ数であ

り、それぞれ約4分の l者占めていた。 11人」と回答したのは136人 (22.8%)と2担そ

紹えている。全体としては 12人以上」の複数人いると盟慈した人誌必C入 (77.1tJ{)) で

あり、 +1日制{!-=Fが被数人いる人は全祢の 4 台の 3~を超えているという結果で、あったの また

この何i!iJjは24~前と差がなく、経年i持な変化はみられなかった。

{コホート期比較〉

:11:埠lUl群で、結談Lこ乗ってくれる人が何人いるかという質問で誌、 15人以上j と自答し

た人が43入 (25.7%)と最も多く 4分の l老占めていた。次いで多いのが 11入jの40入

(24.0弘)で、あり、ほぼ同数の約 4分の iを占めていた。また 12人以上Jの捜数人いる

と|吋答した人は127人c7る.0混)で品ち、椙談相手が語数人いる人は全体の4分の 3

えているという結果で、あった。またこの傾向は 2年前と差がなく、経年的な変化はみられ

なかった。

話WJi高齢期群で*肺炎に乗ってくれる人が荷入いるbという質問で誌、 15人以上j とfl:Il

答した人が65人 (26.4%)と最も多く 4分の iを越えていた。次いで多いのが 12人」の

60人 (24.4%)であり、約4分の iそ占めていた。また 12人以上Jの複数人いると回答

した入は195人 (7立3銘〉であり、相談相手が捜数人いる人は全体の 4分の 3を詔えてい

るという結果であった。またこの傾向は 2年前と差がなく、経年的な変fヒはみられなかっ

後期高齢期群で相棋に乗ってくれる人が詩人いるかという質問では、 12人Jと問答し

た人が49人 (2丘8%)と援も多く 4分の iそ謡えていた。次いで多いのが 11人Jの45人

(24.る%)であり、約 4分の iを占めていた。また 12人以上Jの複数人いると問答した

入試l詩人 (75.4弘)であり、相談相手が機数人いる人は全体の 4分の 3を諮えていると

いう結果で、あった。またこの傾向は 2年前と授がなく、経年的急変化試みられなかった。

(国表 9… 10)
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心艶毒事や協み事があったときなど糧援にのってくれる相手の人数図表9-10
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圃同居の家族以外で用事や留守番などを頼める相手の有無

頼める相手がいる人は全体の 4分の 3であり、 2年前に比べるとやや減少している。

頼める相手がいるという人は、他の 2群に比べて後期高齢期群で少なく、経年的にも減

少している傾向が見られる。

(全体の結果)

|寸何の家族以外で、ちょっとした用事や留守番などを頼める相手がいるかという問問で

は、「し1る」と回答した人が482人(75.0%)と4分の 3を占めており、「し1なし¥Jは161人

(25. oc.~{) )と 4分の lにあたる人たちであった。頼める相手がいるという 11-11符は、 2{I:: liij 

と比Ili交して5.4ポイント減少していた。

(コホー卜別比較)

壮年期群において、同居の家族以外で、ちょっとした用事や留守番などを頼める相手が

いるかという質問では、「いる」と回答した人が143人(79.4%)と 8割近くを占めており、

「いなしリは37人 (20.6%)と約 2割にあたる人たちであった。頼める相手がいるという

回答は、 2年前と比較して1.7ポイントとわずかに減少していたが、経年的に大きな変化

はみられなかった。

前期高齢期群において、同居の家族以外で、ちょっとした用車や留守番などを頼める相

手がいるかという質問では、「いる」と回答した人が199人(76.2%)と 4分の 3を超えて

おり、「いなし¥Jは62人 (23.8%)と約 4分の lにあたる人たちであった。頼める相手が

いるという回答は、 2年前と比較して2.7ポイントとわずかに減少していたが、経年|吋に

大きな変化はみられなかった。

後期高齢期群において、同居の家族以外で、ちょっとした用事や留守番などを頼める杵|

手がいるかという質問では、「いる」と回答した人が140人 (69.3%)と 7割近くを占めて

いた。「いなし¥Jは62人(30.7%)と3割にあたる人たちであり、他の 2群に比べて頼め

る人がし、ない割合が高かった。頼める相手がいるという回答は、 2年前と比較して12.3ポ

イント減少しており、他の 2群に比べると減少率が大きく、経年的に減っている傾向が見

られた。

(図表 9-11) 
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図表9-11 南患の家態以外で鰐事や醤守番などを頼める椙手の有鰻
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間関患の家接以外で用事や欝守帯など者頼める相手の人数

F議事や留守番などを殺める相手がいる人の中でその人数が行人Jである人法 3裂を

占捨ているが、 r5人以上」も 2制者蹴えて多い。馬事を頼める禅寺三が議数人いるのは君

事を頼める縄手がいる人の中の 3分の 2の人たちである。頼諮る相手が譲数人いる人は、

後期高齢期群でやや少ないが、経年的な変化はない。ただし、前期高鈴期群では、模数人

いるという回答は経年的に減少する儲舟がみちれる。額める相手が4人以上と多いのは、

年齢が高い群ほど少ない。

(全f本の結果)

11 iJJ，可V)'奈/1契i又外で用車:や留守番などを頼める相手がいる人のヰlで、その人数が何人いるか

という質問では、九人j という回答が154人(32.8%)と最も多く、約 3分の lそIliめて

いた。九人j という朗容はすべての年齢群で最も多かった。次に多いのが、 15人以I'.J

の101人 (21.5%)であり、 2割を超えていたQ 全体としては 12人以上jの捜数人いる

と1111得した人は316人 (67.2%)であり、用事を頼める相手が護数人いる入は全誌の 3分

の2を組えているという結果であった。また頼める槙手が fヰ入以上Jと自答した人は、

141人(30.0%)で3寄せを出めるが、年齢が高い群iまど少ないという結果であった。

(コ水一卜到比較)

壮年期障で、頼める相手が 11人Jと答えたのは、 42人(30.2%)であり、次いでで、多いの

が 15入以

人〈拓6ω9仏.忌s号完る〕λ、14入以上」は4仰?人 (ο33.8%)でで、あり、頼める相手が複数人いると題答して

いる入試 2年前と比較して差がなく、経年的な変化はみられなかっ

前期高齢期群で頼める相手が 11人j と答えたのは、位入(31.6%)であり、次いで多

いのが 15人以上」の43人 (21.9弘〉であった。 12人以上jの捜数人いると関答した人

は134人 (68.4%)、 14人以上」は57人位引先)であり、頼める相手が複数人いると回答

している人は 2年前と比較して 7ポイントj銭安しており、経年的にやや減少する傾向が見

られた。

後期高齢期欝で頼める椙手が 11人」と替えたのは、 50人(37.0%)であり、次いで多

いのがけ人Jの25入(18.5%)であった。 12人以上」の複数人いると間接した人泣き5

入缶2.9%λ14人以上Jは37人 (27.4%)であり、組の 2群;こ比べてやや少設いという

結果であった。頼める相手が複数人いると回答している人は 2年前と詑較して2.2ポイン

トとわずかに増加しており、経年的に大きな変{ヒはみもれなかった。〈図表9 12) 
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図表9-12 同居の家族以外で用事や留守番などを頼める相手の人数
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圃同居の家族以外から相談されたり頼まれたりすることの有無

自分が相談されたり頼まれたりすることがある人は全体の 4分の 3にあたる人たちで

あり、後期高齢期群で 6割以上、前期高齢期群で 7割以上、壮年期群で 8割以上と、年

齢の若い群ほど多い。相談されたり、頼まれたりすることが「よくある」と答えた人は、

全体の4割を超えており、すべての年齢群で経年的に増加している。

(全体の結果)

IlilJ，r}の京版以外から、自分が相談されたり用事を頼まれたりすることがあるかという白

川では、「よくある」と回答した人が285人 (44.4%)と 4訓を超えており、円|年々ある」

がlり2人 (2り.7%) と3割近くを占めている。合わせると、 447人 (73.7%) と4分の jに

あたる人たちが、同居している家族以外の人から相談されたり、用事を頼まれたりすると

いう粘県であった。特に「よくある」という回答は 2年前と比較して10.7ポイント増加し

ており、経年的に増加する傾向がみられ、これはすべての年齢群に共通していた。

(コホー卜別比較)

壮年期群において、相談されたり用事を頼まれたりすることがあるかという質問では、

「よくある」と回答した人が88人 (48.9%) と 5 割近くを占め、「時々ある」カ~66人(36.7%)

と4割近くを占めている。合わせると、 154人 (85.6%) と9割近い人たちが、相談され

たり、用事を頼まれたりするという結果であった。特に「よくある」という回答は 2年前

と比較して5.6ポイント噌加しており、経年的に噌加する傾向がみられた。

前期高齢期群において、相談されたり用事を頼まれたりすることがあるかという質問で

は、「よくある」と回答した人が120人 (46.0%) と5割近くを占め、「時々ある」が71人

(27.2%)と3割近くを占めている。合わせると、 191人(73.2%)と4分の 3近い人たちが、

相談されたり、用事を頼まれたりするという結果であった。特に「よくある」という回答

は2年前と比較して12.9ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみられた。

後期高齢期群において、相談されたり用事を頼まれたりすることがあるかという質問で

は、「よくある」と回答した人が77人(37.4%)と 4 割近くを占め、「時々ある」カ~55人

(26.7%)と3割近くを占めている。合わせると、 132人 (64.1%)と3分の 2近い人たちが、

相談されたり、用事を頼まれたりするという結果で、あった。特に「よくある」という回答

は2年前と比較して12.6ポイント増加しており、経年的に増加する傾向がみられた。

(図表 9-13) 
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間表9-13 向謄の議長旗以外から椙議されたり綾まれたりするととの有無

基第Z隠問。
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蓄ホコ卜 壮年期群 第第23固閲 ! 

78 (43.3%) 65 (36.1%) 23れ2.8%) 14 ( 7.8%) 180 (100.0%) 

88 (48.9%) I 66 (36.7%) 18 (10.0%引 告 180 (100.0%) 

話題 第2図 86 (33.1%) ! 85 (32.7%) 38 (1ヰ.6%) 51 (19.6%) 260 (100.0%) 

高齢期群;第3国 120 (46司0%) 71 (27.2%) ! 40 (15.3%) 30 (11.5%) 261 (100.0%) 

後患 第2思 51 (24.8%) 78 (37.9%) ! 42 (20.4%) i 35 (17.0%) 206 (100.0%) 

高鈴鶏群 第3隠; 77 (37.4%) 55 (26.7%) 26 (12.6%) 48 (23.3%) • 206 (100.0%) 

全体
第2閤 215 (33.3%) 228 (35.3%上 103 (15.9%) 100 (15.5%) 646 (100.0%) 

第3侶 l 285 (44.0%) 192 (29.7%引 84 (13‘0%) 86 (13.3%) 647 (100.0%) 
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竃馬居の家族以外で、緊急時に駆けつけてくれる人の有無

対象者のほとんどは家族以外で緊急時比駆けつけてくれる人がいると答えており、緊急

時に駆けつけてくれるがいない人は 2%来溝である。この額向諒 2年誌と開様であり、

経年的な変化はみられない。

(全体の結果)

i斗討の家接以外で緊急時にすぐに駆けつけてくれる人がいるかという開閉で辻、九三るj

と1"1許した人が63R人 (98.6%)とほとんどを占めており、「いなしリと田容した人はわず

かり人 (1.4%)に過ぎなかった。この結果は 2年前と誌とんど差誌なく、誌とんどの人

に緊:~~II年に目I~けつけてくれる人がいるという結果は経年的に変化してい誌かった。

(コホートillJ比較)

壮年期1ftιおいて、同患の家接以外で緊急時にすぐに駆けつけてくれる人がいるかとい

う設認で誌、九、るJと臣答した人が178人 (98.9%)とほとんどを占めており、 fいなしリ

と回答した入はわずか 2人(1.1%)に過ぎなかった。この結果は 2年記と誌とんど差は

なく、ほとんどの人に緊急時に駆けつけてくれる入がいるという結果は経年的に変化して

いなかった。

前期高齢期群において、同患の家捺以外で緊急時にすぐに駆けつけてくれる人がいるか

という葉簡で誌、 fいるj と回答した人が256人 (98.1%)とほとんどを占めており、九三

金いj と回答した人はわずか 5人 0.9%)に過ぎなかった。この結果は 2年前と誌とん

ど差はなく、ほとんどの人に緊急時に駆けつけてくれる人がいるという結果は経年的に

化していなかった。

後期高齢期群において、問題の家族以外で緊魚時にすぐに駆けつけてくれる人がいるか

という質轄で誌、「いるJと自答した人が204人(ヲ9.0%)とほとんどな占めており、九五

ないj と密答した人はわずか 2入(1.9%)に過ぎなかった。この結果誌 2年訴と誌とん

く、ほとんどの人に緊急時に駆けつけてくれる人がいるという結果誌経年的に変

化していなかった。

9 14) 
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鎧畿9ぺ尋 問題のと家族以外で、緊急時にかけつけてくれる人の有無

主主 事事1翻附180

諸制問 n=180
事草 書事3問 nに180I 
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富期第2悶肝261i 
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第 1回 l 1 ( 0.6%) 179 (99.4%) I 180 (100.0%) 

2 ( 1.1%) 178 (9合き%) 180 (100.0%) 

l第 3回 2 ( 1.1%) 178 (98.9%) 180 (100.0%) 

1.窮1包 1 ( 0.4%) 260 (99.6%) 261 (100.0%) 

前期 第2沼 3( 1.1%) 258 (98.9%) 261 (100.0%) 

後期吾|

5 ( 1.9%) 256 (98.1%) 261 (100.0%) 

3 ( 1.5%) 203 (98.5%) ! 206 (100.0%) 

言語齢草書群
3 ( 1.5%) 203 (98.5%) I 206 (100.0%) 

第3問 2 ( 1.0%) 204 (99.0%) I 206 (100.0%) 

第 1問 5 ( 0.8%) 642 (99.2%) 647 (100.0%) 

全体 第2問 8 ( 1.2%) ! 639 (98.8%) 647 (100.0%) 

i第3関 9 ( 1.4%) 638 (98.6%) 647 (100β%) 



語障震の家族以外で緊急時に寵けつけてくれる人の人数

繋急時に駆けつ汁てくれる人が 2人以上の機数人いる人は全体の約 9離で、あり、ヰ人

以上いる入試金棒のs裂を占めているが、機数人駆けつけてくれる人は前期高齢期群と

後期高齢期群で経年的に減少する穣向がみられる。

(全体の結県)

11~ もちいのは í4 人以上J で386入品な5%) と 6 誌を謡えており、次いで í2'"'-3 人」

がi別人 (29.0%)で3害1]近く投占めている。 i4人以上Jが最も多く、 i2 ~ 3人一1 i/; 2 

諮11に多いという結果はすべての生f:.1l冷静で共通していた。駆けつけてくれる人が 2人以ト

の詫数人いるとluli'干した人は571人 (89.5%)であり、 9寄り近い人たちは、記数人家けつ

けてくれると1"1符していた。複数人駆けつけてくれる人は、 2年前と詑較すると、1.2ポ

イントとわずかに減少したが、ヰ年前の基礎調査時と比較すると9.4ポイント減少してお

り、 411'-前から 2年齢までの 2年器で経年的に減少したという結果であった。

(コホート別比較)

壮年間群で、最も多いのが i4人以上j で120入品7.4免〉と?割近くを占めており、

次いで多いのが i2 ~ 3人Jで48入 (27.0%)という結果で、あった。駆けつけてくれる人

が2人以上の機数人いると回答した人は168人 (94.4%)であち、 9割以上の人たちは、

緊急時に陪思家抜以外の人が複数人駆けつけてくれると回答していた。複数人駆けつけて

くれる入は 2年読と詑較すると、 3.9ポイント地加し、 4年前の基礎調査時と比較すると5.6

ポイント減少しているなど、経年Ij引こ畑則的な変化はみられなかった。

前!割高齢期群で、最も多いのが i4人以上Jで147入 (57.4%)と 6害Ij近くな占めており、

次いで多いのが í2~ 3人jでお入(3l.3弘〉という結果で、あった。駆けつけてくれる人

が2人以上の捜数人いると屈答した入は人特8.7弘〉であり、 9害IJ近い人たちは、緊

問屈家族以外の入が謹数人駆けつけてくれると岳答していた。捜数人駆けつけてく

れる人は 2年前と比較すると、1.6ポイントとわずかに減少し、ヰ年前の基礎調査時と比

較すると10.1ポイント減少しており、 4年前から 2年前までの2

という結果で、あった。

後期高齢窯群で、最も多いのが i4人以上」で119人 (58.3%)と 6

した

くを出めており、

次いで多いのが í2~3 人j で57人 (27.9%) という結果で、あった。駆けつけてくれる入

が2人以上の按数人いると部答した入は17る人 (86.3%)であり、 9削近い人たちは、緊

急時に同居家族以外の入が按数人駆ザつけてくれると回答していた。機数人駆けつけてく

れる人は 2年前と比較すると、 5.2ポインヒヰ年訴の基礎調議時と詑較すると11.7ポイン

ト減少しており、経年的な減タ横向がみちれた。〈醤表ヲー!の
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図表9-15 問躍のご家族以外で、緊整時にかけつけてくれる人の人数
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第 1ffil I 0 ( 0.0%) I 15 ( 8.4%) I 163 (91.6%) ! 178 (100β%) 

|壮年鶏群 j 第 2図 17 (告 6%)• 47 (26.4%) ， 114(64.0%) i 178 (100.0%) 

第 3凹 10( 5.6%)48  (27β%) • 120 (67.4%) I 178 (100.0%) 

言; 第 沼 3 ( 1.2%) 24 ( 9.3%) I 231 (89的) 羽 (100.0%)

十コ|高齢諮怒期群 第 2回 25(ゑ7%)I 75〔29.2%)I 157{61ー1%) 257 (100.0%) 

ょ!;第3回 29(11.3%) I 80 (31.3%) Il 147 (57.4%) I 256 (100.0~心

第 1回 ヰ(2.0%) I 26 (12.9%) .72{85.1  %) i 202 (100.0%) 

喜怒後鈴期期群 第 2隠 17( 8.5%) I 55 (27.4%) I 129 (84.2%) 201 (100.0%) 

第 3回 28(13.7%) I 57〈27.9%)I 119 (58.3%) I 204 (100.0%) 

第 1田 7( 1.1%) ! 65 (10.2%) 566 (88.7%) I 638 (100.0%) 

全体 第2自 59 ( 9.3%) I 177 (27.8%) I 400(62.9%) ! 636 (100.0%) 

第 3鴎 67(10.5%) I 185 (29.0%) I 386 (60.5%) i 638 (100.0%) 
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10.社会活動

橿地域活動への参加状況

地主義活動へ参加している人は全ての群で半数寄鵡えている。経年的な変化としては、地

域活動へ参加している人は壮年期群で増加する傾向があり、後顛高齢期群で減少する傾向

がある。

(金体の結果)

地域間出jへの参加状況に関しては、「参加しているj と問符した人は344人 (5.U(1{))と

平数を紹えていた。また地域活動Lこ参加している人は年齢む高い群ほど少ないという結記

であったれ終年fI/~な変化では、社会活動に参加している人は全体として 4 {I叶íj と比!I!~ し

0.3ポイント前加しているが、 2年産Ijと比較すると、1.7ポイントとわずかに誠少していた。

(コホートJJij比較)

壮年JT:]iri:で、地域活動へ参加している人誌102入 (56.7Cf毛〉であり、半数を超えてい

経年的な変{とを見ると、地域活動に参加している人法 2年前と辻較して2.8ポイント、ヰ

年自Ijと比il境して11.1ポイント増加しており、経年的に地加する傾向が認められた。

前期高齢期群で、地域活動ヘ参加している人は137人 (52.5Cfら)であ号、半数を鵠えてい

た。経年的な変化を見ると、地域活動に参加している入は 4年前と比較して1.9ポイント

とわずかに培加しているが、 2年前と比較して1.9ポイントとわずかに減少しているとい

う結果であった。

後期高齢期務で地域活動へ参加している入は105人 (51.2%)であち、約半数の入が地

域活動へ参加しているとし守結果であった。経年的な変化在晃ると、地域活動に参加して

いる入は 2年前と比較して5.6ポイント、ヰ年前と比較して11.4ポイント減少してお今、社

会活動ヘ参加する人は経年的に減少しているという結果であった。

(図表均一 1) 
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間袈10-1 地場活動への参加状涜

壮年鶏群

第1回(n=180)

第2自(n=180)

第3自(n=180)

膏齢群前期 第1困〈伶=261)
第21E幸弘之261)

言震3沼(n=261)

言齢期群寄期後 2事1沼(n=206)
繁之図(n=206)

第3悶(n=205)

食休

第1悶(n巴647)

第2闘いお647)

第3悶(n=646)

0% 20% 40% 

参加している

;第 1呂 82 (45.6%) 

壮年期群;第2思 設7(53.9%) 

第 3自 102 (56.7%) 

年齢ホコト
l 第 1国 132 (50.6%) ! 

前期
142 (54.4%) • 高齢期群|第2国

第 3回 137 (52.5%) 

第 1凶 129 (62.6%)一l← 

後期 第2回 117 (56.8%) 
高齢期若手

第3隠 105 (51.2%) I 

2事1殴 343 (53.0%) i 

全体 第 2121 356 (55.0%) 

;第3問 344 (53.3%) 

E ・E ・-ー圃園E 毎週耐量四国圃圃圃圃圃圃E

E 圃圃圃圃園田-，お軍事量-ーーーー

園圃・圃園田園1r.!1:極細園田園・・・ー

60お 80% 100努

参加していない

98 (54.4%) ! 

83 (46.1%) • 

78 (43.3%) 

129 (49.4%) 

119 (45.6%) ! 

124 (47.5%) 

77 (37.4%) 

89 (43.2%) 

100 (48.8%) 

304 (47.0%) ! 

291 (45.0%) 

302 (46.7%) ! 
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人数{都合〕

合計

180 (100.0%) 

180 (100.0%) 

180 (100.0%) 

261 (100.0%) 

261 (100.0%) 

261 (100.0%) 

206 (100.0%) 

206 (100.0ちも〉

205 (100.0%) 

647 (100.0%) 

647 (100.0%) 

646 (100.0%) 



量地域活動記おける役職の有無

地域活動に参加している人の中で4艶以上の人が役識についている。役職についてい

る人は壮年期群で最も多く、年齢が高い群ほど告ない。また役職についている人は前期高

齢期群と後期高齢期群で経年的にやや減少している。

{全体の結果)

地i或出動ヘ参加している人の中で、役職についている入はi話人 (42.4%)であり、 4

;ifij以卜"(})人たちは地域活動におせる役識を持っているという結果で、あった。イド附別に川る

と、役i践についている人法壮年期群で最も多く、年齢が上の群ほど少ないという結束で

あった。また持に前期高齢期群と後期高齢期群で、は、役職についている人は経年的に減φ

るという結果であった。経年的な変化としては、 4

いるが、 2年!Ifjと変化はなかった。

(コホート剖比較)

と比車交して5.8ポイント減少し

社主f持i群で地域活動へ参加している人の中で、役職についている人は知人 (49.0%)で

あり、半数近い人たちは地域活動における役職を持っているという結果でまるった。経年的

な変化としては、地域活動の役職についている人は 4年前と比較して9.5ポイント減少し

ているが、 2年吉IJと比較して4.7ポイント増結していた。

前期高齢期群で地域活動ヘ参加している人の中で、役職についている人は兇人 (42.3弘〉

であり、ヰ割以上の人たちは地域活動における役職を持っているという結果であった。経

年的な変化としては、地域活動の役職についている人法ヰ年前と比較して5.8ポイント減

少、 2年前と比較して2.1ポイント減少しており、役職についている人は経年的にやや減

少しているという結果で、島っ

後期高齢期群で地域活動へ参加している人の中で、役職についている人誌混入。ι2%)

であり、 3割以上の人たちは地域活動における役職者持っているという結果で、あった。経

年的な変化としては、地域活動の設磯についている人法 4年言IJと比較して5.7ポイント減

少、 2年前と出i遣して2.3示イントj戒すしており、役職についている人は経年的にやや減

少しているという結果で、あった。

(関表10-2) 
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図表10-2 地域活動における役職の有無

壮年期群

第1回 n=82

第2固 n=97

第3固 n=102

高齢期群前期 第1固 n=131
第2固 n=142

第3回 n=137

高齢期群後期 第1回 n=129
第2回 n=117

第3回 n=105

全体

第1固 n=342

第2回 n=356

第3回 n=344

0出

ロ役職につ
いている

圃役職につ
いていな
い

20目 40% 60目 80拍 100目

人数(割合)

役職についている 役職についていない 合計

第 1回 48 (58.5%) 34 (41.5%) 82 (100.0%) 

壮年期群 第 2回 43 (44.3%) 54 (55.7%) 97 (100.0%) 

第 3回 50 (49.0%) 52 (51.0%) 102 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1田 63 (48.1%) 68 (51.9%) 131 (100.0%) 

前期
第 2回 63 (44.4%) 79 (55.6%) 142 (100.0%) 

高齢期群
第 3回 58 (42.3%) 79 (57.7%) 137 (100.0%) 

第 1回 54 (41.9%) 75 (58.1%) 129 (100.0%) 
後期

第 2回 45 (38.5%) 72 (61.5%) 117 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 38 (36.2%) 67 (63.8%) 105 (100.0%) 

第 1回 165 (48.2%) 177 (51.8%) 342 (100.0%) 

全体 第 2回 151 (42.4%) 205 (57.6%) 356 (100.0%) 

第 3回 146 (42.4%) 198 (57.6%) 344 (100.0%) 

ハ
同
ノ



欄地域活動への参麗頻度

地域活動へ参揺している入の中で 2割以上の人は澗 1間以上地域活動へ参加している。

週 T回以上地域活動記参揺しているのは壮年期群と前期高齢期群でほぼ4人に 1人程護

であり、壮年期群では経年鵠に増加している。後期高齢期群では5.7人に 1人とやや少急

く、経年的にも減少している。

(全体の結果)

地域出動へ参JJIlしている入の参加額度に関して最も多いのが遡 11
，.11以 1';0) 26x人

Ox.6%)であり、約 8寝IJ近くを占めていた。適 l間以上地域活動ヘ捗加している人は73

人(2l.4弘)であり、 2潟IJなj闘えていた。週 i屈以上地域活動に参加しているのは、:II:{I:

JYW'í:と前!日 JI'，'IÎ齢JYJm~で 2 訓をj臨えているが、後期高齢期群でやや少若く、経年的にも減/þ

していた凸

(コホート部比較}

:11:年間lt'r:で地域活動へ参加している人の参加頻度に|喝して識も多いのが道 i題以下の79

人 (77.5%)であち、約 8割近くを占めていた。遡 l間以上地域活動ヘ参加している入は

幻人 (22.5%)であち、 2裂を謡えていた。経年変化については、週 1回以上地域活動に

勢}JIIしているのは 2年前と詑較して4.6ポイント、 4

り、経年的にやや増えていた。

と比較して7.9ポイント増加して

l~íJ 1割高齢期lJ下で地域活動へ参加している入の参加頻疫に関して最も多いのが週!回以下

の104人 06.5%)であり、 4分の 3者 1さめていた。 沼 i自以上地域活動へ参加している

人は32人 (23.5%)であり、 2害IJをil忍えていた。経年変化については、遇 i回以上地域活

動に参加しているのは 2年前ι比較して2.2ポイント増結しているが、 4年前と比較し

3ユポイント減少していた。

後期高齢期群で地域活動へ参加している人の参加頻度に関して最も多いのが翠:

のお入信2.5発〉でまる号、 s警IJを趨えていた。週 1由以上地域活動へ参加している入拡18

人 07.5%)であ号、{告の 2訴に比べて最も低かった。経年変色については、 i題!語以上

地域活動に参加しているのは 2年前と比較して 3ポイント、 4年齢と比較して8.1ポイン

トj戚少しており、経年的立やや誠っていた。

(図表10-3) 
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閲表10-3 地域活動への参加額度

壮義年義主孝

~1@] れ=82

宣車2密 n=95

き喜3@]n=102 

第1自 n二131

第2自 n=141

第3聞 n=136

期高齢群期後 督官1自 n=129
2事2図柄117

第3@]n=103 

ぎ体を
き事1@] n=342 

事事2部門=353

章第3問n=341 

0目

間
一
間
一

i
出
一
間

20出 40見

79.9弘

78.6事

60覧 80覧 100覧

人数〔割合〉

ほぽ毎日 i援2""3回 遡 1間程度 通 1間以下 全体

第 1問 o ( 0.0%) 6 ( 7.3%) • 告(7.3%) 70 (85.4%) I 82 (100.0%) 

壮年期群 第2悶 l 1 ( 1.1%) 9 (号.5%) 7 ( 7.4%) 78 (82.1%) 95 (100.0%) 

第 3悶 6 ( 5.9%) 2 ( 2.0%) 15 (14.7%) 79 (77.5%) 102 (100.0%) 

!|品jiL7 ( 5.3%) 12 ( 9.2%引 16 (12.2%) 96 (73.3%) 131 (100.0%) 

5 ( 3.5%) 7 ( 5.0%) 18 (12.8%) 111 (78.7%) 141 (100.0%) 

4 ( 2.9%) 17 (12.5%) 11 ( 8.1%) 104 (76.5%) 136 (100.0%) 

第 1笛 10 ( 7.8%) 10 ( 7.8%) 13 (10.1%) . 96 (74.4%) I 12告(100β%)
書長期

13 (11.1%) 4 ( 3.4%) 

設卜
117 (100.0%) 

j 高齢期群 第2自

l第 3回 5 ( 4.9%) 3 ( 2.9%) 10 ( 9.7%) I 85 (82.5%) 103 (100.0%) 

第 1回 17 ( 5.0%) 28 ( 8.2%) 35 (10.2%) I 262 (76.6%) 342 (100.0%) 

会体 l第2回 19 ( 5.4%引 20 ( 5.7%) ! 32 ( 9.1%) 282 (79.9%) 353 (100β%) 

第3包 15 ( 4.4%) I 22 ( 6.5%) I 36 (10β%) I 268 (78.6%) ! 341 (100.0%) 
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思社会の出来事を知るための情報源

社会合出来事を知るための情報源は、ほとんどの人がテレビや新酷であり、 9割以上

の人たちが利用している。ラジオは、 43話"-'5割lの人が利用するが、年齢が高い群培ど

少ない。チラシや広報は4割以上の入が科用しているが、これは経年的に減少傾向にある。

{金需の結果)

社会の出来事を主11るために利用している'情報源で、最も多いのは「テレピj の台24人

件6.4%)であり、誌とんどの人が手当用していた。新聞を'情報源としている人も611人

(り4.4%)とり;ipl以 1-，であり、テレどと誌とんど差誌なく、過去 2回の調査でも片;wして

いた円ラジオやjぶ側、チラシなどを利用している入泣ヰ誤者超えているが、これは経年i'I句

に減少{町村IJがみられたの

{コホートlJiJ誌絞}

壮年期鮮の入が科罰しているi警報擦で、最も多いのは「新聞Jの177人 (98.3%)であり、

次いで「テレピjが175人作7.2%)で島った。これ辻、過去2自の調査でも共通していた。

次いで多いのが「広報」の92人 (51.1%)、「チラシjの綿入〈将.4混入 fラジオJの84人

(46.7%)の)1闘であり、この 3つの情報源は、経年的に減少{副首が見られた。

前期高齢期群の入が手IJmしている情報源で、最も多いのは「テレピJの256人 (98.1九〉

であり、次いで「薪毘jが248入 (95.0九〉であった。これは、渦悲 2凹の調査でも共通

していた。次いで多いのが「ラジオjのi詩人 (46.0%)，r広報」の115人 (44.1%)、「チ

シJの114人 (43.7%)の"闘であり、この 3つの'1警報援、辻、経年的拡減少額向が見られた。

後期高齢期群の人が料用している情報源で¥最も多いのは「テレピJの]幻入 (93.7箆)

あり、次いで「新関jが186入 (90.3%)であった。これは、渦去 2回の調査でも

していた。次いで多いのが「チラシjの98人 (47.6%)、「広報Jの90人 (43.7%)、「うジオj

の78人(37.9%)の11闘であり、この 3つの'1警報課培、経年的に減少傾向が見られた。

(留表10-4) 
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11.ライフヒストリー・老性自

副ζれまで生活してきで楽しかったこと

一器楽しかったの誌、子育てや家族生活などの「家庭に関する事柄」であり、すべての

年齢群で最も多い。荘年期群では「仕事j が2播目に多いが、前期高齢期群と後期高齢期

詐では「余暇活動Jが 2番Eに多い。「家庭に

壮年期間で、は経年的に増加する指向がみられた。

い群ほど多い。

〈全f本の結蝶)

る事柄」は、年齢が{まい群iまど多く、

「余曜活動jをあげる人は年齢が高

とれまで'I:=.iliしてきて一番楽しかったのはどのようなことかという費問は、複数制|符で

あるが、 てや {-utの独立、家接みん訟で暮らした、孫ができた、家を建てたなどJ京

誌にi製する事柄j が228人(35.2%)と最も多く、次いで、現役で仕事をしていた、 PTA

の仕事をしていたなどの「仕事に関する事柄Jが129人(19.9九)、強行に行ったり、急々

なとごろに出かけたなどの「余暇活動に関する事構jが117人(18.1%)、恋愛をしていた

凶や、友人と遊び歩いたととなどの「対人交流に関する事柄Jが111人(17.2%)、退職し

て余経ができた、経済的なゆとりができた、自由になって精神的なゆとりができたなど

「ゆとりに関する事柄」が97人(15.0%)の搬になっていた。 r家謹jや r{l:事jをあげる

人は年齢が若い昨ほど高く、 f余暇活動j をあげる人誌年齢が高い群ぽど多いという結果

であった。

(コホート由主七較)

壮年!明群で、は、「家庭」が80人 (44.4弘〉と最も多く 4訴を超えていた。次いで多いの

が「仕事」の42人 (23.3弘〉であり、次いで「対人交流Jの41人 (22.8%)、「ゆとりjの

29人口6.1弘〉という際になっていた。 2番目に多いのが

の特徴であり、経年的にも増加する傾向がみちれた。

というの辻、壮年期君事

iW期高鈴期群で誌、 f家涯に関する事柄」が88人 03.7%)と最も多く 4 くを占め

ていた。次いで多いのが「余暇活動Jの51人 (19.5%)、「仕事jの知人 09.2弘〉の蟻になっ

ていた。経年的には、規則的な変化はみられなかった。

後期高齢期群では、 関する が60人 (29.1%)と最も多く 3割近くを占め

ていた。次いで、多いのが「余曜活動」の47人 (22.肝心、「仕事」の37人 (18.0弘〉の!艇になっ

いた。経年的には、規則的な変叱はみられなかっ

(図表11 1) 
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図表11-1 これまで生活してきで楽しかったこと(複数回答)
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仕事 家庭 健康 余綴i誘致 対人交流

第 1自 30 (16.7%) 64 (35.6%) 11 ( 6.1%) 22 (12.2%) • 29 (16.1%) 

壮年期群 第2包 43 (24.2%) 70 (39.3%) 4 ( 2.2%) 31 (17.4%) • 33 (18.5%) 

第 3呂 42 (23.3%) 80 (44.4%) • 8 ( 4.4%) 19 (10.6%) 41 (22.8%) 

号?ト 輔棚期群

~1 沼 54 (20.7%) 79 (30.3%) ! 3 ( 1.1 %) 36 (13.8%) 30 (11.5%) 

第2@] 61 (23.6%) 94 (36.4%) • 8 ( 3.1%) 54 (20.9%) 35 (13.6%) 

第3@]1 50 (怜.2%) 88 (33.7%) 12 ( 4β%) 引 (19.5%) 43 (16.5%) 

第1回; 37 (18.0%) 63 (30.6%) 4 ( 1.9%) 36 (17.5%) • 24 (11.7%) 
後期

第2回; 51 (25.1%) 77 (37.9%) 5 ( 2.5%) 59 (29.1%) • 21 (10.3%) 
高齢期群

第3田 37 (18.0%) 60 (2窃1%) 7 ( 3.4%) 47 (22.8%) ! 27 (13.1%) 

第1図 121 (18.7%引 206 (31.8%) • 18 ( 2.8%) 94 (14.5%) I 83 (12.8%) 

全体 第2国 155 (24.3%引 2ヰ1(37.7%引 17 ( 2.7%) 144 (22.5%) ! 89 (13.9%) 

第3回 129 (19.9%上 228 (35.2%) I 27 ( 4.2%) 117 (18.1%) I 111 (17.2%) 

包答数{呂答者数に占める審j合〉

学生住食活 ゆとり その他 回答者数

第 1問 4 ( 2.2%) 34 (18.9%) 26 (14.4%) 180 

壮年期群第2問 7 ( 3.9%) 38 (21.3%) 15 ( 8.4紛 178 

貧富 3悶 4 ( 2.2%) 29 (16.1%) 16 ( 8.9%引 180 

鯵年コホト
第 1悶 5 ( 1.9%) 53 (20.3%) 51 (19.5%上 261 

蓄す鴻 繁 2回 6 ( 2.3%) 52 (20.2%) 34れ3.2%) 258 
高齢簿群

第3沼 8 ( 3.1%) 48 (18.4%) • 31 (11.9%) 261 

策?自 3 ( 1.5%) 35 (17.0%) 31 (15.0%) 206 

後鶏 I 第2思
議鈴綴襲撃

6 ( 3.0%) 34 (16.7%) 29 (14.3%) 203 

第3包 9 ( 4.4%) 20 ( 9.7%) ! 34 (16.5%) • 206 

第 1毘 12 ( 1.9%) オ22(18.9%) • 108 (16.7%) I 647 

会体 第2@] 19 ( 3.0%) 124 (19.4%) • 78 (12.2%) 639 

第 3@]1 21 ( 3.2%) 97 (15.0%) 81 (12.5%) 647 
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-老性自覚とそのきっかけ

心身機能の低下をきっかけに老性自覚をしている場合が多く、自覚のある人は 9割を

超えており、年齢が高い群ほど多い。全体として経年的にわずかに増加しており、壮年期

群と後期高齢期群でわずかに増加しているが、前期高齢期群では、経年的に規則的な変化

はみられない。一方壮年期群の10%、前期高齢期群の 8%、後期高齢期群の5.5%の人は、

老性自覚がなく、全体としては13人に 1人が「歳をとった」と感じていない。

(全体の結果)

これまで「自分が歳をとったなと感じたことがあるか」の質問では、「ある」と 1111符し

た人は5り 2人(り2.2%) とり書1]を l凶えていた。 2 年 I~Jíj と比較すると 0.2ポイン卜、 4 "1:liij(}) 

基礎調宵H寺と比Ili交すると3.3ポイント附加しており、経年的にわずかに増加しているとい

う結果で、あった。老性自覚のきっかけとしては、体力低下や、通院するようになったこと、

視力や聴力が低下したとと、記憶力が低下したととなどの心身機能の低下に伴うものであ

ることが非常に多く、定年退職や老後の心配をするようになったといった生活全般に関す

るとともきっかけになっている場合が多いという結果であった。一方経年的に減少はして

いるものの、「歳をとった」と感じていない人は50人 (7.8%)存在し、 13人に l人は「歳

をとった」と感じていないという結果で、あった。

(コホート別比較)

壮年則群の老性自覚に関しては、「ある」と回答した人は162人 (90.0%)と9害Ijを占め

ていた。また 2年前と比較すると0.1ポイント、 4年前の基礎調査時と比較すると5.6ポイン

卜噌加しており、経年的にわずかに増加しているという結果であった。一方経年的減少し

ているものの、「歳をとった」と感じていない人は18人 00.0%)存在し、 10人に l人は

「歳をとった」と感じていないという結果であった。

前期高齢期群の老性自覚に関しては、「ある」と回答した人は240人 (92.0%)と9害Ijを

超えていた。経年的にみると、 2年前と比較して0.3ポイント減少、 4年前の基礎調査時

と比較すると2.4ポイント増加しており、経年的な変化はみられないという結果であった。

一方経年的減少しているものの、「歳をとった」と感じていない人は21人 (8.0%)存在し、

13人に l人は「歳をとった」と感じていないという結果で、あった。

後期高齢期群の老性自覚に関しては、「ある」と回答した人は190人 (94.5%)と 9害1]を

超えていた。経年的にみると、 2年前と比較して0.3ポイント、 4年前の基礎調査時と比

較すると2.8ポイント増加しており、経年的にわずかに増加しているという結果であった。

一方経年的減少しているものの、「歳をとった」と感じていない人は11人 (5.5%)存在し、

後期高齢期群でも18人に l人は「歳をとった」と感じていないという結果で、あった。

(図表11-2) 
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震表11之老性議覚とそのきっかけ

社
年
期
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全
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人数(割合)
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第 1lEl • 574 (88明9%) 72 (11汀%) 646 (100.0%) 
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-今の年齢よりも若いときの方が良かったとと

若いときの方が良かったととは、心身機能に関するものが最も多く、すべての年齢群で

共通しているが、年齢の低い群ほど多く、年齢の高い群ほど少ない。全体としては経年的

に増加している。

(全体の結果)

fい1ときの方が良かったことに関しては、複数回答であるが、健康で休;}Jがあったこと

や、 t¥J)J・聴力が良かったこと、痛いところがなかったこと、広w{があったこと、 jt〔巧}J

があったこと、もの忘れがなかったことなど、「心身機能」に閲するものが多く 332人

(51.YYcJ) と半数を超えていた。次に多かったのは、仕事ができたことやお金を脱ぐこと

ができたこと、経済的ゆとりがあったこと、友人がたくさんいたこと、夢があったこと、

1'1111だ、ったこと、気楽だったことなど「生活全般」に関するものであり、 228人 U5.2(XJ)

とj分の 1;を超えていた。また家族みんなで暮らしたことや、家庭が円満だったこと、配

刊行がいたことなど「家庭」に関するものも28人 (4.3%)程度みられた。心身機能に関

しては、年齢の低い群ほど多く、年齢の高い群ほど減少しているという結果で、あった。全

体として 2年前と比較して3.4ポイント、 4年前の基礎調査時と比較して4.5ポイント増加

しており、経年的にやや増加しているという結果で、あった。

(コホ一卜別比較)

壮年則鮮における若いときの方が良かったことに関しては、「心身機能」に関するもの

が106人 (58.9%)と 6割近くを占めており、次いで「生活全般」に関するものが62人

(34.4%)、「家庭」に関するものが 8人 (4.4%)という順であった。また経年的な変化に

ついては、規則的な変化はみられなかった。

前期高齢期群における若いときの方が良かったことに関しては、「心身機能」に関する

ものが131人 (50.2%)と半数を超えており、次いで「生活全般」に関するものがお人

(32.6%)、「家庭」に関するものが13人 (5.0%)という順であった。また経年的な変化に

ついては、規則的な変化はみられなかった。

後期高齢期群における若いときの方が良かったことに関しては、「心身機能」に関する

ものが95人 (46.1%)と半数近くを占めており、次いで「生活全般」に関するものが81人

(39.3%)、「家庭」に関するものが 7人(3.4%)という順であった。また経年的な変化に

ついては、規則的な変化はみられなかった。

(図表11-3 ) 
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閤答数{問主芸者数に占める説会〕
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-若かったときよりも今の年齢になって良かったと思うとと

すべての年齢群の半数以上の人は、経済的・精神的にゆとりができたととや、責任から

解放されて自由になったととなどの「生活全般」に関するととを答えている人が多い。ま

た4分の 1以上の人は、配偶者との仲が深まったととや、家族から大事にしてもらえる

ようになったとと、員や姑がいないとと、孫の成長がみられるととなど「家庭」に関する

ものをあげている。一方心身機能に関するものは 5%程度と少ない。

(全体の結果)

打かったときよりも今の年齢になって良かったと思うことに関しては、抑数11110である

が、 IL1j:IMJにゆとりができたことや好きなことができるようになったこと、白!こ11になったこ

と、立任から解放されたこと、精神的にゆとりができたこと、経済的にゆとりができたこ

と、趣味や習し1事ができるようになったこと、友人がたくさんいることなど「生活全般J

に閣するものが多く、 360人 (55.6%)と半数を超えていた。次に多かったのは、配偶者

とのや 1

1が深まったことや、家族から大事にしてもらえるようになったこと、男や姑がし1な

いこと、係の成長がみられることなど「家庭」に関するものであり、 178人 (27.5%)と

4分の 1'を占めていた。次に多かったのは、健康を維持していることや前よりも健康に

なったこと、判断力がついたこと、視野が広くなったこと、思慮深くなったこと、知識が

深まったことなど、「心身機能」に閣するものであり、 34人 (5.3%)という結県であった。

生活全般に閣するものが最も多く、次いで家庭に関するものが多く、心身機能に関するも

のが少ないという傾向はすべての年齢群に共通してみられる特徴であった。

(コホー卜別比較)

壮年期群で最も多いのは「生活全般」に関するものであり、 101人 (56.1%)と半数を

超えていた。次いで多いのが「家庭」に関するもので、 65人(36.1%)と 3分の l以上を

占めていた。一方「心身機能」に関するものはわずか10人 (5.6%)という結果であった。

前期高齢期群でも「生活全般」に関するものが最も多く、 154人 (59.0%)と6割近く

を占めていた。次いで多いのが「家庭」に関するものであり、 55人 (21.1%)と 2害IJ程度

で、あった。一方「心身機能」に関するものはわずか12人 (4.6%)という結果で、あった。

後期高齢期群で最も多かったのも「生活全般」に関するものであり、 105人 (51.0%)

と約半数を占めていた。次いで多いのが「家庭」に関するものであり、 58人 (28.8%)と

3割近くを占めていた。一方「心身機能」に関するものはわずか12人 (5.8%)という結

果であった。(図表11-4) 
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図表11-4 若かったときよりも今の年齢になって良かったと思うこと

心身機能

2 円=180
3 円=180

F 51iF261 2 円=261
3 円=261

高雪群後期 第霊1囲園 内=2062 円=206
3 円=206

4再第Z1回E円=647
2 円=647
3 円=647

0.0% 20.0目 40.0% 60.0目 80.0% 100.0拍

生活全般

I
l
i
l
i
-
-
[
I
l
l
1
1
1一
郎nu 

n
u
n
u
n
U
4
1
4
1
4
!
R
V
R
V
R
V
7
'
7
'
7
'
 

8

8

8

6

6

6

0

0

0

4

4

4

 

4
E
E
4
E
E
4
E
E
n
J』

nJ』

nJ』

nJ』

nJ』

nJ』
戸

内

V
戸
内

V
戸
内

V

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

 

園

田

園

田

園

田

園

田

園

田

園

田

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

 

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

前

期

後

期

壮
年
期
群
高
齢
期
群
高
齢
期
群
全
体

15i9! 
]58.6弘

一二コ日日目

]52.4%1 

]51刷|

コ55附
コ53.8担コ55刷

20.0% 40.0日 60.日目 80.0目 100.0目

勺
jハ

U
司ノ“



n
u
n
u
n
U
4
l
T』
唱

l

内

O
内O

内O

司

，

司

，

司

，

a
u
a
u
a
u
G
U
G
U
R
u
n
u
n
u
n
U

必
斗
必
斗
必
斗

1
・

唱

1
4
l
n
4
n
4
n
，ι
?
』
?
』
内
d
G
U
R
u
n
o

-
-
一
一
-
一
一
【
-
一
=
=
-
-
=
=
=
-
-

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

 

回

回

回

回

回

回

回

回

園

田

回

回

噌ーの
L

。
。
噌
ー
の
L

。
。
噌
ー
の
L
n
d

噌ーの
L

。。

柑
出
柑
出
館
第
館
館
第
第
第
第
附
山
第

前

期

後

期

壮
年
期
群
高
齢
期
群
高
齢
期
群
全
体

家庭

29.49. 
136.1% 

136.1% 

125.3% 

0.0% 80.日目 100.0百20.0九 40.0'. 60.0九

n
u
n
u
n
U
4
1
唱

I
4
l
G
u
a
v
a
v

司

F
司

F
司

f

a
u
o
o
o
o
n
o
a
v
n
o
n
u
n
u
n
U

必
斗
必
斗
必
斗

4
1
4
1
4
1
n
4
?
』
内
4
n
，ι
?
』
内
4
n
u
m
o
n
o

n

n

n

n

n

n

内

内

内

内

内

内

田

園

田

回

回

回

回

回

回

回

回

回

苛
目

η
4
q
u

『

E
η
4
q
u

噌

E
η
4

つω

『

E
η
4
q
u

第

第

館

第

第

第

銘

銘

銘

第

館

第

前

期

後

期

壮
年
期
群
高
齢
期
群
高
齢
期
群
全
体

その他

27.8% 

23.9% 

26.7叫

26.4% 
33目7%

13618目

36.14% 
136 9% 

3V.9% 

30.0% 
32.0% 
134.39 

0.0日 20.0% 40.0目 60目01b 80目。% 100日目

-208-



回答数(回答者数に占める割合)

心身機能 生活全般 家庭 その他 回答者数

第 1回 9 ( 5.0%) 100 (55.6%) 53 (29.4%) 50 (27.8%) 180 

壮年期群 第 2回 6 ( 3.3%) 97 (53.9%) 65 (36.1%) 43 (23.9%) 180 

第 3回 10 ( 5.6%) 101 (56.1%) 65 (36.1 %) 48 (26.7%) 180 

年齢コホ卜
第 1回 15 ( 5.7%) 153 (58.6%) 71 (27.2%) 69 (26.4%) 261 

前期
第 2回 10 ( 3.8%) 145 (55.6%) 66 (25.3%) 88 (33.7%) 261 

高齢期群
第 3回 12 ( 4.6%) 154 (59.0%) 55 (21.1%) 96 (36.8%) 261 

第 T回 11 ( 5.3%) 108 (52.4%) 46 (22.3%) 75 (36.4%) 206 
後期

第 2回 11 ( 5.3%) 106 (51.5%) 58 (28.2%) 76 (36.9%) 206 
高齢期群

第 3回 12 ( 5.8%) 105 (51.0%) 58 (28.2%) 78 (37.9%) 206 

第 1回 35 ( 5.4%) 361 (55.8%) 170 (26.3%) 194 (30.0%) 647 

全体 第 2回 27 ( 4.2%) 348 (53.8%) 189 (29.2%) 207 (32.0%) 647 

第 3回 34 ( 5.3%) 360 (55.6%) 178 (27.5%) 222 (34.3%) 647 
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瞳これから先自分がこん怠ふうに生活したいと思うこと

4寄せを超える人たち誌、自蔚気ままお暮らしたいや錨鳴を続けたいなど「生活全般JLζ 

関する希望が多く、壮年期群と前期蕗議期群で、は最も多い。一方後期高齢期群は、健康に

暮らしたい、寝たきりや認知症にならないようにしたいなどの「心身機能」に閲する希望

が最も多い。今後の希盟は年齢の母い群。〉人ほど多く、年齢の高い群の人ほど希望の述べ

るととは少ない。

(全体の綿製)

これからう'e1'1 分がこんなふうに刊誌主したいと jぷうことに i到しては、記数 I ， II'~であるが、

i'l111/>((ままに叫らしたいや鳴しく民ιしたい、誌やかに芸ちしたい、よい時l{te伴九し

い、 {1:'J~J.r続けたい、 1出 l味を~~/cけたい、社会活動に参加したいなど、 f生活全/;1むに I \~Iず

るものが多く、 280人 (43.3%)と 4'，1;1]を担えていた。次に多かったのは、 i提出に持らし

たい、認知!岐にならないようにしたい、寝たきりにならないようにしたい、運践したい、

民生きしたい、ピンぜンコロリの生き方をしたいなど、 11ら身機能jに!習するもので、あり、

口i人 U5.7%) と3分の lを超えていた。二大に多かったの培、家技内記iii-

ちしたい、子どもや孫と暮らしたいなど「家庭」に閲するものであり、 81人 (1 %)と

i;ii司会起えていた。年代別に比較すると、 r'1:.活全般j が品も多いのは~IプfJUW'(: と

i訟JYH浮であり、?をJYj高齢期群で、は「心身機能j がi14も多いという車lii裂であり、門主主

と「心身機能jに却しては、"1"，船U){lh、lt'i:ほどまユく、 "1:代がICI'jし、mほど少ないという結束

であったの

{コホート民主主較〉

壮年期群で最も多いのは、 るものであり、 104人 (57五%)と 6割近

くを占めていた。次いで、多いのが「心身機能Jに関するもので、 72人 (40.0%) と4割で

あり、「家露Jに関するものは、詩人(14.4九〉と 1害Ijを超えていた。経年的には、規員IJ

性のある変化はみられ設かっ

も多いの培、 f生活全般Jに関するものであり、 114人 (43.7%)と 4

ていた。次いで、多いのがら心身機能J~こ関するもので、 91 人(34.9%) と 3 富IJを

ており、「家臨jに関するもの誌、 2ヲ入(11.1%)と l書IJを超えていた。経年的には、

規則性のある変化はみられなかった。

後期高齢期群で最も多いのは、 f心身機能J~こ寵するものであり、 68人(33.3%) と 3

寄せを超えていた。次いで多いのが f生活全殻Jtこ関するものであち、 62人(30.1%)と 3

割を占めており、「家庭」に関するものは、 26人口2.69ら〉と 1

には、規則性のある変化はみられなかった。(菌表11ーの
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図表11・5 これから先自分がこんなふうに生活したいと思うこと
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家庭
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問答数〈回答者数lこ占める割合)

Jì)~号機能 生活全綾 家庭 その他 回答者数

第 1侶 114 (63.3%) 37 (20.6%) 54 (30.0%) 180 

壮 年 期 群 第2@] 83 (46.1%) 16 ( 8.9%) i 75 (41.7%) 180 

第3窃 72 (40.0%) 104 (57.8%) 26 (14.4%) i 69 (38.3%) 180 

;第 1包 75 (28.7%) 146 (55.9%) 29 (11.1%) I 113 (43.3%) 261 

102 (39.1%) 100 (38.3%) • 28 (10.7%) 128 (49.0%) 261 

第3回; 引 (34.9%) 114 (43.7%) I 29 (11.1%) 竹5(44.1%) 261 

;第 1包( 63 (30.6%) 65 (31.6%) 27 (13.1%) 124 (60.2%上 206 

高後鈴鶏懸群 第2回 69 (33.5%) i 52 (25.2%) ! 
14 ( 6β%) 121 (58.7%) 206 

第3回 68 (33.0%) ! 62 (30.1%) i 26 (12.6%) 112 (54.4%) 206 

第 1回 199 (30.8%) 325 (50.2%) 93 (14.4%) 291 (45.0%) 647 

会体 第2回 243 (37β%) i 235 (36.3%) 58 ( 9.0%) 324 (50.1 %) • 647 

」第3回 231 (35.7%) 280 (43.3%) 81 (12.5%) 296 (45.7%) 647 
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12.福祉・介欝サービス状況

慣饗介護認定を受けているかどうか

対象者全体の13人に f入にあたる人が按介護認定を受けており、後期高齢期群で誌 6

人に T人が認定を受けている。認定を受けている人は経年的に増加しており、特に年爵

が高い群ほど多い。

(全体の結果)

明在、介護保険制捜の嬰介議認定そ受けているかという質問に関しでは、「受'けていな

いJが5り7人 (92.4%)とり却を組えており、「下，受妥，けているjは4特ヲ人〈σ7.6%)という品IJ日l

あつた。正蛭芸介J滋怒釦J認忠定栓受，けている入は、 2年前と辻較して4.2ポイント、 4 年前のll~{産調

査n寺と比11境して5.7ポイント増加しており、経年的に噌加しているという結果であった。

年代別に比較すると、製介護認定を受けている人は後期高齢期群が17五篤と最も多く、前

誇j高齢期訴と比較して13ポイント、壮年期群と比較して17ポイント多いという結果であっ

た。

(コホート別比較)

壮年期群で、接介護認定を「受けていなしリのは、 17り人 (99.4%)とほとんどの人であり、

「受けているJはわずか i人 (0.6弘〉という

時にまだ65t漁未満であるため、欠損舘が多い。

った。ただし、壮年期群は今問調査を

前期i町治期群で要介諮認定を「受けていなしリのは、 249入。5.4弘〉とり割以上を

めており、「受けているJが12人 (4.6%)という結果であった。要介護認定を受けている

入培、 2年離と比較し1.2ポイント、 4年前の器縮調査時と比較して3.4ポイント増加して

結り、経年的にやや場加しているという結果であった。

?麦期高齢期若手で要介護認定者 f受けていなしリのは、 169人 (82.4%)と 8寄り以上を占

めており、 f受けているjが36入 07.6%)と2割近くを占めていた。

ている人は、 2年前と比較し11.3ポイント、 4年前の基礎鞘査時と比較して14.2ポイント

増加してなど経年的な増加がみられるが、轄に 2年誌の調査時から今問鯛査時までの 2年

聞における増加率が高いという結果であった。

(図表12-1 ) 

214 -



図表12-1 饗介護課ま患者をきをけているかどうか

介護認定を受けている

壮 宮高1悶 n=68 10，関
誌 き露双閲 n=18010，0話
量暴 露高3悶 n=180 ~ 0，昔話

主義1凶 n=255日1.2目
第2殴 nぉ261川 3，4目

3初回 n=261LJ 4，6出

第1毘 n竺203己3.4'弘
繁之包叫06己 6，3覧 E 

家3回同05C二二コ176覧

会 宮室1隠れ=526n 1.9~覧
議第2宙科471]3峨

第3自 n=6461 17β覧

0，0詰 20，0発 40，0覧

受けている

第 1自 o ( 0.0%) I 

壮年期群;第2自 o ( 0.0%) 

品ホヨトlト | 第第3 固回

1 ( 0.6%) • 

3 ( 1.2%) 

高簿自立鰐類群 第2沼 告(3.4%) 

第 3自 j 12 ( 4.6%上

第 1問 7 ( 3.4%) 
後期

第 2自 13 ( 6.3%) 
高齢期群

第 3閏 l 36 (17.6%) 

第 1聞 l 10 ( 1.9%) 

会体 第2回 22 ( 3.4%) 

第 3白 49 ( 7.6%) 

60，0詫 80，0覧

受けていなし、

68 (100.0%) 

180 (100.0%) 

179 (99.4%) I 

252 (98β%) 

252 (96β%) i 

249 (95.4%) 

196 (96.6%) 

193 (告3.7%)

1総 (82.4%)I 

516 (98.1%) 

625 (96袋詰%)

597 (92.4%) 

100β首

人数{割合〕

合計

68 (100.0%) 

180 (100.0%) 

180 (100.0%) 

255 (100β%) 

261 (100.0%) 

261 (100.0%) 

203 (100.0%) 

206 (100.0%) 

205 (100.0%) 

526 (100.0%) 

647 (100.0%) 

646 (100.0%) 

本第 1問調査時は65歳以上のみを対象とした。
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鴎要介護認定のランク

認定を受けている入の中で誌、要支援と要介護 2が最も多い。認定を受けている入は

経年的に増加し、特に後期高齢期鮮で増加率が高い。さらに後期高齢期群では、全てのラン

クで人数が増加している。

(全体の結果)

~Ji ている人に対する そのうンクを笥関したところ、「要支隠」

と「叫rr誠2JがそれぞれII人 (26.8弘〉と 4jjの iずつを ijIめていたの次に多いのが I')J

什II皆1J のり人(22.0弘L1要介護 3J 0) 6人(14.6%) 、 11当 ~ù:J と「製介訓 4J のそれ

ぞれ 2人 (4.9誌〉というJIInであったn う11'1の1i同i'i:対象，g;.で要介護認定を受けている人は、

4 {1~lìíjの JM~JII母子三時ではり人、 2fjfiVjU)tiJ5iiqIWに18人、今回調査時に41人と経年的にJrlJJII

していたれ年代出に比較すると前WJ山i齢j~J，I.i':f:で、政:介護認定を受けている人は 4 年訴のJI~礎

議奇時では 3入、 2年前の調査時に 6人、今回調査時に10人であったのに対し、議;軒高{諮

問併で蛍介護認定を受けている人は 4年前の基礎麟蕊時ではる入、 2年前の罷査時には

入、う1I'1調査時に31人と、後期高齢期群の壇加率が高いという結果であった。

(コホート別比較)

I?JiJ!割高齢期詐で要介護認定者受けている人で質問に回答してくれたのは10人であつ

の10入の要介護認定のランクは、「自立J 1人(10.0%)、「磁文擁J3人(30.0%)、

介護 1J 1人 (10.0%)、「袈介護 2J 3人(30.0%)、「要介純 3J 2人 (20.0%)であった。

前期高齢期群で、辻「要支諜jと「製介掛 2Jが最も多く、それぞれ30%ずつを占めていた。

またヂ…タは少ないが、経年的な変化な見ると、 4年間の関に「襲支接j と「要介護 2J

が地主詳し、「要介護 1Jが減少したという結果で、あった。

後期i高齢期群で、要介護認定を受けている人で、質拐に回答してくれたのは31人であった。

その31人の袈介護認定のランク誌、「畠立J 1入。ユ弘〉、 f要支譲J8人 (25.8%)、「要

介護 1J 8人 (25.8弘)， i要介護 2J 8人 (25.8%)、「要介護 3J 4人 02.9%)、「要介

護4J 2人 (6.5弘〉であった。後期高齢期群では、前期高齢期群と同様に「盟交撮jと ii要

介護 2Jが議も多く、それぞれ25.8先ずつを占めていた。またデータは少ないが、経年的

な変{とを見ると、ヰ年間の簡に前期高齢期群と問機に「要介護 2Jが増加しているという

結果であった。さらに 2年前調査時 02人)と今回(31人)の 2年間に諮って入数で比較

してみると、「接交擁J7人増、「要介護 1J 1人増、「要介護 2J 話人増、「饗介護 3J 4 

人増、「要介護 4J 1人噌と、自立以外のランクでは全て瑳おしているという結果であっ

た。

(図表12-2) 
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図表12・2 要介護認定のランク
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第 1回 o ( 0.0%) 0(0.0%) 3 (100.0%) o ( 0.0%) 0(0.0%) o ( 0.0%) 0(0.0%) 3 (100.0%) 
前期

第 2回 1 (16.7%) 1 (16.7%) 2 (33.3%) 1 (16.7%) 0(0.0%) 1 (16.7%) 0(0.0%) 6 (100.0%) 

年齢ホコト
高齢期群

第 3回 1 (10.0%) 3 (30.0%) 1 (10.0%) 3 (30.0%) 2 (20.0%) o ( 0.0%) 0(0.0%) 10 (100.0%) 

第 1回 0(0.0%) 1 (16.7%) 3 (50.0%) 0(0.0%) 1 (16.7%) 1 (16.7%) 0(0.0%) 6 (100.0%) 
後期

第 2回 1 ( 8.3%) 1 ( 8.3%) 7 (58.3%) 2 (16.7%) 0(0.0%) 1 (8.3%) 0(0.0%) 12 (100.0%) 
高齢期群

第 3回 1 ( 3.2%) 8 (25.8%) 8 (25.8%) 8 (25.8%) 4 (12.9%) 2 ( 6.5%) 0(0.0%) 31 (100.0%) 

第 1回 0(0.0%) 1 (11.1%) 6 (66.7%) 0(0.0%) 1 (11.1%) 1 (11.1%) 0(0.0%) 9 (100.0%) 

全体 第 2回 2 (11.1%) 2 (11.1%) 9 (50.0%) 3 (16目7%) o ( 0.0%) 2 (11.1%) 0(0.0%) 18 (100.0%) 

第 3回 2 ( 4.9%) 11 (268%) 9 (22.0%) 11 (26.8%) 6 (14.6%) 2 ( 4.9%) 0(0.0%) 41 (100.0%) 

*第3回調査時での要支援 1と要支援2は要支援に区分する。
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割撞社・介護サービスの初期状況

サーピスを科期している人は対象者全体の21人に 1人の割合である。サーピスを利用

している人誌経年的に増加しており、特に後期高齢期群の利用増がみちれる。

〈全体の結果)

環在何らかの掻祉・介護サービス しているかという質需に寵して誌、問IJ吊して

いなしすが616人 (95.2%)と9答IJ恐縮えており、「利用しているjはお入 (4.8弘)という

結果であった。サービスを利用している人は、 2年前と比較して1.9ポイント、 4{j:慌の

基礎調査時と比較して2.9ポイント哨加しており、経年的に増加しているという孝行出であ・〉

た。年代別に比較すると、手IJnJしている入は前期高鍛期群のる入 (2.3%)ι対し、後WJ

高齢期群で、は25人(l2.l%)と多いという結畏で、あった。

(コホート別比較)

前期高齢期群でサーピスを問IJ男していなしリのは、 255人 (97.7%)とほとんど在占

めており、「利用しているJはわずかる人 (2.3%)という結果で、あった。ヂータは少ないが、

経年的変化を人数で比較すると、科君している入は 2年前と比較して l人減少、 4年前の

と比較して 4人増加しており、規則性のある経年変化はみられなかった。

議期高齢期群でサ…ぜスそ f手IJ用していなしiJのは、 181人 (87.9%)と9割近く

めており、印j用しているjが25人 02.1%)という結果であった。ヂータは少ないが、

経年的変化そ人数で比較すると、利用している人は 2年前と比較して13人増加、ヰ

基礎調査時と辻較して17人増加しており、経年的に増加しているという結果で、あった。

〈醤表 3)
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図袈12-3 福祉・介護サービスの利用状況
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人数{説会〉

利用している 利用していない 合計

第?自 0(0.0%) 69 (100.0%) 69 (100.0%) 

壮年鶏群 第2@!. 0(0.0%) 180 (100.0%) 180 (100.0%) 

第3田; o ( 0.0%) 180 (100.0%) 180 (100.0%) 

年齢ホコト
第 1@! 2 ( 0.8%) 253 (99.2%) 255 (100.0%) 

前類 第2笥 7 ( 2.7%) 254 (97.3%) 261 (100.0%) 
高齢期群

第3回 6 ( 2.3きも} 255 (97.7%) 261 (100β%) 

第 1@! 8 ( 3.9%) 198 (96.1%) 206 (100β%) 
後期

高齢期群 第2園 12 ( 5.8%) I 持ヰ (94.2%)• 206 (100.0%) 

第3図 25 (12.1%) 181 (87.9%引 206 (100β%) 

第 T周 10 ( 1.9%) 520 (98.1 %) I 530 (100.0%) 

全体 第2閏 19 ( 2.9%) 628 (97.1%) 647 (100.0%) 

第3回 31 ( 4.8%) • 616 (95.2%) 647 (100.0%) 

*第 1回議査時は65歳以上のみを対象とした。
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聞具体的な福祉・介護サービス(サーとス科窮者)

サービスを手IJ廃している中で利用が最も多いのは適所介器であり、次いで訪問介鰭を利

用している人が多い。サーピス利用者は後期高齢期群に多く、経年的に増加しており、特

に最近の 2年爵で新たに利用するようになった人が多い。

{全体の結果)

nUI:利)IJしている具体的立サーピス内容に関するnmJで培、設数iをi容であるが、 iえも

いのが fltI1J ~í. 什 IJ住」の22 人(71.0%) と?却を起えているりゑ:に多いのが f l出 1IIId 斤 li告 j

民人 (25.お<J{))λ、「矧j月則9引]人j所f肝wγ/午u活丹介護j と ff討民;主品話iAA杓i

ずつ、 i品川l人前f子議Jf 11:'と己支持Jfl弱点ワハピリテーションjがそれぞ、れ l人 0.2<Yc) ) と

いう制民であった付 r}j至J9rfrll告j の手IJJ1J がiid も多く、.:j.，:~こ多いのが「紡問介護」であると

いう結束は、総出向鈴持w下と徒J~J r~:ji，諮問併で jb過しており、いずれも経年的に増加する傾

向iJ'はら

(コホー卜剖比較)

rrIiW'j高齢期群が利用している具体的なサーピス内容に関する質問では、機数回答である

が、最も多いのが n議所介護」の 4入品6.7%入次いで「詰倍j介護Jの2人(33.3%)で

あり、他のサービスの李IJ患はみられなかった。諮問介護は 2年前から利用者が 2人l曽えて

おり、通丹IT介護誌 2年前と変わらないが、 4年前の器i礎調査時と比較すると 3人地えてい

たという結果で、あっ

議}軒高斡期群が利用している県体的なサーピス内誌に

が、最も多いのが「適所介機Jの18人 (72.0%)と?

問介識」で 6人 (24.0%)、「期間入所生活介護j と f*訴ま期

る質出jでは、語数問答である

ている。次に多いのが

・購入」がそれぞれ 3

人 02.0%)ずつ、「訪問入浴介護jf{主宰改{r$jf通所リハどっテーション」がそれぞ、れ l

人 (4.0%) という結果で、あった。説関介護は 2年前と比較して12入、 4年前と比較し

11人噌加していた。語罷弁護泣 2年前と比較して l入、 4年前の基礎調査時と比較して 5

人増加していた。「遥所リハビリテ…ション」の利用には変化がないが、「短期入所生活介

護jと fi護老il:期異質与・購入jf訪問入浴介護」、「住宅改穆Jは2年前から今田調査時ま

の2年間で幸IJ，I=持者が見られるようになったサーピスであり、

で利用者がいなく怠ったサーピ、スで、あっ

(図表12-4) 
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図表12-4 具体的な福祉・介護サービス

訪問介護 訪問入浴介護 訪問看護
訪問リハビリ

通所介護
短期入所生活 福祉用具貸

ァーソョン 介護 与・購入

第 1回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (100.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
前期

第 2回 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (14.3%) 0(0.0%) 4 (57.1%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

年齢ホコ卜
高齢期群

第 3回 2 (33.3%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4 (66.7%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

第 1回 1 (12.5%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 7 (87.5%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
後期

第 2回 4 (33.3%) 0(0.0%) 1 ( 8.3%) 0(0.0%) 6 (50.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
高齢期群

第 3回 6 (24.0%) 1 (4.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 18(72.0%) 3 (12.0%) 3 (12.0%) 

第 1回 1 (11.1%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 8 (88.9%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

全体 第 2回 4 (21.1%) 0(0.0%) 2 (10.5%) 0(0.0%) 10 (52.6%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

第 3回 8 (25.8%) 1 (3.2%) 0(0.0%) 0(0.0%) 22 (71.0%) 3 ( 9.7%) 3 ( 9.7%) 

回答数(回答者数に占める劃合)

住宅改修
通所リハビリ 住宅療養 短期入所

その他 回答者数
ァーション 管理指導 療養介護

第 1回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
前期

第 2回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 2 (28.6%) 7 

年齢ホコト
高齢期群

第 3回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 6 

第 1回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (12.5%) 8 
後期

第 2回 0(0.0%) 1 (8.3%) 0(0.0%) 0(0.0%) 2 (16.7%) 12 
高齢期群

第 3回 1 (4.0%) 1 (4.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (4.0%) 25 

第 1回 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (11.1%) 9 

全体 第 2回 0(0.0%) 1 ( 5.3%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4 (21.1%) 19 

第 3回 1 ( 3.2%) 1 (3.2%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1 (3.2%) 31 
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副将来介護が必要になったときの不安の有無(サーピえ非受給者)

不世であると感じているのは全体の 6割近く守おり、若い年代群ほど不安は多い。不

安をよく感じる人は 4人に T人程度であるが、不安を金く惑じ主い入も 3人に 1人穏j議

と多く、 ζの両者とも経年的に増加している。

(全体の縮製)

サーばスを事Ij用していない入で、「今後身体的な病気や認知症などになってしまい、介

護が必要な状壊に殺るのでは詮いかという不安があるかJという質問では、「まったく主

いj が 194入(3 1 .5<}6) と最も多く、「あまりないj の64人(10.4%)を台わせると、 25~ 人

(42.0%)と4害1]以上が不安をあまり感じていないという結束であったっ一方「ときどき

あるjは192人(31.2%)と3害IJをABえて 2番目に多く、「よくあるjの165人 (26.8%)老

会わせると、 357人 (58.0%)と6割近い人たちが不安を感じている人という結果であっ

た。しかしとの傾向は年代の下の群ほど多く、頻繁に惑じている fよくあるjι撰しても

壮年期群が最も多いという った。 2年前の結果と比較すると、 ある「よく

ある」と「まったくないJは経年的に増加しているという結果であっ

(コホート別比較)

壮年期群では、「まったくないj と詔答した入が57入(31.7%)と最も多く、「あまりな

いjの13人 (7.2九〉を加えると、万人(38.9%)と4割近い人が不安を感じていないと答

えていた。一方 f時々あるj と間容した人は56人(31.1%)と 3害!J者組えており、「よく

あるjの54入 (30.09右〉を加えると、 110人 (61.1%)と 6害!Jを超える人が不安在感じてい

るという結果であった。

「まったくなしリと回答した人がお人(32.39毛〉と最も多く、「あま

りない」の26人 00.2%)を加えると、 108入 (42.5%)とヰ割以上の入が不安在感じてい

ないと答えていた。一方「時々あるj と回答した入はお入 (31.5%)と3割を超えており、

「よくあるJの66人 (26.0%)を加えると、 146人 (57.5免〉と 6翻近い人が不安を感じて

いるという結果であっ

後期高齢期塁手では、 あるj と回答した人が56人 00.9%)と最も多く、「よくあるj

の45人 (24.9%)を加えると、 101人 (55.8%)と半数恐縮える人が不安を感じているとい

う結果で、あった。一方「まったくないJは55人(30.4%)であり、「あまりなしVの25入

03.8%)を加えると、 80人 (44.2%)と4割以上の人が不安在感じていないと答えていたα

〈爵表12-5) 
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語表12δ 特来介護が必要になった場合の不安の有無
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第

第
全
体

。特 10覧 20弘 30詫 40覧 50覧 60覧 70百 80% 90出 100出

人数{割合)

よくある ときどきある あまりない まったくない dロ"'-歪[t

46 (25β%) 72 (40.0%) 22 (12.2%) 40 (22.2%) 180 (100.0%) 

54 (30.0%) 13 ( 7.2%) 57 (31.7%) 180 (100.0%) 

54 (21.3%) 39 (15.4%) i 58 (22.8%) 254 (100.0ちも〉

66 (26.0%) 31.5%) 26 (10.2%) ! 82 (32.3%) 254 (100.0%) 

42 (21.6%) 34.0%) 43 (22.2%) 43 (22.2%) 194 (100.0%) 

45 (24.9%) 56 (30.9%) 25 (13.8%) 55 (30.4%) 181 (100.0%) 

142 (22.6%) 241 (38.4%) i れ04(16.6%) 141 (22.5%) 628 (100.0%) 

165 (26.8%) 192 (31.2%) 64 (10.4%) I 194 (31.5%) 615 (100.0%) 

※第2自認釜時追加務関

内
角
J

4
L
 

門，

L



闘将来介護が必要になったときの不安の翠度(不安群への質問)

不安者感じている入拡§軒以上であり、全ての年齢群でほぼ同様である。強い不安安

感じているのは4裂近くであり、特に後期高齢期群で最も多い。

〈会体の結果)

ピスを利用していない人で¥「今後場体的な病気や認知症などになってしまい、介

設が必裂な状態になるのではないかという不安があるかj という築関で「よくあるJと

「時々あるJと回答した入にその不安の線変をきいたところ、「強く感じる」が134人

(37.6%)で最も多く、 3分の iを超えていた。次いで多いのが、「やや強く感じるJのりo
人 (25.3%)で、あり、 ヰ分の iを追えていた。会わせて224入 (62.9%)と6;jill以 1'.7J'tヒ較

的強い不安在感じているという結果であった。「強く感じる」が最も多く、次いで「やや

強く惑乙るjが2番詰に多いというのは、壮年期群と前期高齢期群で共通した斡徴で品っ

た。一方 r~~ く感じるJ は62人(1 7.4%)、 く感じるjの70入(1ヲ.7%)そ

て132人(37.1%)と 4割近い人たちは比較弱い本安在感じているという結果であったc

強い不安を感じている人は後期高齢期群で最も多く、弱い不安を謡えている人は壮年期群

で最も多いという った。

(コホート別比較)

壮年期群では、弓全く惑じるjのが41入(37.3%)と肢も多く、 4富1]近くを占めてい

次いで、多いのが「やや強く感じるJの28人 (25.5%)であり、合わせると69入品2.7弘〉

とる割以上が比較的強い不安を感じているという結果で、あっ

前期高齢期群では、「強く感じるJのが50人 (34.5%)と擦も多く、 3事IJを起えてい

次いで、多いのが「やや強く感じるJの42人 (2ヲ.0弘〉でるり、合わせると白人 (63.5%) 

と6割以上が比較的強い不安在感じているという結果であった。

後期高齢期群では、「強く惑じるjのが43入 (42.6%)と4割を紛えて最も多く、他の

2群に比べても最も多いという結果であった。さらに「やや強く感じるJの20人(I9.8弘)

を含むぜると出入印2.4%)と 6割以上が比較的強い不安を感じているという結果で、あっ

た。

〈図表12… 6)
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関表12-6 介護が必要になったときの不安の程度

校

選前110

群

高前

議期目5

群

高後

雪期刊1

群

言 n=356

園圃圃置窟置圃圃置

田園田富置圃圃圃
。覧 10% 20覧 30% 40出 50弘容O目 70% BO覧 90% 100努

強く感じる やや強く感じる やや鳴く感じる | 君事く感じる

壮年綴君事 41 (37.3%) 28 (25.5%) 18 (16.4%) I 23 (20.9%) 

前期高齢期群 50 (34.5%) 42 (29.0%) 28 (19.3%) • 25 (17.2%) 

後期高齢期哲学 43 (42.6%) 20 (19.8%) • 24 (23.8%) 14 (13.9%) 

食休 134 (37.6%) 90 (25.3%) 70 (19.7%) 62 (17.4%) 
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。やや強く感じ
る

ロやや弱く感じ
る 1

1・ljljく感じる l 

人数〈割合〉

合計

110 (100.0%) 

145 (100.0%) 

101 (100.0%) 

356 (100.0%) 



掴介護ぬととや認知痕に伴う題懇についてどこに相談するか

6喜三以上がi期患の家接に相談し、後期高齢期群が 7制近くと最も多い。;議院・医詩な

どの専門家に格競ずる人は 2割以下。行政機関や専門職、裁人・知人に相議する入は?

割以下である。後期高齢期群は同居家般に額談する人が最も多いが、盟諸の子どもや兄

弟・親戚、病院・陛師などに相談する割合培、年爵の高い群ほど歩ない。

(全体の結果)

介護のことや認知症に伴う~~題をどこに梓|織するかについては、被数i口|持であるが、 rldJ

}，lf京競j が415入 (64.1%)と最も多く、次いで多いのが「別j習の子どもj が249人

08.5%)、I;，t.弟・親戚J221人(34.2%)であり、家接や親威がよ控 3役者占めており、

4都日が「病院・医削Ijの115人 07.8%)で島り、 2割以下であった。これは jTて

附昨で共通していた。「病i境・竪諒jなどの専門家に棺談する人は115人 07.8%)と2'Jilj 

以下で品仏さらに課健部や擁設輯員などの専門職や行政機関、京人・知人;こ相談する人

は i 寄せ以下で、あった。年齢群~IJにみると、間唐家般に相談するのは、後期高齢期群で約?

裂で最も多いが、 1~1j居の子どもJ、「兄弟・親戚J、および「病院. I表部jなどの専再家に

相談する制合は、年齢の低い群で織も多く、年齢の高い群になるiまど少ないという結果で

あった。

{コホートHU詑駿〕
壮年期詳では「問題家族」が114人 (63.3%)と最も多く、 6害IJを超えていた。次いで

多いのが司IJ賠の子どもJが89人 (49.4%)と 5割近く者占めており、「先弟・親或jが

75人 (41，7%)が4書rjを超えていた。一方 f病院・ j室長恥誌48人 (2る.79る〉と約4分の l

在占めており、仰の 2群と比較すると最も多かったが、 f呆韓部や施設職員などの噂門職や

行政機関、友人・知人に梧談する入試 i訴以下で、あった。

前期高童会期群では「開語家族」が158人 (60.5%)と最も多く、る割を超えていた。次

いで多いのが r~rJ摺の子ども J が99人(37.5%) と 4 割近くを占めており、 f克弟・線或j

も%人 (36.8%)と4窓rJlliくを占めていた。一方「病院・ 5支部j は43入 06.5弘)と 2

以下であり、保健師や脇般職鐘などの専門職や行致機関、友人・知人に椙談する人は!審IJ

以下であった。

議期高鈴期群では カ'I143人 (69.4%)と最も多く、?割近くを占めており、

告の 2 群に比べて最も多いという結果であった。次いで、多いのが l~rJ惑の子どもj が昭人

(30.l %)と 3割程度、「兄弟・親戚Jも50人 (24.3%)という結果で、あった。一方「病院・

医師Jは24人(11.7%)と l割程変であり、保護部や議設職員などの専門職や行政機関、

友人・知人に相敵する人法 i能以下であった。

〈図表12… 7)
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とや認知症に停う問題をどとに相談するか盟褒12-7

病務・

援富市

43 (23，9%) 

48 (26，nも)
72 (277%) 

43 (16，5%) 

28 (13.6%) 

24 (11.7%) 

143 (22，1%) 

115 (17，8%) 

線設職員

16 ( 8，9%) 

27 (15，0%) 

23 ( 8，8%) 

25 ( 9，6%) 

13 ( 6，3%) 

13 ( 6，3%) 

52 ( 8，0%) 

65 (100%) 

保健婦

6 ( 3，3%) 

1 ( 0，6%) 

3 ( 1.2%) 

6 ( 2.3%) 

2 ( 1.0%) 

1 ( 0.5%) 

11 ( 1.7%) 

8 ( 1.2%) 

民生委員 l

9 ( 5ο%) ! 

10 ( 3.8%) ! 

16 (6.1%) • 

7 ( 3.4%) 

別燈の | 兄弟・

子供 | 親戚

118 (65.6%) I 90 (50.0%) I 70 (制%)

制約%)I 総経号制;花 抑 制

156 (総%判的 (42.税:悦{ω%)

旬以鈴掛 I98 (37，5泌;約似〕

754 (74.8私)I 83 (40.3%) 62 (30偽〉

143 (的4弘)I 佼 (3号制( 鉛〈錦2μヰ路

428 (邸紛 I2削 3紛;鈍{匂38，1偽倒%紛} 

4制柿1句5( 斜 1悦叫%刻)I 2必 {匂38，5%ω} 

i湾磨家族

議~2 沼

第 3題

第 2@]

第 3白

後期 i第 2回

高齢期群|第3回
←一一一一一一一
第 2回

第 3回

壮年期務

前期

溺齢期群

会体

年
鈴
コ
ホ

l
卜

人数 (書立合)

4( 2.2%) I 1180 (100，0%) 

1( 0.6%) I 2 ( 1.1 %) 11 ( 6悦)I 3 ( 1.7%)鍛 (100制

5( 1.9%) I ' 2鉛 (10泌総

4 (1.5%) I 1 ( 0.4%) i 制 5.4%)I 15 ( 5.7%)約 (100，0%)

(T肌)I 206 (100.0%) 

(4，4ωI 2 ( 1.0%) I件(6時)I 5 (2.4%) 206 (100.0%) 

22 (3.4同 11付 制 646(100.0%) 

24(3問 14( 2.2紛 5(0，8%) 39 ( 6，0%) I 23 ( 3，6%) ， 647 (100，0%) 

※ FへJ I;J~-Jr栂談せずJr考えていないJ は第 3 問調蕊時のみ閣安取り

※第 2@]調蓑時追加項目

合計
考えて

いない
格談せずヘルパ…その他行政機関

12 ( 6.7%) 

12 ( 6.7%) 

6 ( 2.3%) 

7 (2.7%) 

福祉

事務所

29 (16，1%) 

22 (12.2%) 

19 (7.3%) 

19 (7.3%) 

第 2回

第 3回

;第2国

第 3国
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副介識が必擦になったときにどこで介護を受けたいか

闘唱で介擦を受けたい人は半数を超えており、轄に後期高齢期群で拡 6割程度である。

施設で、介鵠者受けたい入試 2割謹度であるが、年鵠が器い群ほど多い。 2年前と比べて、

自宅で、介護を受けたい人は減少しており、箆設で分譲を設けたい人は増加傾向がある。こ

れは全てお年鵠群で共通している。

{全部の結果〉

もし白分が介護がお震令状態になってしまった場什、どこで、介;j誌な受けたいかの質問で

誌、 F自宅Jが361入 (56.2%)と最も多く、半数を1出えていた。 f自宅Jの自存誌?をWJ，¥':j

齢期群で最も多く、 6'J討をめていた。次に多いのが「老人ネーム噂の銭設jではり人

(21.79ら〉であり、 2"昔rj在:，加えていた。この)1慎番は全ての年齢群に共通してみもれた特徴

で、あった。その他「病院Jや「グル…フホームJf子どもや親戚の家j誌5%未講であった。

「自宅Jの回答は 2年前と比較して9.5ポイント減少しており、 f老人ホーム等の線設|の

問答は 2年前と比較して3.3ポイント増加していることから、経年的な変化として自

調希盟は減少f頃向があり、持設等の介護警護がやや増加している{頃向が見られた。

(ニコホ…ト別比較)

壮年期群で誌、 f自宅Jが104入 (57.8%)と識も多く、半数を超えていた。次に多いの

が f老人ホ…ム等の蕗設j で42入 (23.3銘〉であり、次が「グルーフ。ホーム等の小闘争翼線

と「病院jで、それぞれ10人 (5.6%)ずっという結果であった。 2年前と詑較すると、

f!さi宅jの詰寄誌丘6ポイント減少しており、 i援に「者人ホ…ム等の施設jがわずか0.5ポ

イント、 は1.7ポイントとわずかで、はあるが糊加していたc

前期高齢期群では、「自宅」が135人 (52.1%)と議も多く、半数そ追えていた。次に多

いのが「老人ホ…ム等の施設Jの61人 (23五%)で島った。次が f考えていなしリの25人

(9.7%)であり、{自の 2群に比べて最も多かった。「鶏i詫jや「子どもの家jなどは、す

べて 5%未満という結果であった。 2年前と詑較すると、 f自地Jの回答は10.4ポイント

減少しており、逆に「老人ホ…ム等の蕗設jが5.2ポイント噂加していた。

後期高齢期群で誌、 f自宅jが122人 (60.1%)と 4害IJを占めて最も多く、イ自の 2群に比

べても最も多かった。次に多いのが「老人ホーム等の施設」で36人(I7.7%)、「病院j の

20入 (9.9%)の)1震であり、その{告は 5%未満であった。 2年前と比較すると、「自主主j の

回答誌10.8ポイント減少しており、 j援に「老人ホーム等の施設」が3.1ポイント増加してい

8) 
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関表12・8 介護が必要になったときにどとで介護を受けたし泊、
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:t¥! 

第2回 n=206

第3@]n二203ー園田園園田園園田選盤国園田園田園田園田 i・E調路?

第之毘 nニ647量画面圃園圏圃盟国置霊E彊圃園田園・・圃園田園惚蜘園

第3@]n=642 

話一軍
盟国圃圃圃臨盤盟国圃圃圃E岡国魁圃圃鱒曙盟調

。丸 40覧20お 60覧 80詰

-患宅

ロこどもの家

時
胞の控帯ム

繁

一
の

ム

ホ

銭

入

相

執

品

唱

絞

ロ

剛

ログループホーム等
の小規模の施設

童書書籍絞

:盟襲考えていない

l悶その他
100目

自宅 とどもの家 親戚の家
老人ホーム宅撃の ;グループホーム警察

0(0ω7 

施設 の小規模の施設

116 (64.4%) 1 ( 0.6%) 41 (22.8%) ゆく 5.6%)

第3悶 i 104 (57.8%) 1 ( 0.6%) i o ( 0.0%) 42 (23.3%) 10 ( 5.6%) 

前期 第2閉 163 (62.5%) 3 ( 1.1%) 1 ( 0.4%) 48 (18.4%) 11 ( 4.2%) 

高齢期群第3自 135 (52.1%) I 6 ( 2.3%) 1 ( 0.4%) 61 (23.6%) 11 ( 4.2%) 

後要書 :第2沼 146 (70.9%) i 5 ( 2.4%) o ( 0.0%) 30 (14.6%) 6 ( 2.9%) 

高齢期君事:第3路: 122 (60.1%) 5 ( 2.5%) 2 ( 1.0%) 36 (17.7%) 3 ( 1.5%) 

全体
第2回 425 (65.7%) 9( 1.4%) 1 ( 0.2%) 119 (18.4%) 27 ( 4.2%) 

|第3自| 361 (56.2%) • 泣く 1.9%引 3 ( 0.5%) 139 (21.7%) 24 ( 3.7%) 

人数(都合)

病院 考えていない その他 合計

7 ( 3.9%引 o ( 0.0%) 5 ( 2.8%) 180 (100.0%) 

10 ( 5β%) 6 ( 3.3%) 7 ( 3.9%) 180 (100.0%) 

24 ( 9.2%) o ( 0.0%) I 11 ( 4.2%) 261 (100.0%) 

9 ( 3.5%) 25 (詰.7%). 11 ( 4.2%) 25吉 (100.0%)

10 ( 4.9%) o ( 0.0%) 9 (ヰ4%)• 206 (100. 

20 ( 9.9%) 8 ( 3.9%) 7 ( 3.4%) • 203 (100.0%] 

41 ( 6.3%引 o ( 0.0%) 25 ( 3.9%) 647 (100.0%) 

39 ( 6.1%引 39 ( 6.1%) 25 ( 3.9%) I 642 (100.0%) 
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薗介護が必要になったと告に誰に介護して廷しいか

介護してほしい詣手は、子どもが 3語、記鵠者が 2割、施設職員等は 2制覇程度である。

子どもや子どもの記欝者を藷望するのは年齢が高い群ほど多く、配{品者に介護して援しい

のは年童舎の低い欝廷ど多い。また施設の介鰻職員等を希望してやるのも年齢の低い群諒ど

多い。家族介護希望は減少傾向があり、施設等の専門韓介護希望がやや増期している傾向

が見られる。

{金{本の結畏〉

介護してほしい相手に闘する質問では、 f子どもjが201人(31.3弘〉、「配偶高jが142

人 (22.1%)、「出li投の介護職員・罷療関謀者j が115入 07.9%)、「子どもの配fll~ 1月Jが72

人(J1.2 %)であり、その告のものは 1割以下で、あった。「配偶者Jと「施設の介諮議員・

1笈線関係者Jtこ関して詰年齢の低い群ほど希望が多かった。逆に「子どもJと「子どもの

配謀者jに介護してほしいと考えている人は、年齢の高い群iまど多いという結果であった。

2年前と比較すると家挟介護者盟の減少額向と蕗設等の専門職介護者希望する人の増加傾

向が経年的な変北であり、この鎮向試金ての年齢群で共通していた。

(コホート1.llJ比較〉

壮年期群では、「配偶者」が59人(32.89ら〉で 3分の iそ占めており、他の 2群に比べ

て最も多いという結果であった。次に多いのが「子どもJで52人 (28.9%に「施設の介護

職員・慌療関係者jが37入 (20.己免)、 f訪問介護員・訪問看設師Jが12人 (6.7%)という

結果であった。 2年前と比較して「配偶者。Jの回答は2.8ポイント、 f子どもjの醤答は8.3

ポイント減少している一方、「施設の介護職員・室察関謀者j は2.3ポイント、「訪問介機

・訪問者鵡師」は2.8ポイント増加してい託。

前期高齢期群では、 f子どもJが75入 (29.0%)、「配偶者Jが53入 (20.59ら)， r藷設の介

護職員・医接関係者Jが49人 08.9%に「子どもの配信者jが22入 (8.5%)という結果で

あった。 2年前と比較して f配偶者Jの自答試し7ポインr-， r子ども」の回答は8.5ポイン

ト減少している一方、 f話題介護員・詰需看護師Jは3.9ポイント増加していた。

後期高齢期群では、「子どもJが74人(36.3%)と最も多く、 f子どもの配{持者jが45入

(22.1 %)、「配偶者Jが30人 (14.7弘)， r施設の介護職員・器嬢関係者Jが的人 04.2%) 

という結果で、あった。 2年前と比較して「記鋳著者jの回答は1.7ポイント、「子どもJの

答は2.5ポイント、 f子どもの配鵠者Jの自答は1.7ポイントとわずかにし、 f訪問介護員・

4まし6ポイントとわずかに増加していた。

〈関表12-9) 
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介糠が必要になったときに誰に介護して詰しいか思表12-9

-配偶者

口子ども
-・・・・E冨璽圃圃圃置
-園田E霊園圃圃置
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事草3毘 n=643

配偶者 子ど毛主
ミ子どもの

孫 兄弟・親戚 友人・近隣著者
怒偶番苦

言コホト 壮写実男群 第第23回聞

64 (35.6%) 67 (37.2%) I 2 ( 1.1 %) o ( 0.0%) 1 ( 0.6%) 0(0.0%) 

59 (32.8%) 52 (28.9%) i 5 ( 2.8%) 1 ( 0.6%) オ(0.6%) o ( 0β%) 

前期 第 2自 58 (22.2%) 98 (37.5%) 24 ( 9.2%) 0(0.0%) 3 ( 1.1 %) o ( 0.0%) 
認齢期群第3問 53 (20.5%) 75 (29.0%) 22 ( 8.5%) o ( 0.0%) 9 ( 3.5%) o ( 0β%) 

後期 第 2図 31 (15.0%) 80 (38.8%) 49 (23β%) I 1 ( 0.5%) 1 ( 0.5%) o ( 0.0%) 
;高齢期群 第 3@] 30 (14.7%) 74 (36.3%) 45 (22.1%) 3 ( 1.5%) 4 ( 2.0%) o ( 0.0%) 

全体
第 2鼠 153 (23.6%) 245 (37.9%) 75 (11.6%) ! 1 ( 0“2%) 5 ( 0.8%) o ( 0.0%) 
事務 3~設 142 (22.1%) 201 (31.3%) 72 (11.2%) 4 ( 0‘6%) 14 ( 2.2%) I o ( 0.0%) 

人数〈割合}

合計
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21 (8.1%) 49(悶%引
s ( 3.9%) I 26 (ω%) ! 

5( 2.悦 29(14.2%) I 

お(4β%) I 111 (17.2%) • 

38 ( 5.9%以 115(17.9%) 

今べ
d

勺
L

壮年期群
年
齢
コ
ホ

l
ト

全体



13. 縦11庁的介入ブCIグラム容器群と非参t.1D群との比較

置家族人数

基礎調査時からの4年詣で、家族人数が変わらないのは 6割以上をしめている。介入

プログラム本移加群では、家接人数識が4割近いわ誌対し、 1力年参加した人で家族減

は15%穂腰、 2カ年参加群では 5弘鞍度でおり、参詣語数の多い入廷ど家藤誠は少ない。

家般人数が安定している人ほど介入プログラムに積極的に参詣している。

{金f本の結果)

家殺人数の変{とに関して、 (2002{ド)変)と 4年後の今回調古fI主 (200Mnむ

な比較すると、「変{となしjが416人 (64.3%)とMも多く、次いで、

人 (26.79も)， r家談人数増jが58人 (9.0%)の艇で、あった。

人数減 iが173

(介入プログラム参加司教別比較)

すべての併で最も多いのが「変化主しjであっ、 f子入プログラムに参加してい主い群

(以ド、不参加群)では205人 (52.3九)、介入プ出グラムに iヵ年だけ参加した丹下(以下、

lカ年参ho群)は117人 (80.7%)、介入プログラムに 2カ年とも参加した群〈以下、 2カ

年参加群〉で何人 (85.5%)であり、介入プ口グラムによく参加している入廷ど家接人数

に変化がないという結菜で、あった。

逆に不参加若手では、家技人数が減っている人が146人(37.2%)で4割近くな占めてい

たが、 iカ年参加群で家接人数が減っている人は、 22人 05.2%)と2害IJ弱程度、 2カ

参加群で、はわずか 5人 (4.5九〉と 5%未満であり、継続して介入プログラムに参加して

いる人ほど、家藤人数j戚が少ないという結果であった。いいかえれば、家般人数に変化が

なく、安定している人ほど介入プ口グラムに参加しやすいとも考えられる。
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図表13圃 1 家族人数

口家族増

1ヵ年参加

-変化なし

口家族滅

0% 20目 40% 60% 80% 100目

人数(割合)

家族増 変化なし 家族減 合計

不参加 41 (10.5%) 205 (52.3%) 146 (37.2%) 392 (100.0%) 

1ヵ年参加 6 ( 4.1 %) 117 (80.7%) 22 (15.2%) 145 (100.0%) 

2ヵ年参加 11 (10.0%) 94 (85.5%) 5 ( 4.5%) 110 (100.0%) 

全体 58 ( 9.0%) 416 (64.3%) 173 (26.7%) 647 (100.0%) 

※第 1回調査時と第3回調査時の比較
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-家族構成

介入プログラムへの参加回数がより多い群ほど「夫婦世帯」の割合が少なく、「二世代

家族Jr三世代家族」の割合が高い。 1回以上参加している人は、三世代同居が最も多く、

世帯構成が大きいほど参加率は高い。

(全体の結果)

111:市構成を見ると、全体では二世代同居が216人(33.4%)と最も多く、ついで二 111:代

Ilij立川が193人 (29.8%)、夫婦世帯167人 (25.8%)の順であり、ほぼ3分の lずつを，'iめ

ていたり

(介入プログラム参加回数別比較)

不参JJu群では、 ..1立代同居が132人(33.7%)と最も多く、次いで夫婦世帯 I17人

(2り.8%)、三世代同居105人 (26.8%)、四世代同居21人 (5.4%)の順で、あった。

1ヵ年参加群で最も多いのは三世代同居で45人(31.0%)であり、次いで二悦代同居42

人 (29.0%)、夫婦世帯36人 (24.8%)、単身世帯12人 (8.3%)の順で、あった。

2ヵ年参加群で最も多いのは三世代同居で43人(39.1%)、次いで二世代同居42人

(38.2%)、夫婦世帯14人 02.7%)、単身世帯9人 (8.2%)であった。

このことから、介入プログラムへの参加回数が多い群ほど「夫婦世帯」の割合が少なく、

逆に「二世代家族JI三世代家族」多いという結果であり、世帯構成が大きいほど参加率は

高いという結果で、あった。

(図表13-2) 
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図表13-2 家族構成

不第1回円=392

参第2回円=392

加第3回 n=392

L第1回 n=145

年第2回 n=145

Y 第3凶 n=145加一山

2第1回n=110

年第2回 n=110

参第3回 nニ110
加

全第1回 n=647

第2回 n=647
休

第3回 n二647

0目 40% 20% 60% 80% 

人数(割合)

ロ単身

・夫婦

口二世代

口三世代

・四世代

困その他

100% 

単身 夫婦 二世代 三世代 回世代 そのイ也 合計

第 1回 ゆ(2.6%) 109 (27.8%) 133 (33.9%) 111 (28.3%) 24 ( 6.1%) 5 ( 1.3%) 392 (100.0%) 

不参加 第 2回 15 ( 3.8%) 110 (28.1%) 131 (33.4%) 115 (29.3%) 21 ( 5.4%) 0(0.0%) 392 (100.0%) 

第 3回 17 ( 4.3%) 117 (29.8%) 132 (33.7%) 105 (26.8%) 21 ( 5.4%) 0(0.0%) 392 (100.0%) 

第 1回 8 ( 5.5%) 37 (25.5%) 39 (26.9%) 50 (34.5%) 9 ( 6.2%) 2 ( 1.4%) 145 (100.0%) 

1ヵ年参加 第2巨| 10 ( 6.9%) 37 (25.5%) 37 (25.5%) 53 (36.6%) 7 ( 4.8%) 1 ( 0.7%) 145 (100.0%) 

第3回 12 ( 8.3%) 36 (24.8%) 42 (29.0%) 45 (31.0%) 9 ( 6.2%) 1 ( 0.7%) 145 (100.0%) 

第 1回 7 ( 6.4%) 14 (12.7%) 37 (33.6%) 47 (42.7%) 4 ( 3.6%) 1 ( 0.9%) 110 (100.0%) 

2ヵ年参加 第2回 8 ( 7.3%) 14 (12.7%) 39 (35.5%) 46 (41.8%) 2 ( 1.8%) 1 (0.9%) 110 (100.0%) 

第 3回 9 ( 8.2%) 刊行2.7%) 42 (38.2%) 43 (39.1%) 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9%) 竹0(100.0%)

第 T回 25 ( 3.9%) 160 (24.7%) 209 (32.3%) 208 (32.1%) 37 ( 5.7%) 8 ( 1.2%) 647 (100.0%) 

全体 第2回 33 ( 5.1%) 161 (24.9%) 207 (32.0%) 214 (33.1%) 30 ( 4.6%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 

第 3回 38 ( 5.9%) 167 (25.8%) 216 (33.4%) 193 (29.8%) 31 ( 4.8%) 2 ( 0.3%) 647 (100.0%) 
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対人交流

・家にいるとき一緒に過ごす相手

介入プログラムへの参加回数がより多い群ほど、ふだん配偶者と一緒に家で過ごす人は

少ない。ふだん一緒に家で過ごす人を「嫁」、あるいは「一人で過ごす」と回答した人の

割合は介入プログラムへの参加回数が多い群ほど高くなり、特に 1ヵ年参加群と 2カ年

参加群の聞でその傾向は顕著にみられる。

(全体の結果)

全体をJJl}して、普段家にいるときにー絡に過ごす相手として最も多かったのは1恒例行で

371人 (57.5(}{))であり、次いで・人86人(13.3%)、子ども52人 (8.1%)の)11員であったけ

(介入プログラム参加.回数別比較)

不参}Ju{fi:では配偶者と回答した人が244人 (62.4%)と最も多く、次いで一人で過ごす

が41人(10.5%)、家族2名以上31人(7.9%)の順であった。

1ヵ年参加群においても、配偶者と回答した人が79人 (54.5%)と最も多く、次いで一

人が21人(14.5%)であり、上位 2項目は不参加群と同様であるが、次いで、多かったのは

子どもであり 15人(10.3%)という結果で、あった。

2ヵ年参加群においても上位 2項目は他の 2群と同様であり、配偶者48人 (44.0%)、

一人24人 (22.0%)の順であったが、次いで多かったのは嫁15人(13.8%)であった。

全ての群において最も多かったのは配偶者であったが、介入プログラムへの参加凶数が

多い人ほどその割合は低く、不参加群と 2ヵ年参加群の聞には18.4ポイントの差が認めら

れた。対照的に、家にいるときは主に一人で過ごすと回答した人は、介入プログラムへの

参加回数が多い人ほどその割合は高くなっており、不参加群と 2ヵ年参加群の聞には11.5

ポイントの差が認められた。

(図表13-3) 
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図表13・3 家にいるとき一緒に過ごす相手

不第1回 n=392l 
参第2回 n=392I 
加第3回 n=391

L第1回 n=145

年第2回 n=145

官第3回 n=145
加

3第1国間O
年第2回 n=110

Z第3回 n=109

.第1回 nニ647

誌第2回同47l 
第3回 n=645 I 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

配偶者 子供 嫁 孫 一人

第 1回 265 (67.6%) 22 ( 5.6%) 16 ( 4.1%) 6 ( 1.5%) 38 ( 9.7%) 

不参加 第2回 245 (62.5%) 24 ( 6.1%) 21 ( 5.4%) 19 ( 4.8%) 32 ( 8.2%) 

第 3回 244 (62.4%) 29 ( 7.4%) 16 ( 4.1%) 14 ( 3.6%) 41 (10.5%) 

第 1回 91 (62.8%) 10 ( 6.9%) 7 (4.8%) 4 ( 2.8%) 13 ( 9.0%) 

1ヵ年参加 第2巨| 79 (54.5%) 9 ( 6.2%) 10 ( 6.9%) 7 ( 4.8%) 23 (15.9%) 

第3回 79 (54.5%) 15 (10.3%) 6 ( 4.1%) 5 ( 3.4%) 21 (14.5%) 

第 1回 55 (50.0%) 7 ( 6.4%) 16 (14.5%) 2 ( 1.8%) 23 (20.9%) 

2ヵ年参加 第2回 48 (43.6%) 14 (12.7%) 17 (15.5%) 2 ( 1.8%) 20 (18.2%) 

第3回 48 (44.0%) 8 ( 7.3%) 15 (13.8%) 6 ( 5.5%) 24 (22.0%) 

第 1回 411 (63.5%) 39 ( 6.0%) 39 ( 6.0%) 12 ( 1.9%) 74 (11.4%) 

全体 第2回 372 (57.5%) 47 ( 7.3%) 48 ( 7.4%) 28 ( 4.3%) 75 (11.6%) 

第 3回 371 (57.5%) 52 ( 8.1%) 37 ( 5.7%) 25 ( 3.9%) 86 (13.3%) 

人数(割合)

その他 幸見 兄弟 家族2名以上 合計

第 1回 1 ( 0.3%) 12 ( 3.1%) 29 ( 7.4%) 3 ( 0.8%) 392 (100.0%) 

不参加 第2回 8 ( 2.0%) 19 ( 4.8%) o ( 0.0%) 24 ( 6.1%) 392 (100.0%) 

第3回 6 ( 1.5%) 10 ( 2.6%) o ( 0.0%) 31 ( 7.9%) 391 (100.0%) 

第 1回 o ( 0.0%) 4 ( 2.8%) 16 (11.0%) o ( 0.0%) 145 (100.0%) 

1ヵ年参加 第 2回 4 ( 2.8%) 3 ( 2.1%) 1 ( 0.7%) 9 ( 6.2%) 145 (100.0%) 

第 3回 1 ( 0.7%) 3 ( 2.1%) 1 ( 0.7%) 14 ( 9.7%) 145 (100.0%) 

第 1回 0(0.0%) 1 ( 0.9%) 5 ( 4.5%) 1 ( 0.9%) 110 (100.0%) 

2ヵ年参加 第2回 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9%) 6 ( 5.5%) 110 (100.0%) 

第 3回 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9%) 1 ( 0.9%) 5 ( 4.6%) 109 (100.0%) 

第 1回 1 ( 0.2%) 17 ( 2.6%) 50 ( 7.7%) 4 ( 0.6%) 647 (100.0%) 

全体 第2回 13 ( 2.0%) 23 ( 3.6%) 2 ( 0.3%) 39 ( 6.0%) 647 (100.0%) 

第3回 8 ( 1.2%) 14 ( 2.2%) 2 ( 0.3%) 50 ( 7.8%) 645 (100.0%) 
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昌常生活状涜

量~Bと徐自の変北

全体として約 9割の人が「変化なしJと回答していた。しかし、合入プログラムへの

参揺詔数がより多い群で平日と休日の生活に濃いがないという額向は頚著であり、 2カ

年参加群ではほとんどの人が平日と休日の生活に遠いがない。経年的な比較でも、不参加

群及び Tヵ年参加群では「変化なしJの割合が 3""5ポイントずつ増損しているものの、

2カ年参加群においては、その傾向は認められない。

(全体の結果)

すで体では、 5り5人(り2.1%)が王子同と休iこjの主活状況に変色なしと回答していた日

(介入ブ口グラム参加回数別比較)

不参加鮮では「変{ヒなしj と臣答した入が3将人 (89.3鵠〉であり、「変化ありJと|り|符

した人よりも多かった。これ泣 1ヵ年参加群、 2ヵ年参加群においても同様であり、それ

ぞれ「変化なしj と解答した人誌138入 (95.2先入 108入 (98.2%)で、あっ

介入ブ口グラムへの参加担数がよち多い群において、平田と休日の日

がないと問答する割合が高いという結果であった。

〈陣表13-4) 
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平告と体自の変化
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316 (80.6%) 76 (19.4%) 392 (100.0%) 

不参加

3311 4233 7952 [(( 8988 6961 2030 %%%% )引引)i | 

55 (14.0%) 392 (100.0%) 

第 3回 42 (10.7%) 391 (100.0%) 

第 1回 20 (13.8%) 145 (100.0%) 

1ヵ年参加 第2閏 13 ( 9.0%) 145 (100.0%) 

第 3回 l 138 (95.2%) 7 ( 4.8%) 145 (100.0%) 

第 1回 103 (93.6%) 7 ( 6.4ちも)I 110 (100.0%) 

2tJ年参加 第2呂 100 (90.9%) 10 ( 9九%) 110 (100.0%) 

第 3密 108 (98.2%) 2 ( 1.8%) 110 (100.0総

第 1@1 544 (84.1%) 103 (15.9%) 647 (100β%) 

全体 第 2窓 569 (87.9%) 78 (12.1%) 647 (100.0%) 

;第3@] 595 (92.1%) 51 ( 7.9%) 646 (100.0%) 
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日常活動状況

雌収入を{半う{士事

全体の約 7裂の入は、収入を伴う祉事をしておらず、不捗加群では約 6割、 1ヵ年参

加群で、は約s割、 2カ年参加群では約 9剖の人が収入を伴う仕事をしてい本い。不参館

群と 1カ年参加群では、経年的に仕事者している人は誠少しているが、 2ヵ年参揺群で

は、仕事をしていない人は 9割程肢で、安定しており、収入を揮う{士事者していない人ほ

ど介入ブ口グラムに積極的に参加している。

(全体の結集)

就労状況では、全体の462人 (71.4%)の人が11)(人を伴う仕事に就いていないとH科し

た，経{I='!'Iせにはても{Iソ'Hをしていると間接する人の割合は減少し、仕事』こは就いてい伝い

と11'1持する人の;開会が上昇している結果となった。

{介入プログラム勢加間数別比較)

不参加群では、「していなしリと回答した人が247入住3.0%)であり、?しているJと

回答した人に比べて多い結果となった。この鎖向泣 iカ年参加群、 2ヵ年参加問において

も同様であり、それぞれ「していなしリと自答した入試 118入 (81.4%)、り人(おお.2%)

で、あった。

介入プ5グラムへの参加語教がよち多い出において、収入な1'1':う仕事に就いていない寄せ

'11頃[I:.Jをぷし、不捗加語学と iカ年参加府でその混は18.4ポイント、不参JJIJ{f.手と 2カ

年参加群で誌25.2ポイントの控が認められた。

5) 
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盟褒13-5 I設入を伴うf士事
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0百 20首 40百 60発 80覧 100覧

人数〔部会)

している していない 会計

171 (43.6%) 221 (56.4%) 392 (100.0ちも〉

不参加 第 2図 158 (40.3%) • 234 (59.7%) 392 (100.0%) 

l第 3閲 145 (37々%)! 2ヰ7(63.0%) 392 (100.0%) 

|第 1回 43 (29.7%) 102 (70.3%) 145 (100.0%) 

1カ年参加|第2悶 23 (15告%) 122 (84.1%) 145 (100β%) 

l第 3国 27 (18.6%) 118 (81.4%) 145 (100.0%) 

第 1疫i 10 ( 9.1%) 100 (90.9%) 110 (100嗣0%)

2ヵ棄容参加 第 2@] 10 ( 9.1 %) 100 (90.9%) 110 (100.0%) 

j 第 3@]. 13 (11.8%) ! 97 (88.2%) 110 (100.0%) 

第 1@] 224 (34.6%) 423 (65.4%) 647 (100.0%) 

全体 第 2@] 191 (29.5%) 456 (70.5%) 647 (100.0%) 

l第 3@] 185 (28.6%引 462 (71.4%) 647 (100.0%) 
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置趣味活動の有無

全体の約 7害IJの人が仰らかの題味活動を行っており、介入プログうムへの参加回数が

より多い高い群において麓味活動をしている暫合は高くなっている。

{全体的結果)

随時rl行動に関しては、金f本的に「しているj と自答ずる入が多く、約 7;1;1]1ス1:の人が何

らかの1出11.将兵問jを行ってし

{介入プログラム参加回数別比較)

不毛主}JIIJt下では、|しているJと回答した人は270入品8.9%)で、あり、 fしていぷい!と

1 11 1得した人に比べて多かった。この額出は 1 ヵ牟参加群、 2 ヵ年参加群においても!dJ十;I~ で、

あり、それぞれ iしているj と回答した入は、 106人 (73.6%)、86人(78.2%)であ-)た3

いずれの1:tむこおいても「しているJと回容した人が「してい栓しリと回答した人よりも

多い結果となったが、介入プ口グラムの参加盟数がより多い群ιなる廷ど、このf矧剖|向;与司羽Lはま会刻I4j

くなつており、不委参加群と iカ年参加群を比べると4.7ポイント、不参加群と 2ヵ年参加

群では9.3ポイントの差が認められた。

〈諮i表13一五〉
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図表13・6 趣味活動の有無
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第 1回 271 (69.1%) 121 (30.9%) 392 (100.0%) 

不参加 第2回 305 (77.8%) 87 (22.2%) 392 (100.0%) 

第3回 270 (68.9%) 122 (31.1%) 392 (100.0%) 

第 1回 115 (79.3%) 30 (20.7%) 145 (100.0%) 

1ヵ年参加 第 2巨| 116 (80.0%) 29 (20.0%) 145 (100.0%) 

第 3回 106 (73.6%) 38 (26.4%) 144 (100.0%) 

第 1回 89 (80.9%) 21 (19.1%) 110 (100.0%) 

2ヵ年参加 第2回 95 (86.4%) 15 (13.6%) 110 (100.0%) 

第 3回 86 (78.2%) 24 (21.8%) 110 (100.0%) 

第 1回 475 (73.4%) 172 (26.6%) 647 (100.0%) 

全体 第 2回 516 (79.8%) 131 (20.2%) 647 (100.0%) 

第 3回 462 (71.5%) 184 (28.5%) 646 (100.0%) 
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圃趣味活動を一緒に行う人の人数

趣味や余暇活動を一緒に行う人の数に関しては全体の約 7割の人が r4人以上」と回

答している。 r4人以上」と答えたのは、不参加群では 6割弱であるが、 1ヵ年参加群及

び2ヵ年参加群では 8割前後を占めている。趣味活動を一緒に行う相手が r1人」また

は r2"-'3人」と答えたのは不参加群が最も多く、介入プログラムへの参加回数が多い

群において、趣味活動の際の交友関係がより広い。

(全体の結果)

雌|味や余111立川!日Jを-申告にする人の数では 14人以 L:Jが182人 (69.2<3{))と 11~ も多く、

次いで 1-2 ~ 3人J4り人(18.6%)、11人J32人(12.2%)の順であった。

(介入プログラム参加回数別比較)

不参}jll昨では 14人以上」が85人 (59.4%)と最も多く、次いで 12~ 3人J36人

(25.2%)、11人J22人(15.4%)の順であった。しかし、 lヵ年参加群、 2ヵ年参加群と

比較すると、 14人以上」の割合は少なく、 14人以上」では lヵ年参加:1群よりも20.3ポイン

ト、 2ヵ年参加群よりも23ポイント少ない結果で、あった。

1ヵ年参加群で最も多かったのは 14人以上」で55人 09.7%)、次いで 12~ 3人J

8人(11.6%)、11人J6人 (8.7%)のJI闘であった。

2ヵ年参加群においても岡崎の傾向が見られ、最も多かったのは 14人以上」で42人

(82.4%)、次いで 12~ 3人J5人 (9.8%)、11人J4人 0.8%)の順であった。

(図表13-7) 
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趣味活動をー絡に持う入の人数図表13・7

第1図円=169I 
第2回 n=150I 
第3回 n=143[ 

第1聞 n=64

3露公自門誌66

第3関円=51

第1岱 n=305[ 

第2窃丹公283

第3留 η=263

第1図 n芯 72

第2悶 n=67
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2
カ
年
参
綴

念
仏
外

100% 80弛60首40詰20発。覧

人数(割合)

1人 2-3入 4人以上 合計

第 1自 l 26 (15.4%引 28 (16.6%) 115 (68.0%) 169 (100β%) 

不参加 第 2図 30 (20.0%) • 32 (21.3%引 88 (58.7%) 150 (100.0%) 

第 3回| 22 (15.4%) 36 (25.2%) 85 (59.4%) 143 (100.0%) 

第 1回| 7 ( 9.7%) 4 ( 5.6%) 61 (84.7%) 72 (100.0%) 

1ヵ年参加 第 2回| 11 (16.4%) 8 (11.9%) ヰ8(71.6ちも} 67 (100.0%) 

第 3回! 6 ( 8.7%) 8 (11.6%) 55 (79.7%) 69 (100.0%) 

第 1随 l 4 ( 6.2%) 4 ( 6.2%) 56 (87.5%) 64 (100.0%) 

2ヵ年参加 第 2殴 4 ( 6.1%) 4 ( 6.1%) 58 (87.窓%)• 66 (100.0ちも)

第 3殴 4 ( 7.8%) 5 ( 9.8%) 42 (82.4%) • 51 (100.0%) 

時|
37 (12.1%) 36 (11.8%) 232 (76.1%) 305 (100.0%) 

念体 45 (15.9%) 44 (15.5%) 194 (68.6%) 283 (100.0%) 

32れ2.2%) 49 (18.6%) 182 (69.2%) 263 (100.0%) 
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膿社会活動への挙期状涜

社会活動へ参加している人は全体の約半数である。合入不参加欝の社会活動への参加は

半数以下であるが、 2カ年参加群では、 75号令と 4分の 3を占めており、介入参加率が高

いほど社会活動への捗加の割合も高い。

(金体の結果)

地域で、の社会活動への参加状況で、は「参加しているJが344人での3.3弘〉と三1':数そ起

り、「参加していなしリは302人 (46.7%)という結果であった。

(介入プログラム参加回数別比較)

+捗}Jl1m~では、「参加しているj と思答したの誌181人件丘2%) と半数以下であり、「参

加していなしリと田容した人が211人 (53.8%)という結果であった。「参加している」人

は、「参加していなしリ人よりも7.6ポイント少ないという結果で、あった。

iヵ年参加群では「参加しているJが80人 (55.6%)と半数を超えており、 f参加して

いなしリの64人 (44.4%)よりも11.2ポイント多いという結果で、あった。

2ヵ年参加群でも、 1ヵ年参加群と間接の頬向であり「委参加しているjがお人 (75.5%)

と4分の 3ft めており、「参加していなしVの27入 (24.5弘〉と比べると、 51ポイント

も多いという結巣であった。特に 2ヵ年参加群では「参加しているJと回答した富IJ合が他

の群と比較すると寓く、不参加群よりも29.3ポイント、 1ヵ年捗加群よりも19.9ポイント

高い結果であった。

(1翠表13-8) 
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語表拾の投金活動への参加状況
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3

1
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第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

不
参
加

1
ヵ
年
参
加

2
カ

年

参

加

全

体

。詰 20% 80弘 100%40出 60弛

人数(割合〕

していなし、 合計

220 (56.1%) 392 (100.0%) 

209 (53.3%) 392 (100.0%) 

392 

145 

145 

144 (100.0%) 

19 (17.3%) 110 (100 

15 (13.6%) 110 (100. 

27 (24.5%) 110 (100. 

304 (47.0%) 647 (100β%) 

291 (45.0%) 647 (100.0%) 

302 (46.7%引 646 (100.0%) 

|第 1回 i

している

不参加

1 :f.J年参加

2カ年参加;第21ID.

;第3翻
← ωω… 
第1翻

全体

78 (53.8%) 

80 (55.6%) 

91 (82.7%) 

95 (86.4%) 

83 (75.5%) 

343 (53.0%) 

356 (55.0%) 

344 (53.3%) 
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予i話題子

置飲滞状況

飲酒状況では、 6艶以上の入が欽まないと問答しているが、 2割弱の人が「ほぽ毎臼」

飲むと問答しているo rほぼ毎号j 訣7習する入試経年的に減少しており、飲荻ない人が増

えているο ざらに介入プログラムへの参器開数がより多い群ほど欽まない人は増えており

2カ年捗加群では 4分の 3の人たちは飲まないと蓄えている。また 2カ年季参加群で、毎日

鉄む人は鍛も少なく、わずか 7人 (6.4%)である。毎E飲むのが最も多いのは、不参加]

群の鈎人 (23.0弘)であり、 ζれと比較すると16.6ポイント少ない。

{全体の結果〉

tl~rIJ~状況に i記しては、「長女まえまいj と回答した人が403人 (62.3%) 多く、次いで

r 1Ii 1 1飲むJtJ~ 11り人(18.4弘入 i回程重J44人 (6.8%)という順で、あった。

(介入プログラム参加問数別比較)

不参加群で最も多かったのは「飲まないjで218入 (55.6%)、次いで「毎日飲む」がりo
人 (23.0%)、「週 l問機度Jf週 i回以下」が偶数で殺人 (7.4詫〉という顕であった。しか

し、 f毎日飲訂」と回答した人は、介入プログラムへの参加[iJI数がより多い人誌ど少なく、

iヵ年参加詳よりも?βポイント、 2ヵ年参加昨よりも16.6ポイント高い結果であっ

方、「欽まないj と問答した人は介入プログラムへの参加同数がより多い人法どその'/i1j

は高く、 iヵ年参lJnt浮よりも 14.7ポイント、 2ヵ年捗加1Tt:よりも19.りポイント低い結果で

あった。

iヵ年参加群では f欽まないjが102人 (70.3%)と最も多く、次いで、「旬:u飲むJ22 

人(15.2%)、「逝!1 間程度J9入弘之九)の/1援であった。

2ヵ年捗加群では「歓まないjがお人(75.5弘〉と最も多く、次いで「潤!回以下J8 

人(7.3%)、「毎日飲むJ7入 (6.4%)のI11震であった。

9) 
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図表13-9 飲酒状況

不第1羽川390

参第21IDnおお2

淑第3密 閉392

ロiま/;;主宰伝

則i援2-3凹

ロ麹1回程度

L第1邸側44

年第2閤 n=145

宮?第3醗 n=1451m ~，-~" ..- I 15.2話・I 1.・E ・・E ・_111M訟・・E ・E ・-

お第1聞 n=110

若手第な間前110

沙第3翻 n=110
1m 

.第1揺 が644

義繁之罷 n=647

第3揺れな647

。誌

第 1自

不参加 (第2罰

j 第 3包

第 T箆;

1ヵ年参加 第 2路;

第 3図

第 1間 l

2ヵ年参加 第 2悶

第 3回 i

~1 隠

全体 第2自

護軍 31ID

20覧 40覧 60首

ほぼ毎日 返2----3毘

104 (26.7%) 24 ( 6.2%) 

101 (25.8%) 21 ( 5.4%) 

90 (23.0%) 26 ( 6.6%) 

27 (18.8%) 6 ( 4.2%) 

26 (17.9%) 5 ( 3.4%) 

22 (15.2%) • 8 ( 5.5%) 

11 (10.0%) 3 ( 2.7%引

9 ( 8.2%) • 11 (10.0%) 

7 ( 6.4%) ! 6 ( 5.5%) 

142 (22.0%) i 33 ( 5.1%) i 

136 (21.0%) 37 ( 5.7%) 

119 (18.4%) • 40 ( 6.2%) 

o週1回以下

織委主まない

80弘 100% 

人数(割合)

遜 11ID綴凌 選?包以下 欽5まない 合計

16 ( 4.1%) 36 ( 9.2%引 210(53.8%引 390(100.0%) 

19 ( 4.8%) 24 ( 6.1%). 227 (57.9%) 392 (100.0%) 

29 ( 7.4%) 29 ( 7.4%) 218 (55.6%) 392 (100.0ちも〉

2 ( 1.4%) 13 ( 9.0%) i 96 (66.7%) 144 (100.0%) 

2 ( 1.4%) 9 ( 6.2%)! 103 (71.0%) 145 (100.0%) 

9 ( 6.2ちも) 4 ( 2β%) 102 (70.3%) 145 (100β%) 

7 ( 6.4%) 12 (10.9%) 77 (70.0%) 110 (100.0%) 

1 ( 0.9%上
7g 〔{67.43%%引)I5ぉ2({7745 5%) 

110 (100.0%) 

6 ( 5.5%) 喝5%) 110 (100.0%) 

25 ( 3.9%) 引く 9.5%) 383 (59.5%) 644 (100β%) 

22 ( 3.4%) i 40 ( 6.2%) 412 (63.7%引 647(100β%) 

44 ( 6.8%) 41 ( 6.3%) 403 (62.3%) 647 (100.0%) 
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磁喫翠翠讃

喫埋習噴のある人は、全体の 9%であり、経年的民減少している。捜;謹習震の易る入試、

介入プログラムへの穆加回数が多い群ほど少なく、不参詔群の喫壊率が12.5%であるのに

対し、 1ヵ年参加群で拡4.8%、2ヵ年参加群では1.8%となっている。

(全体の結果)

関野!状況では「吸わないJが466人 (72.0%)で最も多く、次いで「以前吸っていたが

やめたJ123人(]9.0%)、「吸うJ58人 (9.0%)の)1闘であった。

(介入ブ口グラム参加回数別比較)

不参}J11ft下では、 rl段わ主主いJが249入 (63.59も〉で議も多く、次いで、「以前吸っていたが

やめたJ何人 (24.09も〉、「吸うj待人 02.5%)の隔であった。

iヵ年参加群で辻、「吸わないjが11世人 (82.1%)で識も多く、次いで「以前吸ってい

たがやめたJ19人口3.1%)、「吸うJ7人 (4.8%)の!闘であった。

2ヵ年参加群では、「吸わないJが98人 (89.1%)で最も多く、次いで「以高Ij吸ってい

たがやめたJ10人 (9.1%)、「吸うJ2人(1.8詫)の顕であった。

全ての群で「吸わないJと回答した入が最も多かったが、その割合は介入プログうムへ

の参加回数がより多い群器ど多く、不委参加群に比べ lカ年参加群では18.6ポイント、 2カ

年参加群で誌25.6ポイント高い結果で、あった。

〈醤表13-10)
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間諜13ぺ0 嘆煙状況

不芸高1図 n=391

参第会部 n=3鮫

旗第3沼 n=3告2

L第1沼 n立 145

年第2鴎円=145

2第3殴 n=145

2第1閉伊110

年第2回 n口110

含第3回 n=110
加

A 第1回伊646

毒第2国 n=647
業3自 η=647

。覧 20覧 40毘 60出 80出 100% 

人数(割合〉

吸う
以前吸っていたが

吸わない 合計
止めた

69 (17回6%) 80 (20.5%) 242 (61.9%) 391 (100.0%) 

不参加 第 2回 57 (14.5%) 97 (24.7%) 238 (60.7%) 392 (100.0%) 

第 3回 49 (12.5%) §ヰ (24.0%)• 249 (63.5%) 392 (100.0%) 

第 1回 12 ( 8.3%) 17(竹 .7%) 116 (80.0%) 145 (100β%) 

1ヵ岩手参加 第 2国 11 ( 7.6%) 17 (11.7%) i 117 (80.7%) 145 (100.0%) 

第 3包; 7 ( 4.8%) 19 (13.1%) I 刊9(82.1%) 145 (100.0%) 

第 1回; 3 ( 2.7%) 10 ( 9.1%) ! 97 (88.2%) 110 (100.0%) 

2ヵ匁参加 第 2回 3 ( 2.7%) 10 ( 9.1%) 告7(88.2%に 110 (100.0%) 

第 3阻 2 ( 1.8%) 10 ( 9.1%) 容器 (89.1%) 110 (100.0%) 

第 1悶 84 (13.0%) 107 (16.6%) 455 (70.4%) 646 (100.0%) 

全体 第 2悶 71(11.0%) 124 (19.2%) 452 (寺弘9%) 647 (100.0%) 

第 3図 58 (君。%上 123 (19.0%引 466 (7え0%) 647 (100.0%) 
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-健康のための運動習慣

約半数の人は、健康を意識した運動を毎日実施している。また介入プログラムへの参加

回数がより多い群ほど「毎日している」割合が高く、 2ヵ年参加群では 6割近くを占め

ている。逆に健康を意識した運動をしていない人は、介入プログラムへの参加回数がより

多い群ほど少なく、 2カ年参加群では、 4分の 1程度である。

(全体の結果)

)ili!日j門闘では「毎日している」が328人 (50.7%)と最も多く、次いで「していない」

233人C36.0(，l{))、「週 2~ 3 rりIJ52人 (8.0%)の)1闘であった。

(介入プログラム参加回数別比較)

不参加li't:では、 i1JJUしている」が190人 (48.5%)と最も多く、次いで「していなしリ

152人 08.8%) 、「週 2~3 回J 32人 (8.2%)の順であった。しかし、「毎日している」と

の|円|答は 3つの群で、比較すると不参加群でその割合が最も低く、 1ヵ年参加群よりも1.8

ポイント、 2ヵ年参加群よりも10.6ポイント低い結果で、あった。一方「していなしリとの

回答は介入プログラムへの参加回数がより多い群においてその割合は低く、不参加群と比

較すると、 1ヵ年参加群では2.2ポイント、 2ヵ年参加群では13.3ポイント低い結果で、あっ

た。

1ヵ年参加群で最も多かったのは「毎日している」で73人 (50.3%)、次いで「してい

ないJ53人 06.6%)、「週 2~3 回J 8人 (5.5%)の順であった。

2ヵ年参加群でも同様の傾向が認められ、「毎日している」と回答した人力'65人

(59.1 %)と最も多く、次いで「していなしリが28人 (25.5%)、「週 2~3 巨IJ が 12人

00.9%)の順であった。

(図表13-11)
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語表13-11 健康のための運動習慣

不第1回 n=391
参第2回 n=391 I 

加第3思 n=392

L第1@] n=1認

年第2@]n=145 
彦第3自 n=145
加

2第1白川10

年第2自 閉109

?第3~雲市110
主5

全第1@] n=644 ! 

第2国間645
体

第3悶 nロ647

。弘 20唱 40% 60弘 80覧

毎日している( 遷2~3@] 遜 1回程度

第 1回| 163 (41.7%) 25 ( 6.4%) 11 ( 2.8%) 

不参加 第 2回 182 (46.5%) 28 ( 7.2%) 9 ( 2.3%) 

第 3思 i 190 (48.5%) 32 ( 8.2%) 10 ( 2.6%) 

第 T芭 。%) 7 ( 4.9%) 4 ( 2.8%) 

1ヵ年参加第2回 74 (51.0%) • 15 (10.3%) 3 ( 2.1%) 

第 3回 73 (50.3%) i 8 ( 5.5%) 6 ( 4.1%) I 

第 1回 59 (53.6%) 12 (10.9%) ! 4 ( 3.6%) . 

2ヵ年参加 第 2自 70 (64.2%) 14 (12.8%) 3 ( 2.8%) 

第3沼 65 (59.1%) 12 (10.9%) 4 ( 3.6%) 

第T鴎 292 (45.3%上 ヰヰ(6.8%) 19 ( 3β%) 

会体 |第2悶 I 326 (50.5%) i 57 ( 8.8%) i 15 ( 2.3%) 

第 3問 328(50.7%) I 52 ( 8β%) i 20 ( 3.1%) • 
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Bt....-C士1

100覧

人数{駁会〉

週 1回以下 していない 合計

13 ( 3.3%) I 179同 β%) 391 (100.0%) 

7 ( 1.8%) 165 (42.2%) i 391 (100.0%) 

8 ( 2.0%) • 152 (38.8%) 392 (100.0%) 

6 ( 4.2%) i 56 (39.2%) 143 (100.0%) 

5 ( 3.4%) 48 (33.1%) 145 (100.0%) 

5 ( 3.4%上 53 (36.6%) 145 (100.0%) 

1 ( 0.9%) 34 (30.9%) i 110 (100.0%) 

2 ( 1.8%) 20 (18.3%) 109 (100.0%) 

1 ( 0.9%) i 28 (25.5%) 110 (100.0%) 

20 ( 3.1%) ! 269 (41.8%) 644 (100.0%) 

14 ( 2.2%) • 233 (36.1%) 645 (100.0%) 

14 ( 2.2%) I 233 (36.0%上 647(100.0%) 
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地域介入のあり方とその効果に関する研究





地域介入のあり方とその効果に関する閉究

-研懇f中台センター

矢吹知之

1 .目的

質問紙社用いた訪問蕗謀関輩によって嬰ちかになった鵠康の志舟およびライフスタイルか

ら介護予防の要因を検討し、その結果から気曲沼地域に適認した介護予!誌や認知症予防の介

入プログラム老作成し効果栓明らかにすることを目的に諜指した。

辻、気伯窮地域の既存の自体、組織、行政機関栓活用し、住民詣3警が推進員と

らびに認知悉予除語欝老畏躍する能力老養成する鵠躍をモデル的に実施しその有効

性と継続性の検証を行う。

プログラムで実施した鱗膝の目的は、

び、升護予i誌のための鑓農チェックの具体的方法や、修了後に地域展開する能力老高ょうるこ

とであった。また、議議受講後の投訴は、地域住民への健康や認知症の知識の伝達、

した体力j則定の器具老用いて、公畏語や昌治会舘等での会議や、集まりの際に多くの

人の体力を測定し、健康教室などを開催することとした。

2.方涯

1)対象地域

本研究の対象地区は、 2003年、 2005年に介入調査を実詫した気品詔市大農地匹(以下大

島地rZJと、 2006年度から新たに気仙沼市の19地区(以下広域地芸〉を対象地域とした。

講AIe関イ議場所は、大島地毘は「大島公民鮪J、気仙沼市は、気仙沼市地域怨揺支援セン

ターに隣接する気前沼市穣藤管理センタ…「すこやかJのホールを会場と

2)対象者

行政委員、自治会の会員社対象に呼びかけた。参加者辻、

気仙沼大島地区25名、立二域地区が30名であった。平均年齢は、大島地区74.34土7.02歳、

仙市広域地区62.63土8.00裁で広域地症のフぎが平均年齢が殺かった。

3)奨擁苧続き

本研究で実接した介護予i君、認知症予i坊に関する予防的介入モヂルの検註誌、気仙詔子台

気f説召市地域告揺支援センターと大畠老人クラブ連合会の協力松

た。協力内容は講産の共鑑について、議産実態時の人員深還と講時、会場の手配、

実施の広報と参加者の取りまとめについて協力者計技頼した。

なお、介入プログラムの名称は「健康作り・認知症予防推進員〈通称:完全日∞設

リーダー〉養成講産Jとした。

大島地区における上記講患の参加者の募集誌、大義老人クラブ溜合会ならびに

戸、dq
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協))のもと、本語窪の主詩に賛同し、健諜づくりや認知航予防に関心のあると思われる日

民のリストアップを依頼し参加者を決定した。

支出1mrI-j J本域地区については、気111紹市保健福祉部櫨麗介護諜なちびに気{11紹子IOj地域臼

目立蝿センタ…に協力を持て、大島i豊富‘を除く 19地区の地域の行致委員、保健推進委員そ

れぞれ i什字、つの選出者依頼した。

4)講藍の内轄と期間

①実施日

地域ごとに併!同計 2[i1実践した。対象地減の行事の予定と対象となった地域住民のラ

イフタイルに台わせLIむと持揺を議磐しそれぞれ投定した。大島地区は、平成!り年 3片 l

[] (J}<) 13: 00---16 :∞、 j去域tt!!区は平成19年3月14日の13: 00""'16 : 00までとした。

@講鹿内容

l は、本研究で実接した f欝嬢作り・認知症予防推進員(溜称:完全!100撒リー

ダ…)Jの内容である。講座の講師ならびにフアシリチーターは、当センターの研究スタッ

プと気組沼市保纏福祉部健康介護課、気仙沼市地域包括支譲センタ…の職員が分担して担

当した。

科目どとの内容とねらいについては f提議式jを行い、講座の趣皆と修了後のイメ…ジ

について説明を行なっ

fオワエンテーションJでは、この研修の全体像や概裂についての理解を深めることを

自的に、カリキュラムの説明と、テキストの説明を行なった。講産は、1'r:Pえしたテキスト

を使用して実施された。なお、テキストは参加者全員に記布した(巻末資料参照)。

「介護予防の実襟jは、究1Ila召事{呆{建揺社部鑓康介護課と気11-u沼市地域創崎支援センタ

の保漣掛から、韓蔑づくりの考え方と要介議状態になることを防ぐために必要な方法やさ伝

活上の留意事現について、また、地域包括支援センターからは、地域告揺支譲センターの

機能と役割、介護予防事業の概要を講義形式でお分題実擁した。とこでのねらいは、介護

予防は地域での日々の車ち組みと個人の心がけや家庭での心がザが大知であることの気づ

を起すことであった。

râ~知症の理解と予i誌の可能'1引では、認知症の基礎的な知織と認知症の予防国子と危

険盟子を解説した。また、現在行なわれている認知症予時活動の実擦を紹介しながら、生

活習慣病と認知府予防の関連を中心託、介護予障と認知痘予i坊について講義を行った。こ

こでのねらいは、臨身の薩震を驚理したち、地域の行事に積極的に委参加することが認知症

予防の可能性を高めること、また、介護予訪の活動を地域の行事として取り入れ、主体的

かつ犠盤的に参加することによって認知症予防に繋がっていくことへの理解を器すことで

あっ

「体力測定演習Jは、介護予防事業で実撞されている高齢者の捧力鞘定種自から、 6種

目者選定し、各ブースに分かれて実籍した。 4名から 5名が Iグル…プになり、すべての

撞盟校組定し、参加者が測定者、記銀者となり相互に評価を行なった。なお、各グル…プ

に1名アアシリテーターな配置し、測定方法、評価方法を指導・助言した。

評{踊方法については、テキストに具体的溺定方法と数轄の読み方が記載されており、
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入表も添付されている。ねらいは、イ体力測定詰襟定器さえあれ試比較的簡易にmU定可能で

まろることを体験から気づいてもらい、講座穆了後に各地域で今百の参記者が関定者ならび

;こ評笹者となり地域の介護予防推進員として務める能力を養成することでるったc

f地域震関譲習J誌、 {I多ア後に今E学んだ内容の具体的な推瀧方法老自治会ごと

プを形成し議論することで、方向J性老毘出すことを自的に実施された。内容は、いつから、

誰が中心となって、どこでやるかをディスカッションし、最終的に実際に行なうときの連

絡網作りを行なった。中心となる人物そ連絡奉持と命名した。なお、漬習のブアシリテー

ターには当センターのスタッフを配置し、記銀と進行そ行なった。

り・器類症予窃議選議議或研修謀本カリキユラム

時間 科目 当 内 容

13 : 30-13 : 40 !開講式
(10' ) 

気伯潟市保健福祉部健康介護諜

加藤イ車両(仙台センター〉

13 : 40~13 : 50 (仙台センタ

13 : 50~14 : 10 

(20' 

14 : 15-14 : 40 
(25' 

〈内容)
認短症予防→生活習欝+
精神的震護主であること
社会的な交流を続けること

〈ねらい〉

仲龍を作る

+ 

14 : 50-15 : 30 i体力瀧定議官
(40' 

①握力

@長窪体書官属
会F1)ーチ

会主むp&Go

ミ手権支認
舎湾設片足立ち
ぐ号互江主主

(内容)
参加者が部定方法を学ぶ
体験し他者の測定をする
(ねらい)
邑分昌身でできること

15 : 30-16 : 00 I地域展開演習
(30' ) 

板j署

者きし合う
1 .いつからやるか

寛 2. 設が中心になるか
3 どこでできるか

4. 連絡絹持ち
※ GWでそれぞれの地域の現設に

合わせて

つ
/

z、J
n
f
u
 



5)誘惑移7後の役割とフォローアップ

諦躍の修了者(健康づくり・認知症予防推進鎚)の役寄りは以下のとおりであるQ

φ地域において介護予防の集いのよう話集まりを韻穫する。

(ゆ壮年期の方や現在は要介護状惑ではない人たちの鉢力誤IJ定などを行う。

(写〉地域の認知疲や要介護予嶺軍と思われる方への閉じこもり防止支援を行う。

このような役割そ持ち、名簿審理は各自治体で甘い、持1'1治体がIJ f.HtHする{山氏lìl\liH~や儲

j品診断などの支度や記長~Jなども行なえるよう』こする口

また、持 f誌の、iiセンターから修((1ーへのフオ口…ア、ソブは、以下のようにけ|到してい

るり

(1)認知]症や介護に関する情報掃供

(お介護予防の集いへの物品の無催レンタ}].;(体力諜定のためり舟

ゆ介護予防の集いへの鵡師、トレ…ナ一派遣

(争)の淵IJ定器のレンタルについては、今臨の議j豪で実弟iした測定が:，)選定t!i可能な簡易の測定

flj と、テキストを準議した。舎の議綿、トレーナ一派遣については、修了者が、自治会

どで開催をする際、者望があれ抵当センタ…から講師や人員を派j患できる体HJIJと連絡綿

者作成した。連絡誌連絡奉行が主体となって仔い、修了者間で調整することにした。

3.結果と考察

り基本勝投

表 2は、本研究で実施した講座参加者の基本属性である。

性別は、広域地匹、大島地区いずれも女性が多かった。特に広竣地藍については全体の

90%が女性であっ

年齢の平均は、成城地区が臼.63歳で大書士生豆が74.34裁で広域地区の方が年齢の若い参

加者が多い領向であっ

次に、これまでの鋒力説定実籍頻震については、大鳥地慌のほうが実施率が高く、 r1 

年に 2-----3 @]Jが出先で島った。一方、広域地区は88. 5 %が r1年に l回程度j

率がfまいことが明らかになっ

参信者選定に際し、大島地肢は老人クラブ在中心に呼びかけたζ と、また、高齢fヒ率の

が爵地区の年齢の差異に影響しており、一方、女性参加者多かった広域地豆誌、祭器

推進員と守政委員に女性の割合が高かった ζ とが影響している
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表2 参加者基本罵性 人数(割合)

気仙沼大島地区 全 体

n=30 n=25 n=55 

3 (10.0%) 11 (44.0%) はく25.5%)

27 (90.0%) 14 (64.0%) 41 (74.5%) 

62.63土Sβ0 74.34土7.02 67.71さを弘53

今日を入れないでA体力測定をどのくちいの額壌で、行っていますか?

1年に 1

1年に 2-31運

1 年 tニヰ ~6 部

毎 丹

23 (88.5%) 

2 ( 7.7%) 

1 ( 3.8%) 

o ( 0.0%) 

2)参加者の介護予防、認知症予防の意識

11 (50β%) 

11 (50.0%) 

o ( 0.0%) 

o 0.0%) 

34 (70.8%) 

13 (27.1 %) 

1 (工

o ( 0.0%) 

3は、本研究で実施した講惑の参加者の介護予誌なちびに認知症予防の意識である。

参加者畠身の体力の主観的静髄誌、全誌でほ、ーままろあるj という回答が55.6%で最も

く、次いで「あまりないJで、診.6箆であった。「非常にあるJは7.4%で「ない」と同じ

W Ii¥制ム明セったo :t室長三到で誌、大島地gのほうが「非常にある (8.3%)、「まああるJ

(62.5免〉の語答の言語合が高いことが明らかになった。

くりの関Jじ度では、全体では「まあある」が61.8弘で最も多く、次いで弓手需に

あるJで、36.4%で、あった。地区別では、大高地革、広域地区は、;まぽi湾等の割合を示して

いること らかになった。

関心度では、全体で;ま

るJで40.7%、「あまりないj で1.9%

ら、介護予防の関心震の嘉さが担え

が57.4%で最も多く、次いで「まああ

「ないJという回答は 0%であったことか

広域地芭の「非常にあるJが70%と

高く、 IJF需にあるJは弘で「まあある」の54.2%の方が高い都合を

示していた。こりことから、広或地区の方が、

が明らかになっ

認知症予防についての関心度では、全体では、

り介護予防の関心度が高いこと

あるj が70.9弘で最も多く、次

いで「まあある ω が29.1%、「あまりない」、主いJは5誌の頬でまろった。地区別で誌、

法域地区は「非常にあるJが86.7%、「ま2ろある“が13.3誌で、大患培gが印字常にあるが

52%、「まああるJが48%で、法域地区の方が関心が高いことが明らかになった。

このことから、関心境では認知症予岳、介護予防の)1援で高く、地区民ごとでは、

齢の高い大島地区ほ主主域地誌より、体力の主観的諦↑l聞が惑いことから、認知症予防や介護

予防の意識が抵く
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3 介欝予防、認知症予防の恕機 人数 {寄り合)

気1111 i(:! rll広域地1><: 討1'111i(1大出地区 fI': f本

n=30 11出 25 n出 55

自分畠暑の体力に りますか?

非常にある 2 ( 6.7%) 2 ( 8.3%) 4 ( 7.4(;6) 

まんある 15 (50.0i]u) 15 (62.5W)) 30 (55.6<J6) 
一一一一一一一一一一崎

あまりない J 1 (36.7<}()) 5 (20.初心 16 (29.6%) 

ない 2 ( 6.7%) 2 ( 8.3<;6) ヰ(7.4 <?()) 

体力づくりに鵠心はありますか?

Ji'官?にある 12 (40.0%) 8 (32.0%) 20 (36.4守ら)

まあある 18 (60.0%) 16 (64.096) 34 (61.89ら)

あまりない o ( 0.0%) 1 ( 4.0%) 1 ( 1.8リら)

ない o ( 0.0%) o ( 0.0%) 。(0.0%) 

介護予防に関li)はありますか?

非常にある 21 (70.0%) 10 (41.7%) 31 (57.4%) 

まあある ヲ (30.0%) 13 (54.2%) 22 (40.7%) 

あまりない o ( 0.0%) I ( 4.296) I ( 1.9%) 

ない o ( 0.0%) o ( 0.0%) o ( 0.0%) 

認知症予防について感心はありますか?

三ドィ常にある 26 (86.7%) 13 (52.0%) 39 (70.9%) 

まあある 4 (13.3%) 12 (48.0%) 16 (29.1%) 

あまりない o ( 0.0%) o ( 0.0%) o ( 0.0%) 

ない o ( 0.0%) o ( 0.0%) o ( 0.0%) 

ハ
v

f
内

U

司
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3)擁護の評価

ヰは、予防時介入フ。ログラ した「鵠藤づくり・

よる評倍である。

議盛の時箆辻、 2奇麗30分で実施

がヲ2.6誌でもっとも多く、

うど良かったj という

その評価について全体ではーちょうど、設かったJ

拭1.9%でもっとも少なかった。 t組長三別でも fちょ

となっ時間設定は妥当で、あったととが明らかに

なった。

講座のわかりやすさについて誌、全体で辻、弓手嘗にわかちやすいJ

次いで「まあわかりやすかったJで弘で、あった。一方、?わかっ

りづらい」は 0% りやすいと感じているとと

区別でも同様の結果であった。

% 多く、

ちいJ、「ややわか

らかになった。 ii:l1

今自の講盛の目的であった修了後の体力測定の寅雄能力について辻、全体で詰「できる

と患うJが45.7%で最も多く、次いで「大部分はできると思うj で32五%、 f少しはできる

が出来ないととが多いJが21.7弘、「できないJが 0%であった。地亙射で泣「できると

患うj という思惑が大島地区が56.3%、広域地区が40.0%で大島地区の;まうが穆了後実蕗

できると惑じていることが明らかになった己

{鰹蔑づくり、認知症予防推進識と 地域での集まりの中心となってど

のくらいの頻壌で集まちを関雀できそうかという問いについて全体では、 11年に 1

が45.7%で最も多く、次いで 16ヶ月ζ1農Jが弘であった。地区別では、

が 16ヶ月に 1度」が68.8%に対して、法域地藍で詰 1年Lこ:度j が63%で、

1年に一回程度で、大島地区のはうが頻繁に集まれると惑じているととが明らか札/ょっ

との結果は、地域の既存の自治会の活動の頻震が影響していると患われる。

地域で独童で講座を開催したときにどの程度実施できるかを種いたとごろ、金持では

?言葉蔀がいればできそうj が62.2%で最も多く、次いでーできそうj が35.6弘であった。培

玄関でも再援の績向で、まろった。講師がいないとむずかしいと感じている人が全体の 3分の

2を占めていることが明ち
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表 4 合入ブログうムお評鑓 人数(割合〉

%台Iii(i d j !.Ln.lU也1'( 気1111i日大向地|ベ 会 {本

n出 30 n=25 ぉ=55

今呂の講蓮の持簡はいかがでしたか?

ちょうど良かった 28 (93.3%) 22 (91.7(X)) 50 (92.6 'J{)) 

II ，~:IIIJがjι りなかった 2 (6.7%) I (4.29(，) 3 (5.6%) 

l~すぎた o (0.09ら) I (4.2%) 1 (1.9%) 

今回の講座はわかりやすかったで、すか?

非常にわかりやすい 23 (76.7%) 18 (72.0%) 41 (74.5%) 

まあわかりやすい 7 (23.3%) 7 (28.0%) 14 (25.5%) 

ややわかりずらい o (0.0%) o (0‘0%) o (0.0%) 

わかり らい o (0.0%) o (0.0%) 。(0.0%)

今闘の鵠簸で¥近隣の入や知人の灘定や評留ができそうですか?

できると思う 12 (40.0%) 9 (56.3%) 21 (45.7(!{)) 

大部分誌できると悲う 12 (40盈0%) 3 (18.8%) 15 (32.6%) 

少しIH米るが
6 (20.0%) 4 (25.0%) 10 (21.7(l!ρ 

できないことが多い

できない o (0.0%) o (0.0%) o (O.OW)) 

今後、どのくらいの頻度で、集まれそうで、ずか 7

1ヶ月に i閏 2 (6.7%) 2 (12.5%) ヰ (8.7%)

2ヶ月に l回 1 (3.3%) o (0.0%) 1 (2.2%) 

3ヶ月に I岡 2 (6.7%) 1 (6.3%) 3 (6.5%) 

6ヶ月に 1回 6 (20.0%) 11 (68.8%) 17 (37.0%) 

l年に l回 19 (63.3%) 2 (12.5%) 21 (45.7%) 

自治会や地域の集まりで体力測定はできそうですか?

できそう 11 (36.7%) 5 (33.3%) 16 (35.6%) 

鱗仰がし、ればできそう 18 (60.0%) 10 (66.7%) 28 (62.2%) 

難しいと患う 1 (3.3%) o (0.0%) 1 (2.2%) 

4
L
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h
u
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4)大島地院と気仙沼広域地区の比較

参加者の地域による介護予防、認知症予訪の意識を詑較

となる ち方を検討するたゐにウィルコクス

た質関項Eについて取り扱った。

(け地域による介護予i坊の鵠JI)農の比較

大畠地豆〈れこ24)

広域地区(n=30)

0% 20誌 40お 60お

密 1 介護予詰ι関心はあるか

可て、広域地区

た (W=718.50，pく.05日間 1)。

りも有意に関心度の高し

fあまりないJ、「ないJという人は O名で、あった。一方、

目的である推進役

た。

80弘 100% 

ることが薙認され

く、介護予語への関心が

「まあある“

という回答が多く、機櫛的にあると感じている人は少ない犠;部こまるったび

大島地区の委参加者の平均年齢は73. 34歳と!玄域地誌よちも10嬢以上高く、老人クラブ

や自治会で中心的に活動している人たちが多いことから、菌主警の介藤予防については、

既に独自の方法で実施していることが影響していることが考えられる。これは、訪問で

実施している大島調査の結果かろも、 f建棄に関する活動の実施率が高いことが明らかに

なっている。また、大島地区においては、 3年前より介入を実施している影響も考えら

れる。
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( 2 )地域による認知搭予誌の関心護

大高地患い=25)

広域地臨(n=30)

。覧 20% 40% 60% 80% 100'， 

回非常にある・'*あある口あまりない口

函2 認知症予防に関心はあるか

認知症予防の関心般について、 j五域地IRと

れた (W=710.00，pく.01)(臨 2)。

大島地区よりJ五域地援の方が認知症予防につし

イゴ意禁があることが椛認さ

|副心j立が，lr:"jく、 8 '，Iilj以上の人

が IJI~常にある j という田容であった。一方、大島地区のhは、|見|心が111'-' 、ということ

ではなく、 fまああるj という自答が 5害Ijを占めていることが|ねらかになったn

この結果は、介護予防の関心j支との問機の結果であった。「あまりない」、「なしっと

いう回答は G名で、あったことから、大島地区が認知症予防に関心がないということでは

く、広域地区よりも「非;常にあるj という回答者が少なかった。

と同様に参加者属性の平均年齢の違いと、用農地;域における既存の老人クう

ブの活動、自治会の活動、窟住地域の面積などの遣いが影響しているものと思われるο

また、広域地区の参加者は、行政議員、{呆寵推進員など、の役齢者既に持っている人たち

であったことも影響しているで為ろう。
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(3 )地場による今後集まれる額裏{継続予測)

大島地区(n=16)

広域地区(n=30)

。% 20% 40% 60お 80% 100% 

i I!i 1ヶ月に1回 _2ヶ月!こ1田口 3ヶ月iこ1関口 6ヶ尽に11i言冨

図3 今後集まれるは額度

今後集まれる頻度について、広域地区と大島地毘の轄に有意差があることが議認され

た (W=271.00，pく.000(圏 3)。
ま域地毘より、大島地区の方が講鹿修了後、

集まれるであろうと予測する人が多かった。

く、「ちケ丹に 1

1 も

多い結果となった。

(4)大島地区と広議場誌の比較の帯察

以上の結果かち参加者平均年齢が若い広域地肢は介鱗予防や認知症予防への関心法高

いが地域議集性が援し一方、大農地底出購騰や認知症に関する意識は広域地区より虫

いが、地域諸築陵高いこと

ピス利府やそれら

福祉サービスが利用しづらい地域は福祉

イツトを明確に示すことによって継続的

ぜスが確立している地域には、住民が集まる機会

していくことが重要であることが示唆された。



5) r鑓接づくワ、認知痕予鵠支議員養成講座 Jの効果

本研究で実態した予i務的介入プ口グラムとして実施した「健康づくり、

員養成講藤jの務ア畿の支援損の目的のj案成度から講座のあり方を検討することそ詩的し

て、提属変数老支提議の役舗に、独立変数を講座の評価とした。分析には、カテゴリカん

@19草分析を君いて講盛の訴儲が修γ後の支撮員の活動意識に影響をどのようにもたらすか

を明らかにすることを目的に行なっ

以下は、主2適合度が高く、 .05以下の項目について示したり

(1)体力測定習得度に影響を及ぼす欝限

5 体力測定実施能力修得度への影響要国

.rn 目 F 

イ本)Jに自{言はあるか 0.115 0.123 

イ本JJ11'りに関心はあるか 0.516 0.136 

介搬すユi坊に関心はあるか -0.835 0.191 

認知I:l..iE予i坊に関心はあるか 0.668 0.201 

議の時限]はどうだったか 0.399 0.139 

議感はわかりやすかったか -0.302 0.13 

よ也 お長 蝉 0.076 0.141 

2 

F fi産 有立{J'(f・，十f

0.870 n.s 

14.39 p<.OOl 

19.14 n.s 

11.05 pく.01

8.199 p<.OI 

5.247 p<.OI 

0.291 11.S 

2 

従属変数:自治会や地域の集まりで体力組定がで、きそうか

表 5は、講産fl多了後に

で体力測定ができそうかJという

自己記入式の調査票の項目「自治会やま聖域の集まり

、どの質問票日が影響を及ぼしているのか

を示した。

結果、体力作りに関心がある (s口.516，p<.∞1)こと、認知症予誌に捷心がある

(s =.668， p<.01)こと、講躍の時間がちょうど良いことくs=.39ヲ，p<.Ol)が、告治会や地

域の集まりでの体力測定ができると感じることについて有意に説暁をしている。一方、講

~がわかりやすいととは自治会や地域の集まりでの捧力瀦定ができないと感じざせる

;にζなつていることが明らカか、になつた (s芯b 嗣剛榊J白

以上のζ とから、体力灘定実施能力修薄撲について最も強く彰響を及ぼすのは、参加者

の認知症予防の関心度であることが暁ちかになっ

fhu 

fhU 

内
J
U



(2)今後の活動予測に影響を及ぼす蜜思

表 6 今後の活動予灘への彰響要問

g ネ票準誤護 自由度 F 有意確率

るか 。場129 0.137 3 。苓888 n.s 

イ本ブゴりに関心はあるか 開0.149 0.151 0.976 n.s 

0.432 0.217 3.951 n.s 

るカミ ゆ0.552 0.231 5.718 pく.05

-0.254 0.154 2.715 n.s 

0.290 0.143 4.120 p<.05 

地域 -0.321 0.157 4.146 pく.05

:今後どのくら

6は、講蓮修了後記罰答を求めた部記記入式の語査東の項間「今後どのくらいの頻度

で集まれそうかJという質問む回筈に、どの質詩環吾が影響を及ぼしているのかそ示した。

結果、認知症予防に関心があるげなヘ552，p<.Oのこと、法域地域であることはヱヘ321，

pく.05)は、イ事了後の継続予測をイ底下ざせることを有意に説明している。また、議蓮がわ

かりやすいことは =.290ラ Pく.05)は継続予測を高くするととを有意に説明していること

が明らかになっ

以上のことから、最も説明惑の高い項呂誌認知症予訴に関心度が高い抵ど、継続予測を

低下させることが明らかになっ

(3) r鶴藤づくり、認知窓予防支援員養成講座Jの効果の考察

ら護産の体力説定{多得更に影響者及ぼすのは、認知名患の予防への関Jじ度の

高さであり、継続予mU~こ欝饗を及認すの辻、認知症の予訪への関心度の低さであることが

明らかになった。つまり、体力調定の修得度的高い参加者辻、認知結予防意識もあわせて

1 
0 

今後の接続J性で考えると、継続性在高めていくためには、介入のテーマを認知産予防者

メインで実諾するのではなくその地の付加価値在高めていくことの方が重要でoることが
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自由記述

問 今後リーダーの活動を進めるにd5たって不安な点試ありますか?

-どのくらいの人数が興味をもってくれるか、1tまってくれるかが不安0

.もう少し勉強してから

• I関心のないの方が多いと思うので召集が難しい

ー Ith))したいが、他の職務が忙しく時罷の余需がない。

・OrilJll去を引くテ…?にしないといけない。と、のくらい集まれるか不定n

.lil机Iliが来れば良いとjSう

・少し不立f

-人がitまちないかも

-入が築まらないとjA円。，'ilj1:船内iJ~ 多い出iベなので理解されないと思う。

.休)) 7f1.1j:J::について叩解できるか不安

-地区民の理解と協力者得るようにしたい

• 1義兵の有無によって出来方が異なる

間 今後リーダーの活動在進めるにあたって希望する乙と詰あります訟?

-こんな感じで、やってください。

・講師がいれば協力したい

-施設利用料を無料{として設しい

.持関が夕立い

・年;こー壌は市とタイアップして講座をして欲しい0

.毎年少しずつリーダーを増やしたらいい

・癒しの島らしく高齢であっても死ぬまで元笈な議畏でありたい0

.体力測定に時践をかけないで訣しい

-認知症予知の方法を教えて欲しい。

-268 



予防的介入プEグラムの様子(気仙沼広域地区)
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予防的介入プログラムの様子(気仙沼大島地区)

-27l 



今
ふ

巧，

f
司

L



研究事業全体のまとめ





研究事業全体のまとめ

地域生活の視点から見た介護予防要因及び予防的介入効果の検証と普及に関する研究事業

では、大きく分けて、「加齢と健康に関する縦断研究の追跡調査」と「地域介入のあり方と

その効果に関する研究」を行ってきた。

「加齢と健康に関する縦断研究の追跡調査」では、気仙沼大島に在住する地域住民の悉皆

調査の追跡調査を行い、過去2回の調査結果と比較検討してきた。その結果、加齢に伴って

病気を有する人は増えるが、主観的健康感が高く、それが維持され続けていることや、規則

正しい生活を送り、魚や野菜を中心とした健康的な食生活を送っていること、介護予防や認

知症予防につながる生活習慣を有しているとと、社会活動や趣味活動を積極的に行う人が多

いことや、住民同士が支えあうインフォーマルな支援体制があることなど多くのととが明ら

かとなった。認知症介護研究・研修仙台センターでは、乙の地域に対し、過去 2ヵ年にわた

り、自治体や老人クラブ、地域のサービス提供事業所と共同で、介護予防講座や健康運動講

座、健康運動の実践や体力測定などの介入プログラムを実施し、その効果を検証してきたが、

今回の調査結果から、これらの介入プログラムに参加した人たちは、より積極的なライフス

タイルを保ちながら生活していることも明らかとなった。今後は、フォーマルな支援だけで

はなく、住民自らが主体性をもって介護予防活動を行っていけるように支援していくことも

課題となってくるだろう。

「地域介入のあり方とその効果に関する研究」では、住民自らが主体的に介護予防に取り

組むための支援のあり方について検討した。具体的には、地域の既存の団体や組織、行政機

闘を活用し、住民自身が推進員として介護ならびに認知症予防活動を展開できる能力を養成

する講座をモデル的に実施し、その有効性と継続性についての検証を行った。今年度は 2地

区で講座を開催し、 55名の「健康作り・認知症予防推進員(通称:完全!100再リーダー)J

が誕生した。今回 2地区で開催された講座の参加者の平均年齢が74.3歳と62.6歳であること

を考えると、推進員として活動すること自体が推進員自身の介護予防にもつながるという副

次的効果を生むととになる。今後は、推進員が中心となって、各地域や自治会単位で介護予

防講座を開催していくことになるが、より有用で効果的な介護講座のプログラムの開発や検

証が今後の課題である。またさらにこれらの講座に参加した人の介護予防効果についても検

証していくことがこれからの課題といえるであろう。
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ごあいさつ
当センターでは、平成15年度より気仙沼市ならびに大島地区の老人クラフゃ連合

会、社会福祉協議会、渓仁会等と連携をとりながら、大島地区の55歳以上の住

民の方を対象に、厚生労働省健康増進等事業によって「加齢と健康に関する縦

断調査」を実施してきました。この調査では、ライフスタイルに関する質問項目を中

心に聞き取りをおこない、その結果から、介護予防や認知症予防の方法を明らか

にすることを目 1~19 ~こおこなってまいりましたO 平成18年度も約800名の方に継続的

にご協力頂いておりますO

さて、今回は皆様からご協力頂いた調査結果をもとにして、健康で、長生きを支

援する地域のリーダー育成をおこなう運びとなりました。日頃から健康な生活を意

敵されている皆様であるとは思いますが、この研修を機会に、より充実した地域作

りや健康作りについて今一度考えていきたいと思います。今回の研修を過して気

仙沼の皆様の健康生活に貢献できれば幸いです。

研修会の目的

東北福祉大学

認知症介護研究・研修仙台センター

センター長加藤仲司

気仙沼市民の方を対象に認知症の理解や介護予防の考え方を学んで頂き、介護

予防のための健康チェックの具体的方法や、介護が必要になった人を支えるため

の地域展開について学び、修了後の具体的な展開を立案して頂くことが目的です。

健康作り・認知症予防推進員
(完全!1 00歳リーダー)の3つの役割

①100歳になっても元気に地域で暮らすことを目指して、地域の皆

さんに健康や認知症の知識を色々な場面で話して下さい。

②体力測定の器具を用いて、公民館、自治会館等で、会議や、集まり

の際に多くの人の体力を測定しアドバイスをしてみましょう。

⑧健康教室などを積極的に開催し勉強会をひらきましよう。
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03 認知症とは

む5 認知症に怒ったとそをの鉱持ち

07 認知症になってもだいじようぷ

いつま 鳴ら く、鑓 1J¥ (ζ暮山町

¥¥¥  

診器 介鑓予防とは

ぬ認知粧の予防

11 完全!100歳のための

棒カ灘定マエュアJ!J

げ完全!100議チェック表

20 資料いきいき3とき運語

¥¥¥  

~、、 、、、¥

/ 
¥¥¥  

ーι

、、、

¥¥¥¥¥よ



万ククククククククククククククククククククククチククククククククククククククククククククククククククククククククチククククククククククククククククククク

@ 

E坦竺竺市戸亭三竺塑7否Tこめのよろず祖師(包括・飴マネジメント)

介護保険の見直しに伴い高齢者の地域生活を支える機関として「地域包括支援センター」の設

置が義務づけられました。

高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続することができるようにするため

には、できる限り要介護状態にな5ないような予防対策や、地域の保健-福祉・医療サービスなど、

必要なサービスを切れ目なく活用できるように支援していく必要があります。

地域包括支援センターは、保健師-社会福祉士-主任介護支援専門員等の専門資格を持った職員

が、それぞれの専門知識を活かして連携チームをつくり総合的に皆さんを支えます。

b竺塑空竺塑(j竺!こめlこ(介護予防マネ竺竺ト)

地域で健康に暮らすためには、健康管理や体力維持が大切になります。そのために「介護予防マ

ネジメント」をおこなっています。要支援1あるいは2と認定された方や、日常生活を送るうえで、

何5かの支援が必要と思われる方!こ、介護予防プランを作成します。

日常生活支援や筋力トレーニング、閉じこもり予防などの介護が必要となっている方が悪化しな

いためのサービスや、元気な方が介護が必要にならないような予防サービスを提供します。

E地域で安心して暮らし続け否ためl峨合相談・支援、権利擁護事業)

地域のなかでは、心理的、経済的な状況を脅かす様々な不安があります。そのために「総合相談・

支援、権利擁護事業」をおこなっています。総合相談は、高齢者やその家族地域住民の方から相談

を受け、その地域でいつまでも暮らせるように支援するサービスにつなぎます。権利擁護事業では、

高齢者の虐待の防止のために早期発見をし、財産管理に不安があるときは必要なサービスへつな

げます。

また、悪徳商法などの防止、相談にも関わっていきます。
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g地域告話支援センターの役詰

地域全体で高童書奮を支援する体制をつくリます

地譲でいつまでも暮らしていくためには、地域全体のサーピ、スの連携が必要[こなります。

的-継続的マネジメントJでは、高齢者の方々に重護支議する[まかにも、地域のケアマネジ、ヤーが円

滑に仕事ができるよう、ケアマネジャ…のネットワークづくりやマネジメント!こ関する助言などなお

となっています。
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気仙沼市地壇舘話支援センター
(すこやか内〉
TEし0226-21-1212
FAX 0226-25-1577 

癌議分室
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認知症とは~もの忘れと認知症の遣い~

年を麗ねるともの忘れや霊忘れが始まちます。顔を思い出せても名前が出てこなかったり、しま

い忠れ・鶴告忘れが増えてきます。

年相5手のもの忘れと認知症のもの忘れはどのように遣うのでしょう。年詔JIE¥のもの忘れは、体験

む…器を忘れるのに対して、認知症では体験のすべてを忠ねます。禽事を1?~[こあげれば、食べたメ

ニューを忘れるのと食べたこと自体を忘れるのとの濃いです。年相応のもの忘れ話、自覚があり、

思IJの機会!こひょっこり患い出せますが、認知症のもの忘れは、自覚がなく、思い出せ芯い部分に作b

路が漉じります。

忘れ方の遣い

加舗に伴うもの

体験合一部を忘れる

もの忘れを由党している

腕の機会に患い出せる

t認知誌の種類と原因

探知症にはたくさんの蓮類があり、その原臨

もまざまです。わが霞で多しiOJ[立、アjレツ八

イマー型認知症と脳血管性認知主主です。近年、

レピー小体型認知痕、前頭慎1]頭型認知症などの

診断がi蓄えています。その他にも、いろいろな

諜震で起こる認知症があり、なかには外科的な

手箭や内科的芯治療によって設醤が期待で、き

るものもありますので、一護iまきちんとした診

断を受けるとと悲お勧めします。

認知症

体験C全部を忘れる

もの忘れの自覚が拡い

思い出せない部分lこ作舗が混じる

[ ア川ハイマー裂認知症 I 

l 前頭側頭型認知症 I 
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E認知症とは?
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アルツハイマー型認知症の特徴

記標語害のためiこ新らしい構報がインプットで告なく芯り、直前のこともすぐに恐れてしまいます。

的地を忘れたり、ことがどこなのか分か日時や季節の感慨があいまい[こな弘警車[こ乗っていて

5なく芯ります(見当識蹄害)。同じものを持震も襲いこんだち(判関力の低下)、料理の手順が分

(実行機能の障害)。からなくなったり

さうには、雷撲がスムーズに出なかったり洋服をきちんと着れなかったり、護れたところでも道に

します。早期には脳の務縮が見うれないことがあります。迷うよう

脳血管性認知主主の特徴

して記i童と認知磯能む難曹が残った場合を脳血管性総知

アルツ八イマー型認知症との違いをグラフiこして示します。

脳卒中(脳梗塞と脳出血)

正講考記

知
的
機
能
障
寵

正嘗老化
軽震

知
的
機
能
障
害

高盤

脳車管性器、知症

高度

アルツ八イマー型認知症

噌

毒

~/ 

@ 
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認知遺症13宮島

断知的万の世界を理解する

認知症に拡ると再も分かう主主く諒号、諒寵や妄想、興容など不可解な行動を起こすと考えている

人たちがいさます。たしかに認知症の人[L:!e!;、富前の事を忠れたり、今いる場所が分から怠く芯る、あ

るいは親しし1人の事が分かうなくなる私どの症状が現れてそをまず。しかしこれ諒認知症という「病

気jが原闘で起こっていること砿のです。私たちでも今いる場箭が分かうな[1ればJ懇ろうとします。

もしこれを周四の人が止めたり、帰れ芯いように蔀霊iこ鑓をがけたむしたら、私たちでも大捕をあ

げたり興話したりするのではないでしょうか。 rもし自分がそういう状況だったら...Jということを

考えると認知症の入C行動詰不可解でも開でもはいのです。

tもの忘れの辛さ

もの55れは維にでも起こるものです。私たちでも「あれ?今ここ!こ伺をし;こ来たんだっけ?Jと思

う体験をしたことがあるはすです。しかし間悲し!こ来たむがは、たいてい後で思い出すことが多い

ものです。もし思い出すことができず、しかもそのよう芯状況が顛緊に組こったうどうでしょう。認

知症の方のものおれは、このような状況が出常の中で頻繁に起こっているのです。私たちでもも

の忠れをしたとそをに話不翰挟本気分になったり、不安になるのと問機!こ、認知症の人たちもこ出も

む恐れが原題で不機快で不安芯日々を送っているのです。もの忘れを中心とする誌短症という痛

決して楽な病気では砿く、何より本人自身が出々半い患いをしているむです。
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E認知誌になったときの気持ち

いろいろなことがで器なくなってきたことの構しさ

認知症に怠ると、f士事や家事芯ど普設{可気なくおこなってきたことに失致が見うれるように苓C

私たちでも失致すると嫌砿鉱分!となりますし、今度はうまくやろうと君、うでしょう。しかし認知

症の方の場合、このような失敗がだんだん大きなものになっていきます。三宮知症のフヲ[立、病鉱が原

因でこのよう砿失敗が起こっているということは理解できなくても、日分がこれまでうまくやってき

たととがでそをなくなったことには気ついています。さらに仕事上の失敗や家事の不手際が目立つ

ようになb、周りの人たちか5も指揮されるように在るために、悔しし1思いをしたり、少しずつ自震

を失っていったりするおです。これiま何より認知症の方本人にとって非常に揮しい体験なのだとい

うことを理解することが必要でしよう。

l!:暫型空型空警.，明~~~
fもの忘れム f毘詣識i議書(時間や場所の見当がつかなくなるとと)J、「判断力の壁書〈場事を

系統立てて考えることがでそをなくなること)Jなどは、認知症の中核症状といわれます。しかしこの

「俳祖Jや「攻撃的行動JI不潔行為JI安想Jなどのさまざま慈症状が認とることがありま

す。これらの行動は以前にはケアを閤難にさせる行動という意味か51塑題行動jや「行動障害jと

呼ばれてそせました。しがし最近では、とれらむ行動が、基本的思症状に身体的・心班的・社会的影響

なと、が加わって起こるもので、あると理解されるようiこなってそをました。そのため、近部噂門家の題

では、これらの…遠の行動や症状者間程知症の行動・心理症状:8ehavioraland Psychological 

Sym拭omsof Dementia (8PSD) JとIJ乎ぶように芯っています。

問岬岬#阿部〆

φ 
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警EJ号、喧笈13ぎをも£umud記号ぷ
何もできなくなるぬ?

認知霊という病気の中核となる症状は、記櫨や判断といった知的機撞・認知機能の障害で、す。し

がし、知的な磯能の金てが、一度に失われてしまうわけではありません。以前から覚えていた短識や、

印象深かった出来事の記彊芯どiままだまだ残っています。怖に、家事や趣味などと本人がそれまで

の生活で?っと続けていたよう芯こと、楽しんでやってをたようなことは、身体が自然に動くほどそ

の人にしみついているものです。もちろん、その人がもっている力を発揮するための環境つ‘くりは

必要かもしれまぜんが、そうしたこと校おこ思えることは、ご本人にとってもうれしく、昌信につ拡が

るものです。

何もわからなくなるの?

「認知症!と芯ると何もわからはくなるJIポケたが勝ぢj…本きでしょうか?

E震かr;:，認知症む症状は問者経れば進行していそをます。しかし、感11議機能はあまりi毒害されザーが芯

む末期の段臨まで残っています。 1~IJえばことがどとだかわからなく芯つでも、 iまんの少し前の出来事を

忘れてしまっていても、悲しい、さびしい、嫌だ、うれしい、楽しいとしりた感情は、いつも感じています。

感情の記憶は心に残りやすいものです。いつもで、きていたととができ怠く芯ったつの芯や不安、

命日壌の障害があるために)覚えのないことで叱られた嫌芯気持台、詰分5しさを発型でそをたうれしさ

を生き生きと感じるわi)J、そしてそれまでの人生者生きてそをた「詩引 iまもち読げます。

1どのように対応する??

認知症の症状の中でも、特に周辺症状は心理的忽要酉がf予期して出現レてきます。そのため、週

明芯ケアが提供されるととによって、認知症のある方の心理的ストレスが軽減し、j顎辺症状を軽減

できる写能性があbます。



む野由竺空竺一一一一一一一
年を薫詰ると雑でもf本力lま低下します。しかし、維で、もが介護が必要になるわけでは芯く需うか

の軍関で介護が必要主主要介護状憲iご主よってしまいます。年を重ねてもいつまでも先気で謹豪iこ暮

らしていくた拾に誌、その票盟を理解し、そうなら芯いよう芯生活を心がけることが大切です。下の

図[ま、製介鰻状態iこ怠った人の5要望を鵠 その他 脳血管喪患

べたものです。 16.5% 26.1 % 

脳血鵠性疾患が最も多く、次いで高齢

、臨倒・骨折とつづ告ます。

のことかう、生活習慣病や疾患の予防と、

[こよる転罷の予防で半数以上の要

介護状態が訪げることが分かつまず。

つまり、介護予民法、

けることと、身体の者北!こよって起こる

筋力低下を予防するととが大切に忍ちます。

介護予防は期期発見

関節疾患
10β% 

転倒・骨折

12.4% 17% 

{密 警介護状態になる要因:国民生活基磁調査2002年)

介護予関誌、前期高齢者では、生活習慣病の予防が中心iこなります。後期高齢者で法、第力の{丘

下、転留の予読者ずることが有効芯予防芋段といえます。介護予防は、これうの兆{義援いち零く察

知し、対応するととが求{めうれます。そのために、自分自身の健康状態や身命濃IJ足で体力を語彊し

ておくζとは介護予防の重要な手がかむ

脳血管疾患

開賜開閉験ア

その他

組箇箇箇
-"-"司品;:.，吋宍=と::OOJ1::J、融-:~

日記j奇抑宥

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60弘 70% 80% 90% 100% 

(岡 高齢期別の要介護状態になる要四:器践受話器護謂査2002年}

@ 
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認知症の予防はできるのか

「認知症は絶対に予防でをき芯いJr認知症は進行性怠のでよく怠ることはありえ芯い」以前は認

知症にはとうした認識が…般的でした。しかし、近年で話多くの調査-研究によって認知症の予防や

進行を抑える方法iごついて興味深し1結粟が報告されています。それらな捗考に認知症の多くを占

めるアルツ八イマー聖認知症と脳出震性認知症の予防の可能性在宅考えていきます。

脳虫管性認知症の予防

脳卒中(艦境塞と脳出血)が原因となる脳血管性認知症は、生活智i繋揖を予拐するととによって

予閉が司能と芯ります。生活習慣の接穂、栄養、運動、休養、のバランスを考え、たlまと、アルコール

を控えるととが大切です。

日(い 側 、2少〈にしよう〉路(さんた)のスス判l

1額出脚理習'1量を無くす
4之

2少=食事iま8分自、
アル三一んは

少なめに

栄養・運動多く、

3多=休息、多く、人や臨昧との

接点多く

v 



アルツハイマー製認知症の予防

アルツ八イマー型認知粧!日立、βアミ己イドの日記への沈着によって引き起こされますが、その決

定的な原因!ま明うかではありません。近年の多くの研究結梨かう発症の危険性を減らす嬰因は明

うかに怠ってきまレ足。これ

危険牲を可龍な譲り少なく

生)[5習震によって、認知症の発症

を遅らせたり、予防したりする

とが期持されています。

認知症の予防と介護予防

-Iiì-~泊目;-.

備、祭紙野菜、ピ…ナッツ、
ビタミンc.豆、薬畿)

遊撃の就寝
運動器演

趣味

緩鍍{1段30分以内の盤寝)
対人交涜

など

高話量E玉、高指血症、糖尿療

多重量のアルコール接種
頭部外傷
ストレス、搬手皆、欝状態

加齢、性別、灘依

圃Iftl~]間百a圃

これまで、述べてきたことがう認知症の予読と介護予坊には共通する視点があります。

@ 



手ジチジジジジジチジチジジガジジチづデチジチチクチジチチクジラクジラヂジチジクジジジづジチジジチチジチクチジテクチクデデデデククククチチテラクジ~

ljJg~ソ麟繍嚇闘する器具膿ブ3計

型経路嘩開閉控甥j冨測定する喪蕪上半身 i 
聞苧.]1援

の筋力

①両足校講幡に開いて手uき手で語ります。

@螺力郊の針が外側iこなるように持ち、人差し指の第2関節が濫角になるよ

うに掘り帽を調節します。

③腕を自然に下げて、身体に触れないよう{こして力一杯4譲ります。

92回測って良い方の小数点第11立を四捨五入して記鐙しますく関:22丈g)o

.翠童霊園握力計が身体や服に触れたま関譲った訪振り回したりし怠L¥oI 
剣、
i¥ム

@ 
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~川=勿仰

-使用する器具 デジタル長座体前屈計

・測定する要素柔軟性

・手順

①はじめる姿勢:壁擦に足を伸ばして座り、壁に背・尻をぴったりとつけ長座

姿勢をとる。

②そのままの状態で、ひじを伸ばしたまま腕を前に伸|まし、測定器の中央部

分と手のひらの中央付近が一致するように、測定器を合わせます。

③表示がOcmであることを確認します。

④手を潤IJ定器から離さすlこ、ゆっくりと身体を前に倒し、できるだけ遠くに測

定器を滑5せます。このときにひざを曲げたり聞いたりしないようにします。

⑤最大に遠くへし1ったところで元に戻る。

⑥2回測って良い方を記録します。

靴を脱いでおこ芯います。苦手2里をし拡いでできる範囲で。輯議轟語調融

、代
a・・・・・・・E¥ -.. 

.，.子-
;~\ 

吋、町
、仏μ

♂μ、

戸J

ー一一-_._.，.)，
戸

山

一 一
ミ

ーふーん〆一一c唱一三五~-=----円一 一
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午デテラクチジガチテラテクづづづ////////////////////////クククククククチククククククククククククク必ククチチチクククククタ乙

国使用する器具メジャーテープ

扇測定する要素動的バランス

副手I1匝

①はじめに、患に向かつて槙向きに立ち、高患を出然!こ開き直立します。

⑦手を軽く握。体と900

になるように郡山腕をよ[1法す。

③掘り撃の先端をテープでマークして壁iこ速い方の苧を下ろします。

M 開 h 当i誌同じ高さを維持したまま、定者動か合ザiこでそをるだけ前方!こ手を

伸ばし、その先壌にテープでマークし、その差をはかり荻す。

(つま先立ちでも畏いが、定iま動かさ芯い)

⑤2思表IJって設い方を記録します(小数点第1位まで記鐙)。

いでおこないます。補助者をつけて安全に詮議しましょう。

!f!，内

例

¥

助

…

品
問
…

一ー
※補助者l副本に
ふれ主主いようiこ
してください。

/ 

市

e 
グ~笈



ゑ勿~勿多労会み~勿勿タ会労会みタ~み勿勿タゑみタゑ勿ゑ労会労~勿勿勿勿~労汐:

圃使用する器具 ストップウォッチ

圃測定する要素静的バランス

圃手順

①両手を腰にあて、次の状態になるまでの時聞を測定します。

1)足の位置がす、れる

2)腰にあてた手が離れる

3)上げた足が体の一部に触れたとき

(最高60秒)

②1回練習して力¥S2回測り良い方を記録します。ただし60秒が上限です。

寵轟 1臣|自で60秒いったときは2囲自は測定し拡い。

靴を脱いでおこ思います。

ゑ
)

《
〈
)

※補助者は体に

ふれないように

してください。

.、
三 《

補助例

/ 
、-'，一一

，___~c 

a 



万デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデチクククジデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデシ三

-使用する器具 ストップウォッチ、椅子、コーン

・測定する要素移動能力

・手順

①椅子かう立ち上がり3M先の目印を折り返し、椅子に戻るまでの時聞を測

定します。

②スタートは背中を伸ばして椅子に座り、手を太ももの上に置きます。その際、

足の裏は床にぴったり着けます。

③「よーい、スタート」で快適で安全な速さで一連の動作をおこないます

④測定は、体力t動き始めてから、再び座るまでの時間です。

⑤周り方は自由です。

⑤1回練習して力¥62回測定し良い方を記録します。

E置
小数点第1位まで記録します。

測定者は、相手の動きにあわせて移動し、安全を確保します。
靴を履きましよう。

俊一〉
4、

鳴 F 
~ ~ 
屯 v、、、、

¥、早/
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E護用する器異

E斑i定する要素

語手踊

さ〉構子iこ露。末Ijき手をテーブルの上!こ薗昔、力を抜いて干のひうを開きます。

争開いた手の人差し指と親指の間!こ棒の末端を合わせます。

立会灘定者が、突然棒を落下させ、それをキャッチします。

3番目に良い数値を記銀します。

捧

性

落

敏

《
)

手のひ5聞いていることを撞認する。

、

鞠賄
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万クジラづクジラユ 刀クジラククジクジララクジラクジララクジラクジラクジクジラチクジラチジジジジジクジラククジクジラチジジジクジクジラユテづジJデクジヲ

月

日 123日

kg 1 20 

握力

レベル1 1 

cm I 22 

長座体前屈

レベルI 1 

cm I 39 

ファンクシヨナルリーチ

レベルI 4 

秒 I 61 

開眼片足立ち

レベルI 5 

秒 1 5 

アップアンドゴー

レベルI 5 

cm I 30 

落下棒反応

レベル 1 2 

舗語

名タ~



忽会与タ~手伝忽今珍タ~忽ネ労タゑ労労ヨヨ今汚手伝労託手伝説タ勿ヨ杉彩タ友杉会勿ググ〆

月

日

kg 

握力

レベル

cm 

畏肢体前癌

レベjむ

cm 

ファンヲシ三ナjむリ叩チ

レベル

ネ歩

開眼片足立ち

レベル

等少

アップアンドコー

レベjレ

cm 

落下捧皮応

レベル

e 



万クジクジラユテチ万〆万デクジラデククジラクデデクジラククジラクジラデデデクジラクジクジラクジラククジラクジラククジクジラクジクジラクジラテジづククジラ

tlい4 b高い

レベル 1 1 2 3 4 5 

男性 125以下 126~29130~33134~37138以上

握力

女性 1 15以下 116~18 119~21 122~24 125以上

男性 1 21以下 122~31 132~41 142~51 152以上

長座体前屈

女性 124以下 125~35136~43144~51 152以上

男性 129.5以下 130~33 133.5""36 136.5""39 1 39.5以上

ファンヲシヨナル1)ーチ

女性 125.5，以下 126~30 130.5""33 133.5-36.51 37以上

男性 1 5以下 16~13 114~30 1 31~60 1 61以上

開眼片足立ち

女性 14以下 15~10 111~23 124~60 1 61以上

男性 17.2以上 17.1~6.116.0""5.5 15.4-5.01 4.9.以下

アップアンドゴー

女性 18.9以上 18.8-7.517.4""6.516.4-5.81 5.7以下

男性 150~36135~30129~25124~201 19以下

落下棒反応

女性 1 50~36 135~30 129~25 1 24~20 1 19以下

@ 
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J H-H 
jI I I I I I I I 
(3000歩で0、5000歩以上でCを記入して下さい)

運動iこ鑓すあお潤ひ会わぜ
一 ← 聖 司ヲ

一 一一戸 占 j ーマーペ‘一、d

i釜乏揺すりj
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